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兵庫生物原稿募集

1.原稿は次のような内容とします。

A.生物学の論説、教材研究など

B.郷土研究、旅行記事、会員消息、その他

2.原稿用紙は20字詰のものを使用し、多人数

の原稿をとるため本誌3ページ以内にす

るoそれより長いものは 1ページにつき!':OO

円の印刷補助をいただきます。

短報はハガキで投稿して下さい。

3.原稿は横書き、平仮名使用、和名、外国語

えよどは片仮名を使用し、学名はタイプ、ま

たは明瞭な活字体にして下さい。

4.挿絵は凸版向きに(墨書)して下さい。

ただし、実費は投稿者負担の ζ と。

5.原稿は編集委員あてに御届け下さい。

6.原稿の採否は編集委員会(理事会)にお任

かせ下さい。

7.別刷ご希望の方は、その部数を原稿第1ベ

ージにご記入下さい。

ただし、実費をいただきます。

8.第4巻第1号の原稿締切りは昭和34年9

月末、発行予定は昭和34年11月末

兵庫県生物学会規約

1.名称

この会は兵庫県生物学会と称える。

2.目的

乙の会は生物学の研究とその普及振興をは

かり、あわせて会員お互いの和親向上をは

かるを目的とする。

3.組織

(1)会員

① 生物教育及ぴ研究に従うもの。

@ 乙の会の趣旨に賛成するもの。

※ 入会または退会したいものは会長

あるいは本部に届出ればよい。

@ 本部、神戸市東灘区御影町県立御影高

校、生物室に置く。

(2)役員

①会長、理事長各 1名総会で会員中から

選ぶ。

@ 理事は会員の推薦あるものは誰でもな

れる o 1こだし役員会において 3回以上

引続き無断で欠勤した時は自然消滅す

るものとする。

@会計鑑査は会員中より 3名を選出し、

会計の鑑査にあたる。

4.事業

乙の会は、上の目的を遂げるために次の事業

を行う。

①総会

毎年1回聞く、ただし臨時に聞くこと

もある O 総会の期目、場所、行事、経

費などは理事会で決める。

@役員会

必要なときに会長が集める。

@その他

研究発表、講演、見学、採集調査、会

誌兵庫生物の発行などを行う。

6.会計

( 1 ) 本部の経費に会費、補助費及び篤志家

の寄付による。

(2) 会費は 1人年額金300円、会員ごとに

「兵庫県生物学会」あて振替口座神戸

17501番に払い込む乙ととする。

(3) 会計年度は毎年4月1日に始まり、翌

年3月31日l乙終る。

(4) 本部の会計は毎年総会で報告する。

付良IJ

(1) 規約の改正

この会の規約を改めたい時は総会で決

める。その際出席会員の 3分の2以上

の同意を要する。

(2) 事務所

① この会の会計に関する事務は当分、次

の所に置く。

明石市大蔵谷、県立明石高校、生物室

(振替口座神戸175)1)

@ 雑誌「兵庫生物Jの原稿l乙関する事務

は、次の所におく。

神戸市長田区寺池町1、県立兵庫高校

生物室O



森会長学界貢献のー断面

室 井 結

本会会長森為三先生が、この度、兵庫県文化賞を受領|り、口が吻の下面にあって馬蹄形をなす。鰭に特殊の斑

され、会員諸氏の進言によって、この度、本誌を「森為 i紋がみられる。詳細は朝鮮魚類誌、第1冊、朝鮮総督府
三先生文化賞受領記念号」として刊行するに当りまし|水産試験場報告、第6号 (1939)， 第24図版を見られた

て、全く門外漢の私が先生の業蹟を披歴することは全く|ぃ。

恐縮の至りではありますが大方諸氏のお許しを得たいと| ウサギギギ CoreobagrusbrevicoゆusMori新属新種

思う。 I 動物学雑誌、第48巻.第8，9，10号、 pp.672-673， 
先生に最も敬意を現すことは、魚類学を専攻されたに I(1936). 
も狗らず、哨乳類においても、あるいは植物学において| 日本産ギギに類するも響鰭鰭条は 12-16.体は太く短

も並々ならぬ御研究業績が続々と発表されているととで|かく、授は大きし頭部は厚い皮で被われる。尾鰭後縁

全く博学に驚嘆する。それは専門の魚類の論文はいうに|中央は浅く凹入している小さい魚、である。

及ぼず、次のような単行本のあることによってもうなづ| 詳細な図は動物学雑誌、同上の第24図版、並びに朝鮮

けることと思われる。すなわち 1:魚類誌、第1冊、第5図版を見られたい。
朝鮮植物目録(大正11年)pp. 372 ※ヤガタムギツク Coreoleuciscussplendidus Mori新

熱河省及其の北部地方産晴乳類 (1939) 属新種、 Ann. Zool. Japonensis， Vol. 15， No. 2， pp. 

東亜の淡水魚類の地理的分布について(英文)(1936) I 161~164 (1935). 
朝鮮の淡水魚類の地理的分布について(英文)(1936) I 朝鮮特有の魚類でムギツクに似るが体形が細く、頭が
熱河の淡水魚類 (1934) 尖ったような魚類である。

満州有用淡水魚類図説 (1939) 朝鮮魚類誌、第1彩色図、第26図版を見られたい。

原色朝鮮の蝶類 (1934) コブクロカマツカ Microρhysogobiokoreensis Mori 

満洲園陸棲晴乳動物 (1942) 新罵新種、 Ann.Zool. Japonensis， Vo1.15， No. 2， p. 

朝鮮魚類目録(英文) (1954) I 171. Pl. 13， Figs. 1-2. (1935) 
などが主なものである。これらの論文が、その間の先生| 朝鮮特産の属でドジヨワカマツカに比べて上下顎に角

の博学を物語っている質縁が発達している特殊な魚である o 本属には上記の外

先生の研究業績は多くは朝鮮及び大陸で行われた。か|※ホタテコプクロカマツカ M.longidorsalis Mori及び

って JordanとHubbsの両氏は先生を記念してコクラ|ムナイタカマツカ M.yaluensis (Mori)を含む。

イヒガイにSarcocheitichthysmorii，また LeoBergは! なお詳細は上記論文及び付図、並びに朝鮮魚類誌、 I

アリナレヤツメに※Lamtetramoriiと献名され|の第38図版を見られたい。

た。また先生は魚類に多くの新亜科、新属を始め、多数| また極く普通に自につく、先生命名のものを拾ってみ

の新種に命名されたのである。そのうち著名な新亜科及|ると次のようなものがある。すなわち

び新属を拾ってみると、 Acheilognathus yamatsutae Mori チヨクセシイテ

ドジョウカマツカ亜科 Gobiobotinae Mori モシジタナゴ

かつてコイ科がコイ亜科及びドジョウ亜科に大別され Cobitismultifasciafa Wakiya et Moriヨコジマド

ていたが森先生によって始めて、体に中形の鱗のあるこ iジヨク
と、頭前部に 1~4 対のヒグのあること、 4対の場合 C.rofundicaudafa Wakiya et Moriハナドジヨワ

は、そのうち3対は頭の下面にあること、鰐は著しく小 Cottushangiongensis Mori カyキヨクカジカ

さい骨嚢に包まれていることによってドジヨタカマツカ Gobiobotiabrev.ibarba Mori サメガνラ
亜科を設立された。 I※G.macroceρhalus Mori ズナガドジヨクカマツカ
※クロムギツク Pseudoρungtungianigra Mori新属 G.naktongensis Mori vラギカマヅカ
新種 Hucho ishika叩aeMori コウライイト

Ann. Zool. Japonensis， Vol. 15， No. 2， p. 164 Liobagrus mediad，妙。salisMori ミナミアカヂ

(1935). Mallotus elongafus Mori'ナガジνヤモ

日本産、ムギヅクに類するが限隔部が狭く、吻が尖 Morocooxyrhynchus Mori アプラハヤ
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Parasilurus microdorsaZis Mori ヤナギナマズ |※MyIJ/is formosus chofukusei Mori コクライクロ

※Coreius longibarbus Mori ヒグナガワォ |アカゴウモリ

Pseudoperilampus suigensis Mori スイグシゼニタ Rhinolo，ρhusferrum-equinum quelPartis Mori サ

ナゴ |イジクキクガ主ノラゴワモリ

p， uyekii Mori ヲエキゼニタナゴ |※Erinaceus amurenus koreensis Mori チヨクセシ

Sarcocheitichthys tωkiyae Mori ミナミヒガイ |ハリネズミ

勃 :ymallusjaluensis Mori カワヒメマス i※lv1eriones unguiculatus kurauchii Mori スナネズ

この他に満洲、北支那産のコイ科などに10種余りの新|ミ

種がある。 Microfuskishidai Mori チョウセシハタネズミ

※A今osρalaxkomurai Mori トクモクモグラネズミ

また、本会が昭和21年創立され本学会会長に就任され|※Pteromysvolans wuZungshanensi・sMori ゴ9ワモ

てからは非常に御多忙な絞務の余暇を割いて特に裏目本|モγガ

の魚類を研究され、続々と新種が発表された。門外漢の Petaurisfa仰 faseiMori チヨクセシムササビ

私の記憶に残るものを拾ってみると、次のものが頭に浮 Nycfe陀 uteskoreensis Mori チョウセシタヌキ

ぶ。すなわち Musfela ri%osa mosanensis Mori モヂシイイズナ

Alloleρ!s仰 zumiiMori コプジカジカ Marfes mela抑制 hintoniMori コクライキテシ

Li仰げsbrevicaudus Mori ヤマトピクニシ |※C加庁側iaflaviguZa korea仰 Mori νラギテシ

Care仰 cf削 ρunzce削 Mori ジシカイピクニシ | その他、欝陵島のジネズミやドブネズミを新亜種にし

Carep叩 ctusfurcafus Mori オキピクニシ |て発表されいる。

Dasycottus longido時 alisMori ヒレナガガシコ

DasycotれtSuchi向 iMori アンコウカジガ l 以上、臆面もなく全く素人の私が思いつくままに綴ら
Sebastiscus long!喧tinisMori げナガカサゴ !せて戴いた。もし森為三先生の学界貢献のー断面にもな

りましたならば幸と思いベシをおく。(Jun.1， 1959) 

なお、補乳類で新種、新亜種として発表されたものに次 l備考※は改訂増補日本動物図鑑(北陸館 1947)に図
のようなものがある。 I説されているものである。

兵庫県淡水魚類目録{こ1種を追加す

森 為

私は「兵庫生物J3巻4号に兵庫県淡水魚類を緩め せらるるように私の目録に未記録のイチモシジタナゴ

て発表した。其の後、大阪市立自然科学博物館研究員 があるので、簡単なる記載を附して発表する。

柴田保彦氏から、尼崎武庫三荘の池から採集されたタ Paracheilognatous cyanostigma (Jordan et Fo-

ナゴ3種の標本の寄贈を受けた。其の中に同氏も指摘 wer)イデモシジタナゴ

No. 性 脊鰭 響鰭 倶~線上の鱗数 体長は体高の 同頭長の 全長 産卵管長

1 古 1(8 1(8 38 3.2倍 4.0倍 65mm 

2 ♀ 1(8 1(8 37 3.2 4.1 64 26mm 

3 ♀ 1/8 1/8 37 3.2 4.0 49 29 

口辺には震はない。体高低く、体但.IJを走る 1文字の|る。尚同氏採集タナゴの中に本種の外 Paracheilog-

黒色縦条は肩部第5鱗の務大なる 1黒斑から始まる。 Inathus tabira (Jordan et Thompson) タピラ、
本種は我が国本州中部地方の大垣、琵琶湖、淀川水 IRhodeus ocellatus (Kner) パラタナゴの2穫があ
系に産するので武庫之荘辺まで分布せるものと患われ|る。
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森 為 業績目録

1 9 1 3 Zool. Japo.， Vol. 11， No. 2. 

朝鮮人の食用に供する野生植物に就て 朝鮮総督府月報 INotes on the Genus Sarc配 heiIichthys，with the 
3月号 Descriptions of Four New Species. Annot. Z∞1. 

1 9 1 7 Japo.， Vol. 11， No. 2. 

平安南北道・黄海道採集鳥類目録烏 1巻5号 I On Two New Mammals from Korea. 朝・博 5号
1 9 1 8 I On Four New Fresh-water Fishes from River Liao. 

済州島採集の主なる鳥類に就て 鳥 2巻7号(黒田長SouthManchuria. 朝・博 5号

礼と共著) I Two New Plants from Mt. Hakuto.朝・博 4号
珍鳥八色烏に就て 朝鮮総督府月報11月号 |白頭山植物区系に就て 朝・博 4号

19 1 9 白頭山植物目録朝・博 4号(梶原梅次郎と共著)

朝鮮のツツヂに就て 朝鮮総督府月報8月号 |白頭山及F付近高地帯の胡蝶類と其の分布朝・博 4号

朝鮮のスミレに就て 同上 10月号 l朝鮮産食虫植物に1種を追加す朝・博 4号
1 920 朝鮮語イミシスとはどんな魚か朝・博 4号・

済州島採集の主なる鳥類に就て(第2報) 烏 2巻9 I水原西湖の魚類朝・博 5号
号(黒田長礼と共著)烏の食物と農林業との関係朝・博 5号

欝陵島採集の主なる鳥類に就て 烏 2巻10号(黒田長|蓬河と黒竜江との淡水魚と其の動物地理的分布に就て相

ネしと共聖子〕

192 1 

On Som巴 NewMammals from Korea and Manchu-

ria， Ann. & Mag. Nat. Hist.， Ser. 9， Vol. 10， 

No. 60， London. 

On Two New Forms of the Korean Hedghog. Ann ・

& Mag. Nat. Hist.， Ser. 9， Vol. 10， No. 60， 

London. 

1 9 2 2 

朝鮮植物名実朝鮮総督府発行

1 9 2 3 

Two New and Rare Mammals from Korea， Journ. 

Mamm.， Vol. 4， No. 1. Washington (黒田長礼

と共著)

New Name for a Korean Flying Squirrel. Journ 

Mamm.， Vol. 4， No. 3， Washington. 

朝鮮脊椎動物目録朝鮮博物学会展覧会出品標本目録

欧米の自然科学博物館と学校及社会教育との関係

朝・博 1号

1 92 5 

紅葉の原理と朝鮮の紅葉文・朝日号

互の関係を論ず朝・博 5号

鴨緑江と豆満江との淡水魚と其の動物地理的分布に就て

言w・雑 469号
満洲及東部内妥古脊椎動物目録 外務省文化事業部の補

助により出版

1 928 

A Catalogue of the Fishes of Kor巴a.Journ. Pan 

Paci. R巴ser.Inst.， Vol. 1， No. 3， Honolulu 

Fresh-water Fishes from Tsi-nan， China， with Des-

criptions of Five New Species. Jap. Journ. Zool.' 

Vol. 11， No. 1. 

Four New Species of Bats (Vespertilionidae) from 

Korea. Annot. Zool. Japo.， Vol. 11， No. 4. 

On the Fresh-water Fishes of the Yalu River， 

Korea， with Descriptions of New Species.朝・

博 6号

On a New Hynobius from Quelpaert Is~. 朝・博

6号

朝鮮産翼手自に就て 動・雑 477号

済州島の両棲類及~虫類に就て朝・博 6号

1 926 牛馬の糞が好物の金亀子類朝・博 7号

日本及支那にて使用せらるる淡水魚の漢字名に就て 満|済州島及対馬の動物分布の状態を考察して内鮮雨隆の分

鉄出版 ! 離の持代とその状態を推論す朝鮮 3月号
朝鮮の維に就て 朝・博 3号 i済州島陸棲動物概論文・朝 10月号
威鏡[有道高地帯の淡水魚と胡蝶類朝・博 3号 1済州島植物概論文・朝 11月号

白頭山所生組物に就て 文・朝 10月号 192 9 

1 9 2 7 I Addition to the Fish-fauna of Tsi-nan， China， with 

On Three New Mammals from Manchuria. Annot. I Descriptions of Two New Species. Jap. Journ' 
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Zoo1.， Vo1. 11， No. 4. 朝鮮産ゲy ゴロク科の1新種に就て 朝・博 14号

on Two New Loaches of the Genus Cobitis from Iチョウセシクロライチヨク威鏡南道に分布す朝・博
Corea. 朝・博 9号(脇谷洋次郎ーと共著 15号

朝鮮の石器時代に飼養せし犬の品種に就いて 人・雑 |アカボジウスパジロチヨワ朝鮮の南方慶州に於て採集さ

44巻 1号 | る朝・博 15号

日本鳥類目録に新追加2種及朝鮮より新記録の3種に就 i人類の起源と亜細亜 文・朝 6月号
て烏 6巻 27号

対馬の艇虫類に就て 日・生・地 1巻1号

始めて我国に知らるるGobiobotia属の分類学上の位置

(鯉科中に新亜科Gobiobotinaeの提唱) 動・雑

490号

鴨緑江.~河及松花江の淡水魚の分布 農学関係車絡会議

演集

朝鮮産鴫乳類化石目録朝・博 8号

朝鮮産胡蝶類目録に新に追加すべき 1種に就て 朝・博

8号

広大なる石灰洞と洞穴内に存せし動物の遺骨に就て 朝

・博 9号

コパネオホキリギリス 朝・博 9号

1 9 3 0 

on Four New Small Mammals from Manchuria. 
Annot. Zool. Japo.， Vol. 12， No. 2 

A New Species of Microtus from Korea. 朝・博

10号

On the Fresh-water Fishes from the Tumen River， 

Corea， with the Descriptions of New Species. 

朝・涛 11号

朝鮮馬の系統 日・畜・報 4巻2号

朝鮮の動物，日本地理風俗大系朝鮮篇上(新光社)

朝鮮動物の分布 日本地理大系朝鮮篇(改造社)

カラフトマムジ朝鮮に産す朝・博 10号

マ ~i/ユクモグラ朝鮮北部高地に広く分布す朝・博

10号

朝鮮産アカボVクスパ乙/ロチョウの麹の変異に就て 朝

・博 11号

朝鮮の寺剰と樹木文・朝 9月号

193 1 

朝鮮産陸棲時乳動物の分布に就て 動・雑 508-510号

合冊(岸田久吉と共著)

朝鮮の輝朝・博 12号

朝鮮の動物朝鮮 195号

旅1瞭港外孤島の「νペリアマムi/J Agkistrodon hal-

ys intermedius Strauchに就て朝・博 13号

猿の系統と進化 交・朝 1月号

1 932 

朝鮮産グジゴロク科目録朝・博 14号

五台山動植物の記朝鮮 207号

朝鮮放鷹史放鷹 (宮内省蔵版)

現今朝鮮に於ける放鷹(同上)

1 9 3 3 

Second Addition to the Fish-fauna of Tsi-nan， 

China， with Descriptions of Three New Speci 

es. Jap. Journ. Zoo1.， Vol. 15， No. 2 

On Two New Bats from Corea. 朝・博 16号

A New Species of Leptobotia， Cobitinae， from 

Manchuria. 朝・博 16号

鰹科の中り新属 Microphysogobio及 Saurogobioの分

類学的位置に就て 動・雑 532-533合冊

朝鮮のチョワザメに就て 附東亜のチヨクヂメの検索表

朝・博 16号

朝鮮の鳥類文・朝 3月号

朝鮮のキリギリス科に就て朝・博 16号

1 934 

On the Geographical Distribution of Korean Salm 

onidae. Proc. Fifth Paci. Sci. Congr.， Canada， 

Vol. V. 

One New and Two unrecorded Species of Cyprini-

dae from Manchuria. 朝・博 17号

熱河の淡水魚類に就て 満蒙・学・調・研 5部 1篇

補訂朝鮮魚類目録親・樽 19号(内田恵、太郎と共著)

朝鮮に於て発表せられし朝鮮脊椎動物の文献目録 執・

博 19号

朝鮮石器時代の犬科に就て 小田先生援寿記念論文集

柴田氏採集満洲産淡水魚類満・博 4号

原色朝鮮の媒類大阪屋号書庖(土居寛鴨・越福成と共

著)

朝鮮の天然記念物に就て朝鮮 234号

1 935 

Descriptions of Two New Genera and Seven New 

Species of Cyprinidae from Chosen. Annot. 

Zool. Japo.， Vol. 15， No. 2 

On the Geographical Distribution of Korean Salm-

onoid Fishes. Bull. Biogeogr. Soc. Japan， Vo1. 

6， No. 1 

朝鮮産タナゴ類 Rhodeinaに就て 動・雑 562-563号

合冊
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朝鮮の淡水魚類に就て 動・雑 557号 |遮日峯採集の鳥獣類に就て 朝・博 27号

熱河省のキリギリス科満蒙・学・調・研 5部 5篇 l原色有用満洲淡水魚類図説満鉄調査部発行

朝鮮産蝶類の1新種並に珍蝶2種 Zephyrus6号 |満洲川魚、の話満洲移民協会発行

魁戦高原の動物林声 2号 遮日峯の直麹目 朝・博 27号(越福成と共著)

豆満江沿岸発掘の洪積世動物化石及人類遺品と認むべき|蒙古の昆虫類其の 1 朝・博 27号 (同上)

ものに就て 地質学雑誌 501号 |満洲国の天牛科目録吉田貞雄博士記念号 (同上)

京都帝国大学冬季白頭山探検隊の採集せし鳥類及浦乳類!朝鮮金剛山の天牛類極・動 7巻10号 (同上〉

に就て朝・博 20号

1 936 

Studies on the Geographical Distribution of Fresh明

water Fishes in Fastern Asia. 外務省文化事業

部の補助を受けて出版

Studies on the G君。graphicalDistribution of Fresh-

water Fishes in Chosen. Bull. Biogeogr. Soc. 

]ap.， VoI. VL No. 7 

朝鮮産総類の1新属3新種に就て 動・雑 568-569号

合冊

満洲国の動物財団法人斎藤報窓会報 29号

満蒙探検の収獲凌雪集

1 9 3 7 

普蚊島産淡水魚類朝・博 22号

欝陵島産小形晴乳類朝・博 22号

北支蒙霊地方動物採集品目録京城帝国大学大陸文化研

究会発行 (同上〉

北支及豪華霊地方の動物 文・朝 164号

蒙彊地方の動植物蒙彊の自然と文化

赴戦高原の珍しい動植物文・朝 170号

1 940 

北支那河北省白洋淀の淡水魚種・動 8巻7号

珍島犬全羅南道珍島犬保存協会発行

馬の進化と朝鮮馬文・朝 1月号

朝鮮金剛山所産動物採集品目録朝鮮総督府発行(越福

成と共著)

満洲及北支蒙彊地方の虫箆採集と飼育 2巻(越福成

と共著〕

北亜細亜の動物京城帝国大学大隆文化研究会発行

北支及蒙霊地方に用いらるる動物薬と其の原動物に就て

朝鮮産 Calosoma属の甲虫に就て朝・博 22号 (越! 朝・薬 20巻3号

福成と共著 19 4 1 

満洲国間島省の胡蝶類 Zephyrus6号(越福成と共著)I ~蒙古地方の晴乳類植・動 10巻 1 号

満洲国間島省産甲虫類目録昆虫界 23号(越福成と共|蒙古の昆虫類其の2 朝・博 32号(越福成と共著)

箸) I A New Species and a New Subspecies of Cyprinidae 
満洲産クサチツチゼミ属の 1新亜種に就て 昆虫界 39I from North China. 動・雑 53巻 5号
号 19 4 2 

1 938 満洲国陸棲補乳動物大陸科学院研究報告号外

欝陵島産小形晴乳類其の2 朝・惇 23号 |満洲国天牛科昆虫数種に就て 朝・博 33号働福成と

朝鮮鳥類自録に1種を追加朝・博 23号 | 共著)

ナベコワの繁殖と習性の一端烏 47号

満洲淡水魚類の分布より鍬江は遼河の上流なりしを論ず

日・学・協 13巻

構洲留の燦類大陸科学院研究報告 2巻1号(越福成

と共著)

支那動物大観科学知識 18巻9号

1 9 3 9 

満洲国熱河省南部の猿に就て 植・動 7巻7号

熱河省及其の北部地方産晴乳類満蒙・学・調・研第

5部4篇

豆満江沿岸淫関鎮発掘日高乳類遺骨報告 満蒙・学・調・

研第2部4篤

満洲帝国間島省大馬鹿溝発掘E甫乳類遺骨報告 満蒙・学

-調・研第2部4篇

朝鮮天然記念物中鳥類に就て 野鳥 6巻1号

1 9 5 1 

Freshwater Fishes from Shamsi Province， North 

China. BulL Biogeogr. Soc. Japan. Vo1.15， No.1， 

pp. 23-29 (岡田弥一郎・中村守純共著)

朝鮮動物概説朝鮮学報第1輯

1 952 

Check・listof the Fishes of Korぬ. Mem. Hyogo 

Univ. Agri.， Vol. 1， No. 3 

オースチシ著 TheBirds of Korea補遺烏 61号

日鮮動植物の関係朝鮮学会報 No.11及12号

195 3 

円山川上流氷ノ山山麓採集魚類に就て 兵庫生物 2巻

3号

兵庫県美方郡八田川上流のイワナに就て 兵庫生物 2 

巻3号
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1 9 5 4 

千種川上流のイワナに就て 兵庫生物 2巻3-4号

朝鮮旧象化石に就て 顎鮮学会報 23号

1 9 5 5 

On the Two New Deep-sea Fishes found Off Kyo-

gasaki， Kyoto Prefecture， the Southern Japan 

Sea. Sci. Rept. Hyogo Univ. Agri.， Vol. 2， No. 1 

Description of Sebastiscus longispinis， New Species， 

from 0妊Kasumi，Hyogo Prefecture， the Sou-

但馬沖合の深海魚兵庫県生物誌

南日本海で獲られた珍魚 Regalecusrussellii (Shaw) 

リュウグウノヅカイに就て 兵庫農大研究報告

2巻2号 自然科学篇

195 7 

朝鮮天然記念物総括(植物及地質鉱物篇)朝鮮学報11輯

わが国のコウノトリ 遺伝 11巻3号

195 8 

兵庫県の淡水魚類兵庫生物 3巻4号

thern Japan Sea. Ibid 1 9 5 9 

、兵庫県天然記念物候補の3件兵庫生物 3巻 1-2号 IUl陰沖合の食用深海蝦類に就て 武庫川女子大学紀要

1 9 5 6 

Descriptions of Three New Species of Fishes from 

Oki Island in the Southern Japan Sea. Jap. 

Journ. Ichth.， VoL V， Nos. 1-2 

Fishes of San-in District including Oki Islands and 

its Adjacent Waters. Mem. Hyogo Univ. Agri 

Vol. 2， No. 3 

6集

略号

動・雑 日本動物学雑誌

人・雑 日本人類学雑誌

植・動 植物及動物

日・畜・報 日本畜産学会報

日・学・協 日本学術協会報On the Bottom Fishes of the Yamato Bank in the 

Central Japan Sea， with Descriptions of Two 

New Species. Sci. Rept. Hyogo Univ. Agri.， Vol. 

2， No. 2 

日・生・地 日本生物地理学会報

満蒙・学・調・研 第 1次満蒙学術調査研究団報

朝鮮天然記念物総括(動物第) 朝鮮学報9輯

同 上 (植物第) 向上 10輯

ベノレグ氏と私 生物科学 6巻1号

三と
仁3

朝・博 朝鮮博物学会雑誌

文・朝 交教の朝鮮

朝・薬 朝鮮薬学会雑誌

森為三先生県文化賞受賞祝賀会

於神戸新聞会館 KCC

昭和34年 10月17日

1.閉会の辞 渋谷氏 i 居るものであります。昭和11年以来県庁におりまし

1.祝 辞 県生物学会代表広瀬氏 l て、県生物学会の活躍につねづね敬意を表しており

森先生は兵庫県の大先輩であり生物学会の会長と lました。森先生の御令兄はその関係で良く存じてお
して、実にうまく会の運営に当られたo今日の受賞| りますが、御令兄の本県教育会に残された業績は真

は私の気持としては、遅きに過ぎた感じでありま! に輝かしいものがあります。その御令弟の森先生の

す。先生は生物学者として一生を通して来られた方| 朝鮮での業績は、今更多言を必要といたしません。

であるが、単に動物学の分野のみでなく、植物学の| 先生の学生ならびに我々教育関係者に対する影響、

領域にまで及んでいられることは、今日数少い博物| 感化は非常なものでありまして、今日の農科大学の

学者の第一人者といえると思います。さらにこの受 l隆盛も先生のお力による所が多いのであろうと思い
賞は先生の学問的な業績のみでなく、御人柄による iますo今日の受賞は先生の業績と御人格によるもの
ものと患います。今後とも御健康で、研究に励ま| ではありますが、その間における令夫人の街I苦勝に

れ、後進の指導に当って頂きたいと思います。 敬意を表したいと思います。

武庫川学院代表 片山氏 1.記念品贈呈

私は武庫JII学院において、非常に御世話になって I2. 森先生の謝辞
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昨年の11月3日に県実化賞を受けたのにつきまし

て、今日県生物学会の有志の方からこのような盛会

を持って頂き、この寒さにもかかわらず、しかも遠方

からも多数御参会を頂き私のライフヒストリー中、

特記すべきことと存じます。只今は広瀬、片山両先

生から祝辞を頂き厚く御礼申し上げます。私は兵庫

県の生れでありますが、朝鮮に渡りその地で骨を埋

める覚悟でおりましたが、敗戦後兵庫県に帰りわず

か十数年で県の文化賞を頂くのは恐縮の極みであり

ます。生物学会の会長としては名前のみで何も働い

ておりません。私の1専学は私のよろめいた結果では

ないかと思います。始めは朝鮮の植物の研究をしよ

うと怒っておりましたが、それも中井氏にパトシを

渡し、鳥類の研究もずいぶん金がかかるので私の手

にはおえないと思い、第一次大戦後の留学の時に多

数集めました文献がありますのと、金があまりかか

らない点、叉恩師のお言葉もありまして、魚類の研

究を行った次第であります。今後は老骨に鞭打って

兵庫県で働き骨を埋める覚悟であります。生物学会

も会員の皆様の力でますます発展して行きますよ

う、また農科大学の発展も一途をたどることを念じ

て居ります。重ねて今後もよろしくお願い致しま

す。

3. 乾 杯 倉橋氏

4. 祝電 福本氏、井上氏、古川氏の祝電を渋谷

氏が披露

5. 会員の祝辞 奥谷氏

篠山で新聞により文化賞の受賞を知り、今日の会

の催されるのを心待ちしておりました。今日は喜ん

で参加させて頂きました。農大に居られた頃の先生

のエピソードなどを話して祝辞にしたいと思いま

す。森先生の名前は昆虫学者として知ったのであり

ますが、農大へ参り先生が魚類学者であることを知

りました。先生の風格は新任の助手が小使いと間違

-ー一ーー
-ーー四-.. ・ー'ーーー田ーーー

-‘ 

祝賀会の森会長(当津〕

~./r，蜘

えた〈らい親しまれる方でありました。また先生が

70才を過ぎた方とは恩われないくらい、御健康で、

多紀アノレプスに採集に行かれた時、先頭を切って登

られたのは先生でありました。今後共御健康で長生

きされ、若い者を御指導して頂きたいと患います。

司会者の方から会員の祝辞はつぎつぎ指名して行

くように正の発言があり、参会者全員が祝辞を述べ

たが、その頃には会場もその雰聞気に浸り、またア

ノレゴーノレも程良く回り、祝辞を述べる者も、記録を

取っておる者もともども…-

(記録・渋野、東)

人は自分が教えられた通りに教え

叱られた通りに叱る

佐 膿 民 部

今から20年ほどまえ、私は南鮮の大路府(たいきゅ 1 その臼は私が炭酸同化の沃度試法と同化澱粉粒の検

うふ)にあった慶北公立中学校の博物教師をしてい|鏡の生徒実験の学習を指導して御視察をいただいたの

た。とのとき森先生には京城大学教授で朝鮮総督府の|であるが、当日の授業は道庁(県庁にあたる〕の視学

視学員として、全鮮の中等学校の理科教育の実情を視|官をはじめ大~府内の全部の中等学校長と理科教師全

察指導せられ、忍のいた学校にもおいでになった。 員が参集しての視察授業兼研究授業であって、大根役
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者が大根なりに晴れの桧舞台に上った日であった。 Iった。

へタな授業も曲りなりに一応終って型通りの批評会| さて時代は流れて、今日忍が立場上各地の認定講習

がもたれ、その最後に森先生の御講評がおこなわれ[や理科研究会に講師として招かれてゆくとき、常に森

た。そのとき「顕微鏡のレシズがよごれていますよJI先生のありがたい御指導を怒いおこし、後輩諸君に同
と温顔にいつもの微笑をもってやさしくお叱りになら!じような注意をしたことがたびたびあった。私からレ

れた。(もっとも先生は叱ったおぼえはないと申され|シズが曇っているという注意をうけた先生方が県下に

ているが) 0 幾人かあるはずであるが、それは私の注意でなく、森

その臼私としては一生一代の視察研究授業と心得て|先生の御注意を私が代弁しているにすぎないのであっ

用意万端すこしの手ぬかりもあってはならないと張切|て、もし感謝の気持でうけ取って下さった方があれ

ってやったつもりであったのに御注意をうけて「ギク|ば、どうぞ森先生にお礼を申し上げて頂きたいと存じ

汐」とした。こわごわ十数台の顕微鏡を調べてみると|ます。

たしかに汚れている。これには全く赤面恐縮してしま

森会長受賞祝賀式に列して

先生お芽出度うございます。先生が昨年11月3日、

菊薫る目、栄ある文化賞をお受けになりましたこと

を、心よりお悦び申上げております。先生との話の思

い出、ことに、カタジボテク調査の旅の宿では、歌の

方で、先生が私にお弟子入りのエピソードもございま

すのでーー爆笑のうちに話しがちぐはぐになり、とう

とう私は、先生になりそこねましたけれど一一一それ

で、今日は拙ない歌を捧げてお祝調にかえさせて頂き

ます。

江越千代子

文化賞うけられし部の輝く栄誉のじぎくとともに

永く薫らむ

美しき御夫婦愛に成りしと思ふ文化賞の栄お二人

の胸に

(33. 1. 17) 

左より本田、江越、森、室井の諸氏 昭和33年3月3日 カタジボ林中にて
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森 先生の '- と

田 中 浄

私が森先生の名を頭に刻み込んだのは戦争中昭和18I頂いた此の時に初めて当時の「京城帝大の森博士Jの
年頃かと思う、当時私は奉天朝日高等女学校に勤務し|高名を覚えた。

ていたここで生物科を担当していたのは教頭の水野馨| 先生に初めてお呂にかかったのは淡路の臨海実習の

先生と私与であった。水野先生は満洲生物界の重鎮で i時であった私の想像、していたいかめしい学者然とした
御存じの方もあろうかと思うが鳥類分類の研究家であ|先生ではなくて、いとも親しみゃすい好々爺の先生で

り、全満を踏破されて満洲鳥類の原色図鑑の大冊を出|あった。講習終って帰りの船中でも加古川上流の淡水

販された方である若撃の私なども随分御指導とくん陶 1:魚についてお話を伺った。先生にはわからないことを

をいただいた。 I遠慮なくお伺い出来る温い親しいものを感じる。北条
若気の至りで私も何かやってやろうと水野先生の向|での認定講習の時にも個人的にヨーロYパナマズ(懐

うを張り多少興味をもっていた淡水魚を手にかけてみ|頭魚 Silurusglanis L.)についてお教えを頂いた私

ょうと思った。何年かさきには先生のように淡水魚の|も引揚でかえって、ノートや僅かばかりの書物をなく

図鑑をと……無謀な夢…ーをえがいたものである。然 iし、此の上なく惜しく思い又不便を感じた。先生のよ
し当時既に満鉄から図譜目録、大陸科学院からもそれ|うな学者が沢山の文献と研究物の総てを残してお帰り

等が出ていたようである敗戦によって私の夢は正しく |になってどんなにか御不自由、不便をお感じになられ

夢として泡の如く消え去ってしまった。 Iたか同類の端くれとして私にもよくわかるような気が
水野先生の所へは多くの学者や研究家から著者謹呈|する。

とずイシした研究物が送られて来ていたーしょにいた| 今回先生が県の文化賞をお受けになられた事を心か

おかげで私もそれ等に目を通せる光栄に浴した。 Iらお慶びすると共に今後共御壮健で悠々自適御研究を
こうした文献の中に森先生の満州、ジベリヤの淡水魚|楽しまれ我々にも御指導を賜わるようお願いしたい。

についての英文の研究物を発見し一生懸命勉強させて

ヨk:.
本木 先 生 と 手ム

田 中 兼 治

私が御影師範を卒業したのが大正10年で、新卒赴任|る魚類研究の真最中であったろうか、今思い出して想

の学校が西脇小学校:です。時の校長は森棟二先生とい|像しています。

って、朝鮮から帰り神戸小学校の教頭を経て西脇の校| 校長の森先生には公私共随分お世話になりました

長となられたと聞かされたが、当時はデモクラジーと!が、私を大変高く評価して下さって、先生が揖保郡の

自由教育とで大変な時代であった。校長は大神戸市か i視学時代に私を神戸の諏訪山小学校へ世話して下さつ
ら来られた特に進歩的の方だし、西脇は田舎っぺイだ iた事があった。辞令が西脇へ到着したのに私の気僅か
し、毎日第1時間百が全校自由時間とし、生徒達の自 iら転任を中止した事があった 0 ・此の時位相済ぬと思つ
主的活動の時間とするのが理想、であった。所謂革新派 iた事はなかった、僕も若かった。
校長の大先達であった、此の頃私は女検受験の勉強を| それから春風秋雨30，年、再びデモクラジーに代って

していたので、校長は私を励まして下さって自分の実|民主主義、自由教育に代って新教育、明治の始めから

弟に為三というのがあってネ、京城大学の動物の方に|は3回目の新教育の流行する時代になった。白髪の老

いるんだが。朝鮮では冬よく悠を捕りに行ったもん|博士を我が生物学会の会長としてお迎えした時、 30年

だ。いくらでも捕れてネ、君、勉強するなら25才まで|前の記憶がまざまざとよみがえって来てどんなにか私

だナ一、それ迄に棟が上らなかったらアカシ、それで l一人が勝手になっかしがった事であろう。森博士が兵
私は24才でパスしたわけ。このお話の弟さんが今は白|庫県下の天然記念物指定委員長であられるのを幸とし

髪の会長の森博士である。森先生の満洲、中国におけ|てわざわざ我が西脇市鹿野町、荒神森のイチイガVを
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見に来ていただいたのはそれから数年後、 27年12月14I御健在で郷里、姫路の町坪で老後を楽しんで居られる
臼であった。寒い日であったが色々と精密に調査して|と思っている。森会長を偲ぶよすがに令兄、棟二先生

下さった、翌15日の神戸新聞の地方版には写真入りで iの事の方が多くなった様だが、私は38年前から棟二校
随分大きく取扱ってくれたが借しいかな目通り 7mょ|長を通じて森会長に通じているとも患っている森会長

り僅かに細かったが為か今にその指定から漏れていて|の篠山時代から何彼につけ、御世話になる事ばかり、

残念である。 I今回先生の多年の御研績の功、むくいられての御目出

視学になられた森先生はその後、永く県の教育会に!度に際し、新卒時代からを偲び報恩、の一端にもと思い

居られて兵庫教育の編集に従事して居られたが、今も!ペシを持った次第である。

森為 先生の想出

樋 口 繁

森会長とは幸い兵庫農大が当地篠山町にあったので 1た事である。摂丹国境母子永沢寺とか竜蔵寺とか或は

10年余りの長きに豆り、色々御指導を受けたので印象|多紀アルプス、四十八滝、永上郡葛野地方とか丹波高

がたくさんある。私事ではあるが長男が農ったに在学し|原の方々を廻ったのであるが非常に健脚で70余才とは

ているし、或は奉職校の卒業生が農大に進学したの|思えず、牧野富太郎先生の70余才の時と比較して優る

で、折々いろいろの話を会くにつけ、彼等は皆大学で|とも劣らず、牧野先生以上の長寿は保証出来ると思

一番人気のある講義の上手な先生であると言う事であ|う。

る。どんな点が面白いかと言うと、それは講義中例題| 母子永沢寺を訪れた時でも極寒OOC以下数度の時で

が豊富で理解し易く生物に興味がわくと言う。 Iあったが寒さも何のその、溝の淡水魚から山裏の池の
どんな例でも知って居られる。又その例が先生御自 1;植物まで生物界全般、何知らぬと言うことなく、博学

身の体験から出た例である、例えば分類の講義では森 1でことに専門のところは世界の学者との御親交もあっ

先生の発見なさった動物について具体的に種の決定理|て、先生の話を開いていると全く生物学史のようでも

白を述べられ、外国学者の研究と比較して同物異名と|あり興味勃々たるものがある。

か、或は命名年代から先取権の問題等実例で話される| 本会の会長に最適の方であり本県文化賞の受賞者と

ので、話が生きていて時間のたつのも忘れると言う。 Iしても最高の人であると信じます。よく承った話に、
単に分類だけでなく形態学でも生態でも実際御研究の l大陸奥地の探検談は何度聞いても面白い。先生は少し
体験であるので講義をきく学生は普通の講義と全く別|も高振られる事もなく我々未熟な者も親切に御指導下

の感じで深く惑銘を受けるらしい。私はいつも、この|さる人情的なことはいつも感謝している次第である。

話を開くたびに、これだけの講義の出来る学者は我国| 昨年兵庫農大を御退職になって、神戸市に転住され

にはそうたくさん無いとつけ加えるのである。学生も|る時、先生に記念の一軸を賜りました。

我が事にして、興味を感じている。 I魚けものしらベ暮らして五十年
丹波地方の各地を10年余りのあいだ採集のお供をし iいつも坐右に掛けて余香を拝している次第です。

;::t;:: 
;f;木
A 
Z玄 長 先 生 を 仰 くや

山 本 義 丸

このたび森会長先生の兵庫県文化賞御受賞を心から l終りがちであるのに反し、わが兵庫県生物学会が昭和

お慶び申し上げます。もちろんこれは先生としては当 I22年の発足以来年々発展を重ね、益々着実な歩みを続
然の出来事でありましょうけれども。 Iけていることは、私達会員にとりまして誠に嬉しく心
数多く輩出する地方学会がややもすると竜頭に蛇尾!強いことであります。会の推進に当られている役員の
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先生方の御尽力に対して深甚な敬意を表するものであ| 私は昨年大阪府下に移り、県外会員という形になり

りますが、会長先生の御力がいかに大きく作用してい|ましたが、全国に誇るに足る兵庫県生物学会の一員と

るかということを痛感する次第であります。頭に銀髪|していつまでも御指導御交誌を頂きたく存じて居りま

を戴かれる会長先生が、但馬高地の採集会などにおい|す。今、創刊号以来の12冊の兵庫生物を手にしてその

てもかくしゃくとして登って行かれるお姿は、正に兵|発展の跡をふり返り、兵庫県生物学会の前途に大きな

庫県生物学会の推進力としてのお姿と感じられるので|期待を寄せると共に、会長先生の益々御健勝にて学会

あります。先生はまた会員個々の活動についてもお心 lのために御力添え頂きますようお願い致すものでござ
に掛けられ、私なども常々御激励を賜わっておりまし|います。

て、深く感謝申上げております。

森為 先生の横顔

佐 藤 茂 樹

森先生から私が間接の御教えを頂いたのは、今から|た。その名校長は、ふだんは余り物言わぬ方なのに、

10年を一昔として、三普以前からのことである。当時|あるとき森君は立派な学者で非常に熱心で、朝鮮全土

先生は朝鮮の京城におられたのであり、私は須磨の滝|はもちろん支那満洲にも手をのべ、東亜の博物の開拓

川中学におったので、遠く玄海灘を隔ててお自にはか|に当り、絶えず新らしい研究と後進の指導に当り骨身

からず、手紙も差上げたわけではないが、学校長の岡|を惜しまず努力しているのだと、実例を挙げてお話下

元輔先生が特別の間がらだったので、森先生の御研究|さった。この言葉の裏には森先生が良いお手本だ、お

になった論文が、問先生のお手許に謹呈されると、た|前ももっと勉強すべきだとおっしゃっていることがよ

いてい私に読めといって渡されるのであった。こうし|く解る。しかし悲しいかな鈍物の私は、ついうかうか

て絶えず御教示を賜わり、未だ見ぬ先生を敬慕申し上!と歳月を費し、 「階前の梧棄は己に秋声」で、後悔は

げていたのである。 I先に立たずの諺通りの現状なのである。
いろいろな点から森先生と問先生とは似通ったとこ| 昭和の始、須磨の漁業家が1匹のサメを持参して駒

ろが多く、物言いや人に接する態度など、鏡に写した lケ林から明石の関で見た人はなし、何というのだろ

影と形のようにそっくりで、私としては森先生を思う iぅ。須磨でとれたのだという。浅学の私に解るはずが
と問先生が心に浮び、問先生を患うと森先生がまぶた!ない。調べてみようというと、標本にして下さいと置

に写るので、向先生のお人柄を書けばそれがそっくり|いて帰る。文献が乏しいので解らない。家へ帰って

森先生に通ずると考えるので、いささか横道にそれて|臼UTCHU活ON'SAnimals of All Countries XXIX 

恐縮ではあるが、次の拙文の表示に対し御許しを願い Ip1391にそっくりの図がありジユウタジザメと訳せる
たい。 Iが、はっきりしないので、写生図を田中茂穂先生に送
私が最初滝川中学へ赴任する際、偶然にも師範卒業!ったところ'名はオオセ Orectolob1Jsjaponicus (回

以来はじめての、恩師竜ケ崎中学校長荒井庸夫先生|中博士著原色日本魚類図鑑はその後昭和6年発行)外

に、水戸から常磐線上り列車内でお自にかかった。荒|洋に産するので、内海でとれたのは珍らしい。なお返

井先生は歴史科担当で、私が師範の寄宿舎の舎長時|信の終りに、同校長は鹿児島一中校長時代は鹿児島湾

代、会監長で特に御世話になった方なので、どこへと|の魚類を研究した方であり、朝鮮では鳥類も研究され

間われたので神戸の滝川へと申し上げたところ、同校|たその道の権威者だよろしくとあった。この魚や魚の

長は朝鮮京城高等普通学校長だった人で、最も名声の i研究には森先生の御協力があったことと思われる。と
高い大校長だ、それに滝川中学は関西実業界の大立物|にかく偉い方だった事はよく承知していたが、生物学

でマッチ王といわれ、貴族院議員で育英のため、巨万 iで名が響いているとは知らなかった。ことがまた雨先
の私財をなげうって建てたのだというので、全国中学!生の共通点で、ちょっと会ったのでは好々爺というだ

校会での大評判で話題の中心なのだ、だれの世話か、 iけで、奥底の深さが解らない。従ってある人は岡先生
はたらきがいがある。大いに頑張りたまえと激励して|を評して昼行燈だ、大石良雄のような人だといった

下さった。赴任する本人よりよく知っているので驚い lが、森先生もそんなところが、多分におありだと思
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う。

私は大正13年に特別註文の厚いノ-tを6冊作っ

た。植物学、動物学、生理衛生学、鉱物学、博物学(

通論の意)生物学と科目別にして、勉強しようと発心

したのであるが前記の通り。しかし博物学のノートの

中にだけは、森先生の論文の抜牽がかなり詳しく、幾

編か細かい文字で書いてある。記念のため、鞭縫を願

うために森先生の御署名を頂いてある。

一例を挙げると

Fresh-Water Fishes from Tsi-nan， China， With 

Descriptions of Five New Speciesには次の3種の

図がある。

Leucogobis tsinanensis Mori 

Coreius longibarbus Mori 

Yoorchias anguillaris Mori 

朝鮮産翼手自に就いて 21種の記載

朝鮮産翼手自の検察表 内務次官提出前

朝鮮石器時代に飼育せし犬の品種について

馬の進化・・・・・・朝鮮馬と蒙古馬

人類の起原と唖細亜・…一発祥地、北京原人

北京原人と同時に出た化石なと

オオセと一致する、グユヲタシずメの説明を原文か

ら、その一部を転記する。

Wobbegong or Carpet-Shark 

Owing to its Coloration and the Seaweed-like 

appendages round its mouth， this shark harmo-

nises with the sea-bottom on which it lies in 

wait for its prey， and is thus enabled to escape 

detection. It inhabits Australian and Japanese 

waters. 

昭和12年に内地留学のつもりで東京に出た忍は、 10

年間の約束を2年の延長で12年振りで、再び神戸に戻

りみな様の御世話を願うことになり、特にお慕してい

た森先生が内地に引揚げられ、昭和22年から飛躍した

生物学会の会長として、全般の御指導を仰ぎ得るにい

たったことは、この上もない幸である。

森会長の長寿と生物学会の発展を願う

渋 谷、 久 雄

わたしが初めて会長にお会いしたのは、 2~手 8 月に|ぎて会長は74才にもなれたのに、この壮健さである。

催された但馬の採集会であった。白髪の好好爺という|実におめでたい限りである。今後も増々健康で長寿を

感じのうちに、どことなく学者としての気品のあふれ|全うされ、一日も長く会長の職を続けて下さるようお

る名会長の印象であった。 I綴いしたい。

との年の 6月に、明石で兵庫県生物学会の結成大会| 会長を中心とした生物学会10年の歩みは目ざましい

が関かれたばかりで、この大会を皮切りに各地で支部 iものであった。これひとえに会長の人徳によるものと
の発会が行なわれようとしている時期であった。但馬|思うが、今回新名簿を作製するに当り、発足当時の古

の採集会は、生物学会発足の原動力となった但馬支部|い名簿を引張り出して見る機会に遭遇し、今昔の感を

(但馬生物学会)の要請で本部と支部の行事を兼ねて|深くした。終戦後、外地から帰還したわたしが、明石

行われたものである。本部の室井氏が上京したり、地|の女子商業学校に奉職することになったのが22年7月

元の土橋、山本両氏をはじめ、支部役員諸氏のお骨折!である。初出動の17日に同校で本部役員会が関かれた

りで、東大の本田正次先生をお迎えしての盛大な会が!というととは、偶然にしてはあまりにも不思議な気が

催されたのであった。 8月12、13の2日にわたる充実 iする。さっそく、当時校長であった現紅谷理事長か
した内容であったため、かなり強行な採集会であった iら、 6月に行われた結成大会の模様などを説明され、
が、会長は壮者をしのぐ元気さで、連日疲労の色もな|お前が会計委員をやるようにというわけで、名簿と会

く、若い者達の先頭に立って指導された。こんな会長|計簿をもらったのである。

の姿を見て、大いに敬服したものである。 I 当時わたしが預った名簿には50名内外の氏名が連ね
先日の「森為三先生兵庫県文化賞受賞記念、祝賀会J Iてあるだけで、会計簿の22年度決算額もわずかに1万
に列席して、っくずく感じたことは初めてお会いした|円にすぎない。それが前記支部結成大会が続々と行わ

日の会長と今日の会長とがまったく変っておられない|れて、 23年度には全支部の名簿が出来上っている。会

ということであった。当時からは、すでに10年余も過 l長数も 350名を越え、会計決算額も5万円となってしフ
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る。その後、毎年若千会員数に増加があり、一時は|の一部を未尾に付したが、所属別に見ると、教職にな

500名を越えたこともあるが、連絡のつかない会員も iい一般と学生の方が合せて41名もあることは本会の大
あり、実動会員は 450員が最高であったと思う。した|きな特色といえよう。また年令別に見ると、最も活動

がって 23年に 305名とはいえもうその当時立派に出来|的である30代の方が圧倒的に多いことは、生物学会の

上っていたのである。会員数にはほとんど変化がない|若々しさ、発展性を象徴するものであると思う。

が、会計決算額は増加の一途で最近は20万円前後とな l 簡単な数字ではあるが、以上はすべて本会の前途の
り、会の発展振りを示している。 I明るさを示すものであるような感じがする。会長を中
今回の新名簿では会員数が 427名となっている。 ζ|心に会員が互いに子をつないで、生物学、生物教育研

のうち23年度名簿に登録されている人が何名ぐらいあ|究の広場として育てていきたいものである。皆さんと

るか調べてみたところ、約 150名の多きに達した。こ|共に生物学会の発展を心から願ってやみません。

れらの方々が生物学会推進の大きな原動力となられた

ことは確かであって、誠に力強い限りである。長い

10年の聞には退会者も相当沢山あった。しかしそれに
|小中

も増して新進気鋭の方々が進んで入会され、ややもす

所属別会員数

高 大一般学生計

78 
ればマシネリズムに陥りやすい会に新風を吹き込んで

下さったのは有難いことであった。しかしそれにも増

して新進気鋭の方々が進んで入会され、ややもすれば

110 187 11 34 7 427 

年令別会員数

マシネリズムに陥りやすい会に新風を吹き込んで下さ I70代 60 50 40 30 20 10 不明 計

ったのは有難いことであった。新名簿を整理した結果 I6 12 49 97 164 70 1 28 427 

里山 Eコ
ムι の 味

古 l
 
I
 
j
 
博

たしか昭和26年の5月だったと思う。篠山で県生物|塩をまぶして食べたものである。しかし篠山でいただ

学会主催の採集会が催され、私も参加させてもらっ|いた黒豆の味は私の知っている黒豆の味とは全然ちが

た。初日は付近の山で採集が行われたが、私は学校の!った旨さをもっていた。もっちりとした舌ざわり、淡

都合で遅れたのでそれには参加しなかった。その翌日|泊なその味、ふっくりと張くれて、簸のないつやつや

私共は城北村へ陸産貝類の採集に出かけた。当日は朝|しさ、私共はただ美しいなァ旨いなァと歎声をもらす

からじゃんじゃん雨が降っていたが、陸産貝の採集に|のみであった。長い歴史を経て生れた豆の質と、久し

は却って好都合と傘をさして山路を登った。大型の実|き亘る経験による煮、方、先生のお情け、奥様の心づく

に立派なニνキマイマイやオオギセノレを袋一ばい採っ lしなど、一貫した人間の真実から生れた味なのであろ
たことを思い出す。しかし私がここで述べようとする|う。

のは、採集品のことではない。会長森為三先生の心か| あれからもう8年になるが、その間一度もあんなお

らなる御歓待をうけた事である。 Iいしい黒豆を食べたことがなかった。ところが今年の
当時篠山農大の副学長であらせられた先生は地元の|正月神戸の戎る料亭で、あの時の味を思い出すような

有力者と共に私共を元藩主の青山路の一室へお招き下|黒豆に出合った。もちろんあの日程の惑激はなかった

され、色々と有益なお話を承わり、その上御馳主主の数|が、'ふと篠山のことを思い出し、女中に開くと家の奥

々をいただき実に有難くも愉快な一夜をすごしたので|さまが煮たものです。というので、奥様は丹波の人か

あった。との時夜、の心に最も強く印象づけられたの|と尋ねたら、但馬の人であった。この時しみじみと森

は、先生の奥様が私共の為に特に念を入れてたいて下|先生のことを思い出しながら黒豆を食べ、同席の友に

さったという黒豆の味であった。もともと丹波は黒豆

の本場として名高く、川北大豆とか波部黒の名は古く

も思い出を話したのであった。

x x × 

から知っていた。子供の頃から甘いものはあまり好ま| 森為三先生は兵庫生物学会発足以来今日に到るま

なかった私も、煮豆だけは好きであった。甘すぎると|で、些細なことにもよく気を配られ、あの不便な篠山
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から何回でも、県下各地に出張して、骨身おしまず我 1賀会にも出席出来ず誠に相済まなく患っている。先生

々を指導し鞭擁して下さった大恩人であり、生物学会!の記念号におくるにはあまりにもお粗末なものだか

の大功労者でもある。だからして今回文化賞受賞の栄|が、これも不慣な弟子のしわざとしてお許し頂きた

誉を担われたわけだが、私は校長会に矩まれてその祝 lい。

兵庫生物が何故続くか

室 井 縛

何処へ旅しても、あの膨大な兵庫生物が何故続く|県の大学の諸先生は自ら進んで平会員になられ、先き

か、どこの生物の地方誌も、先ず3号雑誌になること|んじて会費を納入して下さることである。こうした先

に決っているのに兵庫生物だけが何故、このおきてを i生方が他の会員とともに採集会に、研究会に御参加、

破って続々と刊行され、ますます内容が充実するのか!ともに歩んで下さることが、どれほど兵庫生物の推進

との疑問を受けるのである。 I力になっているか、兵庫県に生を得たもの、あるいは
私は即主主に半永久的に続く、それには続く条件が揃|本県に職を捧じているわれわれにとってかけがえのな

っているからだ、先ず少くとも森会長の健康な聞は続|い有難いことである o そのために研究も進み、学問に

く、何故ならば総べての尻ぬぐいは会長自身が払費を 1対して興味も湧き、ますます研究にも熱が出るのであ

なげ打ってみてくれるからだ、と答える。 Iる。

そう思ってほうぼうの地方紙を見直してみると発刊! 改めて私は答える、地方の自然科学の研究や雑誌の

後すぐ跡方もなくつぶれてしまう。また、本庫内の他|発行には是非、会長の物資的、精神的の互担と大学の

の学科にしてもそうで始めのうちは可成り景気よくや

っているようだが、いつとはなしに3号誌で終止符が

打たれる。考えてみると気の毒なことである。

それにもう一つの原因は会員諸氏の研究熱の旺盛な

ととである。私t土特記して感謝したいと思うことは大

抵の大学の先生方は何処の会でも顧問とか、名誉会員

とか、その他の名目で納っておられるのであるが、本

諸先生の無料サービスがなければ本誌などは速刻中止

し、崩壊してしまう。

ただ今、森会長の県文化賞受領記念号を出版するに

当りまして会長のますます御壮健で御研究の完成をお

祈りしますと同時に会員諸氏の絶大なる御援助を感謝

したい。(本誌編集部)

カタシボチク調査の旅

江越千代子

森会長県文化賞御受賞のことを、心よりお喜び申上|賞でながら、粉雪ふる中を鶏龍山にのぼった事など

げます。 Iも、楽しい美しい思い出のよすがでございます。

さて、先生との学会、その他ご一緒した思い出の中 i ひひと舞う雪に面を打たせつつ

でも、本年三月二日、三目、本田正次先生をお迎えし! 君と訪いたる播州絡の旅

て、森会長、室井先生のお供で竜野のかたしぼちくの| かきわけてゆく笹の道鶏箆山の

調査に参りました時のことを今も楽しく思い出して居 l 雨見峠にわれの見む夢

ります。室井先生のお名付けによる市ミたしぼちくミ | 白壁の築地つづけり坂道の

筆所有者、梅玉旅館の主人に懇望されて、記念帳に皆| 椿はくれないにこぶしはしろく

のサイシを入れる段になり、森先生が和歌をひねり出| しは三十二などとぎれごと言いつつも

されるやら、皆がわれこそはけっさくを書き残さんも| 珍らなる竹に鉾あつめつ

のと、寝ないで爆笑しながら大騒ぎをした倫決な光影| 珍らなるかたしぼちくの竹筆を

は未だ除に残って居ります。 I 探ぬてゆかむ旅をふたたび

椿が赫く赫くもえ℃いたあの白壁つづく築地の街を 1958.11. 27 
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氷ノ山渓谷の水生昆虫ネ

兵庫県北西部、鳥取県境にある氷ノ山 (1510m)の

昆虫は、未開拓のまま残されていたが、近年守本隆也

氏(未発表〕によって調査がはじめられ、それ以後岩

田・奥谷 (1953，膜麹目〉、氷富 (1953，"ノギアプ類)

中根 (1953.甲虫類)、山本義 (1955ー，蛾類)、山本

広・吉阪 (1955ー，蝶類)諸氏の調査が相次いで報告

された。しかし、水生昆虫については、未だ報告され

ていないように思うので、不完全ながら現在までの調

査の結果を報告したい。

発表にあたり、つねにこん切なご指導を賜っている

京都大学、森主一博士、大串竜一氏並びに河川生態研

究グループの方々、採集生物の同定についてお世話に

なり、いろいろご指導いただいている奈良女子大学、

津田松苗博士、 JIl合禎次・赤木郁恵、諸氏に心からの感

謝の意を表する。また野外調査にご協力下さった福井

正法君に謝意を表したい。

1. 調査場所の概況

ここに報告する結果は、 1956年8月下旬及び1958年

8月上旬に調査したものである。調査範囲は、山頂付

西 村 痘

山頂付近源頭の水温は、 9.60Cで但馬地方の冷湧泉

のそれと等しく、渦虫類の Phagocatavivida ミヤ

マクズムジなどが生息していることよりして、水温は

ほとんど年変化しないものと推察される。中腹の水混

もかなり低〈、山麓といえども一般河流に比べると相

当の差がある。 pHは山頂のみ酸性を示し、他は7.0で

あった。

2. 底生昆虫群集

(I) 山頂附近の源頭 山頂付近一帯はテジマヂサの

群落であって、源霊童小流も両岸はプナとこのササでお

おわれて日;光は大部分さえぎられている。源頭の昆虫

群集について第2表にその 1例を示す。

昆虫相は極めて貧弱であって、毛麹目 3種、カグロ

ク目 2種、カワグラ目 4種、双週日・脈麹自が各1

種、合計5e}11種を数えるに過ぎない。本

第2表からも明らかなように、毛麹自の Stenoρhy-

laX ondakensisオyダケトピケラは頂上付近の優占

種である。砂粒でつくった可携性筒巣を持ち、広葉樹

の落菜の上に集つ℃それを食っている。多いとぎは5

近の源頭(海抜1450m)、中腹北東面(熊次側、 900I cmぐらいの葉の上に37個体を数えた。津田・赤木両
m)、北東山麓(700m)等であって、いずれも八木|氏によると、この種が近畿で採れたのは珍らしいとい

JIIへ注ぐ源流である。調査は著者従来の方法(西村、 |うことである。牢*Doloρhilodes sp.タニガワトピケ

1957)によって行い、定量採集は山頂、中腹は30x 3 Iラ属(毛麹目〕は小泉・西脇 (1957)も山地種として
cm，山麓は50x50cmの方形区を設定して行った。

山頂付近の源頭は、流れ巾 1mぐらいの小流で、通

常は水深lOcm，流速0.2mfsec程度の緩流である。し

かしこの緩流はやがて滝となり、深いV字谷につづい

ている。中腹では地蔵堂よりやや上手の小流を調査し

た。流れ巾 2m，急勾配で流量は源頭付近より相当増

加する。山麓付近については、前に報告したのでここ

では繰返さない(西村、 1957)0 

調査地点の水温と pHを示すと第 1表の通りである。

第1表氷ノ山渓谷の夏季水温とpH

調査場所|年月日|時刻|石市川

1/ 

ヰ円山川水系(兵庫県)水生動物相資料3

5.8 

7.0 

7.0 

7.。

いるが山頂と山麓で採集した。カグロク自の Amelef-

us kyotoensisは今西 (1941)によると源頭のみに産

するとされているが、但馬地方でも今西の報告とよく

一致する。脈麹自の Sialissp セシプリ属は山頂の

ゴセイ沼に多いことなどから考えて、そこから飛来し

たものと忍われる。

ネ山]頁にはゴセイ沼と呼ばれるj笠原があり、 トンボ類

を中心とした特殊な群集がみられるが、これについ

ては別に報告する予定で、今回は流水生のものを中

心に述べる O

骨本津田その他(1956)によると、近畿で本種が最初に

発見されたのは、大台ケ原山上塩辛谷とナゴヤ谷で

ある。
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第2表氷ノ山頂上源頭の水生昆虫群集 (30x3Ocm)

No. 1 No. 2 No. 3 換1m算Z当しりに

種. 名 1)
たf直

個体数|湿重量

毛麹目 Stenoρhylax0再dakensis オシダケトピクラ 3 70 11 310 2 15m17 g 

Doloρhilodes sp. タニガワトピケラ属 1 7 2 10 11 65 

Rhyaco.ρhila articulata トワダナガレトピケラ 1 30 3 110 

カグロ A附eletuskyotoensis 2 10 1 5 11 55 
ク目
Paraleρtoρhlebia sp. 3 15 1 6 2 10 22 110 

カワグ Nemoura(Nemoura) sp. ' オナνカワグラ属 2 8 1 4 11 44 
ラ目
NiPoniella limbatella ヤマトカワグラ 1 20 3 69 

Alloρerla sp. ミドPカワグラ属 1 3 20 

双麹目 Eriocerasp. 1 1 15 11 132 

IDi¥題目 Sialissp. セシプリ属 1 110 3 407 

A、
ι~ 計
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(1) 表は幼虫のみ、成虫では次のものを採集した。毛麹自の Stenoρhylaxondakensis， カワグラ自の
Nemoura (Nemゅura)sp.， Togoρerlalimbataキベリトワゴクカワグラ。

(2) 中選(北東面)ここでは4白14種によって群集

が構成されている。目別に種名をあげると次の通りで

ある。

毛麹目 (1) Psilotoreta kisoensisブタスジキ

ソトピケラ

(2) Psychomyia sp. クダトどケラ属

(3) RhyacoPhila brevice，ρhala ヒロ

アタマナガレトピケラ

(4) Rhyacojうhilasp. RE 

(5) Mystro，ρhora sp.ヤマトピケラ属

(6) Dinarthrodes jtl.ρonica コカク

ツツトピケラ

(7) Neoseverinia crassicornisオオ

カクツツトピケラ

カグロク目 (1) Ecdyonurus tobiironisクロタニ

ガワカグロウ

(2) Ameletus kyotoensis 

(3) 1;ρhemera jaρonica プタスジモ

シカグロク

(4) Baetis sp.コカゲロウ属

カワグラ目 (1) NiPoniella limbatellaヤマトカ

ワグラ

(2) Kamimuria sp. 

鞘麹目(I) Eubrianax sp. 

上のように中腹の昆虫相は源頭とは全く異り、山頂 4
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源頭との共通種は Ameletuskyotoensis (カグロウ

日)と NiPoniellalimbatella (カワグラ目)の2種

のみである。ことでは明瞭な優占種は認め難いが、

カグロウ日の Ecdyonurustobiironisクロタニガワ

カグロウと毛遡目の Dinarthrodesja.ρonicaゴカタ

ヅヅトピケラが他の種より多い。

ω 山麓源流(山麓には数カ所滝があってその中の
1つについては調査したが、ここでは記述を省略す

る)源頭・中綾に比べて山麓は昆虫相は豊富で5日28

種を数える。 1956年の結果はすでに報告したが、それ

以後新しく採集したものも加えて示すと次の通りであ

る。

毛想図 ωA今strolうhorasp.ヤマトピケラ属
(2) Steno，ρsyche griseψennisヒグナ

ガカワトピケラ

(3) Rhyaco，ρhila nigroce.ρhala ムナ
グロナガレトビケラ

(4) Rhyacojうhilaniwaeニワナガレ

トピケラ

(5) Brachycentrus sp.カクスイトピ

クラ

(6) Microsema sp. マノレツツトピケ

ラ属

(7) Limnocentropus insolitus キタ

ガミトピケラ



(8) 

(9) 

帥

ω 

問

カグロク目 ω 

(2) 

(3) 

(4) 

(5) 

(6) 

σ) 

(8) 

(9) 

カワグラ目 (I) 

Uenoa tokunagaiクロヅヅトピ

ケラ

Goera japonicaニシギヨウトピ

ケラ

同Idroρsycheulmeri t)ノレマアジ

マトピケラ

Doloρhilodes sp. タニガワトピ

ケラ属

Dinarthrodes ja.ρonicaゴカクツ

ツトピケラ

Eρhemera jaρonica プタスジモ

シカグロク

Dipteromimus tipuliformis 

Eρheme問 llabasalis オオマダ

ラカグロク

母hemerellatristinaマダラカ

ゲロク

Epeorus latifolium エノレモシヒ

ラタカグロワ

Eρeorus ikanonis 

Ecdyonurus kibunensis 

Baetis sp.コカグロク属

Baetiella sp. ブタパゴカグロク

属

Oyamia seminigra ヒメオオヤ

マカワグラ

(勧 Alloρerla sp. ミドリカワグラ属

(3) Acroneuria stigmatica 

双麹目 (υ Antochasp. 

(2) Simulium sp. 

51穫になる。

3. 優占種と現存量

山頂、中腹及び山麓の3地点の優占種と現存量を一

括して示すと第3表の通りである。

第3表氷ノ山夏季の優占穫と現存量

(2-V 1-1958) 

生息場所|水温| 優 占 種

山頂源頭19州 Stenoρhylax 0仰 tz-gr/.m53 2 
2. 

中 腹|1461Diw伽 dtzza:Ecのonurus ;1.03 

山 麓119.81 Stenopsyche griseiP:~: nzs ¥11.20 

山頂源頭の現存量は、但馬地方の水量豊かな湧泉と

比べるとやや少ないように思われる。しかし第2表に

示したように山頂では、 Stenoρhylaxondakensisが

他を圧して多く、全現存量の60%，を占めることは注目

される。山麓の現存量の値が大きいのは δtenopsyche

grtseψ抑制Sの5令幼虫が多いことに原因しており、

季節によって大きな変化があることは、従来の研究に

よって明らかにされている通りである。

要 約

(I) 1956年8月と1958年8月に、氷ノ山頂上及び中'

腹・山麓北東面の源流を調査した結果6自51種余の水

生昆虫を採集した。

(2) 山頂源頭の水温は但馬地方冷湧泉のそれに等し

く、 Stenophylaxondakensisが優占して生息してい

る(第1，2表)。

(お 山頂、中腹及び山麓源流の夏季の現存量を調査
(3) Chironomidae(3spp.)ユスリカ科

脈遡白 ωProtohermesgrandisへピトシポ
目した結果、それぞれ 2.53grfm2，3.03grfm2， 11.20 

上のように毛麹目とカゲロク目が多いが、山頂との!I grfm2 という値を得た(第3表)。
共通種は Doloρhilodessp.のみである。海抜145伽n1

の山頂付近と海抜7∞mの山麓とでは全く出現する種 文 献

類が異るのである。中腹との共通種には毛麹日の M-I (I) K Imanishi : Mem. Coll. Sei.， Kyoto Imp' 
ystro，ρhora sp.ヤマトピケラ属、 Dinarthrodesj，αρ0-I Univ.， Ser. B， XVI， 1-35 (1941) 
nicaコカクツツトピケラ、カグロウ自の EphemeraI (2) 岩田久二雄・奥谷禎一・永富昭・中根猛彦:兵
ja.ρomcaフタスジモyカグロク等が見られる。ここ 11車生物， 2， 121-125 (1953) 
では Mystroρhorasp.と Stenoρsychegriseipennis I (3) 小泉清明・西脇正雄:長良川の生物， 225-245 
ヒグナガカワトピケラが優占種である。山麓水域は7.1<.I (1957) 
温が低いため、 StenoρsychegriseiPennisの羽化最盛 I (4) 西村登:日生態会誌， 6， 156-159 (1957) 
期が渓流、中流域より相当おくれ、 8月3日 (1958) I (5) 津田松首・伊藤隆・川合禎次:大台ケ原・大杉
年でも羽化直前の婿が高い比率でみられた。 I谷の渓流動物， 1-5 (1956) 
上述の山頂、中腹、山麓源流の水生昆虫相を総括す I(6) 山本広一:兵庫生物， 3， 22-26 (1955) 
ると、毛麹目19種、カゲロワ白12種、カワグラ白 10I (7) 山本義丸:兵庫生物， 3， 3-6 (1955) 

種、双麹目 6種、鞘麹目 2種、脈趨日 2種、合計6目 I (8) 古阪道雄:兵庫生物， 3， 27-29 (1955) 
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妙願寺のオハツキイチョウ(第2報)

金 沢 竜

加古川市東神吉町升田の妙願寺境内に生育するオハ I ~士、おそらく数千葉に達するものと考えられる。
ヅキイチョウについては、既に本誌第3巻第4号に発

見の経緯と形態の概略について報告したが、今回はそ

の後の継続観察の結果を第2報として発表したいと思

う。

イチヨクの雌木は約鈎年たつと銀杏がなり始め、 50

年-1∞牛たつと銀杏が多くっき、さらに 2∞年-500

年たつとますます銀杏が多くできる。そしてイチョウ

の木は、なかなか老衰しないもので福岡県には、樹齢

18∞年と推定されるものさえある。この点、妙願寺の

オハザキイテヨワは樹齢70年余りでまだまだ若く、

1956年12月6日の発見当Rに測定した幹聞は、地上

1.5mのところで187cmであったが、 1958年11月28日

測定したところ192cmになっていた。 2年間に幹囲が

5cmも肥大しており、生育極めて旺盛でこれからが

楽しみである。しかも葉上に銀杏をつける奇形葉が多

くでき、後述の通り昨秋5回の採集だけでも樹下に落

下していた御葉付き銀杏は 724葉もあった。このこと

これは既に天然記念物に指定されているオハツキイ

チョウ 7件のうち、最も有名な山梨県南巨摩郡身延町

の本国寺と上沢寺のオハヅキイチョヲ(どちらも昭和

4年4月指定)と同程度であって、他の天然記念物と

指定されたオハツキイテヨクでは、御葉付き銀杏が僅

かに数十薬から数百棄に過ぎない。上沢寺では御葉付

き銀杏を一つ残らず収拾して、そのうち形態の整った

ものを安産妙符として広く全国の日蓮信者に分っとの

ことである。

1 .雌花の変異調査

1958年5月17日妙願寺のオハヅキイチョウの樹下

に、丁度小さなマッチの軸でもパラ撒いたように無数

に落下している雌花を掃き集め、総数 15564本につい

て、 JIE珠数の変異と形態変化を調査した。

(1) 匪珠数の変異語査

先ず雄花の花梗(大胞子嚢托〕に着生している匪珠(大

から考えると樹上に生育するすべての御葉付き銀杏|胞子嚢)の数の変異を調査した結果次のようになった。

第 1表旺珠数の変異

計

花 梗 制 114947I 15564 

同 上 % 1 2.15 196.04 11.39 1 0.37 1 0.03 ~2 100% 
この表が示すように花梗上に佐珠2個をつける正常| 次に雌花の花梗(大胞子嚢托〕の形態変化について調

のものが大部分で、全体の96%を占めている。 i査したが、分岐の状態は第1図に示す通り実に多種多
しかし1・3・4個のJIE珠をつけるものや、さらに僅|様である。第1図の1・2は先端に1個の妊珠をもつも

かではあ'るが5個、 6偲の妊珠を着生するものがある|のである。 3-5は2庇珠のものであるが、 3のものが

ことは、普通のイテヨクにはみられない変異に富んだ 1.正常で最も多く、 4-5のよう化2分岐しているものも

ものと言える。 I若干認められた。 6-12は3匠珠のもの、 13-17は4

このうちJIE珠が1個のものと 3個以上のものは殆ん|妊珠、 18-21は5医珠のもので、 21のように著しく下

ど成熟せず、銀杏として秋期に結実するものは2偲の|方より分岐してその頂端に1個ずつの匠珠をつけるも

JIE珠を形成するもののみで、他は全部落下するものと!のが、4II王珠以上のもので稀に認められた。さらに22

考えられる。そして 2個の匠珠をもつものは、そのう I-25は6庇珠をつけるもので、医珠はその数が増すに
ちの 1個だけが成熟して種子となる。これがいわゆる iしたがって小形になる。

銀杏であって、他の 1個は不稔のジイナとなってしま| 今回の調査では以上6JIE珠までしか認めることがで

う。しかし稀には2fI壬珠が共に生育する場合もあっ|きなかったが、早稲田大学の向坂道治教授は、前述の

て、秋期に僅かながら採集することができた。 I山梨県本国寺のオハツキイチヨワの調査で14JIE珠のも
(2)雌花の形態変化の調査 |のまで認めておられる。
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葉上銀杏の数の変異

14 

22 

15  

21 

雄花の変異

23 

第 1 図

24  

(I) 葉上銀杏の数の調査

1T 

26 

1958年9月25日妙願寺のオハツキイチョウについて| 次に周年11月16日より12月5日に至る問に前後5回

葉上に銀杏を生ずる奇形棄の発育状態、を調査したとこ iにわたって、樹下に落下した葉上銀杏(御葉付きの銀
ろ、第2図に示すように、既に普通銀杏は大きく発達|杏)を採集したところ総数 724葉を得た。これを採集

し、同一短枝上に御葉付きの銀杏および不稔の[E珠を|日別に、葉上銀杏の数によって分類した。

つけた奇形葉が認められた。

第 2 表

10 

‘' 

長吉ア竺 1 2 3 4 5 言十

1958年 11月 16日 63 31 13 。 。 107 

11月 24日 113 70 17 2 O 202 

11月 28日 119 37 7 O 165 

12月 4 日 104 31 15 1 152 

12月 5 日 70 24 4 。 。 98 

メE二入E 計 469 193 56 5 1 724 

同 上 ア4 64.78 26.66 7.73 0.69 0.14 100% 

te 、9 20 

上表のように、葉上銀杏の数についてみると、大部 iいる。次に葉上2銀杏のものが26;36で、葉上1個及び

分は葉上に1個の銀杏が生育するもので64%に達して I2個のもので全体の90;7';を占めている。
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第2図 短枝上の普通銀杏と葉上銀杏

次に薬上3個以上のものは比較的少し葉上5銀杏

のものでは、 724葉中僅かに1棄のみであった。また

一葉上3偲以上の銀杏をもつものは、概して生育が悪、

く、殊に4個、 5個になると、 1-2個のものに比して

極めて小型で銀杏らしくみえないものが多い。

(2) 葉上銀杏と原基数との関係

次に葉上に銀杏の生育したものについて、その葉上

の大胞子嚢原基の数を調査して、御葉付き銀杏が原基

数と、どんな関係に生育するかを調査してみた。

このいろいろな場合をスケッテしたのが第3図で、

葉上に生育した銀杏の他に痕跡的なものが見られる

が、とれが不稔、の大胞子嚢原基である。

この場合棄上銀杏と原基数との関係をあらわす方法

として、便宜上不稔の原基の数を分母とし生育した銀

杏の数を分子においた分数であらわす方法をとった。

例えば1葉上の 1個の原基が生育して銀杏となったも

のを弘とし、 2偲の原基のうち 1個が生育したものを

弘、 3個の原基がともに生育して銀杏になった場合を

%であらわすことにした。

a. 葉上1銀杏と原基数

葉上1個の銀杏をもっ 469葉では、原基数との関係

は次のようであった。

。

5 

'0ζ輸

¥ 
第 3図 葉上銀杏と原基数
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第 3 表 葉上 1 銀杏と原基数

ιぉ萱草; 1 1 1 1 1 1 
計

1 2 3 4 5 6 7 8 

11月 16日 5 15 20 16 5 2 。 。 63 
11月 24日 17 35 35 15 9 2 。 。 113 
11月 28日 4 13 47 38 12 3 1 1 119 

12月 4 日 5 21 39 21 9 6 3 。 104 
12月 5 日 7 26 22 10 4 1 o 。 70 

メ'"入 計 38 110 163 100 39 14 4 1 469 

同 上 % 8.10 23.46 34.75 21.32 8.32 2.99 100μ 

上表でわかるように3原基のうち 1個が生育して銀|のものは僅かに1葉のみで非常に珍しいものである。

杏になったもの即ち4のもの(第3図の 3)が一番多 I b 葉上2銀杏と原基数
1 ，0= _ . ， 1，，，，，， _ ~， I 

く、次が のもの(図の 2)、 (図の4) ー(図の5)I 葉上に2個の銀杏をもつものは総数 193棄で、原基" 4 、5，~.-
~ (図の 1)、ι(図の6)、主(図の7)の順で土|数との関係は次表のようであった。。 7 '- ，-... -8 

第 4 表 葉上 2 銀杏と原基数

[五昌己銀撤 I ; 
2 

~原ー基一数一一ー 一2一 一3一 4 

日 16 日 1-31~ 7 

11月 24日 10 24 20 

11月 28日 4 8 14 

12月 4 日 1 10 9 

12月 5 日 5 5 10 

~ 計 23 64 60 

同 上 % 11.92 33.16 31.09 

この場合も葉上1銀杏のものと同様に3原基をもつ

ものが最も多しこのうちの 2個が生戸した?の

もの(第3図の9)が64葉33%、次が子(図の10)、

?(図の11)、2(図の8)、?(図る問、手(図
の均の瀬となる。さらに手のもの1葉を得たが、と

れも極めて珍しいものである。

図にも示したように、原基は葉の切れこみの底にで

2 2 2 2 2 
計

5 6 7 8 9 

2 1 1 。 。 31 
13 2 1 O 。 70 
10 。 。 。 1 37 

10 。 1 。 。 31 
2 1 1 。 。 24 
37 4 4 。 1 193 

19.17 2.07 2.07 。 0.52 100% 
きるもので、原基数の多くなるにしたがって棄は縮小

し、こまかく分裂しているo

C. 葉上3銀杏と原主主数

葉上に3偲の銀杏をもつものは、 56葉あって次のよ

うに分類できる。
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第 5 表

ιぉ聖堂 3 
3 

11月 16百 3 

11月 24日 1 

11月 28日 。

12月 4 日 2 

12月 5 日 2 

メ<=1、 計 8 

同 上 % 14.29 

第 6 表

ぬ主塾 4 
4 

11月 16日 。

11月 24日 1 

11月 28日 。

12月 4 日 1 

12月 5 B 。
βロ、 計 2 

同 上 ア4 40 

葉上 3 銀杏と原基数

3 3 3 3 
4 5 6 7 

4 5 1 。

5 9 1 1 

2 2 2 1 

7 4 1 1 

。 。 1 1 

18 20 6 4 

32.14 35.72 10.71 7.14 

葉上 4 銀杏と原基数

4 4 4 4 
5 6 7 8 

。 。 。 心

O 。 。 1 

1 1 。 。
。 。 。 。
。 。 。 。

1 1 。

20 20 。

計

13 

17 

7 

15 

4 

56 

100% 

4 
計

9 

。 。
。 2 

。 2 

。 1 

。 。

o 5 

o I 1∞μ 

すなわち5原基の

うち3個が生育し

た;(第3図の16

)が最も多く、次

が与(図の15)、

ド図の14)で、

2(図の17)、手
(図の18)は比較

的少ない。

d. 棄上4銀杏

と原基数

葉上に4個の銀

杏をもつものは極

めて少なく、僅か

5葉を認めたにす

ぎない。

以上妙願寺のオ

ハヅキイチョウに

ついて、雌花の変

異と葉上銀杏の調

査結果を述べた

が、まだまだ不充

分な点が多いので

引続き観察調査を

実施したい。

なおこの調査を

進めるに当って、

材料採集に心よく

御協力下さった妙

願寺住職岩階真将

師に厚く御礼申上

l げます。また絶え

4原基がすべて生育した手(第3図の19)が2葉、 lず御激励を賜わり、種々御指導を戴いた森為三博士な
生生， ffが各1葉あったらみである。 iらびに室井縛先生に衷心より感謝の意を表じます。
5' 6' 8 

e. 葉上5銀脊と原基数

葉上に5個の銀杏をもつものは、 12月4日の採集で

3(第3図の20)のものを1個認めたにすぎない。 向坂道治
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文部省文化財審議会委員東大名誉教授本田正次博士筆(梅玉旅館蔵)
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天然記念物竜野の力タシボ竹林

室 井 緯

発見から天然記念物へ 今 i 先代の苦心の結果であって茶人であった先代は、「

竜野市本町にある!日藩主脇坂公の宅地にずョと以前 lこの笥は毒である」と口癖の様に教えた。毒になる
からνボチク(綴竹)のあることは兵庫県博物学会会| と聞いてはスクスク伸び出す街を誰一人取る者が無

誌第3号(昭和7年4月発行)にも写真入りで報じて! い。私は学校を出てから開業(室井言う、医師で、

いる。すなわち、当時、京大講師であった悶代善太郎| もと竜野中学校校医)するようになり、街に毒があ

氏が同竹林を訪ずれて研究し、その時の案内者であ守! るという事は無い筈だと、試食してみたところが、

た博物学会会誌編集者陸井初治氏などとともに撮影さ l 地上5寸位のものでは甘味があって馬鹿に旨いもの
れた口絵が示されている。 I であるととが分り、類の少いνボチク、蒋はなげ
同紙の 121ページに陸井初治氏の対談記事によれ| し、蓋置きを作るによく、殊に茶杓としては他に造

ば、中原健次郎氏は次のようにいっている。 I随を言干さぬところから、茶人であった先代が案出し
…この屋敷にはもと脇坂家の家老脇坂玄蕃の居 lた巧妙な保護策であったことが読めたわけである。

宅があった。脇坂藩が淡路から当地へ国替になョた l……因に笥は6月末から 7月の始めに出て赤褐色で
際に移植されたものである。竹林中に婆が3つ浬守| 斑点のある皮で覆われて居る。叉、稗は12月に切っ

て居り、井戸もある。皆、能舞台の遺跡であるo 初 j ても切口に徽が生える様なことは決して無く、 1か

めこの能舞台の辰己の方角に風防ぎとして移植され| 年位は青味を失う様なことはない。……京都市立植

たものである。私が幼い頃には十数本しか生えて唐| 物園へも当所から見本として移植した。…

なかったものが、現在の様に殖えたに就いてはーに| 上の記事にもあるようにジボチクは淡路の原産であ

カタジボの薮
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って、その一部が当処に移

植されたというので、当然

ジポチクであろうと心得て

いたのであった。

ところが、去る昭和31年

9月11日、揖竜教育研究所

の苗村樹氏から、一度来て

市内の先生方に学校付近の

植物を指導するようにとの

通知に接し午後2時過ぎに

伺った。そして研究所内に

山積された生徒の謄葉をみ

て、とっぷり日が暮れてか

ら御案内を受けたのが、偶

然にもカタνボ竹の宿、梅

玉旅館であった。

私はずっと以前から上記

の博物学会会誌のジボチク

の記事を読んでいたので、

これ幸いと夜のあけるのを

待って巻寝き姿に、下駄ば

きで庭の竹を見た。先ず眺

めて驚いたことにはすべて

の学者によっていいふらさ

れているνポテクであるは



カタジボの薮 左側の斜になった深い溝のある稗は
実竹である。

ずの竹が、ジポチクではなく、弘の永年探し求めてい

た、節の半分ずつ交代に鍛のあるカタジボではない

か、私は大いに驚き、かつ喜んだ。跨る胸をおさえなが

ら主人に標本に欲しいから 1本伐採してくれるよう頼

んでみたところが、何んでも祖先からのおきてに従っ

て、絶対伐採しないということである。この竹は敏が

あって風雅なので好事家の要求にまかせてイえるとなく

なってしまうということである。それに宿の主人は今

日、神戸に所用があって 1番列車で発たねばならな

い。ーということで、頼みの縞は断たれてしまった。

私は何としてもくやしい。 1本欲しさから、本音をは

いておかみにくいさがってみた。すなわち

「この竹はVボチクなどというありふれた竹ではな

く、珍らしいもので現に知られているのはここだけ

で、正に天下一品、天然記念、物の資格が十分にある。

従って研究材料と新聞社のニュースの記事の写真にし

たいから、 1本特に恵んでくれないかjと懇願して、

やっと 1本を伐採、研究材料を入手することに成功し

たのである。 I
帰神後、記事を作って、おかみに約束した通り、数'

日後、神戸新聞に、写真とともにのせてお

いた。

一方、竜野市教育委員会は忍の指示に基

づいて、天然記念物の申請書を県教育委員

会と文部省へ、それぞれ発送した。そして

何日かすぎた昭和31年1月7目、県からし

た調査のため県文化財保護委員会、天然記

念物調査官で、兵庫農大教授の森為三博

士、同会主任島田清氏、その他の函々が現地

で調査された。そして全く特異の竹である

との見解に基づいて文部省文化財専門審議

会へ調査方の申請をしたのである。幸い文

部省から昭和32年3月3目、審議会委員、

東京大学名誉教授本田正次博士が来県され

審かに調査された。その結果、珍奇なる植

物の所在地として、昭和33年3月27自に天

然記念物審議会で、正式に指定された。

カタシボ林の現状

場所は兵庫県竜野市本町株式会社、梅玉

旅館内(社長、山本満之助氏所有)で薮は

東南向きの斜面で、約5アーノレ、百通り

25cmのものが約300本、最大30cmで、見

事な薮を形成している。

発見当時は殆んど投げやりで天狗巣病に

大いに侵されていたが、その後、穏災校を

切り弘い、難糞、過燐酸石灰などの施砲を

行なったところ、昭和33年度は37-38cm

の出笥をみることができた。そして薮全体が元気づ

ぎ、薮栢を一変した。将来は過去のような巨大なもの

が想像される。

ちなみに、同旅館の一室、竹の間の床柱のカタνボ

は40cmという巨大なものが使?てある。

カタシボの由来

梅玉旅館主、山本満之助氏は天然記念物指定記念に

突を作って、つぎのような由来記を載せた。すなわち

竜野の藩主脇坂安宅公は純斎と号し、時の京都所

司代であり、後に老中になった幕末の偉傑である。

漢詩をよくし、詩聖梁川星巌に師事し、また茶道を

修めその堂奥に達するe風流入でもあった。

今を去る 102年前の安政4年3月(西歴1857年、

ハリス来りて日米修好通商条約をする。福沢諭吉私

塾をおこす。井伊直弼大老となる。)、星巌は淡路

より。竹数竿に一書を添えて安宅公に贈った。公は

f.干祖脇坂安治公i日封 CI日淡路の藩主であった)の縁

故ある地の珍しい竹を贈られ欣然とし、これを現在

の地 (18家老屋敷の庭内で今の梅玉旅館の庭園内)
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東は普通に発育し尋

常の竹稗となる。以

上のことから半面の

みに簸を生ずること

になる。つまり、普

通のマダケに比べて

維管束が著しく多

い。それで竹得が固

く、各種の装飾用に

珍重される。

以上のような奇形

は竹類中としても、

あるいは単子葉植物

中、全く類例をみな

い珍現象で、非常に

まれなものである。

この母種のνポチ

ク(敏竹〕は淡路

島、州本の原産とい

われているが、今日

では残念ながらその

原地は絶えてしまっ

た。幸にもその一部

の移植といわれる当

地のものは、さらに

芽条変異の著しいも

ので、一層、学問的

に珍奇で、永久に保

護して後世に引き継

ぐ責任がある。

私は1月27日 (19

57)、 当竹林内で枯

に移植し、銘竹として愛模した。その後、星巌の死

後慶応元年(西歴1865年)にその妻紅蘭が夫の遺志

により再び淡路の竹1個を安宅公に贈ったが、之が

有名な安宅公手造の花入(脇坂家旧蔵〕であると伝

えられている。

とのようにして竹は移植せられた。そして、との

笥を食うと腹が痛むといましめて伐らせなかったた

め時と共に繁茂し広大な竹薮となったが、家老職の

屋敷内に在 9 て門外不出、脇坂家ム円以外の者は使

用を許きれなかヮた。すなわち、一般庶民は1株の

拝領はおろか、拝見すら能りならぬため、世常には

余り知られなかった。しかし、明治以後も茶人等の

特殊の数奇者以外には知られなかった。しかし、注

意してみると茶室の床柱、竹縁、落懸、その他、茶

器や花器など愛好家仲間では輪切にしたままで珍重

されるほどの銘竹で竜野付近では種々作品の点在す

るのを見る事が出来る。

昭和31年9月に竹の研究家、富士竹類植物園長、

兵庫県立兵庫高校室井緯教諭が宿泊せられ、偶然に

も発見せられ「全国を歩き廻って探したが、他には

見つからなかった。全国で喰ーのものだ。 Jと折紙

をつけ、よろこばれた。続いて兵庫県文化財保護委

員会、天然記念物調査官、兵庫農大副学長森為三理

学博士は「おそらく世界でも珍らしい竹だ」と、ま

た、文部省実化財専門審議会委員、東京大学名誉教

授本間正次博士は「日本一の片しぼ竹Jと激賞を賜

わり、それぞれ詳細に調査され昭和33年3月、天然

記念物に正式指定決定となった。

梅玉旅館主

カタVポとラッキ当ウヤダケ(右)どちら
も芽のある側が常に正常を保っている。

カタシポの名称

和名カタVポとは片敏竹の意で、マダケの稗の半面

にのみ、縦溝があるのでとう命名された。学名は

Phyllostachys bambusoides Sieb. et Zucc. 

var. Marliacea島'lakino

forma Katasibo Muroiである。

識す

形態的特徴

カタVポはマダケの変りもので、節間は芽の上側の

みの半面が平滑でマダケと変らない。しかし、反対側

は縦量産ができる。それでカタνボとは片署捜竹の意であ
る。なぜ、半面にのみ量産ができるか。

原因は維管東の発育異常で敏面の部分は維管東が相

接して不正形となり、 2-3個ずつが押し合って結合し

たり、多少離れたりして並ぶ。このことが敏をつくる

直接の原因である。ところが芽の上部はどうして簸が

出来ないかというと、その幾つかの維管束が枝の方に

出ていき、少なくなり、維管東聞に余裕ができ、維管

稗の横断面における維管束の配列状態を示す。

左はマダケ、右はカタVボの毅のよ 9た側。
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れた存から子嚢菌を採集して，竹類寄生菌図説を紙筆

されつつある日野巌博士にお送り申しあげたところ、

次の2種は新種の由で

Phlyctaena Muroiana Hino et Katumoto 

Schizostoma Muroiana Hino et Katumoto 

と命名発表された。また次の既知種も採集された。

Didymosphoeria stri・atulaPenzig 巴tSaccardo 

var. minuta Hino et Katumoto 

Eutype Kusanoi P. Hennings 

H汐oxylonJUscO，ρur，ρureum (Schweinitz) 

Berkeley 

Physalosρora inamoena Hino et Katumoto 

なお、ジボテクは四国、滋賀県、京都府、その他に

かなり栽培されている。市場性はνボチクの方が著し
く高い。

カタシボ林の特徴

カタνボの遠望は太さの害jに丈が低く、枝張りがマ

ダケに比べて短く、最下校は殆んど 1本で、いわゆる

男竹であること、もう 1つ特に面白い現象は実竹が非

常に多く発生することである。原因として考えられる

ことは山麓の斜面に薮のあること、石英粗面岩の岩盤

があって表土が浅く、それに石塊、瓦などが多く捨て

てあることが考えられるが、しかし最大の原因は不明

で、他にあると思われる。

かつて、天然記念物調査委員を案内した時に、多数

の新聞記者に包囲されて参加者諸氏をからかつてみ

た。すなわち

私はカタVボ竹林内で「この竹には片一方に交互に

敏のあることは御覧の通りだが、もっと珍らしいこと

は、普通の竹のような穴がないことである……。 Jと

やった。ところが仮IJで聞いていた館主、山本満之助氏

はあわてて私に「先生とんでもない。どの竹にも大き

な孔があります…一。」という。私は重ねていった。

「御冗談ですよ。木のようになかまで詰っていますよ

…。」と。側で聞いていた新聞記者氏「では1本伐

ってみよう。」私は大賛成、早速、私が節の問をぶ

つすりと切ってみせた。多くの人々は覗き込んで fや

はり、室井のいうように孔がない。」主人は驚いて

「ではもう 1本伐ってみよう。 J私は「折角、天然記

念物に申請しようというの

に全部伐採しては駄目では

ないか……。」と主人の主

張に反対したのであった。

後程、一同はお神酒を御

馳走になったが、私は余り

弄ぶのも罪悪と考え、 「先

刻，薮で伐採したのは、実

は実竹(じっちく)という

非常に珍らしいもので普通

品には主人の主強通り大き

い孔がある。」と訂正して

おいたが、続いて「実竹は

地下茎の先端が何かにぶち

当って進行を振まれ、地上

に頭をもたげて伸び、竹稗

になったものである。元

来、地下茎には孔がないの

l
i
-
-
-
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i
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カタジポの宿所蔵の実竹の横断面を示す
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で、この延長の稗にも孔がない。さらに普通の孔のあ|して地下部から掘りあげて洗い、玄関に並べて観覧に

る竹との見分け方について、ひとくさりや守たことは|供しているから、形態、成因などについて御覧願えれ

勿論である。すなわち |ば幸いである。

先ず、稗溝の深いことで、深いものほど充実してい

ること、稗脚の地上部2-3節までも要屋根の生えてい|参考文献

ること、稗脚が多少曲っていること、周年のものに比 11. 陸井初治:γポチクに就いて、兵庫県博物学会会
ぺて緑が濃いこと、最下校が1本のみ出ていること、 | 誌第3号)昭和7年4月)

全体がさらに短いことなどについて説明を加えておい I2. 田中真治 i/ボ竹、播磨新胃、第278号(昭和31
た。ところが、お神酒で酔っぱら守た諸氏、原稿の訂| 年10月28日)

正を怠ったので、とうとうカタジポは孔のない木のよ I3. 室井縛;県下の植物分布、兵庫県生物誌、神戸新
うな竹であるなどと幾つかの新聞記者は報道してしま| 聞社刊 (昭和31年11月)

った。それで、方々から物好きが私に問い合わせがや I4. 本田正次;カタジポの調査、緩物の友、第57号
って来た。結局、多忙で泣いたのは悪の種を蒔いた私(昭和33年4月)

で、総ての罪を被いかぶせられた。 I5. 山口国俊;竜野の片Vボ竹、植物の友、第59号
ζの実竹は去る昭和32年2月に調査したところ、こ(昭和33年6月)

の薮中に8本も数えることができた。それは 500本に I6. 山本満之助;片しぼ竹、天然記念物指定記念、
対して8本であるから1.6%という高率である。マダ (昭和34年2月)

ケの薮などで探すと 1日歩いても 1本見つかるか、否 I7. 室井静;天然記念物カタジボ、神港新聞、第4759
かというほど珍らしいものなのである。 I 号(昭和34年2月7日)
なお、調査当日伐採した巨大な実竹は同館の宝物と

丹波栗と足利義詮の伝説

井 上 義

丹波と言えば棄を連想するほどに、丹波と栗とは深|た石禽寺の衆徒は護摩をたいて将軍の武運を祈った。

い因縁があるo古くから丹波粟の名産地として京都府 iその満額の目、院主雲暁僧都は足利将軍に対面して、
船井郡和知や兵庫県氷上郡山南町(旧小川村〕等が知|天下を静め大敵を亡ぼすの要諦は毘沙門天の法に及ぶ

られている。とのたび山南町の郷土名物として「クリ|ものはないと進言したので義詮も熱心に信仰して丹波

セシベイ」が発売される計画があり、小川村産のテテ|国小川庄を寺領として寄進した。

ウチグリと足5flJ義詮との伝説について室井緯先生から| 雲暁僧都がこの地の名物だとで大栗を献上したとこ

ぜひ報告せよとのことであるから以下それについて筒!ろ義詮は、只ー果を残して管部下兵卒に分ち与え、さ

単に記してみよう。 Iて残したー果の粟の座に手ずから爪痕をつけて「都を
テテワチは氷上郡山南町岩屋の原産である。観応2Iば出て落ち葉の芽もあらば、世に勝ち栗とならぬもの

年正月16日(今より約6∞年前)足利義詮は、 15日の|かはJという一首をそえて雲暁僧都に渡し栽櫨するよ

戦に桃J井の憲を破って大勝したが、諸人の推量と異|うに命じた。発芽せば都に出たと知れ、結実せば天下

なり京都勢の大半が15日の夜半に八幡山にいた三条慧 1を領したと知れと言った言葉にたがわず、何れの果

源の下にはせ集まったので、もはや洛中で再び戦う能|実にも爪痕のある粟がなったと言い伝えられている。

わずとさとり、西国に退いて兵を養おうと思い16日早 i 元来本穫は果梗強く容易に果が脱落しないために、

朝京都を出発し丹波路へ落ちのびた。父尊氏は西下し|成熟した果実ばかり出て落ちるので、デテオチJl.pちテ

たけれども名将がーカ所に居るのは却って不利である|テウテと言われるようになったのである。このクりの

とて義詮は父尊氏と分れて 2，000余騎を従えて井原郷|果の座の中央にある爪痕は実は維管東の痕である。こ

石禽(現在の山南町岩屋)に留った。ここにある足利|の地は岩屋の名にふさわしく全山が岩盤で出来上って

橋は其橋下に義詮がかくれて追手の難をまぬがれたと|いるから根の発育が妨げられて、このような爪痕を生

ころで、ここから岩屋に向ったという。 Iずるらしく、肥沃土に栽植すると次第に之が減って釆
往時の石禽寺は現在の寺の奥の院であって登るのも|る。このクリは品質上等で10月中下旬に熟する。

容易でない険峻の地にある岩窟であった。義詮を迎え
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イカナゴアミより得た貝類

安藤保二・鹿取秀雄

昭和30年頃、伊藤克己君および鹿取はイカナゴの水|のも稀に生貝があり生存種であることは疑いがない。

揚げ場付近に特異な貝類が捨てられている事を知り、 |興味のある数種の員について

その後安藤と共にその調査を継続して来た。その結果 11. ヌマコダキガイ変種 Potamocorbulaamurensis 

約 120種の貝類について同定し、なを数種の未決定種(Schrenck)var. 

を得た。中には分布上興味のあるものが若干あり、ま| 本地域からヌマゴダキガイを産することは先に筆者

た従来本地方より報告されていないものも相当あるの|等 (1958，Venus 20巻1号 Pl60)の報告した所であ

で、 Pこにその大要を報告し数種のものについて意見|るが、その後Schrenck(1867)の原記載を見て次の
を述べたい。 I相違を知った。
材料の蒐集に関して協力された前記伊藤克己君、仮1)穀は小型で薄質である。I)殻形は前後に長く

屋付近の材料の提供ならびにイカナゴの習性などの意 i腹縁は丸みが少し前後縁共に鈍く尖る。 1)穀皮の
見を戴いた神戸市立須磨水族館長井上喜平次氏、標本|色が淡い。lV)原種が汽水性であるのにくらべて、本

同定および文献閲覧に関して御便宜を与えられた京大|亜種は海産である。

黒田徳米博士、横山次郎博士、大阪市岡高校金子寿衛Schrenckは北日本から海産のものがあると述べて

男氏に深く感謝する。 Iいるがその図は示していない。また北海道貝類目録(
イカナゴ漁場について I 1935)の図版にある根室産のものは、Schrenckの図
標本は主として神戸市須磨浦海岸より得たもので、 |のものに近い。

鹿取は潟市駒ケ林より明石市にわたって採集し、前記| 本亜種と全く同じものを筆者は高塚山貝層 (1953，

井上氏より提供されたものは淡路島仮屋沖のものであ|兵庫生物、 2巻3号 P.143)から報告した。要する

る。いずれの資料も海岸に近い約10-25mの水深の瀬|に本亜種は瀬戸内海に現生し、化石種として第3紀末

より得られたもので、底質は粗い砂より小礁におよぶ 1;から第4紀始めにかけて神戸周辺に棲息したもので、

もので、殆どが貝殻の小破片からなっている。貝類は|ヌマコダキガイ原種に類似するが形、大さ、生活環境

死穀も多いが、相当軟体部を残す生貝も含んでいる。 Iのやや、変ったものであろう。原穫はアムール付近、
その他ハゼ類の小魚、シャコ、ヱピ類の甲穀類も共に|朝鮮、北部北海道に産する寒流系のものであるが、瀬

得られた。 I戸内海ではやや低混、低塩分の本海域に残留して変化
この地域の海水は神戸海洋気象台編「瀬戸内海の気|したものではなかろうか。また北方系のイカナゴと共

象と海象J (1952)によれば、瀬戸内海でも海底温度|産するのはその生活に適した環境に類似性があるので

が最も低く(年平均15.50C)、年聞を通じて水温の上|はなかろうかと考える。瀬戸内海東部の生物相の特異

昇少しその期間の短い区域で、しかも海水比重は最 i性として興味のある事実である。
低である。またイカナゴは北方系の魚で、砂中に潜伏 12. ホソスジイシカゲガイ Clinocardiumuchidai 

して君主怠するものであると言う。以上の事から見て本 Habe?

地域に後述するような特異なフオーナが存在すること| 本種は従来エゾイνカグ Clinocardiumcalifornieー

は何らか海底の特殊環境と関連性があることが想像出 Inse (Deshayes)として同定され、関東地方洪積世か
来る。 Iら多産したもので、東京湾から現生種が得られたが、
多産する貝類 |近時前記の名で別に扱われて居り、穀は前後に長く、

特に多く産するものはヒナノヒアウギで、死穀が多 1:放射肋数多く、肋の高まり少し肋間の溝の浅いもの
いが鮮麗な彩色のものも相当あり、稀には生貝もあ|である。本地域産のものは幼貝で関東地方の化石より

る。比較的多いものはクチペニデ、ペニワスレ、コパ|著しく小型であるが、殻形、肋の様子から見てホソス

トガイ、ウスモシオ変種、やや多いものは芝ツマペニ iジイジカグと考えられる。もしそうであるとすれば、
ガイ、ヒナフミガイ、ミミヱガイ、マルミミエガイ、 |かなり寒流系のものかと考えられる。

ニクイロザクラ変種、クサピザラ、マルクサピザラ、 I 3. クサピザラ Cadellade1ta (yakoyama) 

チヂミマメハマグリ、ヌマコダキガイ変種等で、コパ| 本穫は波部博士(日本産貝類概説 P.212) による

トガイ、クチペニデ、ミミエガイ、ニクイロザクラ変|と、産地は本州出雲、駿河以北一根室とされたが、そ

種、マルクサピザラ等は特に生貝が多い。その他のも|の後瀬戸内海 (1952，山口県貝類目録) (第七突堤
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の貝、古川博二、兵庫生物〉からも報告されたもので!の後本種がスダレモジオか、モジオガイがについて議

ある。やや寒流系の感じのする貝である。 I論があった。(吉良氏、波部氏)しかしスダレモジオ
4. マルクサピザラ:Cadel1a narutoensis Habe のように腹縁の入込みがなく、モνオガイにはすだれ

本種は洪積世化石として千葉県、東京都から相当産|彫刻がなく、あっても殻頂部だけであり、穀頂角は雨

出するものに近く、従来疑問種として明らかに種名を|者より大きく、また霊安巾せまく扇平である。以上の事

与えられなかった (1926，矢部、野村、木下付近化石|より、むしろクスモνオに近いものかと考えるがクス

貝)ものであるが、近年波部博士によって鳴戸海峡学 lモジオに比して次の諸点が異る。1)すだれ彫刻jは細
術調査の際本種名を与えられた。化石穫は現生種に比 I<、著しい。I)色彩は淡色で褐赤色の雲彩があるも
して同心円肋がやや粗いが殆ど同一種であろう。化石|のが多い。

種は北方種サラガイと共産している故何らか寒流と縁| 本車種に近似するものは横山博士の品川貝層からの

のあるものではないかと考えられる。 IC. nana Adams et Reeve (1927， Yokoyama，制011.
5. ニクイロザクラ変種Semelangulusmiyatensis I Up. Musashino of Tokyo， p. 434， pl. 49 fig. 11)で
(Yokoyama) var.原種に比較して次の点が異|ある。本種は日本海産のものであるので地域の違いか

る。 Iら来る変種ではなかろうか。

I)前端は丸く、原種のように尖らない。I)後端|結語にかえて

の切れ方は更に斜めである o 1)殻頂は中央に近い。 I以上述べた通りイカナゴ漁場には寒流系ではないか
N)成長脈は細く、原種程顕著でない。 Iと考えられる貝が若干産することは事実で、その中に
原種は三浦富田層から報告されたもので、ウソγジ|は生只もあること故、化石貝とばかりは言えない。こ

しツキガイモドキ、ホソスジイジカグ、エゾタマキ|の事と水温の低いこと、イカナゴが北方の魚と言われ

等の寒流系貝と共に産する。また黒田博士 (1955，ゆ!ととはどれ位関係があるかについては、この程度では

めはまぐり、 82号" p.8)によると滝巌博士が広島県 l想像の域を脱しないが、更に調査をすれば面白い事が
から報告されたそうあるが、本亜種と同じものかどう|判るのではないかと思う。急いだため種名未決定のも

かは判らない。 Iの十数以上もあり.殆ど図解もしなかったが後機会を
6. ウスモシオ変種 Cra!Osatellitesadamsi (Kobelt) I見て追加、訂正、図示および記載をしたいと考えてい
var. る。

矢倉和三郎氏がスダレモνォ (1932，兵庫県貝類自|採集品目録

録 p.8)とされたものは、おそらく本種であろう。そ興味深く感じたものに下線を施した。)

腹足編

1.クリジイトカケ Amaeathielei de，Boury…….，.・H ・.....・H ・..…...・H ・......・H ・..…...・H ・..…...・H ・.r 

2.クヲシイトカケの類 Amaeasp.………...・H ・..一…………………...・H ・H ・H ・..…...・H ・.....・H ・......・H ・..… r

3.キクスズメ Amaltheaconi四Schmacher.…・…....・H ・-…....・H ・....…・・…・…...・H ・.....・H ・..c 

4.イソチドリ Amatinatricarinata (Linne)…...・H ・..…...・H ・..……...・H ・H ・H ・..………...・H ・.c

5.カゴメガイBedevinabilileffi (Lischke) ・.....・H ・.........・H ・....・H ・......・H ・.....・H ・-… r

6.イボワミニナ Batillariazonalis (Bruguiere)…...・H ・H ・H ・..…...・H ・H ・H ・..…...・H ・.....・H ・-…… r

7.コ νダカエピス CaI1iostoma(Tristichotrochus) consor (Lischke)…………...・H ・..…………(c)

8.コジゴクボラ CanceIlaria(Merica) laticosta Lobbecke .…….....・H ・.....……・…・…H ・H ・...r 

9.ササノヅユ Cavo1inaIongirostris (BlainvilIe)…………....・H ・………………...・H ・H ・..……・ f

10.カゴメヌカボラ Clathranachisjaponica (A. Adams)………………ム...・H ・.....・H ・..….，.・H ・....r 

11 コガモガイ Col1iseIlaheroldi (Dunker)………...・H ・-…...・H ・-…...・H ・..……...・H ・.....・H ・..f 

12.アワプネ Crepidulagravispinosa Kuroda et Habe…・・…・…・….....・H ・-……………....c 

13.ヒラフネガイ Crepidula(Siphopateila) walshi (食eeve)………...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..c 

14.ワスオピブタナννヤジク Daphnella (Asperdaphne) subzonata (Smith)・H ・H ・.....・...……...・H ・...r 

15.クズヤガイDiodorasieboldii (Reeve)……………...・H ・..……...・H ・-・…………...・H ・..…… r

16.ハリハマヅボ Dialavitrea So¥¥"巴rby……………………...・H ・..…...・H ・.....・H ・..………………・・(c)

17.スソカケの類 Emarginulasp.………・…………………………………...・H ・..……….....・H ・...f 

18.テヤマダライトカケ Epitonium(Glabriscala) stigmaticum (Pilsbry)…...・H ・..…………..，・H ・..…(f)
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Epitonium (Cinctiscala) eusculptum (Sowerby) ....・H ・....・H ・....…....・H ・-… r

Epitonium (Cinctiscala) kamakuranum (Pilsbry)・H ・H ・H ・H ・......・H ・H ・H ・....r 

Epitonium (Nitidiscala) angustum (Dunker)・-….....・H ・........….....・H ・..… r

Epitonium (Mozescala) castum (Sowerby)・H ・H ・....……...・H ・....…....・H ・..r 

Ficus subintermedium (d， Orbigny)・H ・H ・.......・H ・..…'"・H ・..……'"・H ・..….r 

Fossarus japonicus (Pilsbry)・H ・H ・..…...・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..…… r

Heliacus (Torinista) enoshimensis (Melvill)・H ・H ・..……...・H ・......・H ・H ・H ・..f 

Leucotina gigantea (加nker)…H ・H ・-…H ・H ・......・H ・-…H ・H ・-…H ・H ・-…H ・H ・-… r

Lienardia (Pseudostrema) fortilirata (Smith) ・・H ・H ・H ・H ・-…..…....・H ・-….r 

Lienardia (Etremopa) subauriformis (Smith)…...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..… r

Liloa porcellana (Gould)…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・..… f

Lirularia (Conotalopia) ornata (Sowerby)・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・..……(c)

Liotina semiclathatula (Schrenck) ....・H ・・・H ・H ・....・H ・-…….....・H ・....…H ・H ・.f 

Macronschisma sinensis A. Adams …...・H ・......・H ・H ・H ・.....・H ・...・H ・...・H ・..… r

v ロ Nassarius (Zeuxis) caelatus (A. Adams) …・・…・・H ・H ・.......・H ・-…....・H ・-…・ c 

ジロガイ Nassarius(Niota) livescens (Philippi) ...0.......・H ・.....・H ・H ・H ・....・H ・H ・H ・..… f

ゾタマガイ Natica(Tectonatica) severa Gould.....・H ・-…..…....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・-…(c)

36.アダムスタマガイ Natica(Tanea) adamsiana Dunker ………...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・..…(f)

37. "7クラガイ Olivamustelina Lamarck …………...・H ・..・…………...・H ・..……...・H ・H ・H ・...r 

38.ミヤコドリ Phenacol巴pas (Cinnalepeta) pulcellus (Lischke)...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..… r

39.キセワタ Philine japoni回 Lischke .…....・H ・-…・……・・H ・H ・........・H ・....・H ・……H ・H ・..f 

40.ザクロガイ Proterato (Sulcerato) collosa (Adams et Reeve)……...・H ・.....・H ・.....・H ・..r 

41.ワズマキガイ Pygmaeorotaduplicata (Lischke) ...・H ・.....・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・H ・H ・..… r

42.ムギガイ Pyrene(Mitrella) bicincta (Gould)・H ・H ・..………...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..(c)

43.ノミニナ Pyrene (Zafra) pumila (Dunker)・H ・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..… r

44.キヌジタダミSericominoliastearnsii (Pilsbry)…....・H ・....・H ・....…-…....・H ・....・H ・-……・(r)

45.ミミズガイ Siliquariacumingi Morch………...・H ・H ・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・.，…...・H ・..… r

46. t ウイト Siphonalia fusoides (R巴eve)・H ・H ・..……...・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.，……'"・H ・..c 

47. ミズゴマヅボ Stenothyrajaponica Kuroda…...・H ・..………...・H ・..……...・P・.....・H ・...

19.タテヨコイトカケ

20.カマクライトカケ

21. i/ ノプガイ

22.ナガヒメネジ

23.ピワガイ

24.ハツカネズミ

25.ナワメグル

26. "7キギ

27.ホソ ν ヤジク

28.ヌノメ νヤジク

29.カイコガイダ "7i/

30.ヒナジタダミ

31.ヒメカタペ

32.スカ ν ガ

33.ハナム

34.ム

35.エ

マ

ヌ

イ

Abra (s. s.) hakushnatoensis (Nomura) ...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..………(m)

Anisocorbula venusta (Gould)…・…..，・H ・-………....・H ・...・H ・..…...・H ・...…(m)

Anisocorbula scaphoides (Hinds) ...・H ・...・H ・H ・H ・..…....・H ・...・H ・...・H ・.....・H ・.(c)

Anisodonta gouldi (A. Adams) ….....・H ・........・H ・........・H ・...・H ・-…・・H ・H ・...m

Anisodonta recluzi (A. Adams)……...・H ・H ・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・H ・H ・..…… c

Anadara (Scapharca) subcrenata (Li民地e)・・H ・H ・....・・H ・H ・....・H ・....・H ・-…・・(f)
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Ar田 boucardiJous閣 aume….....・H ・-…....・H ・....….....・H ・'"・H ・.....・H ・....・H ・"(r)

Arca ocellata Reeve .………・….....・H ・-…....・H ・....・H ・....・H ・.....・H ・........・H ・..f 

Arcopagia (Merisca) diaphana (Deshayes)…………...・H ・.....・H ・......・H ・-… f

Arcop由gia(Quadrans) spinosa (Hanley)…...・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・..…… f

Cadella de1ta (Y okoyama)….，.・H ・-…………………...・H ・..…...・H ・..…・H ・H ・..c 

Cadella narutoensis Habe M. S.…....・H ・....・H ・........・H ・-…....・H ・-…・H ・H ・..(m)

7.コペノレトブネガイ

8.フネガイ

9.イチヨク乙/ラトリ

10. トグクネガイ

11.クサピずラ

12.マルクサピザラ

Cal1ista chinensis (Holten) …・…………...・H ・-…・・...・H ・......・H ・.....・H ・-…… r 

Cardita nodulosa Lamarck …-……・・……・・…....・H ・-……..…....・H ・....・H ・...f 

Chama refxa Reeve …・…-…・… ……・・…………一 -…………...・H ・H ・H ・..…・…・・ r 

Chlamys (s. s.) nipponensis Kuroda…...・H ・-・…………...・H ・H ・H ・.....・H ・-…… r

Chlamys (Mimachlamys) pelseneeri Dautzenberg et Bavay……...・H ・-…(a)

Ctena divergens (Phi1ippi)…………………………………………・H ・H ・.....・H ・..c 

Crassatellites adamsi (Kobelt) var.………一………・……………….，.・H ・...(m)

13.マヅヤマワスレ

14.モモイロトマヤガイ

15.キクザノレ

16.アズマニジキ

17.ヒナノヒアワギ

18.ヒメツキガイ

19.ウスモジオ変種

21.ヒメマスオ Cryptomyabusoensis Yokoyama .一……………・…………...・H ・.....・H ・......・H ・r

22.カガミガイ Dosinia(Phacosoma) japonica (Reeve)……...・H ・.....・H ・H ・H ・..………-…….c 

23ーサクラガイ Fabulinanitidula (Dunker) ...・H ・-………………………...・H ・-………...・H ・....f 

24.ア ν ガイ Gari maculosa (Lamarck)…・…...・H ・..…...・H ・...…...・H ・.....・H ・..……...・H ・.r 

25.タマキガイ Glycymeris(s. s.) vestita (Dunker)………...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・-………… c

26.キヌマトイガイ Hiatellaorientalis (Yokoyama)………………………一……...・H ・-・…...・H ・..… f

27.ハネマヅカぞ Irusmacrophollus (Deshayes)……...・H ・..……………-………...・H ・-・…...・H ・f

28. "7シグツ νオガマ ]oannisiellalunaris (Yokoyama)………………...・H ・..………...・H ・.....・H ・-… f

29.コハクノツユ Kel1iaporculus Pilsbry ..…......・H ・..・……..……...・H ・...……'"・H ・-…...・H ・....r 

30. "7 }レハナ V ガイ Leptaxisrotundata (Yokoyama)…...・H ・H ・H ・..…...・H ・..…………...・H ・..…… f

31.チヂミカノコアサリ Leucoma japonica Kira……-…...・H ・-……………...・H ・H ・H ・..…...・H ・H ・H ・..…・.f 

32.パカガイ Mactrasulcataria Reeve…...・H ・-…・・….........・H ・-…H ・H ・.....・H ・-…...・H ・(m)

33.ジマナミマガνワモドキ Monia radiata (Sowerby)・・…...・H ・-・…………………………...・H ・..…...・H ・..(m)

34.カモメガイモドキ Martesiacupula (Yokoyama)……………・H ・H ・..…-…-……...・H ・.....・H ・..…..r 

35.ハチミヅガイ Mel1iteryxpuncticulata (Yokoyama)・H ・H ・..……H ・H ・H ・H ・H ・.....・H ・..……ー r

34・ホ ク ロ ガ イ Oxyperas bernardi (Pilsbry) …-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・(f)
37.アケガイ Paphia(s. s.) vernicosa (Gould)…...・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・..……...・H ・..……(f)

38.イタヤガイ Pecten(Notovola) albicans (Schroter)…・・………...・H ・H ・H ・.....・H ・....・H ・..r 

39.ハボウキガイ Pinna(Cyrtopinna) attenuata Reeve ...・H ・..……………...・H ・..…・H ・H ・-・…… E

40.ヤエウメ Phlyctiderma japonica (Pilsbry)………………...・H ・.....・H ・-・…………...・H ・..f 

41 イオクハマグリ Pitar sulfurea Pilsbry ..……………………...・H ・-…………...・H ・H ・H ・..…...・H ・r

42.チヂミマメハマグリ Pitar (Coste11ipitar) chordata (Romer)…・…..，・H ・-……・…...・H ・.....・H ・.c

43.ワスハマグリ Pitar(Agriopoma) japonica Kuroda………………...・H ・-…………...・H ・..… r

Placamen tiara (Dillwyn)……………………...・H ・-……...・H ・.....・H ・-・………… c

Potamocorbula amurensis (Schrenck) var. ・・H ・H ・....・H ・....…・….....・H ・......(m)?

Clinocardium uchidai Hab巴…...・H ・.....・H ・..…...・H ・......・H ・..…….....・H ・-・…..f 20.ホソスジイ νカゲ

44.ハナガイ

45.ヌマコダキガイ変種

Promantellum orientale (Adams et R巴eve)…・-…………...・H ・...…....・H ・...c 

Protothaca (s. s.) jedoensis (Lischke)…・…-…....・H ・.....……......・H ・-….m

Pseudogrammatodon da11i (Smith) ……………・……...・H ・-一……....・H ・..…・・ r 

Pseudopythina subsinuata (Lischke) ...・H ・..…...・H ・-…………...・H ・..………(f)

Scintilla vitrea (Quoy et Gaimard)・...・H ・….....・H ・-…...・H ・-……'"・H ・H ・H ・.r 

Semele zebuensis (Hanley)…."・H ・..……………………………………...……..f 

Semelangulus miyatensis (Yokoyama) var. ......…...・H ・..…..，・H ・.....・H ・-…(m)
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52.ニクイロヂクラ変種

46.ユ

47.オ

48.ジ

49.コ

50. "7 

51.ア



53.パラフマテSolenroseomaculatus Pilsbry ...・H ・.....・H ・.....・H ・-…'"・H ・..・.......・H ・.....・H ・...r 

54.ベニワスレ Sunetta(s. s.) solanderii (Gray)……………......・H ・H ・H ・..…...・H ・-………… m

55.ミミエガイ Striarca(Galactella) symmetrica (Reeve)………一…・…'"・H ・..……...・H ・(m)

56. "7ノレミミエガイ Striarca(Didimarca) tenebrica (Reeve)・H ・H ・..………...・H ・..…………………(m)

57. V ボリヂクラ Tactellina(Loxoglypta) lauta (Gould)…………...・H ・H ・H ・..……...・H ・..…… r

58.マメクチペニ Varicorbulayokoyamai Habe ....・H ・-…….....・H ・..…....・H ・-・….....・H ・....…・.r 

59.クジケマスオ Venatomyatruncata (Gould)……...・H ・..……...・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・-・… f

60.ヒナフミガイ Venericardia(Pleuromeria) pygmaea Kuroda et Habe ...・H ・..………………(a)

61.ヒメカノゴアサリ Veremolpamicra (Pilsbry) ...・H ・..…...・H ・..……...・H ・..……...・H ・.....・H ・..……(c)

62.アサリ Venerupis(Amygdala) japonicus (Deshayes)・H ・H ・H ・H ・.....・H ・..……...・H ・..(c)

63.ヤミノニジキ Volachlar町shirasei (Bavay)………....・H ・...・H ・-………....・H ・'"・H ・......・H ・..(f)

64.アワジテヒロ Volachlamyshirasei awajiensis (Pilsbry)……………………...・H ・-………… f

65.ヒパリガイ Volsella(s. s.) nipponica Oyama ....・H ・........・H ・....…・…・-……...・H ・H ・H ・.....(m)

66.テヂミウメノハナ Wallucinalamyi Chavari……....・H ・-…・....・H ・.....…・・…....・H ・....・H ・........・H ・c

迫 力日

67.イ V マテLithophaga(Leiosolenus) curta (Lischke)……....・H ・........・H ・....・H ・....…..(f)

68.タマエガイ Musculus(s. s.) neglectus Kuroda………...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・.c 

a (極めて多産)、 m (多産)、 c (普通)、 f (少数産出)、 r (稀産)0 ()は生只を含むことを示す。

ιョ
105ゐ
Q
α
 

園版説明

Sem巴langulusmiyatensis (Yokoyama) var 

1. Right valve 1.12.0 h.6.8 b.2.0mm 

2. Left valve 1.11.7 h.6.4 b.1.8mm 

Clinocardium uchidai Habe? 

3 1. 6.3 h.5.8 b.1.5mm 

Crassatellit巴sadamsi (Kobelt) var. 

4. Right valve 1， 9.6 h.8.1 b.1.4mm 

5. Left valve 1.11.1 h.9.6 b.2.0mm 

Cadella narutoensis Habe M. S. 

6. Right valve 1.14.0 ，h.9.4 b.3.0mm 

7. Left valve 1.13.9 h.9.5 b.2.8mm 

Potamocorbula amurensis (Schrenck) var. 

8. Left valve 1.14.2 h.8.5 b.3.0mm 

9. Left valve 1.11.6 h.6.3 b.2.3mm 

Emarginula sp. 

10. 11， 1.9.6 w.6.8 h.5.0mm 

(385ページより〉

いらしい。サジラy、ヒメノキνノプ、オ乙/ヤグジデ t ヤマグマワラビ、ニジノヤマクワガタを採られる。大

シタも着いている。ミヤマウズラも幹の回みにみえ|変なしぶきで滝壷から数10mの間はカメラも使えな

る。 Iぃ、壷の下縁は叉第2の滝の肩にもなっている。
坂を下りると滝壷の岸に出る。一面のイワクテワ足 1 滝の上流に行くには同じ道を引き返し、事務所の所

の踏み場もない。もう10日早く来たら美事だったに途!から上の道を行かなければならないときいたが、時間

いない。滝の壁一面のイワタパコ、ヅルデγ夕、あま|がないので、又次回の採集会にサクラソヲとこの渓谷

りみかけない珍らしそうなコケ類、右手の岩壁の上の|の奥をたずねたい。

方に不動明王が安置してある。この付近で福田氏はミ
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兵庫県産蝶類目録 (2)

山本広一・吉阪道雄

lV ウラギンシジミ科 CURETIDAE 東谷・川辺郡西谷に新らしい産地が見つかり、前途に

1. クラギシジジミ Curetis acuta paracuta DE I明かるい見通しが得られるようになった。しかし、そ
NlCEV1LLE の発生地は上述の通り、すべてが六甲山系若しくはそ

山地と平地とをとわず広く分布する。年3回の発生|の周辺の地に限られ、恰も神戸地方特有の種であるか

と考えられ(夏型6月， 8-9月);秋型9-10月)越

年した母蝶(秋型成虫)は翌春フジの若芽に産卵す

る。越冬はヅタなどの常緑棄の閣で行われ、しばしば

強い風雨にたたかれて墜死するものがある。

神崎郡七種山 朝来郡生野町

宍粟郡波賀町

姫路市手柄山

神戸市御影町

V シジミチヨウ科 LYCAENlDAE

1. ムラサキiノジミ Arhopala japonica MURRAY 

6-10月の候各地に見うける。 1年数回の発生を繰

りかえし、越冬した母蝶は早春アラカるノの休眠芽の根

元や小枝などに1粒ずつの卵を産みつける。解化した

幼虫は枝端の若棄を裏捲きにして中にかくれ、ために

その発見も難くない。幼虫の分泌する液はアリにとっ

て好むところとみえ、終令近く成長したものの体上に

は大てい幾匹かのアリが観察される。

三木市別所町 神戸市六甲山、摩耶山

小野市下来住町 佐用郡久崎町

のような憾もないではなかった。

ところが、数年前より氷上郡下の鴨庄・春日部に産←

することがわかり、ついで佐用郡久崎 (1951年吉阪採

集)や養父郡大屋町 (1958年中尾淳三氏西谷中学校庭

に採集)にも採集され、 (また最近は西脇市内にも得

られた由である)分布範囲の大きいことが判明してき

た。ことに中央分水山脈地帯は将来大いに前回すべき

ところと考える。

さて、六甲山域における発生ぶりはとくに注目に値

する。それは花関岩とマヅを主とする単調なブロラの

中に、本種の食樹であるゴパノトネリコが雑木として

栄え、こうした結果となったのであろう。?としかにヒ

メヒカグとともに、この地の蝶相を構成する大切な分

子となっている。垂直分布は200-ωOm、その最低部

はこの種の低地発生の一例をなすものと思う o

発生は年1回、六甲山にあっては山の南北両斜面に

よって出現期を異にし、表斜面では6月中匂より 7月

初句に、また裏斜面では7月上匂より下匂に及んでい

2. ウラゴマダラνジミ Artopoetespryeri MURRAY Iる。やはり日照や気温が関係するためであろう。
広く各地に産するも、一般に個体数は少い。東播地| 六甲山系の成虫は一般に小型で、麹裏面の地色が暗

方での山本の観察は、最近特に減少したようである。 Iく、澄色紋列がよく発達する。かつて新昆虫vol.l0，
替はずいぶん加古川沿いの茂みや池畔などに、その姿 INo. 1 (1957) の表紙に登載された個体は該地産のも
を見うけたものであるが、今ではほとんど見かけな|のであり、上記の特徴がよくうかがえると思う。

ぃ。やはり土地の開拓や河川Iの改修によって、幼虫の| 異常型として知られた♀-ab.akio E:山 Iは現在

食掌であるイボタノキが他の雑木とともに伐り払われ l本県下には採集されておらない。そして将来に得られ
た結果であろう。 Iるとしてもむしろ稀なことであかろう。(尚この型は
年1回、早くも5月末頃より現れ、 6月の上中旬よ|表面の後麹紅角部や前週中室の近くに赤色斑の現われ

り7月にいってなお残存するのが見られる。 Iたものである)
小野市下来住町 神戸市兵庫区山田町、住吉町| 養父郡大屋町

川西市東谷 | 氷上郡春日町

佐用郡久崎町

川辺郡西谷村

3. クラキシジジミ Ussuriana stygiana BUTLER 111西市東谷 神戸市摩耶山、六甲山、奥妙法寺

1931年6月18白神戸市鷹取山麓に発見された本種は I4. アカVジミ.Japonica lutea HEWl醐N
当時山田舜亮氏や江上濁次郎氏らによって40頭近い個! 各地に見られるが、個体数はその普遍的な分布の苦手j

体が採集された。しかし、その地は後年開拓されて住|に多くない。

宅地となり、現在では往時の面影をとどめない。これ| 発生は年1回、 5月末より現われ、 7月に及んでも

はまことに残念なことで、燥の将来にも一抹の不安が|目撃することがあり、出現期間は相当の長期にわたっ

感じられたが、やがて神戸市兵庫区の小部・山ノ街を|ている。

はじめ六甲山・摩耶山や西宮・武田尾・宝塚・)11西市| 神戸市御影町、摩耶山 佐用郡久崎町
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1小野市下来住町

5. ワラナミアカ乙ノジミ Japonica saepestriata 

生し、 ミズイロオナガ、ウラナミアカまノジミと混棲す‘

る。山地には8月にいってなお残存することが知られ

HEWITSON ている。

各地に産するも、あまり深山には見られない。これ| 佐用郡久崎町 美方郡氷ノ山

は幼虫の食樹であるクヌギの垂直分布の限界によるも

のと思う。前種に比べて、局地的な傾向が著しく、個

体数は一般に豊かである。とくに川西市東谷辺りより

大阪府能勢地方にかけての発生はすばらしく、夕景ク

ヌギの梢上に見切れる活動ぶりはまことに見ごとであ

る。しかし六甲山系においてはむしろ前種の方が優勢

であり、加古川中流の小野市付近にあっては近年その

数をまし、二十余年の往時とは全く両種の位置を転倒

8. ワラミスジνジミ Lダイセシジジミ〕
Wagimo signata quercivora SrAUDINGER 

1931年6月、小林控助氏が本穫を六甲篠原に発見し

て以来、六甲は本種の有数な産地として種々の昆虫図

鑑や採集案内書にうたわれるようになった。当時この

蝶は筆者たちにとって蚤誕の的の一つであった。しか

し、本場の伯警大山でさえ、多くの個体を期待できず

(1934年7月6日雨あがりの昼過ぎ中腹の大山寺村横

したかのようにうかがえる。 I原に一挙6頭を得たことはあったが)、また近畿の産
発生は年1回、前種に遅れて出現し、個体は6月中 1:地大阪府箕面もはなはだ望みうすい状態にあったか
匂を頂点として次第にその数を減じ、 8月に入つてな IE>、交通に便利なこの地が愛蝶家の関心をたかめたの
お残存個体の見られることがある。 Iも当然である。発生の現場は阪急六甲を僅かに上った
卵・幼虫・婦ともにクヌギに得られる。 I登山路わきのクヌギ林で、 3-40mばかりの範囲に限
川西市東谷 佐用郡久崎町 |られていた。山本もしばしば訪れた。しかし、何分に

神戸市柏谷、御影町 |も自宅からの距離が遠く、阪急も上筒井終点の頃なの

6. ミズイロオナガνジミ Autigiusattilia BREMER Iで、赴くにも容易でなく、目的地に着いた時はすでに
各地のコナラ・クヌギ・ナラガジワの雑木林に多!大ぜいの先客によって丹念に採集さ計た後であり、し

く、 5月末匂より現われて中句に多く、山地にあって|かも上述のような狭い場所とて目こぼしのあろうはず

は7月にいってなお珍しくない。幼虫はこれらの植物|もない。ょうやく 1頭を得ただけで、林は伐採され、

を食樹とし、卵は休眠芽を少しく距った小枝の上に産|ついには住宅地と化してしまった。そうして神戸を象

下される。

年1回の発生。

建裏面の斑紋は変化にとみ、本県よりは異常型とし

て ab.sayamaensis W ATARI (前麹裏面の基部に1

笥の過剰紋を現わす)が採集されている。

小野市下来住町 神戸市御影町、摩耶山

朝来郡段ケ峯 佐用郡久崎町

7. ウスイロオナガνジミ Antigiusbutleri FENTON 

県下の発生地として現在筆者らの知る範囲は極めて

せまく、佐用郡久崎町・宍粟郡下の一部並に美方郡氷

ノ山がそのすべてである o しかも久崎町を除けば殆ん

どが記録的な存在にしかすぎない。

久崎産はナラガiノワを食樹とし、氷ノ山産はおそら

くミズナラによるものと思う。佐用郡久崎町には極め

て多産する。此の現象は向山県倉敷市付近へ連続して

見られるが、これより東部には見られず、恰も切断さ

れた形である本種の分布上、重要な意義を持つものと

思う。此の地域一帯の蝶相は全く岡山県下と等しく、

これ等はその食樹並に地質、気温(栽培植物に於いて

も同じく此の伊jは極めて顕著で県東部と一劃される由

)に関係があるものと考えられる。

年1回の発生。低地にあっては6月中旬より 7月に

わたり、佐用郡久崎町ではクラジロミドリに次いで発

欲?する 2種の蝶一一ワラキシと本種ーーが相ついで

同様なゴースを辿っていった。

しかし、幸にもその後蝶は摩耶山麓の青谷や御影・

甲南大学付近・有馬・山ノ街・多井畑方面にいること

がわかり、少しは愁思を開いたものの、さりとて幼虫

の食樹が薪炭用として重要なクヌギやコナラであるだ

けに無条件な楽観は許されない。現に、戦前かなりの

発生があったといわれる摩耶山麓が雑木の伐採によっ

てその数を減じ、昨今では1-2頭位が年間に採集さ

れる状態にさえたちいたっているという。

きて筆者らが従前知り得た県下の産地はすべて六甲

山系に属する一帯に限られていた。ところが本年 (19

58年)中尾淳三氏らによって新な発生地が但馬の南部

に発見され、すでに標本の一部が山本の許に届けられ

ている。場所はやはりクヌギの混生林らしく、当時氏

に同行した中学生によっても 2頭ばかりが採集された

由、今後はさらに播磨・但馬の国境山地より新しい産

地が報告されるにちがいない。

年1回の発生。 6月中匂より現われ、深山部では8

月に入つてなお存在することが想像される。

神戸市六甲、摩耶山麓 養父郡大屋町

9. ウラクロνジミ Iratsume orsedice BUTLER 

1906年佐竹武一氏の採集記録により、但馬地方には
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早くからその存在が知られたが、山本も1937年8月こ|最も旺んとなる。最近若林守男氏によって飼育が成功

れを氷ノ山越えの中腹に認め、その後守本陸也氏や吉|し、生態が明らかにされた。

阪らによって採集されている。その他、西村公夫氏らに| 佐用郡久崎町

より美方郡扇ノ山や神崎郡段ケ峯の産地が確認され、 I 12 エゾミドリνジミ Favonius jezoensis 
最近には中尾淳三氏によって養父郡大屋町からも採集 MATSUMURA

された。しかし個体数は何れも少し発生は年1回、 | 山地帯に限られ、現在では神崎郡段ケ峯及び美方郡

7月を中心とし、稀に8月に及ぶことがある。 1:氷ノ山・養父郡大屋町がその産地としてあげられる。
養父郡大屋町 美方郡氷ノ山 i分布様式は前述のアカνジミやオオミドリ Vジミに近
10.オオミドリジジミ Favoniusorientalis MURRAY I似し、美方郡氷ノ山ではゼブ'()レス中個体数の最も多
各地に広く分布するも、個体数は割合に少く、分布|い穫である。これは注目に値すると思う。

様式.は前述のアカジジミに酷似する。 I次種のジヨクヂシミドリ乙ノジミと比較して発生期は
発生は年1図、 6-7月、他のミドリジジミ類にさ|早く、日週活動が午後に現われることにその相違点が

きがけて出現し、♀の中には比較的完全な個体がかな|認められる。

りの後まで残存することがある。おそらく産卵と関係| 年 1回の発生。垂直分布は次種よりも低しみ後さ

があるのであろう。 7月おそく神戸生物同好会の児童|らに新な棲息地が追加されることと思う。

が神戸市布引に得た例もある。 I 美方郡氷ノ山

異常型として吉阪は♀の後建の裏面にある赤色斑中

(紅角部)の黒紋が著しく消失傾向にある個体を所有

しており、また山本の標本中には、後遡の裏面第7室

に細〈灰色で縁取られた1箇の過剰紋のある川西市産

の1個体がある。

小野市下来住町

佐用郡久崎町

川西市東谷

神戸市摩耶山

11.ヒロオピミドリジジミ Favonius sp. 

本種は近く発表される新種で、 かつて山本が本誌

vol. 2， No. 3“兵庫県佐用郡久崎の蝶 (2)"百録 no.

36， Favonius sp. (Favonicus sp.は誤り)に記載し

た久崎産の一部は paratypeとなるはずである。

山本が初めて本種を見出したのは1934年6月のこと

である。久崎部落の裏手、川を渡って抜位部落に通じ

る谷間で、ナラガνワやクヌギが混生した 1aに足り

13.ジヨウザシミドリνジミ
Favonius cognatus jozanus MATSUMURA 

美方郡氷ノ山が現在までに知り得た唯一の産地であ

る。一般には個体数の多い山地性の蝶であるが、氷ノ

山にあっては前項に記したような状態にある。

年1回の発生、 7-8月の候に採集されるo

美方郡氷ノ山

14.ウラジロミドリジジミ

Favonius saphirinus STAUDINGER 

現在佐用郡久崎町と川西市東谷に知られるのみ。し

かし隣接する府県下での分布状態からみて、さらに本

県の東部や但馬地方にも得られることと思う。ナラガ

ジワを食樹とするウスイロオナガνジミが佐用郡以東

に知られないのに反し、本種は川西市より大阪・京都

府を経て遠く滋賀・三重県下にまでその食樹とともに

ない所から4o古1♀がオオミドリやクラジロミドリと I分布していることは注目すべき研究課題であろう。ま
ともに採集された。しかし、 ζの辺も数年後には新道|た本県において余り高地帯に見らないのは、その食樹

が開設され、雑木の払われたため土地の様子が変わ|が低地性のナラガνワによってまかなわれている結果

り、さらに 1oが追加されたのみで採集は不能となっ|と推察され、長野その他のように垂直分布のより高い

た。それゆえ、はなはだ珍重される擦となったが、最|カνワ地帯に得られた例は近畿以西に知られない。も

近吉阪らによって再び同町内に新たな棲息地が発見さ|っともカνワ地帯もあることなので、将来も発見され

れ、毎年相当数が得られている。 Iないとは断言出来ないが、そうした場合この種の垂直
県下には1953年さらに水泉一志氏が川西市笹部に 1I分布はーだんと高まるわけである。なお東谷の発生地
頭を採集したが、ともにはなはだ局地的である。その|は標高凡そ100m、また久崎にあって200mとなってい

ため新産地の開拓は容易でないが、幼虫がウラジロミ|る。

ドリ同様ナラガ乙/ワを食樹とする関係上、これを手が| 発生は年1回、 6月中旬に現われて7月に及び、♀

かりとして精査すれば、必らず新しい知見が得られる!の中には8月にまで残存するもののあることが想像さ

に違いない。少くとも日本海斜面や県の西部並びに東 1;れる。

の低山地には発見の可能性が大きい。 佐用郡久崎町 川西市東谷、妙見ーノ鳥居

年1回6月中匂より 7月上旬に得られ、日週活動は I15.ハヤジミドリνジミ
他の近似種とやや趣を異にして、午前9時より正午に Favoniusultramarinus hayashii SHIROZU 
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養父郡関宮あたりにはカジワ樹林があり、恐らく本 j並びにAB(澄及藍色紋〉の4型については地域によ

種が発見されるだろうと予想、していたが、ついに本年|ってその比率を異にするといわれるが、本県産につい

(1958年)中尾淳三氏によって実証され、 3頭の標本|ては詳細な調査が行われていない。 1949-50年にわた

が山本に寄せられた。同地方にはかなりの個体が発生|る吉阪の川西市東谷での採集結果は0，R， AR，A 

するものと思われる。 Iの願であり、 A型は最も少い。しかし神戸市兵庫区山
発生は年1回、ゼブfノレス中出現の最もおそい穫で!田町での観察はA，0が断然優勢で、 B及びARはい

あることは、今回の標本が♀とはいえ、 8月8臼の採|まだ獲られない。また小野・加古川両市では0，A. 

集にもかかわらず、はなはだ新鮮なことによってもう 113，AB，である。これらはさらに多数の材料にもと

かがえる。なお吉の出現は7月中句、カジワを食樹と|ずいて解決すべき問題であるが、それぞれの地域にお

みて誤りはなかろう。 Iける変化はかなりに複雑なものと思われる。
養父郡大屋町 l 加古川市上荘町 小野市下来住町

16.ブジミドリジジミ
川西市東谷 佐用郡久崎町

Quercusia fujisana MATSUMURA I 18.アイノミドリジジミ

ゼフィルス中垂直分布の最も高い種で、本県では美
Chrysozephyrus aurorinus OBERTHUR 

方郡氷ノ山と扇ノ山に獲られる。その日週活動は午後 l垂直分布はブジミドリ Vジミに次いで高く、本県で
より夕方にわたり、キアグハと同様気流にのって山頂|は氷ノ山並びにその南東山麓から知られているにすぎ

に上昇してくる習性がある。それゆえ氷ノ山でも氷ノ|ない。

山越より山頂に至る尾根路において、遭遇することが

少く忍い。

年1回の発生、稀に8月に入って著しく致損した♀

を目撃したこともあるが、一般に出現は早く、普通6

-7月である。

プナを食樹とする。

美方郡氷ノ山

17. ミド 9i/V'ミ

N自ozephyrustaxila japonicus MURRAY 

平地・山地ともに広く分布する。これは幼虫の食樹

であるハジノキが県下の至る所に生育せる結果と考え

る。またかなりの高地帯よりも見られるが、その場合

常にヤマハシノキに得られるので、おそらくそれが食

樹となっているのであろう。

年1回、 6-7月に発生する。 JII西市東谷地方その

他の観察によれば、出現は平地性ゼブイノレス中最もお

そく、大たいワラゴマ・アカ・クラキシ・ミズイロオ

ナガ・オオミドリ・クラジロミドリ・ワラナミアカ乙ノ

ジミについで本種となっている。吉はウラナミアカジ

ジミと前後して現われ、♀はややおくれて、むしろ7

月にいって増加するようである。

群生の傾向が著しく、夕景食樹付近の梢上を軽快に

年1回の発生、 7-8月に得られ、ジヨウザシミド

リVジミ同様、日週活動は午前中に高頂に達する。

養父郡大屋町 美方郡氷ノ山

19. メスアカミドリジジミ

Chrysozephyrus smaragdinus 

amoenus MURAYAMA 

前種に比べ、垂直分布は低下するが、やはり山地性

の種であり、飾磨郡雪彦山・朝来郡段ケ峯・養父郡大

屋町及び美方郡氷ノ山に認められる。日選活動は正午

前後にあたり、初めて本県より記録した雪彦山産の個

体も、山本が中腹の紅葉橋上で昼食中に獲たものであ

った。

年1回の発生、 7月中匂より 8月上句にわたって見

うける。食樹はヤマヂクラ。

養父郡大屋町 飾磨郡雪彦山

以上ゼブィノレスと呼ばれる一群が、最近次々と中央

及び西部の山域より発見され、本邦産24種中19種まで

が本県下に確認されている。しかし、これらの種類は

多くクヌギ・ゴナラ・ミズナラ・カジワ・プナなどの

殻斗植物 (Quercus属)によるものであるから、今後

これらの生育地について、それぞれの発生期や特異な

日週活動を考慮、して索むるなれば、さらに新しい産地

活動し、 2-3頭、時には4-5頭の古がまつわり合|や種類が追加されるにちがいない。

って昇降し、やがては追いつ追われて淘けまわる。筆 I20. トラフνジミ Rapala arata BREMER 
者らの採集経験よりすれば、蝶は立ち並ぶ多くの食樹! 各地に広く、主に山地に見かける。年2回の発生を

中にあっても、ある特定のものに集る傾向がある。こ|行い、春型は5-6月に、また夏型は7-8月に採集

れは母蝶がもっ奇性、即ち一定の食樹を選んで産卵を|される。

くりかえすらしいことに関連するのではなかろうか。 I 夏型がミドリジジミ類と混じて活発に夕方飛期する

早の示すo(無紋)、 A (穫色紋)、 13 (藍色紋〕、 |ととは、吉阪がしばしば神戸市六甲山や美方郡氷ノ山
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に目撃したととろであり、また春型がプジやワツギの， :末に飛来して羽をたたみ、縄張り区域を見守るかのよ

若芽や蓄に産卵することも確認されている。，うな様子である。当時6j買を目撃し、うちH買を得た
神崎郡大河内町 神戸市御影町、六甲山、摩耶山|が、個体数は乏しく、現在までに6頭を採集したにす

朝来郡竹田町 宍粟郡千種村 iぎなし1。ついで本年1958年姫路市付近にも有望な新産
21.カラスジジミ !地が法西浩氏により発見されている。

Strymonidia w-album fentoni BUTLER 発生は年1回、各地とも 6月中匂より下匂に採集さ

四32月6月西宮市甲子園にて採集された記録がある|れ、出現期間は案外に短い。

が、それ以来どとからも確実な報告に接しない。とこ lさて、本県産が鳥取県(原種地anonisMA醐 MU-
'ろが、今回はからずも養父郡若杉峠に発生することが IRAを産す) と京都府〈亜種 prosperaOKADAを産
譲尾贈の採集によって判明し、 loが山本の手許に!す)の聞に介在してその何れに属すかは興味ある問題

届けられてきた。 6月中匂より 7月に現われ、個体数|で、さらに多くの個体について精査せねばならない

はかならずしも多くないようである。しかし今後はさ|が、山本の手もとにある小野市並びに姫路市産につい

らに播磨但馬の国境山地に発見されるととと思う。 Iては鳥取型に属するものと確信する。(亜種 pros戸悶
養父郡若杉幹 I I't takanonisに比べて、表面の紫色斑が発達慈し
22.ゴヅパメ Ahlbergia ferrea BUTLER 稀小型である)。

各地に見られるも概して山地に多く、早春1回出現

する(平地3-4月、山地4-5月)。

会草は未確認であるが、神戸市六甲山ではアセビの

花に多数群ることが認められ、また他府県よりの報告

にもこれを食餌とする旨が記されているので、本県に

あってもおそらくこれに産卵するものと思う。

大きさの点において個体的な変異が大きい。

神戸市六甲山 加東郡五峯山

西宮市武田尾

23.キマダラノレリヅパメ

Spindasis takanonis MA四UMURA

本県よりの記録ははなはだ古く、早くも明治35年

(1902年)揖保郡竜野に獲られた旨が福田(駒井)卓

氏によって報告されている。(後にとの標本は高野鷹

蔵氏を経て松村博士に屈けられE命名のタイプとなっ

た〉。ところが、その後50年、かえって隣接する鳥取

や京都・岡山の府県には、次々と新らしい発生地が発

見されたにもかかわらず、いわば本家格たる本県から

は一向に消息、が絶たれていた。もっとも、その間にあ

って、名和昆虫研究所の採集人高見筆太郎氏が佐用郡

久崎に採集していたことが、最近の井口宗平氏の記録

(1951年)より明らかにされたが、詳細はやjらず、採

集個体も 2頭程度のものであった。

なお小野市産については裏面の黒条に多少の偶体的

変異が認められ、黒条の太くして帯状に連続するもの

と、各室毎に寸断されたものとがある。

小野市下来住町、青野原 姫路市外

24.ベニνジミ Lycaena phlaeas daimio SEI官官

各地に最も普通な本種は、モシジロチョワ・モジキ

チヨクなどとともに、早春田畑の畦聞に現われ、秋お

そくまで活動する。

年内数回の発生を繰りかえす。

小野市下来住町 神戸市御影町

淡路洲本市

25.ゴイννジミ Taraka hamada DRUCE 

山間平地ともに広く分布するも局地的で、個体はむ

しろ多くない。現在筆者らの知る産地は、氷上郡粟鹿

峯・美方郡氷ノ山・鉢伏山麓・宍粟郡の一部・佐用郡

久崎町・小野市下来住町・神戸市兵庫区山田町・川西

市東谷その他である。

発生は低地において年2回 (6， 7月;9， 10月〕、

高標地にあって 1回(7，8月〕と推定される。

幼虫はタケノアブラムジを食餌とし、本邦唯一の食

肉性奇燦として知られる。

美方郡氷ノu.l山麓

26.クロ乙/ジミ Niphanda fusca shijima 

これはまことに遺憾なことであったが、 1955年つい FRUHSTORFER

に小野市から 2つの棲怠J也が発見された。その1つは l低地より高地にかけて広〈山地に分布する。麹裏面
山本の私有地であり、山本が過去何十回となくかけ廻 lの地色に地方的な相巽があり、六甲山系のものについ
った所である。この様をもとめて県外までも出かけて|ていえば茶褐と白色にとんだのが多いようである。ま

10余年、それがこうした結果になろうとは余りにも燈 1た♀の麹表に青白色を装うものがあるが、それらは東

台は下培く、皮相の感にたえない。昭和20年春の失火 l部の甲山付近のものに多く、中央部においては少く、
によって丸裸となったζの辺りには、実生えたクロマ|西部の個体には見られない。

ヅに混ってクヌギが散在している。蝶はその間をきわ| 本種の生態もまたアリ・アブラムジとの共存関係を

めて敏徒に活動し、やがては"7-:/の若葉やクヌギの菜 l有するきわめて特異なもので、かつて吉阪は神戸市兵
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庫区山田町にこれら 2つの種類が共存するコナラの葉

裏に、はなはだ特異な産卵を行っているのを見たこと

がある。

朝来郡段ケ峯 神戸市六甲山、御影町

神崎郡七種山 美方郡氷ノ山

小野市阿形町

27. クラナミ乙ノジミ Lampides boeticus LINNE 

秋の侯平地の畑に多数見かける。ことに幼虫の好む

プジマメ畑には軍事し〈、かつて洲本市郊外に観察した

農産ぶりは今も記憶に新しい。またクズに集るものも

多く、昨今小野市付近の加古川堤防上に展開される光

景は一驚に値する。

本穫の越冬に関しては明らかではないが、本県が年

中見られる地域にあるとする説には、遺憾ながら肯定

するだけの資料を持ち合わさない。もっとも冬期にあ

って、幼虫や婦を発見する場合もあるが、それらは所

請暖冬とよばれる年に限られたようである。

蝶が多く現れるのは8月以降のことで、曽って吉阪

が神戸市灘区青谷において、 6月13日2古古を採集し

た(不完全個体)例もあるが、蝶としては末期の発生

に属し、 11月にいって多数の個体を見受けることが珍

しくない。

小野市大島町 神戸市御影町

洲本市外

28.ヤマトジジミ Zizeeria maha argia MENETRIES 

各地至るところに見かける普通のνジミチヨウであ

るが、あまり高地からは知られない。 4-5月(春

型);6-8-9月(夏型);10-11月(秋型)と連続

して見られ、発生は年内おそらく 3-5回を繰りかえ

すものと思う。

異常型として前麹裏面の斑紋が各室ごとに積に結ば

れることがあり、現在山本の標本からもそうした2つ

の個体が見出される。

小野市下来住町 川西市東谷

神戸市御影町

29. 乙ノノレピヤジジミ Zizinaotis emelina DE L'ORZA 

学名 emelinaのνノニムとなった sylviaはかつ

て井口宗平氏が佐用郡久崎において採集した、 3古古

2♀♀をタイプとして中原博士が命名されたもので、

本県にとっては由緒ある穫である。ところがその後長

らくの間近似のヤマトジジミと混同されてあったのが

1941年頃より蝶界の話題となり、次第にその分布の状

態が判明するに至った。しかし、その発生がはなはだ

しく局地的であるため目に触れにくく、現在県下には

淡路測本市・津名郡安平村・中川原村・富島町・神戸

市(兵庫区)山田町・川西市東谷・加古川市加古川町

・小野市南部・姫路市・朝来郡生野町栃原・宍粟郡・

佐用郡久崎町・氷上郡黒井町生郷等が知られるのみ。

一般に高地や山間部には見られず、海抜ωOmの栃原

が最高の産地となっている。また日本海沿岸や北西の

地域には未だ知られないが、おそらく近い将来に発見

されることと思う。

幼虫はミヤゴグナを食草とし、そのため従来多くは

河川の堤防などに発見されてきたしかし、かならずし

もそうとはF良らない。
発生はおそらく年5回(春型4-5月;夏型 7-9

月;秋型10-11月、そして夏型と秋型はそれぞれ2回)

と推察される。

小野市下来住町

淡路州本市

川西市東谷

30. Jレリジジミ

氷上郡黒井町

加古川市加古川町

Celastrina argiolus ladonides DE L'ORZA 

海岸の低地より高地山間部に至るまで、各地に最も

多く見うけるものの一つである。これは幼虫の食餌と

する極物に大きな巾のあるためと考える。主食はマメ

科植物ではあるが、中谷貴寿氏は加古川市よりイチジ

クの例を報告しており、吉阪はイタドヲやカキの新芽

に産卵することも観察している。

発生は年5回、又はそれ以上と推察され(春型4-

5月、その間2回;夏型6-9月、 2-3 回秋型9

-10月、 1-2回)、高地にあって 2-3回が繰りか

えされるものと思う。出現はモYi/ロチヨク・ゴヅパ

メとともに蝶類の先駆をなし、本県南部の低地にあっ

て大体3月10日が標準初発日となっている。

小野市下来住町 養父郡八鹿町

神戸市御影町、六甲山、雌関山

31.スギタニノレP乙/V'~ 

Celastrina sugitanii MATSUMURA 

1952年松井俊公氏が戸倉併に採集したのが本県での

初めである。爾来筆者らはその幼虫の食餌である Fチ

ノキを目あてに播磨但馬境の渓谷や兵庫鳥取の県境辺

りを索めてきたが、 1957年養父郡大屋町西谷方面に産

することを知り、さらに本年 (1958年)中播の一角に

儀産地を発見するととができた。このように本種が比

較的最近まで知られなかったのは、その発生が早く、

かつ出現期間が短いからであろう。

年 1回の発生、出現は4月中下句、所によって 5月

上句に及ぶ。

本種は狭範囲にしかも多数群生するので、ーたび発

生地が見つけられると乱獲される危険があり、京都府

下賞般の徹を掻むことのないよう、愛燦家の自重を要

望したい。

宍粟郡戸倉幹 養父郡若杉綜
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32.ツパメνジミ |小野市内の一部にも発生することが山本によって確め

Everes argiolus hellotia MENETRIES られたが、両地とも発生範囲はきわめて狭く、個体数

きわめて普通な種で、低所より高地にまで広く分布 lも少いようである。そのため乱獲による絶滅が柁憂き
する。 Iれる。
年数回の発生を繰りかえし、 4-10月末の長期にわ j 幼虫はいずれもヅメレシゲを食し、産卵されてより

たって見られる。 I羽化するまで凡そ23日。発生は年3回とあるも、小野
♀麹表の色彩は変化にとみ、後題外縁部の紅色斑が|市にあっては少くとも年4回、ことによれば5回が繰

ほとんど消失して全面黒褐色となるものや、また前麹 lりかえされるのかもしれない。即ち4月下匂出現して

の基部近く美しい繋藍色鱗を具うものがある。 I一世代を5月中旬に終り、第2回は6月下勾より 7月
幼虫はコマツナギ・ハギを食草とする。 I中旬に、第3回は8月に、そして9月中旬以降さらに
小野市神明旬、万勝寺町 佐用郡大日山 I 1-2回が行われるものと想像される。
神戸市御影町 i 母蝶は食事付近より余り遠くへは移らず、飛淘ぶり
33.クロヅパメνジミ Tongeia fischeri EVERS削 NNI I'i遅鈍である。多くは食草のあ岩肌や路上の礁の間に
1919年長野県上田市における発見以来、同県下の島 i静止し、花や草棄にくるととも少くない。(春、カタ
々谷や大分県耶馬渓をはじめ栃木・岡山県などに採集|パミ、ギジムジロなどの黄色花、秋、ヅjレボなど紫紅

されたが、分布はきわめて散発的である。本県下にも(色花に観察)。また山崎町には家屋の屋根に食草の白

かならず得られることと考えられたが、 1955年ついに[坐するものがあり、ために人家近く得られる由であ

松井俊公氏により宍粟郡山崎町から見出された。これ lる。
は近畿諸府県からの最初のものと思う。ついで1957年 1 小野市

日本セリ科植物誌

この度、京大植物教室の広江美之助先生は、日本を (2) Umhelliferae of Asia (excluding Japan) 

はじめ米国各地の標本室、博物館で本科のものを研究 No.1 By Minosuke Hiroe， Botanical Insー

され、これらを基にして分類困難を極めた本科を整理 titute，College of Science， Kyoto Universi-

された快著である。ことに詳細な検索表と図のあるこ ty，Kyoto Japan. Issued November 20， 1958. 

とは喜ばしい。皆々様の御購入をおすすめする。 Maruzen Company， Ltd. Kyoto Branch， 

(1) Umhelliferae of ]apan By Minosuke Hiroe I Kawaramachi-Takoyakushi， Kyoto Japan. 

and Lincoln Constance， University of Cali-I Price， 580 Yen 
fornia Publications in Botany， Volume 30， I上記両著ともに丸善書庖の各支自において販売取扱中
no. 1， pp. 1-144， 75 figures in text. Issued Iである(室井綜)

October 22， 1958. Price，事 2.75

国立公国主六甲の自然、

室 井 緯 編

新書版、図及び写真 72個、 173ページ 150円、 六月社刊

阪神市民のオアνス、海抜 900mの六甲遠山は、そ!だ。
の変化に富んだ雄大さと都心から30分で頂上の冷気を 1 さらにまた、その自然を愛し育てていこうという気

味わえる便利さから、近年とみに家族連れの登山容が 1持を伸すとともに、多くの若い世代が楽しみつつ観察

増してきた。こんなときに本書を携帯登山し、この六 l般をひらき、自然への探求心の根源を醸成する一助と
甲の成因をさぐり、歴史を知り、草花を尋ねることに iもなりうる楽しく、美しい、しかも科学的なガイドブ
より一段と親しみを増すことができるのは愉快なこと ックである。(岡村はた)
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兵庫県のコガネムシ類*

高 橋 寿 良日

Tosio Takahashi; Pleurostict Lamellicornia of Hyδgo Prefecture 

兵庫県産コガネムVに就いて筆者数回に

わたり発表してきたが(兵庫生物、1.5， 

1，1-45， I ，y.， 3 ，1951-1956，昆虫学

評論、酒， 2，1957)其れ等に述べなかった

亜科、すなわちビロウドコガネ(Sericinae)， 

コアキコガネ (Meldonthinae)，アνナガ

コガネ (Hopliinae)，ヒグプトハナムグリ

(Graphyrina巴)，カプトムV(Dynastinae) ， 

トラノ、ナムグリ (Trichiinae)，ヒラタハア

ムグリ (Valginae) 亜科についてここに

発表したいと思う。

本報交を以って兵庫県産コガネムν全部

を紹介した事になる O 勿論未熟の筆者によ

る調査であるから誤り追加の点も現われて

くることと考えられるがこれらは時機を見

て適宜発表することにより完全なるものに h 

近づけたいと考えている。

末筆乍ら本交を草するにあたり女献につ

いて御援助頂いた西京大学、中根猛彦氏、

東京農大、沢田玄正氏並びに多くの標本の

御恵与、御援助を受けた山本義丸、大倉正 仏

文、石田裕、藤田国男、吉阪道雄の諸氏に

厚く御礼申し上げる。

円刷、山N
J
A
J
 

mAN合J
h

仰川リ〉、?

jqc 
lS "1 1'"司 '"V、f

図 説 明

1. Serica spissigrada BRENSKE， 雄交尾器、 a.背面、 b.側面、

2. S. renardi BALLOION， 雄交尾器、 a 背面、 b.側面、

3. S. gnsea MOTSCHITLSKY，雄交尾器、 a 背面、 b.側面、

4. S. boops W ATERHOITSE， 雄交尾器、 a.背面、 b.側面、

5. S. simiJis LEWIS， 雄交尾器、 a.背面、 b.側面、

6. S. orientalis MOTsCHITLSKY，雄交尾器、 a.背面、 b.側面、

7. S. )apomca MωSCHITLSKY， 雄交尾器、 a.背面、 b.側面、

8. S. secreata (BRENSKE)， 雄交尾器、 a.背面、 b.側面、

9. Lachnosterna morosa WATERHOITSE， 雄交尾器、

10. L. plcea WATERHOITSE， 雄交尾器、

11， L. kiotonensis BRENSKE， 雄交尾器、

12. Sericania mlmlca LE¥'7IS， 雄交尾器、

13. S. imadati SAWADA， 雄交尾器、

14. Miridiva castanea (WATERHQIT目的， 雄交尾号、 a..側面、 b.背面、 c.触角、

本兵庫県甲虫誌資料 11
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Subfamily Sericinae 

本亜科には日本産として4属知られている o 従来

Genus Autoserica BRENSKE (1897)， Genus Aserica 

LEWIS (1895)の2属が他に知られていたが Asoricaと

Autosericaの雨属に就いてはその模式種をどれに選

ぶかと云う問題から CHAPlN(1932)，湯浅 (1933)，

沢田 (1938)等が夫々検討しておられ結局同一属と考

えられて来た、 Autoserica属のおricaと異る点と

してあげられた主な点は後脚の腿・経節の巾広く扇平

なる事にあるが此の区別点は多くの偲体を見ると無数

の段階的なものがあり属を別ける特徴とならないとし

て村山 (1954)はSerica属に統一されている。筆者

も概ねこの考えに賛成出来ので本報交では同一属とし

て取扱った。

なお、 MEDVYEDV，S.N著のFaunaU. S. S. R. (1952) 

には可成り属のわけ方が異り日本産も含まれているが

Ophthaloserica， Maladera (s. str). Maladera 

(Aserica)， Paraserica， Serica等に別けられているo

Maladeraは触角10節よりなる事により 9節のSerica

と別けるが如きはやはり同一属とした方が良いと考え

られ余り細分し過ぎている様である o

兵庫県には Serica，Sericania属の 2属のみを産し

他の 2属、 Gastroserica.Microsericaは産しない。

県産Sericinae亜科の属の検索表

1. 触角の片状部はき♀共に3節よりなる……Serica

触角の片状部舎は4節、♀では3節、後基節の中

央には横の回線をもっ・H ・H ・H ・H ・-……Sericania

Genus Serica MAC LEAY 

本属の臼本産は20種知られているが兵庫県産として

は10種が現在わかっている。

県産Serica嵐の検索表

1. 体は長形にて脚も亦細長なり……....・H ・..……..2

体は卵形若くは丸形にて上面多くはビロウド状を

なす…...・H ・......・H ・H ・H ・.....・H ・"・….，.・H ・..…・・5

2. 前背板及び麹鞘に光沢を有する....・H ・....S.srisea 

前背板及び麹鞘に光沢を紋く……...・H ・...……3

3. 前背板及び麹章者には細毛叉は鱗毛を有し麹鞘の中

間帯上に細点~jを有する。体は樺色或いは黄褐色

体丸形に近く頭楯の中央に丸き窮状の隆起を依く

・・6

6， 後腿節及び後経節の巾は余り広くない'"・H ・..…7

後腿節及び後j腔節の巾は広い、体赤褐色、真珠状

光沢を有する・・H ・H ・-……H ・H ・H ・H ・.S. castanea 

7， 体大形、やや細長く、脚もやや長し・・H ・H ・-…・8

体小形、卵形、脚も短大なり…H ・H ・-…....・H ・...9

8. 後経節の端刺は鮒節の第1よりやや長い・H ・H ・..…

. S. spissigrada 

後藤節の端刺は紺節と略同長である…'"・H ・..

S. renardi 

9. 触角は9節...・H ・.....・H ・.....・H ・-γ…..S. orientalis 

触角は10節、前腔節に第3歯の痕跡あり・・H ・H ・....

S. japonica 
司

1. S. grisea M伺 SCHULSKYハイイロピロクドコガネ

極めて普通種、

(産地〕神戸六甲山、摩耶山、山の街。箕谷、氷

上郡神楽村。養父郡氷の山。

(分布) 日本(北海道、本州、四園、九州)、朝鮮、

2， S. boops W ATERHOUSE ヒグナガビロワドコガネ

麹鞘に黒色斑紋を有するものは他に S.nigrovari-

ata及び S.nigrouttataの2種があり S.nigrova-

riataの方は県下の記録がある、本種はS.boopsに

良く似ているが体は黒色にて眼は大ならず、前背板

には黄白色のやや長き細毛を有し、麹鞘の会合線及

び側縁より外側に沿って黒色に縁取られ腹面には細

毛及び刺毛多く、触角は細長ならず、前背板の前縁

は前方に変曲せず、前縁角は突出する、雄交尾器の

形状は先端まで略々同幅にて S.boopsの如く轡曲

して尖らず等の点で区別出来る県下での記録は恐ら

く本種 S.boopsを間違って同定したと:考えられ

る。普通に産する。

(産地) 神戸一六甲山、摩耶山。氷上郡妙見山。

神崎郡、段ケ峯、養父郡氷の山、

(分布) 樺太、日本(北海道、本州、四国、九州)、

済州島、朝鮮、満州。

本種には次の 2変種が知られているo

2'. var. takagii SAWADA 

. S. similis I 麹鞘に全然黒色斑紋を有せず、頭部黒色、頭楯及び
前背板及び麹鞘には全く毛を有せず、麹鞘中間帯|口器は黄褐乃至暗赤褐色、脚及び触角も黄褐色、前背

上に細点刻を娘く…....・H ・....・H ・-…....・H ・....…4I板及び麹鞘は全く光沢がない、中胸、後基節、腹部等
4. 前背板ぴ遡鞘には暗褐色にして黒色王室紋あり、体 l猿面は黒色にてやや褐色を帯ぶ。
下面は暗褐色….....・H ・..，・H ・H ・H ・.....・H ・.S.boops I (産地)養父郡氷の山。

一 体極めて細長く、脚も亦細長く、体の下面は褐色 I2". var. unicolor SAW ADA 

. S. nigroguttata I 前変種に似るが腹面は黒色でなく上面と同様であ

5. 体丸形に近く頭楯の中央に丸き癌状の隆起あり…|る。

.... S. secreta 
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体は長形にて脚は甚だ細長くなり、頭楯は巾広から

ず、略々長さの1倍半。両側は殆んど真直にして前方

に少しく狭弘前縁は轡曲し中央において稽々隆起す

る。頭頂部は光沢なく帯黄色の細毛を少しく装う、脚

t土大形にして突出す。触角は9節、♀の片状部は柄部

より少しく短し、前背板は短く少しく前方に向って狭

まる、前縁角近くにして少しく轡歯す。一般にE音色を

呈し、黄白色の鱗毛にて斑紋付けられ特に明瞭なるも

概ね不明瞭なり。麹鞘は条線を有し、中間帯は暗色を

呈し、甚だ不同の黒褐斑紋と散点状の鈍き光沢部を有

し、黄白色の鱗毛を生ず。尾節板は中央に沿いて少し

く隆起す。前腔節は2歯を有し、後経節の端科は長短

ありて長~方は第 1 紺節の半なり。麹鞘は s. boops 

の方は先方に向ってやや円味を帯びているが本種はほ

とんど一直線である。

先端t士会合線に向い強く切れ込んでいる。本種は吉

田正氏が氷の山で採集された 1♀を有するのみであるが

大変珍しい種であると患われる。ただし 1♀のみなの

で確実に本種であると同定するのはいささか蕗踏され

るのであるが s.boopsと一見して異るので一応広種
に同定して置く。

(産地) 養父郡氷の山。

(分布) 日本(北海道、本州)、台湾、中国

4. S. orientalis MOTSCHULSKY ヒメピロクドコガネ

本種は普通に産する種である、卵形を呈する日本産

の他の種とは触角が9節なることによって区別し得ら

れる。各種農作物を害するがその種類は大変多い、す

なわちアマ、テシサイ、ナタネ等の稚苦、リ y ゴ、ナ

ジ等の鰍葉並に花を荒食、クローパ一、クワ、ネギ、

スモモ、モモ、スグリ、 フサスグリ、ブドウ、カラ

マヅ、サクラ、ポプラ、 tノヤク、タンポポ、ワラビ、

ハゴベ、ヨモギ、ヒルガオ、ニレ、カVワ、ヤマハダ

(村山博士)。普通年1回の発生で成虫態で越年する

も中には2か年に跨る場合もあるようである、 5月中

匂頃より現われ、 6月頃最も多く発生する。

なお、本種が発音すると云う事が発表されているo

(産地) 西宮市香櫨園。神戸市ー御影、布引、烏

原、小部、須磨。氷上郡神楽村。養父郡氷の山。

(分布) 日本(北海道、本州、四国、九州〉台湾

朝鮮、中国、蒙古、セレベス。

5. S. japonica MOTSCHULSKY ピロワドコガネ

前種に酷似するが触角の10節なること、前腔節に第

6. S. renardi BALIρlON レナノレドピロウドコガネ

頭部黒色を呈し幅広く前方にせばまる。前頭は黒褐

色で粗大なる点刻を疎布する。複限は大きいが中央膨

出することがない。頭楯は巾広き扇形をなし、黒褐色

で前側縁共に殆んど直線状をなし強く上反し、表面に

は粗大なる点刻が密布して敏状をなしているo前背板

は巾が長さの2倍あり、黒色で周辺はやや赤味を帯び

ている。前後縁中央は少しく外に張出し側縁は直線状

であるが前方僅かに轡曲する、前角は突出し、後角は

直角に近い。小楯板は楯形。麹章者と共に前縁に沿い短

小白毛を71J生している。麹鞘は長形で長さ胸幅の2倍

に近く側縁は極めて僅に望響曲し、刺毛を列生する。表

面11:.黒色ビロウド状を呈し、中高で少しく窪める点条

を存し、各列簡は少く高まり両側に点、列があり、中央

には不規員IJなる点刻を散布する。

下面は黒褐色で光沢なく点刻を密布する。後基ifr目は

側縁に褐色刺毛を生ずる。後腿節は細くて先方に細ま

ることなく前後縁に沿い荊j毛列を有する。後経節は光

沢あり細長で♀にてはやや広い。端東jは鮒節と略向長

である。吉生殖器はs.spissigradeに似るが両片の中
間より出る中小片の先にさらに細長き 1少片を有す

る、 Parameraの先端がやや太し。

本種は従来全く記録されていなかった種でs.spis甲
sigradeによく似ているが個体数は稀な様である。

(産地〕 神戸市舞子、氷上郡柏原。

(分布)日本(本州〕、東νペリア、朝鮮、満州。

7. S. spissigrada BRENSKE オオビロワドコガネ

本穫の形状は全く前種S. renardiに似る。

体は卵形にて務々長く、暗赤褐色ないし黒色にて光

沢なく通常体の下面は上面よりやや赤味を帯ぶ。頭部

は稀々巾広く、頭楯は赤味を帯び光沢ありて、点王:uと

極少数の毛を有する。け1は急に狭まり、前縁はほぼ一

直線をなすか或いは僅かに後方に轡歯することあり。

周縁は軽く上反する。前頭との会線は明瞭にて、前頭

部の方へ山形をなす。前頭は点刃jを散布し、極少数の

褐色毛を有し、その前方は梢々光沢を有すが、頭楯及

び後頭部は全く光沢なし。触角は10節、 3の片状部は

長くして柄部より大である。

前背板は細点):IJを有し、両側は前方近く急に狭ま
り、前縁角は突出する。両側縁には褐色の短刺毛を列

生するも不明瞭の場合もある。ノj、楯板は三角形にて先

端円く、点):11を有し、基部に極微小なる少数の毛を認

め得る。麹鞘の線条には1列の細点努jを有するも、中
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間帯上にも少数の細点刻を散布する。中胸は、は点刻

を有し、上縁より中央部に毛を生ずる。腹節には少数

の褐色短京j毛を列生するが明瞭ならざるものもある、

尾節には少数の褐色毛を生ずる。前脚の基節及び腿節

には弟j毛を列生し、後腿節は光沢なく少数の短刺毛を

列生するが明瞭でない、前腔節は 2歯を有し、後腔

節の端東jは第H甘節よりやや長い。

体長 8-9.5mm 体幅 4.5-5.5mm

本種も図説されていないので余り知られて居らず、

個体数も少い。

(産地) 永上郡柏原、市島。養父郡氷の山。

(分布) 日本(本州、四国、九州)、琉球、朝鮮

珠様反射をなす……………...・H ・H ・H ・......・H ・..2

光沢を有す…・…....・H ・-………H ・H ・-…………4

2. 体は樺色或いは黄褐色、頭部黒色、全く光沢を

被く、古触角の片状節は4節、片状節の第1節は

他より短い、触角第5節はほぼ第4節と向長、♀

触角の片状節は3節…....・H ・....・H ・....S. aikyoi 

体は黒褐乃至帯褐黒色・H ・H ・-一…・…....・H ・....…3

3. 者褐黒色、ビロウド様にて全く光沢なく、麹鞘の

中間帯は余り明瞭ならず、頭楯と前頭の会線は円

く巷響曲する…・....・H ・....….....・H ・.....S. angulata 

黒褐色にて稀々銭き光沢を有し、麹鞘の中間帯は

明瞭、頭楯と前頭との会線は山形に轡曲する……

陶

相

白

線

ド

胞

の

.mF

条

釦
色
一
川
の

一
出
緑

J

鞘

置

い

S

麹

伊

淡

…

-
-
i

s
亡

…

口

に

…

色

色

…

褐

黄

…

濃

褐

…

り

…

帯

…

よ

ぃ

…

色

淡

る

褐

に

す

赤

共

有

は

面

を

叉

下

沢

褐

上

光

黄

…

は

性

は

体

属

体

daz 

を

つ

型

以

ネ

2

を

ガ

め

事

ゴ

始

る

ド

は

あ

ウ

回

型

ロ

o

沢

3

ピ

る

で

は

ロ

す

様

H

イ
産
る
町
山

パ

に

あ

即

カ

通

り

C

普

成

A

川
崎
や
可
し

府

や

は

E

E

Z

ニ
，

y
h

占

M

H
川

刊

、

l

s
い

変

mw

m
少

の

臼

m
は

器

(

・
剖
数
尾
れ

S

体

交

さ

個

古

介

3

紹

て夫々独立種として S.simiIis S. peregrima， S. 

lewisiを記載された (1938)，続いて沢田は更に各地

の標本により 8型程記され、いずれも変異の幅に入る

として周一種すなわち本種として取扱われた (1950).

県下産のものは CHAPINが真の S.similisとして記さ

れた南日本産、 BritishMuseum裁のものとほぼ同ー

である。

(産地〕 神戸ー摩耶山、鳥原、山の街。氷上郡神

楽村。

(分布) 日本(本州、四国、九州)、済州島、朝

鮮、ロシグアイノレラシド。

9. S. castanea (ARROW) クリイロビロウドコガネ

普通種で電燈に多く飛来する。

(産地) 神戸一御影、摩耶、灘弓ノ木町、鳥原、

大池。宝塚市武田尾。氷上郡柏原、黒井。出石郡神美

村、養父郡氷の山。

(分布) 千島、日本(北海道、本州、伊豆大島、

伊豆諸島、四国、九州)、済州島、朝鮮、台湾、中国、

北米。

10 . S. secreta (BRENSKE)マノレガタビロウドゴガネ

本種も普通に得られる。

(産地) 神戸摩耶山、烏原、箕谷、大池、丹生

山、須磨。)llgg多田。神鏑山。氷上郡柏原、神楽。養
父郡氷の山

(分布) 日本(本州、九州'1)、済州島。

Genus Sericania MOTSCRULSKY. 

本属のものは日本産として現在20種1亜種が知られ

ているが産地が特に照られている様で平地には少い様

に思われる、亦其の種聞の区別も甚だ国難である。兵

庫県産としては6種記録出来たが更に今後の調査によ

る所甚だ大なるものがあるo

県産Sericania属の穫の検索表

1. 光沢を有せず、ビロウド様なるか或はやや鈍く真

は明瞭、・…....・H ・.....…….....・H ・.0-..・H ・...・H ・-…5

5. 色触角片状節は5節よりなり、片状節第1霊告は葉

片状に延びるものからやや認めるられる程度色々

あるが5節よりなる事は明瞭。♀は触角第5節は

他の節より長し...・H ・...・H ・.....・H ・....… S.mimica 

古触角片状節第1節は通常葉片状であるが前者よ

り短い、触角第5節は大変短〈或いは全く葉片状

に延びない、♀の触角の最終3節は通常葉片状で

ある……H ・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・-….S. imadati 

11. S. angulata (LEWIS)クロチヤイロコガネ

本種は帯黒褐色にて記載によるとビロウド状にて光

沢無く、前脅板の両側の中央にあまり明瞭ならざる赤

味を帯びたる斑紋を有し旦後縁は狭く赤味を帯びてい

る。合触角の片状部は4節よりなり各節ほぼ等長であ

る。

併し乍らここに本種と同定した標本は山本氏により

氷の山で採集された1♀標本で後基節には明らかに積

回線を有し、前背板の両側の中央よりやや前方に赤味

を帯びたるま笠紋を有し旦後縁は狭〈赤味を帯びており

麹鞘帯褐黒色を呈しておるのであるが可成りの光沢を

有し前頭上に隆起を有することにより或いは本種に非

ざる種かとも思われるが僅か 1♀の標本で今少し材料

を得て詳しく調べるとしてここには本種と同定して置

く。

(産地〕 養父郡氷の山。

(分布〉 日本(本州、九州)。

12. S. quadrifoliata (LEWIS) ヨツノミデヤイロゴ

ガネ

本種は前種とは記載のみでは極めて似て居りはたし

て独立種として取扱うべきものであるかは今後の問題

である。ただ前者と違う所は前背板に斑紋無く両側が

赤味を母びているのみである。
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筆者の有する標本は後基節には検回線を有し、前背

板に斑紋無く両側も赤味を帯びて居らず黒褐色にて税

々鈍き光沢を有し、建鞘の中間帯は明瞭である。

(産地) 神戸市箕谷、丹生山。

(分布) 日本(本州、四国)。

13. S. mimica LEWlS ナヱドコテヤイロコガネ

本種は本属中最も良く知られた名で其の分布も広く

知られているのであるがどうもはっきりしていなかっ

た種の 1つである。

体の形状、色彩、 3交尾器の形状以外に芭触角片状

節が5節より成り片状節第1節は葉片状を呈するもの

からやや認められる程度の迄色々あるが5節より成る

事は認め得られ、♀触角の第5節も古の様にやや長い

点で区別出来ると共に県下においても本属中一番個体

数は多い様であるが平地には余り産せず中、北部山地

帯に産する。

沢田氏の発表された S.quinquefoliata及びS.taka 

oanaは共に本種のジノニムである。

併し乍ら本種には極似した2種f，!pち S.ohtakei S. 

imadatiがあり後者 S.imadatiの方は県下に産する。

(産地) 氷上郡妙高山。養父郡氷の山。

(分布) 日本(北海道、本州)。

14. S. fulgida NllJIMA et KINOSHlTA ヅヤテヤイ

ロコガネ

本種は S.fuscolineataに良〈似るが稿や小形にし

て黄褐色を呈し古交尾器の形状が異るとして新種とさ

れたものであるが(新島・木下、 1927)、S.fuscoli 

neata其のものが日本産として茎だ疑わしい。黄褐色

を呈す系統のものは此の{也に S.lewisi ARROWがあ

り、沢田氏の発表された S.testacea SAWADA (938) 

は本種のジノニムである。

S. fuscolineataに就いては村山博士 (1950)MED-

VEDEV氏 (1952)は日本産として記録されて居られる

が本種或いは S.lewisiの事であらうと沢田氏は推察

しておる (1953)。

本種は伯警大山には可成り産するが県下では大変珍

しく氷の山で1頭採集しておるのみである。

(産地) 養父郡永の山。

(分布) 日本(本州、九州)

15. S. aikyoi SAWADA アイキヨウチヤイロゴガネ

本種はSericasimi1isに外観上似る亦Sericania

galloisi及び S.tohokuensisにも似るo

Serica Simi1isとは後基節に績の回線を有し、

Sericania galloisiとは体が少々小さく、前背板の

前角、角ばり古触角の葉片状第1節は細長い事によ

り、 S.tohokuensisとは体がやや大きく、 阪は小さ

く、前背板前縁角は少々角ばる、頭部と前背板の点刻は

大きく密なり、吉生殖器の形状等により区JJIJ出来る。

沢田氏により詳馬県浅間高原二度上で採集されたも

の記載された種でで其の他では全く記録されていない

種であるが氷の山産の 1♀が之に該当するので此処に

本種と同定して置く。尚学名和名共採集者愛敬氏によ

っている。

(産地) 養父郡氷の山。

(分布) 日本(本州)

16. S. imadatei SAWADA イマダテチヤイロコガネ

S. mimica LEWIS及び S.ohtakei SAWADAに良

く似る。

S. mimicaより体は小さい。 赤味がかった或いは

黄褐色で光沢がある。頭部黒色、頭楯、前背板、麹革帯

の条問、尾節板は多少黒味方Zかる。触角は古最終4節

は通常葉片状であるが S.mimicaより短い。第5節

は大変短く或いは全く銀葉状に延びない。♀触角の最

終3節は普通葉片状、第6節は多少か或いは全く鯨葉

状を呈する。第5節はいくらか三角形で前2節よりや

や長い。古生殖器は S.ohtakeiに似るも右錯子の基

部は僅かに拡り中央に歯状発達なし。

沢田氏により1955年奈良春日、滋賀県、四国松山産

の標本により採集者今立氏の名を冠して新種として発

表されたもので兵庫県産は始めての記録である。

(産地) 養父郡氷の山。

(分布) 日本(本州、西国)

Subfamily Melolonthinae 

本亜科の日本産は10属24種知られている。Genus

Miridivaは日本産として所属する種は無かったので

あるが村山博士は従来日olotrichiacastanea W ATE-

RHOUSEにて知られていた種を本属に移された(1934).

兵庫県産の本亜のものは7属11種が知られている。

農産 Melolonthinae亙科の属検索表

1. 前背板の前縁に膜状縁がない・…....・H ・..……・…2

前背板の前縁に膜状縁を有し、触角は10節にして

片状節3節なり……...・H ・..…………・ Apogonia

2 触角の片状節雌雄共に3節より成る-……...・H ・.3

触角の片状節雄は3節より多し…………………4

3. 触角は9節よりなる・・H ・H ・...…..…・… Miridiva

触角は10節よりなる………....・H ・.Lachnosterna 

4. 爪は先端に於て二分す…-…...・H ・...Heptophylla 

爪は基部に1鋭歯を分つ…・・…………・….....・H ・5

5. 触角の片状節雄は7節にして長く、雌は6節にし

て短い。腹節の両側に白斑あり、両側部の発達少

しく異る...・H ・..…………...・H ・..…… Melolontha

触角の片状節は雄7節、雌5節爪の両側部同形な

り……...・H ・..…...・H ・.....・H ・-・……………・・ ……6 

6. 雄の触角の片状節著しく長〈麹鞘の斑紋不規則な

り....・H ・・…………………………………Polyphylla

雄の触角の片状節著しく長からず麹鞘の斑紋線状
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なり…...・ H ・.....・ H ・o.......・H ・....・ H ・......・ H ・Granida

Genus Apogonia KIRBY 

本属日本産は8種知られているが兵庫県産は1穫の

みしか知られていない。

1. A. amida LEWI日 ヒメカシジヨコガネ

本種は稀な穫であるがかつて故米谷正司氏が赤塚山

で冬期殺の根本で冬眠中の本種を多数採集された事が

あるが現在では採集されていない様である。最近では

電燈に飛来せるものが時々罪集されている個体数は少

し、様である。九州には普通の穫であるとのこと。

幼虫も萩の根本でJ采集されるので萩を食害するもの

と考えられる、此の類の台湾に産するものはイネ科櫨 I ~ 
I .色， 0 

物を食害する事で知られている。

(産地) 神戸(沢田、 1939).住吉(伊賀〕、御影

(和田〕、赤塚山、熊内(祭内)、摩耶山(増田、橋本

1941). 

(分布) 日本(四国、九州、本州〉

Cenus Miridiva RZITTER 

本島には中毘丞 M.trichophorus及び朝鮮産 M.

koreanaの2穫が知られていたがfよさ来 Lachnosterna

castanaとして知られた種の雄触角が9節よりなる事

により移された(村山、 1954)。日本産は兆の1種の

郡調銭。氷上郡新井。養父郡氷の山。

(分布〉 日本(本州、九州)、中因。

5. L. morosa (WATERHOUOSE) オオクロゴガネ

(産地) 神戸ー魚崎、灘弓ノ木、摩耶山、烏原、

多弁畑、舞子。氷上郡柏原、同郡芦田村。

(分布) 樺太、日本(本州、四園、九州)、 済州

島、朝鮮、中国。

6. L. picea (WATERHOUSE) ゴクロコガネ

(産地) 神戸一烏原、妙法寺。出石郡神美村。

(分布) 日本(北海道、本州、九州〕、朝鮮。

Genus Granide Mo時四ULSKY

本属の日本産は 1種知られているみで県下にも産す

7. G. albolineota M償問HULSKY Vロスジコガネ

不種は各種図鑑に図説されているので良く知られた

種である。本種及びヒグコガネ、コアキコガネ類は海

岸とか河岸の様な砂地の所に多く産し、量生、地と関係が

ある様で香櫨薗の浜等でよく採集される。本州でも西

から東に向って海岸地帯に分布し、欧州でもこの類は

大体河に沿って採集されるそうである。電燈に飛来す

るのも稀でない。この種は北は北海道より南は台湾迄

分布しているが涜求、台湾産は夫々別亜種として区別

みである。 Iされている。

2. M. castanea (W ATERHOUSE) クリイロコガネ (産地) 兵庫 (LEWlS.1895.)西宮市香櫨園、神

本種に就いては前報交に於いて述べたが如く県下で|戸一御影、摩耶山、板宿、妙法寺、多井畑。播磨 別

の記録はあったが標本を有していなかったので如何な

る種であるかわからなかったが山本氏の御厚意で柏原

産の1古を頂いたので調べた所触角は9節であり村山

博士の意見に突い Miridiva属として取扱った。一見

して他の Lachnosterna属の種とは麹鞘上に明瞭な

縦隆線を認め得ないことと、頭頂部に鋭い扶隆起線が

あるので簡単に区別出来る。

(産地) 神戸ー御影(関、 1933)，摩耶山、多井

畑(北村〕。氷上郡柏原。

(分布) 日本(本州)、済州島、朝鮮。

Genus Lachnosterna H07E 

府浜ノ宮。

(分布) 日本(北海道、本州、四国、九州)。

Genus Heptophylla MOT百CHULSKY

本属の日本産は1種のみである。

8. H. picea MOTSCHUbSKY ナガチャコガネ

本語も各種図鑑に図説されているので良〈知られた

種である。スギ、 ヒノキ、 ヒパ、 アカマヅ、 クロマ

ヅ、カラマヅ、 トドマヅ、エゾマヅ、コクヤマキ、イ

チイ等の針葉樹及び種々の滴葉樹類の害虫として著

名、併し其の害は幼虫による根の部分が主である。其

れ故上記の樹の多い所には多産する。成虫は6月下旬

盛
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本産ヒグコガネは形態上の差でもって変種が記録され

ているが村山博士に依ると (1954)別に変種として別

ける必要が無いとしておられる、尤も此の変種という

のは現在の日本には産しない、 MEDVEDE氏の論文で

は之等は亜種として取扱われて居る。更に同氏は本属

の下に Gynexophylla，Mesopolyphylla， Polyphylla 

s. str. Xerasiobia， Centralasiobiaの各亜属を採用

されている。

9. P. latricollis LEWIS ヒグゴガネ

本種も大方の図鑑に図説されているので良く知られ

ている種である、砂地に関係あるらしい事はコアキコ

ガネ類と同様である。

村山博士に依ると本種の分布に九州中部より南及び

中国、満洲、朝鮮を示され何故か本州を掲げられてい

ない、鱈体数は余り多〈ない様だが本州は古くから産

する事が知られ居り現在でも採集されている。

朝鮮では西部海岸寄り、満洲ではハノレピシに致る迄

(ハノレピyでは1932年の大洪水で絶滅したと)分布し

ている。台湾には近似のの 1種 P.formosanaを産す

る。

MEDVEDE氏は日本のみを産地として、村山博士の

同一種の変異巾に入るものとされている中園、蒙古、

1誌がIi、朝鮮産のものは Polyphylla属中の Gynexo-

phylla亜属として亜種 chinensischinensis， chine_ 

nsis mandschuriaの取扱をされている。

兵庫県下でも筆者は1940年以後全く未採集であり他

に採集された事も聞いていない、絶滅したとは考えら

れず(現在大阪の城北公園付近で可成り集採されてい

殆んど平行で前縁中央は湾入する…… M.frater 

体毛は黄褐色、上面の毛は短く細い、前頭の点tIJ

は微細で密、雄の頭楯は横長であるが縦の長さは

前種より明かに長く前縁は上反する、雌の頭楯両

但q縁は前方に向い明らかに狭くなる……...・H ・..2

2 雄の触角片状部は華響曲し前腔節第2外歯は明際、

尾節板は変化多く短いかやや長い、畿の頭楯前縁

の中央は狭く湾入し、尾節板は短〈先端は広〈円

まる...・H ・..…...・H ・..………...・H ・..… M.japonica 

雄の触角片状部は殆んど轡曲しない、前腔賢官第2

外歯は痕跡的、尾節板は長〈狭〈突出し、先端中

央は湾入または刻入する、雌の頭楯前縁中央は広

く湾入する、尾節板は短くその先端中央は僅かに

刻入する・………・・…....・H ・......M.sat酒umaensis

10. M. frater ARROW オオゴアキコガネ

本種はクヌギ、ナラ、カジワ、カ乙ノ、ガマヅミ、ス

ズカケノキ、クリなど、その他低木の害虫として次記

コアキコガネとともに知られている。幼虫の食物及び

被害に就いては未だ知られていない。

本種の分布は砂地と関係があるらしく海岸や河岸の

様な砂土のある近くに多く産する。

本州では西の方から東に向って海岸地帯にずっと分

布しており、河岸に沿って内陸に入り込んでおる様

で、欧州奥地のコフキコガネの産地は大体河に沿って

おるとの事である。

地方に依って変異が著しく、其の変異は3地方に明

らかに区別出来るとして内蒙古、北支、朝鮮に産する
る、 1957)極めて稀種であるが産するものと考えられ lI subsp. gobiensis台湾に産する subsp.taiwanaの2
る。

1亜種が知られておる。従来 Hoplosternusjaponicus 
(産地) 神戸一高取山、妙法寺、播磨。出石郡神|
美村 IH姐 OLDなる学名で知られて居た種である。
(分布) 日本(本州、四園、九州)、 済洲島、朝| 個体数はコアキコガネに比すと少い、和名オオゴブ

鮮、満洲。

Genus Melolontha Fabricius 

本属のものはアジアよりヨーロヅパにかけて広く分

布し、歌州では古くから知られかつ森林害虫の内最も

有害とされている種類を含む。

TESAR (1938)及びMEDVEDEV(1951)は Hoplos-

ternus属として本属に震する種を取扱っておられる、

Hoplosternus属は既にARROW(1913)， NllJlMA et 

KINOSHITA (1923) により本属として取扱っておられ

る。

本属の日本産は3種知られて居り、兵庫県産も3種

知られて居る。

県産 Melolontha属の検索表

1. 体毛は灰白色、上面の毛は細く短い、前頭の点刻

は大きく両倶~は密、中央は多少とも粗、雄の頭楯

は巾広く両仮.~縁は殆んど真直、雄の頭楯両側縁は

キコガネと称するがゴアキコガネと比して犬まくはな

い。

(産地) 神戸、住吉、鳥原、山の街、摩耶山、須

磨、西宮市香櫨題。出石郡神美村。養父郡氷の山。

(分布) 日本(本州、四国、九州た伊豆大島、屋

久島)

11. M. japonica BURMEISTER ゴブキゴガネ

本種の分布は RlE廿'ER(1901) はSuyfun，Mc田ER

(1813)は朝鮮、 MEDVEDEVは中国等を掲げてある

が野村氏に依ると日本にのみ産するとみるのが良い様

である。

兵庫県では普通である。

(産地) 兵庫 (W ATERHOUSE， 1875， HEYDEN， 

1879). 播磨、神戸、御影、六甲山、摩耶山、鳥原、

山の街、箕谷。養父郡氷の山。

(分布) 日本(本州、四園、九州)。
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司厚

12. M. satsumaen由 NHJ加 et:f王国側HITA Genus Hoplia Illiger 

サヅマコアキコガネ! 日本産は2種産することが知られており (3変種あ

本種は新島・木下両氏により新種として発表された(り〕県下にも 2種を産する。

種であり、その後 TESARの記載した Hoplm"ternus 県産 Hoplia属の種の検索表

satsumaen白及び H.kinoshi凶も本種と同一種で 1 1. 頭楯の前縁は少しく湾入し、前縁角は円〈、少し

ある。沢田は故J.A. E. LEWISの神戸産の本種2頭| く前方に狭まる O 前背板の後縁角は殆んど円し、

ある事を発表された(1937)，沢田は中総突起の非常に| 前調及び中脚の短爪は長爪のK弱なり、前背板及

長いこと及び雄触角片状部のM.frater及び M.japo-1 び趨笥は斑紋を装ぎるか、或いは極めて基色と類

nicaより短いこと雄交尾器の形状によって本穫とし i 似せる不明瞭なる斑紋を装う0 ・
て報ぜられた。しかるに野村の研究 (1952)によると| …一・…………・・…・…...H. communis 

雄の尾節板及び交尾器は変異するが地理的変異でな| 頭楯の前縁は直線状に裁断され、両側は略々平行

く、個体変異の様であるとし尾節板の形状から沢田の i なり、前背紋の後縁角は少しく角ばる・・……....2
本種は M.japonicaではないかと想像されるとし本 1 2. 体の背面は殆んど鱗片を有せず、鱗片は円しH ・H ・

種ーは九州特産の種類であちうとされておる。筆者残念 l ……ー・・…一・・・……一一…・・….H. moereus 
乍ら該当すべき偲体を県下では採集していないし、沢| 体の背面は円形の鱗片にて被わる…・・・

国のJ.A. E. LEWISの標本も見ていないので比処に i …….....・H ・..……...・H ・..……………….var. reml 

は一応記録としてのみ記して置く。

(産地)神戸(}.A. E. LO:WIS，沢田、 1952)

(分布)日本(;z判1? 四国? 九州)

Subfami1y Hopliinae 

2. H. ccmmunis W ATERHOUSE アνナガコガネ

本穫は東京方面には普通に産する種であるそうだが

県下においては下記の如き記録を知るのみで今の所筆

者は未採集である。
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布の疑はしいもの 2種)を産する。

県産 Hopliinae亜科の罵の検索表

1. 前尾節は大部分露出し、麹鞘の会合線の先立去に剰

毛東を有す…………・・・…一… ..[ctinchoplia
前足節は殆んど露出せず、越鞘の会会科ての先撲に

}隙毛来を有せ-;~・..........……-…………… Hoplia

Genus Ectinohoplia Redtenbacher 

日本産は3種(f也に 1種分布の疑わしいものを産す

〕知られており、県下産1種のみである。

ギ、 ゴゴメウツギ、ガマズミ、 トペラ、 主/ヤリシパ

イ、イボタノキ等主として白い花弁を食い花が少くな

るとカキ、クリ、サクラ、ナラ、ニセアカジア、スイ

カズラ等の棄をも食するとある。

(産地〕 播磨。神戸市六甲山、鬼ケ平。

(分布) 日本(本州、四国、九州)

3. H. moereus W ATERHOUSE クロアジナガコガネ

ヱド種に就いては既に述べた (1951)。

(産地〕 兵庫 (WATERHOUSE， 1875)。加東郡青野

1. E. obducta (MOTSGHU凶 KY) ヒメハナムグリ lケ原。
極めて普通に産する、 5，6月頃菜の花等に多し。分布) 日本(本州、光州)

ミカシの害虫としても知られている (i宮井、 1950)。

背面極めて色彩変異!C富み黒鱗全〈泊失してー函に黄

称し、色を呈するものを var.sabulicola MOTSCHUL-

SKYと背面の一様に黒色を呈するものを var.camin-

aria REITTSRと称する。之等以7トiこ背i百一様にこげ

茶色を呈するもの、その他中践的色彩のも緩めて多く

その変異は多様である。

(産地) 川西市'多国、ーの烏γ;0 f;]戸市六守山、

摩耶山、烏原、山の街、箕谷。津名部!抱銭。養父必氷

の山。

(分布) 梓太、日本(北海道、本州、 llli国、九

州)、家古、中国。

3a. var. reini HEYDEN 

本変種は HEYDENにより H.reinii として独立せ

る種として発表されたるものにて H.communisに酷

似せる穫であるが、頭楯、前背板その他の形状により

容易に区別せられる。 H.moereusと区別する所は鱗

片の被'f以外に差英会見出し得ざるを以って沢田氏は

変種として取扱われた、筆者も調査したが3交尾器等

も差異を認めなかったので変種として取扱うのが適当

と思う。 ME~VED~V (1952)は独立種として取扱って

いる。

本変種は目下のところ永の山のみに産する事が知ら

れておるのみで氷の山にては極めて普通に産する。{也
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に1変種 var.hakonensisが知られておるが県下に

は産しない。

(産地) 養父郡氷の山。

(分布) 日本(本州、四国、九州)、台湾。

Subfamily Dyn田tInae

日本産は3属知られておるが県下には2属を産する

(他の 1属はトカラより知られておるい

Subfamily Triehiinae 

日本種は4属10種知ちれておる。

県産 Triehiinae亜科の属の検索表

1. 前経節の外歯は3個にして後腔節は後角に2曾を

有す....・H ・........・H ・....・H ・....・……'" Osmoderma 

前腔節の外歯は2個なり後腔節は後角に1歯状突

起を有す…………...・H ・......・H ・H ・H ・-…...・H ・...2
県産 Dynastinae亜科の属の検索表 1 

12. 前蹴節の第1は真直、腔節の端練より短かし…3
1. 頭部に長大なる枝角状の突起を有す。後脚鮒節の|

|一前蹴節の第1節は少しく轡曲し、腔節の端糠に比
第 1節は次節と同形なり....・H ・-…… AllomyrinaI 一

し雄は長く、雌は短かし…H ・H ・.......・H ・.Trichius

I 3. 前腔節は内側の先端にー可動の剰練を有す。雄の
頭部に校角状突起なし後脚の尉節の第1節は多少

三角形をなす。中後腔節は先端急に太さを加え冠

状の剰j練を有す....・H ・........・H ・....Eophileureus 

Genus Eophileurus ARROW 

1. E. chinensis F ALDERJ¥UNN ゴカプトムジ

個体数は少い。樹液或いは糞尿に来集する事が知ら

れており、ゲジゲジを食する例も記録されておる

(長谷川、 1946)。

(産地) 神戸ー御影、車、板宿、垂水。佐用郡。

(分布) 日本(北海道、本州)、 済州島、朝鮮、

台湾、中菌、プータシ、ピノレマ。

Genus Allomyrinae ARROW 

2. A. dichotomus LINNE カブトムν
極く普通に産する。

(産地) 神戸一御影、摩耶山、鳥原、山の街、須

磨。出石郡神美村、神鍋山。

(分布〕 日本(本州、四国、九州)、琉球、台湾、

朝鮮、北支、印度支那。

Subfamily Graphyrinae 

此の亜科に属するものの日本産は1属1種のみしか

知られていない。

Genus Amphicoma LATREILLE 

従来GenusAnthypna EsCHSCHOLTZとして知られ

ていたがE.A. CHAPINの研究 (1938)よりして沢田

は本属に属せしめられた (1950)。

1. A. pectinata (LEWIS) ヒゲブトハナムグリ

本種は東京付近には5月中匂頃、普通に産する事が

知られているがその他の地では少い穫である。近畿地

方の産地も殆んど知られておらずはたして産するか疑

わしい、県下にも全く産地は知らない、ただ故八幡氏

が記録されているのを知るのみで (1942)生前色々と

同氏と文通していたのであるから詳しい事を確めて置

けばよかったのだが故人となられては如何ともなし難

い、一応記録種として取扱って置き今後の調査を待ち

たい。なお雄は飛朔中のものが得なれるが雌は葉上等

に静止しておるとのこと O

(産地) Hyogo (YAWATA. 1942) 

(分布) 日本(本州、四国)

中腔節は強く曲る。…………...・H ・.....Gnorimus 

前腔節はその内側に煎]練を有せず。雄の中腔節は

真直なり………...・H ・-・…'"・H ・...…・・ Paratrichius

Genus Osmoderna Serville 

本属日本産は2種知られているが其の中の1種 O.

barnabita MOTSCHU凶 KYの日本産は疑わしい。

1. O. opicum LEWIS オオチヤイロゴガネ

本種は県下で摩耶山が記録されているだけで其れ以

外全く知られておらず非常に稀種並びに再調査を要す

る種である。

生態に関しては伊賀氏の報交がある (1939)。 其れ

によると本種は径二尺内外もあるスギの犬木に棲息し

そのi同の内部に於いて材部の朽ちて粉状となったもの

をfをするとの事で7月下匂より 8月中旬にかけて最も

発生するとのことであるo

(産地〕 神戸摩耶山。

(分布〕 日本(本州、九州)。

Genus Gnorimus Serville 

日本産本属には 3種知られているが県下には 1種の

みを産す。

2. G. viridiopacus LEWlSアォアνナガハナムグリ

図説されているのでよく知られているのがやや高地

性の種の様である。今迄県下での産地は知られていな

かったが山本氏により氷上郡神楽村で記録された稀な

種であると思われる。

(産地〉 氷上郡神楽村

(分布) 日本〔本州、九州〕、樺太、朝鮮。

Genus Paratrichius Janson 

本震の日本産は2種知られているが1種は奄美大島

に産する。

3. P. doenitzi HARO日 オオトラハナムグリ

本種も良く図説されているが県下では氷の山及び宍

粟郡音水渓谷に産し特に氷の山では多い。本種の幼虫

は宮武氏の幸1l"'5とがある (1954)。

(産地) 養父郡氷の山、宍粟郡音水。

(分布) 日本(北海道、本州、四国、九州)
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Genus Trichius Fabricius I 3. V. pictus fumoseus (LEWIS) 

本属には3種知られているが1種は奄美'大島に産| オオヒラタハナムグリ

す。 I 本種の原種はネパーノレに産し(ネパーノレ産原種は

4. T. japonicus JANSON ラハナムグリ I ARROWにより Charitovalgus属とされていたが前背
関氏により小寺正文氏が武田尾で採集された記録(I板の隆起線甚だ高からず、その前縁角も亦余り庄抑さ
1934，この報交ではT.fasciatusの学名になってい|れず、前尾板の気円突起は細長なること、中脚基節間

るが野村氏の研究により T.japonicusが正しい学名|の距離は余り広くない等の点において沢田氏は Valー

となる、 T.fasciatusは日本に産せず)及び奥谷氏が Igus属に属せしめた〕、台湾産 subsp.taiwanus.琉球
養父郡熊次で記録されておられ宍粟郡音水で後藤氏も!産 subsp.lateus、西国産 subsp.sikokuensis、北海

2種採集された、珍しい種であると考えられる。 I道、本州、九州、朝鮮産 subsp.fumosusの4亜種に
(産地) 宝塚市武田尾。養父郡熊次。宍粟郡音水。 1;わけられる。
(分布) 日本(北海道、本州、四国、九州) この亜種は sl地 okuensisと共に腹面は僅少の黄色

5. T. succinctus (PALLAS) ヒメトラハナムグリ|鱗片を有するのみで尾節板の間色縦条をなすのみであ

本種は5司下匂、 6月上旬墳、普通に産する。 Iるという点で他の亜種及び原種と区別される。稀であ
従来本種は T.abdominalisの学名で呼ばれていた|る。

が沢田氏の研究 (1943)により Lasiotrichiussucc-

inctusと同一種である事が報告され改めてT.succin-

ctusなる学名で両者を整理された。

(産地) 神戸御影、鳥原、山の街、将越、多井畑。

(分布) 日本(北海道、本州、四国、九州、屋久

島)、 済州島、朝鮮、東部νペリア、アスコノレド島。
Subfamily Valginae 

日本産本亜科には4属4種しか知られていないが県

下には3属3種を産する、もっとも他の 1属1種は屋

久島特産種である。

県産 Valginae亜科の属の検索表

1. 前腔節7歯を有す・・H ・H ・........・H ・.Nipponovalgus 

前樫節5歯を有す....・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・......2

(産地) 宍粟郡音水。養父郡氷の山。

(分布) 日本(北海道、本州、九州〕、朝鮮。

なお前報交スジゴガネ亜科 (SubfamilyRutelinae) 

に属する種の内でその後の調査で産することが確認さ

れた 2種をここに追加として記録して置き度い。

1. Anomala intermixta ARROW 

アオウスチャコガネ

本種はキスジゴガネA.irrgularis (WATERHOUSE) 

に良〈似ている。頭楯は前縁略ぼ直線状にて中央僅か

に轡曲し、極く僅かに上反する。前頭は強き点刻を稿

や粗に存在する。前背板は緑黒色にして上面及び側縁

に僅少の白色細毛を存す。周縁少しく黄褐色を帯ぷ。
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Genus Dasvalgus KOLBE 

1. D. tubereculatus (LEWIS) 

トグヒラタハナムグリ

個体数は少い。産地も県北部高地帯にのみ知られ

る。

(産地〕 雪彦山氷上郡神楽村。養父郡氷の山

(分布) 日本(本州)

Genus Nipponovalgus SA W ADA 

2. N. angusticollis (WATERH∞SE) 
ヒラタハナムグリ

極めて普通に産する。

(産地) 兵庫(ScoHNFELDT.1877).神戸ー御影、

摩耶山、烏原、山の街、鉢休山、舞子。出石郡神楽村。

(分布) 日本(本州、四国、九州)、対島、済州

島、朝鮮。

Genus Valgus ScRIBA 

銅黒色を交え白き細毛を生ずる。

県下では稀な種で現在では北部山地にしか産しない

様に恩われる。

(産地) 神戸市摩耶山?、養父郡氷の山。

(分布〉 日本(北海道、本州、西国)

2. A. albopilosa HOPE アオドクガネ

本種に就いては県下の記録があり、ヤマトアオドク

ガネA.viridanaとよく似た種であり前報交では本

種の県下の産は疑わしいとして省いておいたがその後

の調査の結果やはり両者ともに県下に産することが確

め得られたのでここに記録して置く。

本種は麹鞘膜縁よく発達し、巾広くかっ長く、体の

側面より見た場合後基節の外縁の中央よりも前縁角に

近くより始まる、尾節板に淡褐色毛を密生する。本種

の幼虫に就いては後関氏のものがある (1956).個体数
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は多くない様で現在の所北部方面では未採集である。

奄美大島より f.gracilisが知られている。

(産地) 神戸市ー御影、摩耶山、須磨。氷上郡柏

原。出石郡神美村。飾磨郡前之庄。津名郡岩屋。

(分布)日本(本州、四国、九州、対島、稜子島、

屋久島〕、済州島、朝鮮。

以上で兵庫県産ゴガネムジ科として11亜科、 35属、

103種、 1亜種、10変種、 3異常型を記録したが、日本

産13亜科、 58属、 247種、 11亜種、 36変種、 2型、 7

異常型 (内本州産とじては187種)の半分にも足らな

いが本州産のみからすれば半数以上になり今後の調査

によりさらに産地の加え得るものも出て来る事と考え

られる。特産種というものは残念ながら産しない。

参考文献

参考文献は非方に多く兵庫県関係のものは兵庫県産

ゴガネムジ研究小突 (1955)に採録したものを参照し

ていただきたくその他は前固までの各報女末に記さな

かった内から重要のもののみを記す事にした。

1. G. J. ARROW; 1913， Notes on the Lamellicorn 
Genus Popillia and Description of some new 

Oriental Species in the British Museum; Ann. 

Mag. Nar. Hist. 8， XI， pp. 38-54. 

2. 一一一 19宮1，A Revision of the Melolonthine 

Beetl巴sof the genus Ectinohop1ia; Proc. Zoo1. 

おc.pp.， 267-276， No.玄1X.

3. G. KRAATZ， 1879， Ueber die Scarabaeiden des 

Amur-Gebietes; Deut. Ent. Zeit. X X 1. Heft. 

1. pp. 229-240. 

4. S. I. MEDVEDEV; 1952， Larve of the Lamellic-

ornia (Co1.) of U. S. S. R. 

5. ー一一.;1949-1952， Fauna U. S. S. R.; vol. X， 
No. 1-3， Scarabaidae 

6. J. MURAYAMA; 1938， Revision des Sericines 

(Coleopteres Scarabaeides) de la Core巴 Ann.

Zoo1. Jap.， XW. 1. pp. 7-22. 

7. 村山醸造、 1954，満鮮金亀子図説、第1巻。

8. M. MIYATAKE， 1951， The Larva and Pupa of 

Paratrichius doenitzi (HAROLD， 1879) (Coleoptera; 

Scarabaeidae); Trans. Shikoku Ent.おc.1. 1， 

p. 1. 

9. 野村鎮、 1943，Trichius fasciatusとT，japo.-

nieusに就いて:日本の甲虫、 1，1.

10. 沢田玄正、 1937，日本産ピロウドコガネ属に就

いて;日本の甲虫、 1， 1， p. 18. 

11. 一一;1938，日本産テヤイロコガネ属に就いて;

日本の甲虫、1， 1， p. 5. 

12. ←ー;1938， Phyllopertha属数種の色彩の変化;

日本の甲虫、1， 2， p. 76 

13. 一一;1938，アカビロウドコガネ属の属名及び数

種ビロウドコガネの種名;日本の甲虫1，2，p. 101. 

14. 一←;1938，日本産ピロウドコガネ類2穫:日本

の甲虫、 1，2， p. 87. 

15. ー一一;1939， The Valginae of Japanese Emp-

ire (Coleoptera. Scarabaeidae) Trans， .Kansai 

Ent. Soc. 8， pp. 81-91. 

16. 一一ー;1941，日本産ヒラタハナムグリ亜科の研究

(第2報日本の甲虫、 W，1， p. 1. 

17. 一一一;1943，ヒメトラハナムグリ Trichius

succinctus (P ALLAS)に就いて; 関西昆虫学会々

報、 XL1. pp. 4-7. 

18. 一一一;1949，日本産クロコガネ属甲虫の再検討;

昆虫、 XW，6， p. 72. 

18. 一一;1950，カパイロピロウドコガネに就いて;

関西昆虫学会会報、 XV， 1， p. 18 

19. 一一;1950，日本・琉球・台湾産のコガネムジ;

虫報， No..2. 

20. -;  1950，琉球列島のコガネムν類;東京農業
大学集報， 1，2， pp.257-317， p1.XXV-XX)J. 

21 ーーー 1955，On some Lamellicorn beetles of 

the Genus Sericania with a List of the Japan-

ese Sericania; Jour. Agr. Sci. Tokyo Nogyo 

Daigaku， 1， 4. pp. 563-583， plXL， XLI 

22. Z. TESAR， 1938， Beitrag zur Kenntnis der 

pall Lamellicornien; Ent. Nachrichtenblat Band 

XI，Left. U， pp. 165-168. 

(I -]I-1958) 

昭和 34年度総会御案内

昭和34年度、総会は来る 5月30，31日竜野市市立竜|困難点についての座談会。場所は当市の梅玉旅館。

野中学校で開催される。詳細は同封の案内書を御覧下| 第2日は城山原始林及び、天然記念物扉風岩でそれ

きい。 Iぞれ専門家の御指導を受ける。
第1日は、講演会、新たに天然記念物に指定された| なお研究発表希望の方は至急、同市県立竜野高校三

カタジポの見学、夕方は講師を中心として理科教育の|浦佳文氏に申し込んで下さい。
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淡路島産申虫類目録 (2) 

淡路島のカミキリムν類については本誌前号 (vo1.

3， No.4)に報告したが、他の甲虫類についてもこれ

までの採集品の目録を作成してみた。種名につずく採

集記録は、現在所蔵する標本の産地並びに採集年月日

である。

なお学名と和名は保育社の原色日本昆虫図鑑(甲虫

編)により、それに記載されていないものについては

北隆舘の日本昆虫図鑑によった。

Coleoptera 甲虫類

Archostetnata 始原亜日

Cupedidae ナガヒラタムシ科

1. Cupes clathratus Solsky ナガヒラタムジ

がH本市安乎町 (16-Vl-1951)

Adephaga 食肉亙目

Cicindelidae ハンミヨウ科

1. Cicindela japana Motschulsky 

ニワハシミヨク

妙見山 (4一環-1952)，常隆寺山 (11ー彊-1952)

2. Cicindela japonica Thunberg ハシミヨウ

三熊山 (16一羽ー1946)，先山 (1-1X-1947)

3. Cicindela s開叩larisChaudoir コハシミヨウ

洲本市安乎町 (31-"¥1-1947)

Carabidae オサムシ科

1. Apotomopterus dehaani Chaudoir 

オオオサムγ

先山 (1-1X-1947，16-Vl-1950) 

Harpalidae ゴミムシ科

1. Peryphus semilunius Netolitzky 

ヅマキミズギワゴミムジ

洲本市安乎町 (27-VI-1951)

2. Amara chalcites Dejean マルガタゴミムγ

洲本市安乎町 (29-Vl-1947)

3. Amara chalcophaea Bates 

コアオマノレガタゴミムジ

洲本市安乎町 (29-VI-1951)

4. Dolichus halensis Schaller セアカゴミムν

洲本市安乎町 (13-V1-1947)

5. Anisodactylus punctatipennis Morawitz 

ホνボジゴミムジ
先山 (7-Vl-1951)

6. Epomis nigricans Wiedemann 

オオキベリアオゴミムジ

堀 田 久

測本市安乎町 (24-Vl-1947)

7. Chlaenius naeviger Morawitz 

アトボジアオゴミムV

洲本市安乎町 (13-Vl-1947)

8. Chlaenius micans Fabricius 

オオアトポジアオゴミムジ

洲本市安乎町 (18-Vl-1947)

9. Chlaenius pallipes Gebler アオゴミムジ

淵本市安乎町 (11-Vl-1947)

10. Haplochlaenius costiger Chaudoir 

スジアオゴミムv
先山 (7-Vl-1951)

11. Panagaeus-japonicus Chaudoir 

ヨヅボジゴミムジ

測本市安乎町 (12-Vl-1947)

12. Calleida chloroptera lepida Redtenbacher 

キガジラアオアトキリゴミムγ

洲本市安乎町 (19-Vl-1947)

13. Galeritella japonica Bates クピポソゴミムジ

洲本市安乎町 (18-V1-1947)

14. Planetes puncticeps Andrewes 

フタホジスジパネゴミムν

洲本市安乎町 (16-Vl-1947)

Brachinidae ホソクピゴミムシ科

1. Brachinus scotomedes Redtenbacher 

オオホソクピゴミムジ

先山 (7ー寝-1951)

Dytiscidae ゲンゴロウ科

1. Cybister brevis Aube クロゲyプロウ

洲本市安乎町 (23-"¥1-1947) 

2. Bidessus japonicus Sharp チピグジゴロウ

洲本市安乎町 (3-Vl-1947)

3. Hydaticus bowringf Clark vマグy ゴロウ
洲本市安乎町 (6-y-1951) 

4. Laccophilus difficilis Sharp ヅプグy ゴロウ

測本市安乎町 (28-"¥1-1947)

Gyrinidae ミズスマシ科

1. Dineutus orientalis Modeer オオミズスマジ

洲本市安乎町 (5ー彊-1947)

Polyphaga 多食亜日

Histeridae エンマムシ科

1. Hister japonicus Marseul ヤマトエyマムジ
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洲本市安乎町 (6-W-1947)

Silphidae シデムシ科

1. Silpha japonica Motschulsky 

オオヒラタνデムジ
先山 (7~W-1951)

Lucanidae クワガタムシ科

1. Psalidoremus inclinatus Motschulsky 

ノコギリクワガタ

津名町志筑 (5-"-1950)

2. Macrodorcas striatipennis Motschulsky 

11. Eucetonia pilifera Motschulsky ハナムグリ

先山(l-1X-1947)

12. Torynorrhina japonica Hope カナプγ

三熊山 (25-"-1952)

13. Torynorrhina unicolor MQtschulsky 

アオカナプy

洲本市安乎町 (29-"-1951)・
14. Onthophagus lenzii Harold 

カドマノレエYマコガネ

Buprestidae タマムシ科

スジクワガタ 1 1. Chrysochroa fulgidissima Schonherr 

先山 (8-W-1951)

3. Eurytrachellelus titanus platymelus Saunders 

タマムジ

三熊山 (25ー冒-1952)

ヒラタクワガタ 12. Chalcophora japonica Gory ウパタマムジ

津名町志筑 (20-11-1950) 

4. Aegus laevicollis subnitidus Waterhouse 

ネプトクワガタ

先山 (16-W-1950)

Geotrupidae センチコガネ科

1. Geotrupes laevistriatus Motschulsky 

セシチゴガネ

先山 (17-VI -1951) 

Scarabaeidae コガネムシ科

1. Anomala cuprea Hope ドウガネプイプイ

洲本市安乎町 (17-"-1947)

2. Anomala albopilosa Hope アオドウガネ

洲本市安乎町 (10-1X-1951) 

3. Anomala daimiana Harold サクラゴガネ

洲本市安乎町 (26ー寝-1951)

4. Mimela costata Hope オオスジゴガネ

洲本市安乎町 (17-"-1947)

5. Mimela testaceipes Motschulsky 

スグゴガネ

洲本市安乎町 (26-W-1951)

6. Phyllopertha orientalis Waterhouse 

セ7 ダラゴガネ

先山 (8一軍一1951)

7. Popillia japonica Newman マメゴガネ

津名町佐野 (14-W-1951)

8. Melolontha japonica Burmeister 

ゴプキゴガネ

洲本市安乎町 (23-"-1947)

9. AlIomyrina dichotomus Linne カプトムジ

洲本市安乎町 (12-W-1947，3-"-1950) 

10. Nipponovalgus angusticol1is Waterhouse 

ヒラタハナムグリ

洲本市安乎町 (23-V -1948) 

洲本市安乎町 (23-"← 1947)，三熊山 (25-11

-1952) 

3. Buprestis haemorrhoidalis japanensis Saund-

ers クロタマムジ

洲本市安乎町 (30-"-1946)

4. Agrilus cyaneoniger Saunders 

クロナガタマムジ

洲本市安乎町 (26-11-1947，2-"-1951) 

Elateridae コメツキムシ科

1. Ectinus sericeus Candeze カノミイロゴメヅキ

洲本市安乎町 (28ー唖 -1947)

2. Melanotus annosus Candeze 

トビイロクジゴメツキ

洲本市安乎町 (23-V -1948) 

3. Alaus berus Candeze ウノミタマゴメヅキ

先山 (3-W-1952)

Lampyridae ホタル科

1. Luciola cruciata Motschulsky ゲシジボタノレ

洲本市安乎町 (2-11-1947)

2. Luciola lateralis Motschulsky へイケボタノレ

洲本市安乎町 (3-11-1947，27-11-1951) 

Cantharidae ジヨウカイボン科

1. Athemus suturellus Motschulsky 

ジヨウカイボシ

洲本市安乎町 (22-11-1952)

2. Rhagonycha japonica Kiesenwetter 

ヒメジヨウカイ

洲本市安乎町 (22-11-1952) 

Bostrychidae ナガシンクイムシ科

1. Heterobostrychus hamatipennis Lewis 

オオナガνシタイム志/
洲本市安乎町 (20-11-1948)
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Nitidulidae ケシキスイ科 i 洲本市安乎町 (23-"VI-1947)

1. Librodor japonicus Motschulsky I 4. Chrysomela vigintipunctata Scopoli 

ヨヅボVケジキスイ| ヤナギハムジ

洲本市安乎町 (27-"¥1:-1951) 洲本市安乎町 (23-Y -1948) 

Coccinellidae テントウムシ科 I 5. Basilepta fulvipes Motschulsky 

1. Coccinella septempunctata bruckii Mulsant アオパネナノレハムジ

ー ナナホジテシトウ 先山 (12-Vl-1952)

洲本市安乎町 (20-VI -1948) I 6. Paraulaca angulicollis Motschulsky 

2. Harmonia axyridis Pallas テシトウムジ | アトボVハムジ

洲本悟安乎町 (4一司-1949) 先山 (3-¥'1-1952)

3. Propylaea japonica Thunberg I 7. Aulacophora femoralis Motschulsky 

ヒメカメノコテシトク| ク9ハムジ

洲本市安乎町 (3-"¥1:-1947) 津名町佐野 (14-¥'1-1951)

Teneb巾 nidae ゴミムシダマシ科 I 8. Aulacophora nig均 ennisMotschulsky 

1. Tetraphyllus lunuliger Marseul クロウリハムジ

ニグプミムジダマジ| 妙見山 (4-Vl-1952)

洲本市安乎町 (28-"1--1947)

2. Ceropria induta Wiedemann 

ナガニジゴミム乙/ダマジ

洲本市安乎町 (28-"¥1:-1947)

3. Strongylium marseuli Lewis 

セスジゴミムジダマジ

洲本市安乎町 (12-"¥1:-1947)

4. Plesiophthalmus nigrocyaneus Motschulsky 

キマワリ

洲本市安乎町 (6-Vf-1946)，先山 (7ー彊-195

1， 12一軍一1952)

5. Platydema subfascia Walker 

ベニモシキノコゴミムVダマジ

洲本市安乎町 (28ー竃ー1947)

6. Stenophanes strigipennis Marseul 

ホソクピキマワリ

先山 (7ー竃-1951)

Alleculidae クチキムシ科

1. Allecula fuliginosa Maklin オオクチキムジ

洲本市安乎町 (28一種-1947)

Chrysomelidae ハムシ科

1. Lilioceris subpolita Motschulsky 

アカクピナガハムジ

先山 (23ー百一1951)

2. Cryptocephalus approximatus Baly 

パラノレリサノレハムジ

洲本市安乎町 (7一直一1951)

3. Cryptocephalus tetradecaspilotus Bay 

ジウジホジサノレハムジ

9. Cassida piperata Hope ヒメカメノゴハムν

常隆寺山 (11ー竃-1952)

10. Galerucella maculicollis Motschulsky 

ニレハムν

常隆寺山 (11一司-1952)

Bruchidae マメゾウムシ科

1. Bruchus pisorum Linne ヱシドウソ'ウムジ

先山 (1-"¥1:-1947)

Curculionidae ゾウムシ科

1. Episomus turritus Gyllenhal 

ジロゴプゾウムtノ

洋本市安乎町 (10ー酒-1950)

2. Larinus latissimus Roelofs ゴボウゾウムジ

洲本市安乎町 (7ー寝-1951)

3. Sipalus hypocrita Boheman オオゾウムジ

1州本市安乎町 (22-VI-1951)

4. Pissodes obscurus Roelofs 

クロキポジゾウムジ

洲本市安乎町 (24-]X-1951)

5. Aplotes roelofsi Chevrolat 

トホジオナゾワムジ

先山 (3ー寝-1952)

6. Alcidodes trifidus Pascoe 

オジロアジナガゾクムジ

洲本市安乎町 (29-VI-1951)

7. Curculio camelliae Roelofs 

ヅパキジギプクムジ

妙見山 (4-"¥1:-1952)
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播磨産海藻目録(予報)

筆者は1953年以来、東播を中心とした播磨沿岸の海

藻採集を続けてきたが、今までに採集し得た海藻をま

とめて予報的に報告したいと思う。

主なる採集地は東から瀬に、明石、江井島、魚住、

金 沢 竜

二見、古宮、本荘、別府、尾上、高砂、荒井、高須、

大塩、八木、白浜、妻鹿、網干、新舞子、室津、坂

越、赤穂御崎、家島、男鹿島などである。(播磨沿岸

略図参照)

岸略図 (OEpl~樵地)

手持♂号
捧

ふ♂

この目録にあげた種類は総計3綱、 2亜綱、 14目、

30科、 49属、 83種(変種を含む)である。この他に再

検討を要するもの、まだ穫の同定に到っていないもの

などが若干あるが、当然播磨沿岸に分布すると考えら

れるもので未だ採集していなし、種類が沢山ある。これ

は筆者の採集が殆んど夏季休暇中であるため、海藻は

療に胞子を放出し終って流出する頃で採集には不適当

な時季であること。

また磯採集、打上げ採集が主で、潜水やドレッジに

よる採集、のぞきや竿っき鎌による採集など低潮線以

深の採集が少いことなどのためである。

瀬川宗吉博士の「原色日本海藻図鑑J (1956)に記

載されている 592種の内、分布が内海または邦内各

地、日本暖海沿岸などとなっていて、播磨沿岸に産す

j著

o 5 
し」ー-'--'-斗」

3韓

同K'"
』品ー......J

ると考えられる海藻を拾い上げると、緑藻類29種、褐

藻類49種、紅藻類101種合計179種にのぼる。また広瀬

弘幸博士の「瀬戸内海塩飽諸島産海藻目録予報J(19 

57)内には藍藻類14種、緑藻類21種、褐藻類34種、紅

藻類59種合計 12氾種が発表されている o これをみても

筆者の採集がまだまだ不充分であることがわかる。今

後は採集時季並びに採集方法、採集場所などを更に検

討して、より完全な目録にするよう努力したい。

なおこの機会に毎年の如く種の同定を煩わし、御懇

篤な御指導を頂いている神戸大学教授広瀬弘幸博士に

心から感謝の意を表します。

Class 1 Chlorophyceae 

Order 1 Ulotrichales 

Fam. 1 Ulvaceae 

緑藻網

ヒピミドロ百

アオサ科
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1. Ulva pertusa Kjellman アナアオサ

(主なる採集地)明石、別府、新舞子。

2. Enteromorpha compressa (L.) Grev. 

ヒラアオノリ

古宮、高砂、赤穂。

3. E. compressa (L.) Grev. var. intestinalis 
(Link) Hamel 

ボクアオノリ

別府、高砂。

4. E. prolifera (Muell) J. Ag. スジアオノリ

別府、高砂。

5. E. linza (L.) J. Ag. クスノミアオノリ

古宮、赤穏。

Order 2 Cladophorales シオグサ自

Fam. 2 Cladophoraceae シオグサ科

6. Chaetomorpha spiralis Okam. プトジユズモ

二見、本荘、高砂。

7. Ch. crassa (Ag.) Kutz. ホソジユズモ

別府

8. Cladophora rudolphiana (Ag.) Harv. 

タマリジオグサ

池田、高砂。

Order 3 Siphonales ミ}¥，自

Fam. 3 Bryo戸idaceae ハネモ科

9. Bryopsis plumosa (Huds.) C. Ag 

ハネモ

古宮、本荘、尾上。

Fam. 4 Codiaceae ミ}¥，科

10. Codium fragile (Sur.) Hariot ミル

明石、本荘、白浜。

11. Co. tomentosum (Hud.) Stackh. 

イモセミノレ

古宮、白浜。

12. Co. divaricatum Holm. クロミノレ

明石、別府、高砂。

Class 2 Phaeophyceae 褐藻綱

Order 1 Dictyotales アミジグサ目

Fam. 1 Dictyotaceae アミジグサ科

1. Dictyota dichotoma (Huds.) Lamx. 

アミジグナ

明石、二見、高砂

2. Dictyopteris prolifera Okam. へラヤハズ

岩屋、明石、高砂。

3. D. latiuscula Okam. ヤハズグサ

明石、別府。

4. D. undulata Holm. ジワヤハズ

洲本、岩屋。

5. Padina arborescens Holm. クミワチワ

由良、岩屋、明石。

6. P. crassa Yam. コナワミワテワ

別府。

7. P. japonica Yam オキナウチワ

魚住、古宮、家島。

Order 2 Chordariales ナガマツモ自

Fam. 2 Leathesiaceae ネパリモ科

8. Leathesia difformis (L.) Aresch: ネパリモ

新舞子。

Fam. 3 Chordariaceae ナガマツモ科

9. Sphaerotrichia divaricata (Ag.) Kylin 

イジモズク

別府、高砂、、家島。

Order 3 Scytosiphonales カヤモノリ呂

Fam. 4 Scytosiphonaceae. カヤモノリ科

10. Scytosiphon lomentarius (Lyngb.) J. Ag. 

カヤモノリ

新舞子。

11. Colpomenia sinuosa (Roth) Derb. et Sol. 

フクロノリ

新舞子。

12. Hydr∞lathrus clathrus (Bory) Harv. 
カゴFメノリ

志筑、岩屋。

Fam. 5 Ishigeac自制 イシゲ科

13. Ishige Okamurai Yendo イジグ

赤穂。

14. 1. foliacea Okam. イロロ

白浜、新舞子、赤穂。

Order 4 Laminariales コンブ自

Fam. 6 Chordaceae ツ}¥，モ科

15. Chorda filum (L.) Lamx. ヅルモ

二見、高砂。

Fam. 7 Laminariaceae コンブ科

16. Eisenia bicyclis (Kjellm.) Setchell アラメ

洲本、岩屋。

17. Undaria pinnatifida (Harv.) Sur. ワカメ

二見、古宮、新舞子。

18. U. peterseniana (Kjellman) Okam. 

アオワカメ

二見(打上げ品)

Order 5 Fucales ヒr<マタ目

Fam. 8 Sargassaceae ホンダワラ科

19. Sargassum piluliferum C. Ag. マメタワラ

古宮、別府、家島。
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20. S. patens C. Ag. ヤヅマタモク

洲本、明石、家島。

21. S. horneri (Turn.) C. Ag. アカモク

岩屋、池田、別府。

22. S. serratifolium C. Ag. ノゴギリモク

由良、高砂、古宮。

23. S. tortile C. Ag. ヨレモク

高齢¥高須、白浜。

24. S. ringgoldianum Harv. オオパモク

洲本、岩屋、明石。

25. S. thunbergii (Mert.) O. Kuntze 

ワミトラノオ

明石、古宮、大塩。

26. S. hemiphyllum C. Ag. イソモク

由良、高砂。

27. S. crispifolium Yam. コプクロモク

洲本、明石、古宮(打上げ品)

28. S. duplicatum J. Ag. フタエモク

洲本、明石(打上げ品)

29. S. turneri Yendo ナノ 9ソ

岩屋、家島、赤穂。

30. Hijikia fusiforme (Harv.) Okam. ヒジキ

由良、洲本。

31. Cystophyllum sisymbrioides. J. Ag. 

ジヨロモク

洲本、須磨、古宮。

Class 3 Rhodophyceae. 紅藻綱

Subclass 1 Protoflorideae. 原始紅藻亜綱

Order 1 Bangiales. ウシケノリ目

Fam. 1 Bangiaceae. ウシケノリ科

1. Bangia gloiopeltidic四la Tanaka. 

フノリウVグ

新舞子。

2. Porphyra tenera Kjellman アサクナノリ

古宮o

Subclass 2 Florideae 真性絃集亙綱

Order 2 Gelidiales テングサ自

Fam. 2 Gelidiaceae テングサ科

3. Gelidium pusillum (Stackhouse) Le Jolis 

ハイテシグサ

古宮、新舞子。

4. G. amansii Lamx. マクサ

須磨、高砂、新舞子。

6. Halymenia agardhii De Toni ヌラクナ

洲本。

7. Grateloupia filicina (Wulf.) C. Ag. 

ムカデノリ

二見、高砂、白浜。

8. G. lancifolia (Harv.) Okam. キヨワノヒモ

別府、高砂、高須。

9. G. elliptica Holm. タシパノリ

明石。

10. G. turuturu Y氾n. ヅノレヅノレ

洲本、須磨、二見。

11. Aeodes lanceolata Okam. フダラク

明石、二見、高砂。

12. Carpopeltis affinis (Harv.) Okam. 

マツノリ

岩屋、古宮、高砂。

13. C. flabellata (Holm.) Okam. ゴメノリ

明石、別府、高砂。

Fam. 5 Endocladiacea巴 フノリ科

14. Gloiopeltis furcata Post. et Rupr. 

フクロフノリ

新舞子。

Fam. 6 Callymenia回す ヅカサノリ科

15. Callophyllis adnata Okam. 

ネヂジノトサカモドキ

二見。

Order 4 Gigartinales スギノリ目

Fam. 7 Solieriaceae ミリン科

16. Solieria rubusta (Grev.) Kylin ミリ γ

本荘、別府。高砂。

17. Meristotheca papulosa (Montagne) J. Ag 

トサカノリ

二見、古宮、高砂。

Fam. 8 Hypneaceae イバラノリ科

18. Hypnea charoides Lamx. イパラノリ

明石、高砂、尾上。

Fam. 9 Plocamiaceae ユカリ科

19. Plocamium telfairiae Harv. ユカリ

岩屋、明石。

20. P. oviforme Okam. ヒメユカヲ

岩屋、二見。

Order 3 Cryptonemiales ヒカゲノイト目 Fam.10 Gracilariaceae オゴノリ科

Fam. 3 Rhizophyllidaceae ナミノハナ科 I21. Gracilaria verrucosa (Huds.) Papenfuss 
5. Chondrococcus japonicus (Harv.) Okam. 才ゴメリ

ナミノハナ | 明石、別府、尾上。

岩屋 I 22. G. chorda Holmes ヅノレジラモ
Fam. 4 Grateloupiaceae ムカデノり科| 別府。
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需

23. G. compressa (Ag.) Greville γラモ

明石、江井島。

24. G. textorii Sur. カノミノリ

明石、二見、高砂。

Fam. 11 phylIophoraceae オキツノ IJ科

25. Gymnogongrus flabelliformis Harv. 

オキツノ P

明石、古宮、本荘。

Fam. 12 Gigartinaceae スギノリ科

26. Chondrus ocellatus Holmes ツノマタ

岩屋、明石、高須。

Order 5 Rhodymeniales ダルス百

Fam. 13 Rhodymeniaceae ダルス科

27. Chrysymenia wrightii (Harv.) Yam. 

タオヤギソワ

二見、古宮、別府。

Fam. 14 Champiaceae ワツナギソウ科

28. Lomentaria hakodatensis Yendo 

ゴスジプジヅナギ

江井島、魚住、高砂。

Order 6 Ceramiales イギス目

Fam. 15 Ceramiaceae イギス科

29. Spyridia fila事lentosa(Wulf) Harv. 

ウブググサ

本荘。

30. Ceramium tenerrimum (Mart.) Okam. 

31. C. boydenii Gepp 

グイギス

別府、高砂、赤穂。

アミクサ

明石。

Fam. 16 Delesseriaceae コノハノリ科

32. Acr'osorium yendoi Yam. ハイワスパノリ

明石。

Fam. 17 Dasy.aceae ダジア科

33. Heterosiphonia pulchra (Okam.) Fkbg. 

品/マダジア

岩屋、高砂。

34. Dasya sessilis Yam. エナジダジア

本荘、高砂。

Fam. 18 Rhodomelaceae フジマツモ科

35. Polysiphonia forcipata Harv. クロイトグサ

岩屋、別府、高砂。

36. Chondria dasyphylla (Woodward) C. Ag. 

ヤナギノリ

新舞子。

37. C. tenuissima (G. et W.) Ag. 

ホソパヤナギノリ

尾上、東二見。

38. LaurenciaOkamurai Yam. ミツデソソ.

岩屋、明石。

39. L. Papillosa Grev. ノミピラソゾ

岩屋、明石、高砂。

40. Symphyocladia marchantioides(Harv.)Fkbg. 

ゴザネモ

古宮。
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昆虫目録刊行のお知らせ

兵庫県生物学会会長 森 為三博士推せん 内訳は鞘麹目 8∞余種、鱗麹自1200余種、その他10∞

前兵庫県立柏原高等学校教諭

山本義丸先生著

余種が記録されている。学名はなるべく最初のものを

採用し、和名を併記す。

兵庫県氷上郡昆虫目録(頒価3∞円)

が今回柏原高等学校生物教室から刊行されました。

本警は20年以上にわたる採集と分布研究によって得

られた貴重な目録で、日本中部の昆虫相を最も新らし

い分類体系で知ることが出来ます。広く昆虫、動物の

A5版、 134頁、写真プレイト 5葉、凸版図若手、収 研究各位におすすめします。御希望の方は下記へ 300

録昆虫約 3，000種。稀産の種にはデータを付記し、さ 円をそえてお申込み下さい。(室井緯〕

らに主要なものには解説を付す。そのうち主要なもの 兵庫県氷上郡柏原町

は写真に示してある。 兵庫県立柏原高等学校生物教室
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氷ノ山の蛾類について(補遺)

氷ノ山の蛾類についてすでに3回にわたって報告し

たが、その後新しく採集したものや従来の標本中種名

の判明したものがかなりにできたので、ここに補遺と

して報告する。各科ごとに種に付けた番号は前報に続

く一連のものである。

旬、夙，.""，....，..，..，..，.、'"、";、州、N、N明"""'"山ヘ，..... 帆̂'"

目 録

AGARISTIDAE トラガ科

1. Asteropetes noctuina Butler ヒメトラガ

多紀郡小金岳でも採集しているが氷上郡からは未知

で、あまり多くないものである。

2. Seudyra subflava Moore トピイロトラガ

本科では、外にSeudyravenusta Leechペニモシ

トラガをヤガ科に含めて記録している(第1報)。 ζの

両者は普通種であるo

NOCTUIDAE ヤガ科

153. Apatele jankowskii Oberthur クロフケシモ

( = Acronycta) シ 山地性と思われる。

154. Cranionycta oda de Lattin 

ネジロVマケシモシ(杉氏新称〕

1古1♀、 23.vii. 19570 杉繁郎氏によって同定され

た。本種は1949年にウスリーから記載されたもので、

日本未記録種である。m;報のニヅゴウケyモシに似て

いるが、やや小形で、斑紋が多少異っている。横行の

奥の谷で2頭採集したのみである。

山 本 義 丸

160. Jaspidia senex But1er クロモシコヤガ

本州・九州の山地に産するが、少ない。

以上のヤガのうち、 (155)以外のものは氷上郡地方か

らは未知である。

161. Catocala iulminea xarippe Butler 

ワモシキVタパ

L YMANTRIIDAE ドクガ科

10. Arctornis kumatai Inoue スカジドクガ

11. Chibidokuga nigra Hampson チピドクガ

NOTOOONTIDAE シャチホコガ科

33. Mesophalera sigmata Butler 

クロジタジヤチホゴ

GEOMETRIDAE シヤクガ科

126. Racotis boarmiaria japonica Inoue 

ホジミスUエダVヤク

1古，16，viii.19550 イシド・ニューギニア地方にま

で分布する暖地性の種で、四国・九州には多いが本州

での記録は稀である。一見、ナミスジヱダジヤクに似

ている。

127. Antipete1ia rivulosa Butler 

コトピスジエダジヤク

1♀， 23. vii. 1957; 1 O ， 22. vii. 1958。本州に産

するがあまり多くない。福島県東山、埼玉県三峯山、

奈良県初瀬、兵庫県柏原町等の記録がある。

155. Gerbathodes pau戸 raStaudinger I 128. Rhyncl油 aptaflaviceps But1er 
Vロフヒメケシモシ"7エキオエダジヤク

山地性のあまり多くない穫であるが、氷上郡の妙高 I129. Bapta bimaculata subnotata Warren 
山にも 1頭の記録がある。 1 ブタホνジロエダジヤク

156. Cryphia griseola Nagano 

(= Bryophila) ノ、ィイロキノコ守トウ

山地性のようで、あまり多くない。

157. Cryphia assimi1is Warren 

本州・九州の山地に産するが、少い種である。

158. Cosmia sanguinea Sugi ヒイロキりガ

(=臼lymnia)

1955年記載された、山地性であまり多くないもので

ある。

130. Parabapta clarissa Butler 

ウスアオエダ乙/ヤク

131.恥fyrtetaconspersaria Leech 

ホtノスジジロエダνヤク

1♀， 6. vii. 19560 潟東から近畿地方の山地に分布

する稀な麓であるという。

132. Ligdia japonaria Leech 

vロスジヒメエダジヤク

133. Ninodes splendens Butler 

159. Jaspidia atrata Butler 

( = Lithac吋 ia)

あまり多くない穫である。

ピロウドゴヤガ i ウチムラサキヒメヱダジヤク

134. Triphosa sericata sericata Butler 

マエモシクスグロオオナミ Vヤク
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1 O ， 6. vii. 1956。大形のナミジヤクで、山地性の
少い種である。

135. Chloroclystis hypopyrrha West 

マダラアオナミジヤク

1♀， 6. vii.1956。埼玉県三峯山、鳥取県大山、福

岡県彦山など本州・九州の山地に産するが少い種であ

る。筆者は大台ケ原山及び丹波長老ケ岳でも採集して

し、るo

136. Perizoma minimata Staudinger 

キオピカパスジナミジヤク

1♀， 23. vii. 1957。本州・九州の山地に産する小

形の種類で、多くないようである。

137. Venusia phasma訊ltlerナナスジナミジヤク

138. Hydrelia testaceata Donovan 

キスジハイイロナミvヤク
1♀， 22. vii. 19570 日本からヨーロツパにわたっ

て分布するが、寒地・山地性である。

上記Vヤクガのうち、 (126)，(131)，(134)--(138)の

各種は氷上郡地方よりは未知である。

(415ページより)

Acropomidae ホタルジヤコ科

0143. Acropoma japonicum GUNTHER 

ホタノレジヤゴ(はらんぼ)打瀬網、ぶり網、

PYRALIDIDAE メイガ科

43. Phostria harutai Inoue トチノメイガ

本州・力州の山地に産し、幼虫はトチの葉に付くと

いう。氷上郡からは未知である。

44. Endotricha icelusalis Walker 

オオワスベニトガリメイガ

HEPIALIDAE コウモリガ科

1. Phassus signifer Walker キマダラゴワモリ

以上4回の報告を通じて記録した総数464種のうち、

氷上郡地方からは採集きれていないものが 105種を数

え、標高から考えて当然のことながら、氷ノ山が高地

・寒地性の種類に富んでいることを明瞭に示してい

る。これらの種は氷上郡では採集することの期待でき

ないものが多い。特に本報のネジロジマケシモシは日

本未記録のものであり、第二報に記録したヲスムラサ

キケシモシは北海道から知られるのみで、本州として

はまだ他に記録がない。氷ノ山や扇ノ山は将来の調査

によってさらに多くの注目をひく穫が採集されること

であろう。

151. . Epinephelus epistictus (TEMM悶CKet 

SCHLEGEL) コモシノ、タ

打瀬網、くずし材料

トローノレ、くずし材料 152. Epinephelus septemfasciatus (THUNBE-

Histiopteridae カワピシヤ科 RG) マハタ(たかすます)

144. Histiopterus typus TE附剖CKet SCH-I 打瀬網、 トローノレ、煮物、糊

LEGEL カワビVヤ(さんばそう)I 153. Niphon spinosus CUVIER et VALENCI-
トロール、煮物 ENNES アラ

Serranidae スズキ科 I 0154. Chelidoperca hirundinacea (CUVIER et 
145. Lateolabrax japonicus (CUVIER et VAL I VALENCIENNES ヒメゴダイ

ENCIENNES) スズキ(すずき)すずき網、| トローノレ、くずし材料

突き、 トロール、刺身 155. Sayonara satsumae ]ORDAN et SEALE 

0146. Doderleinia berycoides (HILGENDORF) カスミサクラダイ

アカムヅ、 トロール、煮物 156. Tosana niwae SMITH et POPE 

147. Glaucosorna burgeri RICHARDSON ヒメハナダイ

アオパダイ、 トロール、刺身、煮物 157. Sacura margaritacea (HILGENDORF) 

1必. Epinephelus chlorostigma (∞VIER et I ナクラダイ

VALENCIENNES) ホワセキハ夕、煮物 158. Zalanthias azumanus (JORDAN et RIC-

149. Epinephelus akaara (TEMMINCK et SC-I HARDSON) アズマハナダイ

HLEGEL) キジハ夕、煮物 I0159. Caprodon Iongimanus GUNTHER 
150. Epinephelus fario (THUNBERG)ホVハタ| アイアカイサキ、 トロール、煮物

(あとます)夜突き、煮物、刺身(つづく)
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波賀町不動の滝に

シコクスミレをたずねて

木 )1慎

揖保川の上流、引原ダムのすぐ南にかの有名な音水|色の花、少し行くと滝への入口の休み堂がある。参詣

・赤西両渓谷が本流にそそいでいる。この両渓谷と並!道はここから滝までジグザグの登りと迷路に似た径に

んで次に同じように原始林に包まれた深い渓谷があ!なる。

る。土地の人はカジカ渓と呼んでおり、引原川の合流 i休み堂の附近は原始林の様相で珍らしい。この堂の
点は丁度原部落になる。入口から約2キロの所に不動|山側の軒下に待望のνゴスミレが稿満開をすぎて咲い

の滝(近時は原の滝とも呼んでいる)と称する立派な|ている。盛んに根を出して株を増しているのが判る

滝がある。婦女子でも簡単に往復出来る。観光価値は|し、花も小さい、ツボメミレ程度、少し芳香がある。

あり 1度を杖ひかれることをお奨めする I;株は小さいし1株から出ている棄の数も少い大体1-2

この谷の植物採集の記録をみないので、前年葉だけ I;枚程度、ケスミレやVハイスミレの様にどの株にも花
をみてγコクスミレと思われるものを再確認する為|がつかない、株の割に花の数は少い。掘り起しても棄

に、筆者は兵庫生物誌上でおなじみの稲田又男氏、福 l柄も根ももろい、貧弱な首になる。然し植えると根強
国菊市氏及び小野秀次氏をお誘いして出かけた。 Iく、根をのばしてよく生育する。筆者の数年のスミレ
5月1日山崎町から車で丁度1時間、波賀町役場奥|採集では播磨ではここ以外では発見出来なかった。福

谷支所前で降りる。コシクリートの橋を渡る。 満開の|田氏によれば朝来町にも自生地があるそうだが崩土の

ムラサキケマシがすぐ自につく。 3軒目の家の庭にサ lため絶滅したといっておられる。(兵庫生物 Vo13
クラソクが櫨えてある。昨年も咲いていたが、今咲き INo. 31p.111の分)
始めで、この谷の奥に自生地があると教えて頂く。ァ l荷を置いて付近の採集にかかる。スミレサイジシは
ワプキの大木が蓄を沢山つけている。渓流の橋を渡|もう花が終っている。向う岸の岩壁には咲き始めのヤ

る。下にオνヤグジデシダが見える。人家の前の石垣|マグノレマの大木、ヒカグツツジの満開の大木があり立

にケスミレ、ツボスミレが満開である。この谷のケス|派である。エシレイサクもみえる。稲田氏、福田氏熱

ミレは花は大輪で色も濃い。ノダイオワの群落、満開|心な採集ぷりで、獲物を教えて頂く。

のヒロハコy ロシソク、美しい黄色のヒメレシグが渓| ゴケVノプ、キヨスミヒメワラビ、ジユクモシジジ

流沿いにみられる。少し繁みに入るとこの小径にはイ|ダ、プジジダ、オオプジジダ、イヲイタチジダ、 νノ

カリソクが多い。残念ながら殆ど花は終りに近い。肉 iプカガマ、ォνダ、ヤマソテツ、オオキジノ:オ、ホソ
色の若芽のνラキ、若芽のヒレアヂミもある。やがて|パコケジノプ、オオクジャクジダ、オオキジノ方な

林業軌道と合流する。右手の石垣の間や崩土にアカネ lど、ジダはあまり知らない筆者は一度に覚えられな
スミレ、オカスミレが見える。よくみるとオカスミレ iぃ。これらのものが50m程の間に生えている。稲田氏
の方が多い。このアカネスミレは大上氏の播磨植物目|の「兵庫県羊歯植物誌」の中不動の滝とあるのはこの

録に出ているが、本生物学会で複写印刷したものには|時の採集のものらしい。

存在疑問のマークがついていたが、 2、3年前建部氏| 参道の密林を登る。この径のナガパノタチヅボスミ

が引原で採集されているし、同じ頃筆者も神崎郡北部|レは茎葉柄などに微毛のあるケナガパノタテヅボスミ

で確認している。ツノレクメモドキと思っていたら福田 lレである。西播の平地ではもう花が終っているが、こ
氏にイワワメヅノレと教えられる。 Iこは満開である。ジユワモシジジダは沢山あるo i/ハ
軌道は事務所の所で終る。前年この事務所の庭で少|イスミレ稀、このνハイスミレは音水、赤西ではみか
し分けて頂いたサクラソクは株も沢山殖えて立派であ|けなかったが、ここでみえたのは珍らしかった。クジ

る。お干しをのべて今年はその自生地もたずねたいと言|ヤクジダ、タニギキヨク、イチリシソワが見つかる。

ったところ、もう一株もないときき残念がる。この谷|岩場にイワタパゴ、クジャクジダ、イカリソクが沢山

のサクラソクは又波賀町役場のすぐ北の人家の庭に約|見られる。なかなか立派な株がある。ヒカグツツジ、

2米平方ばかり櫨えているのが車窓からみえる。 JI¥辺|咲き残りのイワクチワが出て来る。

にはミヅパウツギが満開、ホオノキはやっと芽を出し| 滝の見える岸に出る。昼なお培い密林、その古木の

たばかり。杉木立の下はオオタテツボスミレの淡青紫j幹に一面ムギラシ、ヨクラクラシ、福田氏には珍らし
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日向植物地理概論

田 代 主主
Zコ 太郎

我国は四面海を鶴らすより南北の暖寒雨海流の影響|性極物の分布は南部と其他とを区別するを得ベし。

をうけ湿度に湿度に気候に変化を生ずること少から l 南部沿海地帯に於て注意すべi!-木本を挙ぐれば
ず、組物地理上に関係すること亦多し、日向は東を受 iソテヅ、ピロウ、サクララシ、セウベシノキ、モクタ

けて暖流の影響多きも寒流とは遠く隔離するが故に高|チパナ、フヨウ、ジマイヅセシリヤヲ、サツマサシキ

等植物にては殆んど其影響を受けたる植物の分布を|ライ、モグレイν、ギヨクジγクワ、 カワνククヤ

見ず。而して日向は南北に長く、北西隅には祖母傾及|ク、ハドノキ、メジロホクヅキ、ハカマカヅラ、ノア

一帯の連山ありて豊後肥後の国境をなし、西部肥後と|サガホ、主/ラタマカヅラ

の境には内大臣山の連脈、江代、市房、白髪、矢岳| 其精内部の山林に入るものには

等の山実及其連脈ありて重量摩との国境に及ぶ。南西大|ナタヲレノキ、アデク、リクキウマメガキ、タニワタ

隅との境には、霧島山実あり、又南海岸に並行する鰐|リノキ、へヅカニガキ、ハクサジボクあり。

塚、青井岳の連脈は南東部大隅との国墳をなすものあ| 沿海性の草本には

り、中部には尾鈴一帯の山脈の横断するあり之を以て|グシパイヒノレガホ、ホソパワダシ、オホハマグ/レマ、

内国山岳多くしかも九州高山の殆んど大半は国境にあ!スナゴセウ、ジホカゼテシヅキ、ハヒキピ、イハダレ

り峻岳若しくは高原をなす。平地は沿海地帯をあます|サク、ノヂアフヒ

のみなり、地勢此の如くなるを以て (6字不明)山地帯| 林野其他に入るものには

には、南北両系の植物少からず、北系植物のここに終|キパナノセキゴク、アヲノクマタケラシ、ヤヅコサ

り、或は隅薩に入りて共に終るもあり、阿蘇火山帯に|ウ、オホアプラガヤ、オホカラスウリ、 リウピシタ

接し久住亦近きが故に朝鮮由来系の植物にも接触して iィ、ジロヤマゼシマイ、オホタニワタリ、ユノミネジ
其幾分を保存し、九州南部の大火山にして高き霧島を|ダ、河川及沼沢地にはカハゴロモ、 ミヅキシパイ

有するを以て特殊の生態をなす植物もあり、しかも国| 日向南部は勿論其他の地方にありても日向は一帯に

内を斜行する九州山脈の地方は四国につづくを以て櫨|暖地性の常緑酒葉樹及之に伴う木本植物多く落葉樹は

物分布上の連絡頻る (3字不明)ここに特殊の分布系統|少なし、特に海岸に限るものにては、アカワ、ハマヒ

をつ〈る、しかも南部の;押角及島娯は隅薩につづく暖 lサカキ、ハ7 ピノ¥発育よろしく、諸所にハマナツメ
地性経物をうけてここに終るあり北部の島畷より豊予|、ハマボクの散在を見る、其他にありては、 クスノ

土の地方其他に及ぶあり、暖地性植物は沿海地方に分|キ、タプノキ、イスノキ、イチヰガVなど発育旺盛に

布の段階をなし、また植物分布かくの如きを以て植物|してヲガタマノキ、ナギ、ツグモチ、マテパνヒ、サ

地理研究に重要なること多きも沿海地帯を除きては奥|ずシクワ、 (豊後南部に止まるが如し)ミサホノキ、

地は交通不便にて名ある高山の外は学徒の之を探究す iアヲギリ、ナシゴジユ、ヤマピハ、 VヤPシパイ、パ
るもの殆んどなく不明瞭なるもの多きを憾となす、従|クテノキ、パリパリノキ、ヤマモガν、 トキハガキ、

咲地方人にて知られたる若干の分布上の事実を以てす|クロキ、ミミズパイ、ポロボロノキ、カシ云ノキ、ク

時も研究上の興味頻る多く今回は之を発現するを得た|スドイグ、モクコク、クロガネモテ、ハクサシボク、

る次第なり。 Iコブヂウツギ、ヤツデ、ノレリミノキ、ナヅマサシキラ
日向に於ける注意すべき沿海地帯及低地帯の媛地|イ、 νロパイ、ヤブヅパキ、ヤプニヅケイ、 クロパ

性植物 |イ、タイミシタテパナ、ユブヲハ、ヒメユヅリハ、オ

暖地性植物の西南島唄より九州に入るや、其南部薩|ホパヤドリギ、 ホソパイヌピノ¥ イヌピノ¥ クテナ

隅半島部に於て特に顕著なるものあり、日向南部都井 Ii/、カゴノキ、クワクワツガユ、テリハツノレウメモド

僻地方及F付近の島峡は其幾分をうけて油津、鵜戸、内 iキ、キダテニシドウ、ハマエシドク、オホイタピ、ヲ
海、青島より中部の島艇をへて之を北部島l喫、島の浦 iセオホイタピ、ブウトウカヅラ、サカキカヅラ、ホク
島に伝え更に豊予土の島i艇につづく、由来暖地性催物|ライカブラ、 ヒメイタピ、 イタピカヅラ、 カギカヅ

の分イiTは海i流の影室長によるものなるが~に、其種類は|ラ、乙/タキサワ、キジヨラシ、ハスノハカヅラ、クド

南北に於て段階をなして漸く減じ南ほど種類も量も多|カヅラ、テイカカヅラ類、オホパウマノススクサ、ヒ

く又よく発育するものなり。よって日向に於ける暖地|ゼシマユミをまだ見当らぬ、クヅ旺盛なり。
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草本につきては沿海地方には l其林木としても大木としても壮観を呈するものは米良
ハマアザミ、ハマウド、ボタシパワブク、キシギYナ|にあり、此植物はハリモミの如く縦に表日本各地方を

スピ、キキヤクラシ、スイセシ、イワタイグキ、ソナ!縫うて分布ナるが更に進んで岩代に入るものあり、中

レムグラ、ハマナタマメ、ノνラシ、ヅノレソパ、アフ|部にては横行して美濃、飛騨に分布しまた越前、若狭、

ヒゴケ、コア7 モ、ヒグスグ、キνクスグ、 トキハス|丹波、摂津、 (播磨との境)にあり叉離れて安芸にあ

スキ(多く栽植にてやj然たる自生を見ずり、アスナロは東西臼杵の地に点在するものの如くと

其林野其{也に入るものは一 lこにも四国との連絡を見る。
カシラシ、'/チトリモチ、モロコVサウ、ヒメノボタ i カヤは日本の南部に広く分布するものなるが日向の
γ、ヒメノハギ、ホソパヒメトラノヲ、ジマキツネノ l産は碁盤用材として有名なり、 イヌガヤもよく発達
ボタシ、ノレリハコベ、クマノギク、 νマニνキナウ |す。

其沼沢地等の水湿地にあるものには | 次に被子植物中の木本につきて北系植物を見れば九
スヂヒトヅパ、アミジダ、ホシグワジダ、エダウチホ i州に其産地の南限をなすもの相当にあり、就中、霧島
シグワジダ、オホミヅグ、オホカグマ、ナテνダ、ナ i山は大隅南部の高隈山等と共に特に多し今其注意すベ
チクジャク、 ジロヤマνダ、 オニパス、 ミグキシパ iきものにつきて分布の概要ゼあぐれば
イ、ミヅスギ、ムカデトシボ、ヌマダイゴシ、ヲギノ|アナダ 祖母霧島両山実

ヅメ、セイコノヨジ、スヰラシ、サハトラノヲ。 Iカジハ 南部諸地日肥国境に近く飯野越にある樹林は
岡山地に於りる注意すべき南北両系の固有日本| 旭年間伐採を見たるも其後の発育倒的

植物要素 ! ときく

本州中部山地の北系植物を受けたる大和の諸峯を四

国の脊梁山脈をへて之を九州の山地に伝ふるが故に祖

母山及傾山実と其連脈内大臣山の連峯、市房山の連

峯、霧島山実さては尾鈴山実等には南部相当の北系植

物あり。又之を薩摩大隅に伝ふ。九州に於げる南系櫨

物の四国其他に連続するは亦此経路に外ならず実にイ

チヰ、ハリモミ、 γラペ、クラジロモミの本州より四

国へ分布する連絡は南北両系の系統を示すものなり、

オニグノレミ、サハグノレミ 南北両地方の山地

ハノレニレ 南北両地方の山地

オヒョウニレ の大樹は祖母山実にはプシゴより之に

及べるならんも未だ見出さず

エゾエノキ 北部山地

カツラ 北部南部の雨山地、霧島南部の裾野に其南

限を見る

タムνパ北部山地、中部尾鈴山
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今南北両系の注意すべき植物を各別に挙ぐれば裸子
るにより、祖母山実地方を南限とする

l トチノキ 九州にては稀に北部山地に点在し日向北部
植物にては北系にイチヰ、 νツノミク、南系にモミ、ハ l

に精散在するを見る
リモミ、ヅガ、クロマヅ、アカマヅ、ヒメコマヅ、カ

クヤマキ、及カヤ、イヌガヤ等あり。

イチヰは九州の諸高山に産し、祖母山、傾山実には

諸所に点在し、霧島山実より大隅の高隈山に及ぶ、 ν

シパクは日向には更に広く存するも高隈山に及ばず、

戸川岳に産する如きはおそらく他に比類なかるべし。

モミ、ヅガ、クロマヅ及ヒメコマブは九州各地に多

く、日向にはそれぞれの美林あり、霧島山に於けるア

カマヅの如きは見るべきものなり、ハリモミは祖母、

霧島両山望書に之を産し、霧島に於けるモミとの混生林

はB隅両国に跨り美林として之を挙ぐるに足る。

ハリモミの分布線は九州四園、近畿、東海関東の表

日本諸山地を連絡する例として、顕著なるものなり、

カクヤマキは日向山地を挙げて之を麗し大隅に及ぶ、

ヤマクノレジ 祖母、尾鈴、霧島、諸山実にあり

ケシポナγ 北中部、南部にて自生するものの如し

νナノキ 北部より南部の脊梁山脈に豆りて之を産す

ゴνアプラ 山地に散在し霧島山及肥薩国境地方を南

限山地となす

ハククシボク 山地にあり霧島山実地方青井岳を以て

南限山地となす

ヤプデ7 1)

オホカメノキ i 

ミヤマジグレ 1南北両地方の山地
ミヤマガマズミ | 

コノミノトネリコ j

比外日薩隅の山地に豆りて産するはハジノキ、ヤマ
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t、シノキ、ヤドリギ、ホホノキ、ヅタウノレν、アヲハ! ここに朝鮮由来の木本にて日向に入るものを挙ぐれ

ダ、 ヅノレマサキ、 大隅の高隈山に及べるは、 マシサ iばナラカVハ南北両地方に産し、ノグノレミも之を産す
ク、ゴマキ、 外に祖母、 市房の峯頭には、 クロイテ|るが如きも所在を明かにせず、ノヤナギは北部祖母山

ゴ、コメツツジあり。 I実地方にあり、其宮崎地方に及ぶは注意すべき事実な

北系植物の草本は前者に比して更に多ければ今は特|り、アペマキは全く之を存せず、此等の植物の邦内に

に注意すべきもののみをあぐべし、祖母山葉地方の産|入るはノグノレミは四国中国を通じ近畿地方に及びナラ

地の南限とするものにメタカラコク、ミヅモトサク、 lカジハは之に同じく其北進は殆んど近畿を離れず、ノ

Vヨウキラシ、カリガネサク、ソパナ、 (肥後球磨郡|ヤナギは四国と中国とに僅に存するのみ、コパノテプ

の山地にも及ぶ)クガイサウ、ヤマノレリトラノヲ、エ|セシエノキは中国全体にあり独り九州の高山に及ぶも

ゾノレリトラノヲ、ハナνノプや、 νヲシあり、後の三|のにキリνマウヅギあり、鮮満国の地方の高山の産に

~者は阿蘇火山裾野の祖母山実に接触する地方にあり。 Iしてニνキウツギに似て花鮮紅色なり、阿蘇火山脈中
νヲシの如きは此地帯と久住山裾野の外には邦内備後|の高山より祖母山索、内大臣山実、市房山実に豆りて

f山養源に産するを知るのみ、北部山地の洞獄其他にウ|之を産し亦霧島山に産す。

スユキサクあり、東臼杵郡江田にテヤクジサウあり、 i 今国有日本に於ける南系要素を述ぶるに当り、まづ

祖母山実より干官房山葉、尾鈴山棄に及ぶものにクロク l今までに知られたる日向に産する九州特産の植物を叙
モサウあり霧島山実の粟野面、大隅側や薩摩大口地方 iすべし、九州特産植物は、なかなか多い喬木性のもの
に及ぶものにノハナνヨウプあり、更に広く薩隅に及|はなくて潅木や草本であるのは注意すべきことなり。

ぶものにカノコサウ、サハギキヨウあり、かつては真! 今分布区域を主として草木を分たず之を述ぶれば、

幸停車場附近に野生ありき形態色彩の他に於ける異な|日向中部より薩摩北部肥後天草島に分布するものにヒ

るが如し分布の範囲広々として量も多く地理的分布ょ|ナウツギあり葉硬く花も実も小にして多し。

り考えて注意すべきものにサクラサウあり、フクジユ| 肥後の阿蘇火山脈地方より豊後のそれに及び豊前の

サウあり、サクラソワは九州にては阿蘇火山脈一帯、 |一部にも及ぶものにヅクジトラノヲ、アソノコギリサ

特に豊後に多きものなるが日向にては北部西臼杵郡の lウあり其一部即久住山棄の一局部と白布山繋の一局部
山地に多くまた霧島高原地方及諸地方に多し、フクジ|に存するものにケクガイサクあり、いづれも祖母山実

ユサウの分布も略同じく、阿蘇外輪山の南部裾野近地|の阿蘇外輪山路野に接触する地方に分布するものな

の(3字不明)に続く地方に多し。 Iり。

羊歯類にてはi/ラネワラビは祖母山葉より市房山繋| 久住山繋によく発達する植物にて祖母山及傾山にあ

に及ぶも霧島山実に来らず、ミヤ7 i/ケジダは僅に之 lり内大臣山及市房山に豆りて之を産するものにツクジ
に及ぶ、オホミヤコジデシダ、ホテイνダは北部より|ドウダンあり、其分布は、キリνマクツギの産地より
中部に及び、ワウレシジダは北部に止まるも肥後球磨|霧島山を除きたる産地にほぼ相同じ。

郡の石灰岩地にあり。 I 祖母山上にあるヤウラクヅヅジは久住山にもあり遠

次に大陸に分布上の連絡を有する朝鮮由来の草本を|く屋久島にも分布する注意すべき種類なり。

挙ぐれば九州に広く産するノヒメユリ、各地の原野に! 九州以北の山地(肥前を除く)に分布し霧島の北麓

あり‘阿蘇火山脈地帯に接触する地方に僅に存するホ|を南限とするものにヅクジジホガマあり。

クチアザミも同じく九州原野に、九州北部より阿蘇球| 九州南部の山地肥日隅に豆りて産するクロヅノレの小

磨の地方を経て霧島に来るものにハナカヅラあり、同 l型にコパノクロヅノレあり、之とほぼ分布区域を同うし
じく阿蘇火山脈地帯より霧島高原地方に入り大隅肝属|て薩摩に及び或は以南に、或は以北にあるものにワス

半島に及ぶものにノレリヒゴタイ、ノヒメユリとハナカ|パイヌヅグ、ヒメテシナシVヤウ、タウヒゴタイ狗留

ヅラは九州に止まり、ホクテアずミは九州より僅に四|孫山、ヅクジタテドコ口、タカクマヒキオコν、マノレ

国に入るのみなるが中国にては脊梁山脈等にひろく分|パテイνヤワサウ、モミヂカクモリあり後の二者は後

布し、遠く離れて三河に及ぶ。ルリヒゴタイの分布線 l頃に述ぶるハナカカレの薩日に於ける分布を範囲を広

は、対馬より邦内に入るものに、肥前五島列島に及び|くして、之に大限の一部と肥後の一部とを加えたるも

{也のー支は中国脊梁山脈をへて備後に及ぶ。 Iのに等しく日向にては主として中世代地層の地にあ
洞岳及白岩山に産しまた肥後仰烏帽子岳に産するイ|り、モミデカワモリ



似せる大隅高隈山のタカクマホトトギス、屋久島のチ

ャボホトトギス、四国、近畿、東海道東部のチャボホ

トトギスとを続けて考ふれば近類のもの表日本を貫き

て分布するを知る。

此等とは梢巽なり土佐と紀伊とに産する、ヂヨクラ

クホトトギスに類するキパナノヅキヌキホトトギスを

尾鈴山実地方に産するはおもしろし。

日向特産植物中の尤物はノカイドウなり、ヅクνノ

キジノプも亦臼向に於ける特産なり最初霧島山に採集

せられて其名を冠するものにキリジマνヤクジヤウあ

り、日薩隅にわたりて産する外肥前五島の福江島にあ

り、屋久島にもあり、キリジマヒゴタイ(祖母にもあ

り)キリνマガ日ヤスは霧島山に多く、それぞれ其名

を得たるものなるが、ヅクνテシヅキの阿蘇久住の火

山地方に産し雲仙訟にも及べり。

九州東南西の沿海地帯より精奥地に入りても産する

ものにヅクジアカヅヅジあり、ヲシヅヅジと合せ考ふ

れば四国と紀伊とにつづく九州中部以南の高山に発達

更に分布区域を広くして雲仙獄、多良岳に及べるもの

にミヤマキリνマ、ヅクνグミ(英彦山御前岳)ヅク

νアザミあり、九州高山の特産と恩はれたる、ヅクジ

ゼリが美作it，'f;山にあり阿蘇火山脈地方より祖母山実に

わたりて産するのみなるヒロハヤマヨモギが備後石見

に及ぶは注意すべま事実なり。此外九州に豆りて広く

産するものにツノレカウプ、 トラノヲスズカケ、九州国

有植物にはあらざるも南系要素中、九州に限りて生ず

るものにアヲカツラあり霧島に多し、九州より中国の

中部に及ぶものに乙/ヒモチあり、日向中部より豊後南

部に豆りて産し相接する西国の伊予土佐、速く相対す

る安芸周防の地方に分布するものにブヂツツジあり、

日向沿海より北して豊後をへて東して伊予より土佐

にのび北して豊予海峡を入りては国東半島、周防安芸

や伊予、播磨、摂津に分布するノヂギクあり、之は隅

薩及肥後の南部にも分布す、類似のもの種子島、屋久

島、奄美大島、沖縄にも及ぶものあり。

日向に産する南系要素中には関西地方に豆りて分布

久住山土佐)イハガネ、ジコクスミレ、ミヤマゴナメ

ピ、ヤナギアザミ(九州普通〉タカネオトギリ、ウパ

タケニシジ~ (伊予赤石山にあり)オナガクラボν、

表日本の山地を近畿に及ぶものに、アケポノツツジ、

へラノキ、ヤハズアヂサヰ、モヅコパナ、スギナ(九

州にては僅に日向に存するのみ)あり。へラノキは九

州につづく防長二州にあり、此類の草本には注意すべ

きもの多し、キレシグジヨウマ、セシダイサワ、イハ

ザクラ、ハガクレ、ヅリブネ、ケイピラシ、キパナチ

ゴユリ、 ヤマヂワウ、 タニジヤカウサウ、 νモパジ

ラ、宇ノタキソワ、 ヅク乙ノテヤノレメノレサウ、ガy セキラ

シ及ホνアイ(四国に終るか)ムカデラシ、ホyゴウ

ナウ、ヤツνロラシ等是なり、

東海道若くは其以北に及ぶものには木本にヒメジヤ

ラ及ヒゴサシヒメνヤラ、ヤνヤプジ、クパメガν(

海岸に多)イプキピヤクνシ、ガククヅギ、ヒカグツ
ツジ等あり、草本にフクワワサク、 (陸中まで中国に

も産す)ヒメカワモリサク、テパコモミヂガサ、アハ

モヲνヨウマ、ジラシ、ハマアザミ。

関西地方を分布範囲とする日向産木本にて果樹原本

其他注意すべきもの少からず日向は呂本に於ける此等

樹木の宝庫なるべし、今重なるものを列挙すれば

モモ 日向には山地を通じて殆んど産すケモモあ

り、ヅパイモモあり、対馬に之を産し九州には豊後、

竺柄肥前、中国には備中、播磨にあり近畿にては摂

津及伊勢にあり。

ウメーーも広く日向に産しまた豊後にも自生せるも

のの如し、広く産するならんも未だ明かならず。

ヅクνヤマナν一一ナジの野生種、 日向北部に産
す、其他、山を爾ててつづく豊後因尾渓に群落をなす

と云うナνも恐らく此種なるべしナi/の類は中国其他
に多し。

の産は無数と云ふベし備中に産し、また土佐安芸に産

す。

チヤー一九州主部における諸山と共に之を産す、日

するものあり東海道さては関東地方に及ぶものあり更|向山地にて古来之を製茶の材料とする所の多かりしは

に北するものあり、其中には四国にのみ連絡を存ずる|人の知る処なり。

ものあり、近畿まで表日本の山地に分布上の連絡する i タチバナ 屋久島、種子島各沿海の暖地をへて九

ものあり、之を東海道さては関東に延長するものあ|州に来りーは東して日豊国東半島をへて伊予土佐及紀

り、商して九州には全部に通じて分布するあり又然ら|州につづく、他は西して九州の北をまわり長門の萩に

ざるあり、四国に連絡するものに(九州普通) トサノ|及ぶ且市来村の産地は其量に於ては邦内第ーなりo

ミツパツツジ、 (薩隅よりつづく)オホクサボタシ( (昭和17年9月2日稿)
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崎 正 {党

今回は極く手近かなものから始めて珍品に及ぼうと!とには、 12月ともなれば、さすがに的年余りも南国か

思う。我々が日頃、強壮食とか強精食などと意識せず|ら離れたことのなかった身にには、寒さが身に泌み

に食べていて案外その役に立っている食物が沢山あ|た。それに同情した近所の人が、いい薬を教えてくれ

る。 Iた。ニシジシとり γゴ汁をすったのを飲めば、身体が
1 . 蜂蜜、ニンジン、リンゴ i温まるというのである。戸川老人は、教えられた通

天皇の料理長秋山徳蔵氏の「舌」の秘金の項に松永|り、ニシジシを2寸ばかりと 9:/ゴ1個を皮ごとすり

安左衛門さんが若い頃、根津嘉一郎さんを第何号かの I;おろして、ガーゼで漉した‘汁を毎朝1杯飲んだ。する
家に訪問したら、丁度その第何号かと差し向いで朝食|と、 10日も続けるうちに、身体がポカポカしてきで、

中で、その膳の上を見ると、黄色っぽいネパネパした|完全にVャツ 1枚違ってきたというのである。寒に入

ものがあった。 Iって、いよいよ寒さが増してきたのに、かえって平気
根津さんは74・5才になっても、毎晩遊びに出かける|になり、毎日孫を連れて近所の靖国神社に行って2、

という精力絶倫の人だったので、松永さんは、ハハァ I3時間も遊んで来ましたということであった。猶老人
これだなと見当をつけた。松永さんという人がまたそ|はこうつけ加えた。 rそれに、副産物がございもして
のほうの猛者だったらしい。そういう松永さんだか|なあ。年がいもなく、あのほうの元気が出もして……

ら、根津さんの食べているネパネパを、たしかにこれ IJと言い出して、息子さんを苦笑させた。とある。朝
だなと腕だので、 |鮮人参では中々高価で手の出せない入でも野菜のニy

松「それはなんですかJ ジシなら誰でも試みることが出来よう。

根「これはな、牛乳と蜂蜜に朝鮮人参と林檎をすりこ 2. 木天夢(マタタピ)

んだものだよJ 又も多国鉄之助氏の「娼味善哉Jの中のマタタピの

必「ははあ、それですね。どんな分量で、どうやって|項を借用する。 r越後長岡の雪の夜は静かに更けて行
作るんですか、教えてくださいませんかJ く。夜8時頃の下り列車で降りた3人連の中年男はN

すると根津さんは一喝した。 I旅館に自動車を走らせた。その車中で頭の禿上った赤
「君は案外利口じゃないね。こんなものは、自分で|ら顔の男が長岡には変った野菜があるそうだねJと言

考えるもんだよJと書いてある。 Iうと痩せて長身の男が「それはアジニシキョヲだろ
根津嘉一郎翁は山梨県人で万延元年生れ、明治、大|う、漬物などにしているが、それじゃないかね」と答

正、昭和に亘る財界の巨頭であった。昭和4年に、徳|えた。

富蘇蜂翁の後をうけて国民新聞社長となり、間もなく rいや違う、そら知ってるだろう、猫の好きな何と
止めて、東京商工会議所顧問、また太平生命保険、昭|か言ったね。また来たとか、来ないとかいう名前さJ

和火災等20数種の事業に関与し、また私財を投じて武 Irうん判った、また来たはよかったね、マタタピだろ
蔵高校を創立、特に古美術を愛好した。昭和15年81才|う、猫の好物だね。あれは、人聞にも効くよ、宿でき

で病残、残後青山に根津美術館が設立された。 Iせよう」小柄なテョピ管の男が言った。 3人は間もな
松永安左衛門氏は長崎県人、明治8年生れで慶大|く N旅館に落付き、湯に入って来ると、短縫の上には

卒、始め日銀に入り、のち九州水力電気をはじたのが!ぉ酒が用意してあり、お通しが出τいた。
電気事業との縁の始まりで、福岡に電車をはじめ叉東 Irこれだよ、先刻話しをしたマタタピは……」と小柄
方電力を創立我国電力界の五人男と称された人であ!なテョビ替が言った。

る。耳庵と号し茶人としても有名である。 Irそんなものを3つも食べたら大へんだぞ、此の筒鼻
「舌」には猶ニシジシとリシゴの第二話が載ってい i血を出した男があるんだ、まあいい処2つだね。 1週
る。それは60を4っか5つ過ぎた鹿児島の老人夫妻が|間2箇宛用いていれば健康長寿は保たれるし、精力も

前年の秋故郷の家をたたんで東京の息子の所へ来た戸|増進するね」と物識り顔に痩せ男が言った(中略)す

川という人と秋山さんとの話である。 Iると、赤ら顔はマタタピを3つ一度に食べてしまっ
秋山さんが[それじゃ、この冬はお辛かったでしょ|た。翌朝洗面所で彼は大機嫌であれを1瓶持って帰え

う」と聞くとその老人が鹿児島弁まじりに話されたζiりたいが、どこで売っているかね」と熱心に訊ねた処
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を見ると、相当マタタピを信頼出来る現象があったの

だろうと出ているが、越後まで行かなくても大阪駅の

各府県の物産庖、新潟県の庖に売っている。

3.牛肉

三浦環さんが、大部の年輩になってからでも、まる

で小娘のような艶のある芦を出すことの出来たのは毎

日血の滴たたる大きなピフテキを食べていたからだと

言われている。叉欧米人は日本人に比べると主主かに精

力的であることは誰でも認めている処である。そし

てその精力が肉食によることも、争えない事実であろ

う。アメリカに留学した人達がアメリカでは老教授達

でも大きなビフテキを2つも食べる人が多いと感心し

て話すのを幾人かの人に聞いた。

江戸時代には牛肉を食べる事を「薬食いjと云っ

て、こっそり食べた事も、その効能の偉大さを物語る

ものである。

94才の長寿を保たれた故牧野富太郎博士も大の牛肉

党であった。博士は80才で満州の老爺嶺に登り、 88才

の6月23日には大腸カタノレで厄篤に陥りすでに脈持も

止ったので主治医が御臨終で御座いますと言った時、

令嬢鶴代さんが死水を口に含ませた処、それによって

蘇生した事は「牧野富太郎劇」で島田省吾が演じた通

りである。牧野博土のそれ位強靭な身体、強い心臓は

その一半は牛肉によるのかも知れない。牧野博士が93

才の時書かれた「私の好きな牛肉」と言う文章を次に

抜き書きして見ょう「あなたは食べ物の中で何が一番

も好きかと能く人に関かれるが、その場合私は何時も

欝跨なく牛肉だと答える、今も牛肉は私の一番の晴好

食品で、敢て飽く事を知らない。牛肉なら 100匁はお

ろか200匁でも応来と一度に平げてしまう、以前下山

i慎一郎薬学博士から、長生きをしようと思えば、余り

牛肉を食わないようにせねばならぬ、其の代り野菜を

うんと食べよと諭されたが、元来牛肉好ぎの私は反逆

して博士の諭言に背き、相変らず、続けて牛肉を食っ

ている。併しそう毎日のべつ幕なしに貧ぼり食ってい

るという訳ではない。今試みに豚肉と鶏肉と牛肉の3

つを並べて置いて、どれでも選び取れと言われたら私

は先ず何よりも牛肉にとび付く、上等のビフテキは天

下ーの味である。

私の牛肉の曙好は幼ない時から一貫している。私の

幼い時分には、まだ世間に牛肉屋は無かった、忍の生

れ故郷は四国の土佐‘高岡郡の佐川町である。この佐

川町を東に距る半里許りの永野村に、音の封建時代の

言葉で言えば、議多の部落があって、そこの 1人が明

治3・4年頃大きな焦箆を雨天秤で担いで町へ牛肉を

密売に来た、公然と売るのを留かり、私の家の裏Fうか

らコッソリ這入ヮて来て、小声で「お薬食いJは入り

ませんかと音のうたもんだ。家人は勇敢にそれを買っ

て、その所講「お薬食いJの牛肉を味わった。

此時分には、牛肉を食うと穣れるから家の中で食つ

てはいかん、と云うわけで、倉の前の庭先制仁藁麿を

敷き、爆炉なども全く別にして其牛肉を煮て食べた、

私は始めて味わったその牛肉がとても美味しくて喜ん

で堵食した。そしてその味が忘才もられず牛肉は私の唯

一の晴好品となって連続今日に及んでいるわけであ

る。此時分私はよく生の牛肉を食った事を覚えている。

醤油を附けて食うのである。後ちに肉の中に寄生虫が

いるかも知れんとおどかされて食う事を止めたが、生

の牛肉は仲々うまいものだ。

牛肉の食べ方は人々の好みによって違うわけだが、

私は良好な醤油と砂糖を使って美味な‘汁を用意し、そ

れを牛鍋に入れ煮えた処へ分厚つに切った脂身の交ら

ないヒレ肉又はロース肉を箸ではさんで、右の汁の中

に入れ上下と返し、其肉の表面が少し煮えて色が変っ

た時を見はからって食うのが一番うまい。これは牛肉

の味を殺さずに食う方法だ、即ちビフテキと同じであ

る。私は関西から流行って来たすき焼は好まない。薄

く切った肉と野菜と豆腐とジラタキなど一絡に煮たの

では第一牛肉の持ち前の味というものが失われる。野

菜など交ぜてグタグタ煮たのでは牛肉が可愛想だ」と

ある。

4. 鰻

毎年土用の丑の日が近づくと、大伴家持の詠んだ

「万葉集」の

石麻呂に吾れ物申す夏痩に

よしという物ぞ武奈伎取めせ

という吉田石麻呂の夏痩姿を噸笑した歌が、毎夏必ず

といってよい位鰻の宣伝に引合いに出される。

1∞0余年前の奈良朝時代から鰻の栄養価が認められ
ていたことはこれでも明らかなことである。鰻は夏疫

によい位であるから勿論大いに精を付ける品食で、明

治、大正にかけての人物で、長寿組であった浅野総一

郎、渋沢栄一、田中光顕、西圏寺公望などという人達

は皆、大の鰻党であったそうである o現今は鰻料理と

いうと涌焼にきまったようなものだが、正保年間(徳

JIIの初期)に刊行された「料理物語Jには「うなぎ」

はなます、す、こせう、かぼやき、山線みそ、杉や

き、さしみ等に作って宜しいと書いてある。

5. 八つ目鰻

ヤツメワナギは秋山さんは、只三行、 [クナギよ

り、もっと身体に効くということだ。私も蒲焼を食べ

たことがあるが、あまりうまいものではなかった。プ

ツ切りとして味噂煮にするのがいちばんだという。秋
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国へんから北海道にかけてとれるが、産地の人たちの|何も事新らしく今頃強壮食に取り立てられたわけでは

話では、その効能はたいしたものだとのことJと書い!ない。

ている。流石の天皇の料理長秋山氏もいとも有名な秋| 秋山氏が「舌」にも書いているように、

国の切りたんぼはまだ曙食されてないようである。ャ| おかずないとて卵を割って呑ます女房の下心

ヅメウナギは何といっても切りたんぼに限る。私は昭|という古い都々逸があり、普からその効力は万人の認

和3年の9月から翌年の3月まで能代中学に在職した|める処である。以下今少し秋山氏の文を借用する。

ので、下宿でよく味噌汁にもして出されたが、切りた Ir卵の黄味のよいのは、蛋白質、脂肪、鉄、ピタミシ
んぼを肴にしてよくi閣を飲んだものである。 IA、B、C、Dを含んでいることはもちろんだが、ピ
キリタシポという料理は、新米のνーズジが書入れ|タミシRもあるので効果を増しているらしい。 Eは、

時であるが三月頃まで、ずっとやっている。ヤツメワ|一名生殖ピタミシとも言われて、これが不足すると、

ナギの腹わたを取らずにそのまま口から串ざしにして|生殖が出来なくなる。強壮刻としての最もよい卵の用

囲炉裏で焼いたものを竹輸のように切ったものと飯を|い方は、コップに卵の黄味を一つおとして、それに黒

揺鉢に入れてよくすりつぶし、一方がとがっている杉|ピールかスタウトを注ぎ、かきまぜて飲むか又は、少

俸(必ずしも杉でなくてもよい)の尖った方にそのす|量のブラシデーと少量のラム活に卵の黄味と砂糖を加

った飯を附けて、これもイロリで焼いたものをヤツメ|え、あとコップの緩まで牛乳を注ぎスプーシでよくか

ワナギ同様に切り、この二品が主で、あとはネギ、大|きまぜて飲む。夏なら氷でも入れるとよい。これはア

根、ニシジシ、ゴボワ、豆腐、 νラタキ、百合根など|メリカでエッグ、ノッグと称して非常に愛用されてい

すき焼と同じように入れて煮る。このキリタシポは冬|る。以上2っともウズラの卵を使えば更によい。然し

寒い秋田辺では、まことに結構な冬の御馳走で、飯の|両方とも、欽み過ぎると、下痢をするからど用心jと

おかずにもよく、酒にもよい。 Iある、

キリタシポの名称、については、食味評論家多国鉄之| 秋山さんはなお「古代ローマのプリニウスの博物誌

助氏が「食味Jに次のよう述べている。 r江戸時代に|には、卵1個に葡萄酒3杯と半オシスの澱粉を混ぜた
に南部の殿様が花輪という処に来る事になった。そこ|ものを用いると、精力を強めるとあるjと但し又、鳩

で何を御馳走したらよいか関係者が相談した結果木ゴ|の卵の黄味と豚脂と蜂蜜を混ぜ合せたものは更に卓効

リや狩人が残り飯を焼いて、キジ、小鳥、野菜などと!があるということだと付け加えている。

一緒にごった煮にする料理があるが、却ってこんなも 7. 魚の 卵

のがよかろうという事になり、これを出すと殿様大喜| 鳥類の卵だけでなく、魚類の卵も中々栄養食、強精

ぴで、この名前は何と言うかとお尋ねになったので、 |食として重要である。動物実験では、ハツカネズミに

名前なんか別に無いが、杉棒のまわりに飯をつぶして i数の子を与えたのと、ほかの蛋白源を与えたのでは、

塗った恰好がタy ポ槍に似ているので即座に名前をこ|繁殖率がはるかに違うそうである。鱈の子、鮭の子、

しらえて返事をしたのがその起りだという」と、私は iカレイの子、ムヅの子、魚の卵は何でもよい。カラス
能代に居る間よくこのキリタシポで酒を飲んだが、効| ミも中々の強精食だとの事である。「食味」にカラスミ

能があった処ではなく病気をしてしまった。これは後|はその形が中国の墨の形に似ているので唐墨の名前が

述のエッグ、ノッグの飲み過ぎと同じようにヤツメワ!与えられたのであるが、本場は長崎県の野母である。

ナギの食べ過ぎか、又は酒の欽み過ぎであったかも知| カラスミの材料にはボラのー穫のメナダの腹子を用

れない。土地の人達が効能があると云うし、ビタミシ|いるがボラの腹子も用いている。 500匁見当の魚の複

Aの説明には必ずと言ってよい位Aを多く含む食品と|子がよいとされているが、その作り方は特別の技術を

して扱われている位だからヤツメウナギの悪、口などは|要する。

謹んで置く。 I四国の高松地方のカラスミは、サワラの卵を材料にし
6. 重量要員及びその他の鳥の卵 |て作る。しかもこれは、藩政時代から有名品として、

昭年33年2月1日号の「週刊男性」新婚直後の養生|松平藩では、その製造場には時に一般には許きれない

訪ur卵のカラは威張って捨てろ」の項に「奥さま、ち i紫の7 シ幕を張り廻らしてよい事になっていた。出来
ょいとのぞいてごらんなさいよ。この卵のカラ、つい|上ったカラスミは、将軍家始其の他親交のある方面

さっきゴミ屋さんがきたというに、もうこの始末あき iにだけ贈られていた。現在でもすワラのカラスミは盛
れたわねえJrあらほんと。きっとあのお二階の新婚 lんに作られていると出ている。
さんね。すごいわねえ、おホッホッ……」と、ある都|この辺で珍品に移ることとする。

営アパートの井戸端会議の書き出しであるが、鶏卵が 9. 三蛇酒
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33年9月13日の神戸放送のりレ一対談金魚とカナリ

ヤの時間、神戸、雅絞園の陳さんが、三蛇料理が非常

に精力のつくものだと話されたし、マムVは強壮、強

精薬として、あまねく知られている処であるが、後藤

朝太郎編著「不老長生Jには蛇を用いた薬物が15種載

って居り、そのうち蛇酒が三蛇酒、三蛇胆i吾、蛇胆酒

の3種出ている。それには「これらの沼は云うまでも

なく、からだの精力をつける為めの強壮剤として寒中

などであれば体温を補う薬酒として歓迎珍重される。

三蛇鹿沼を例にとれば、これは江南地方土着の人々が

醸造しているもので、媛の如き特別の蛇をとって来

て、大壷の中に之を輪なりに、幾回もぐるぐる円く重

ねて密閉し光線を還さないようにしておく。その為め

多くは土中に埋めておく方がよいという。その年数を

経たものは大分蛇の皮が白色を呈し、見てあまり気持

のよいものではない。酒は8分目位入れてある。とれ

が5年、 7年、 10年と十分浸される方がよいとの事で

ある。蛇は星霜を経るに従い自然と、熔解して行く。

そして肉がとろけて来れば自然と沈澱して、仕舞には

骨までとろけて遂になくなってしまう。そして全くそ

の沈澱物が叉再び全体の醇酒に飽和して無色の酒にな

ってしまう。そこまでなってしまえば、愈々それが薬

酒として飲める酒になった訳である。自分の経験によ

るとその味は、舌あたりが可なり強く来る。気の勢か

も知れぬが非常に活気ずける力を有して居るようであ

ったJとある。

9. 虎骨酒

同じく「不老長生Jの中にある。 r支那の俗間には
不老長生の元気をつける薬酒として虎骨の酒が作ら

れ、盛に用いられている。虎酒にも種々あるが、虎骨

と三蛇艇とで出来た酒11:、その状態が何如にもドロド

ロしていて盃に入れてもすぐに流れ出るという風でな

い。極めて流れ方が鈍い。この類の酒に長者酒と云う

のがあって、それが一等出がわるい。山芋のトロロよ

りも尚濃厚であるが、しかし苧のように粘りがない。

色は純黄色を帯び、之を飲まんとしても実に変なもの

であった。とても普通の紹興酒や高梁酒でやる持のよ

うに盃一杯を一度にグツト飲み乾すとか、乾盃又乾盃

とつずけざまに行くようには、とても飲めない。漸く

試みて飲むには飲んだが、杯に半分ばかりを二度にど

うやら飲み終った。虎骨酒はアルコーノレの精分もかな

り強いが、その他のエレメシトもかなりi琵じているの

で中々飲みにくい。決してこれは気持ちよく飲めると

は義理にも云えないひどい沼であるo元来が薬用とし

て取るにきまった珍酒なのであるから無理もない。酷

寒正月の下匂から二月上旬にかけて之を用いれば、手

足胴体のあたたかみは云はんかたなく、大陸の冬を凌

ぐには持って来いのものである。わけて北支の巌冬と

来ては、長江方面の比に非ずであるから一層必要であ

る。次にとの虎骨酒を飲む分量は、人によっても異る

であろうが、自分が午後盃に半分ばかり飲んだだけ

で、晩おそくなっても依然として昂奮していて、夜半

二時三時になっても眠られず、夢を結ぶことも出来な

かった程であったJとある。

10. 鹿茸(ロクジヨク)

薬名を斑音量という。鹿の旧い角が晩夏に脱落して、

次の新生の幼角が15セシチメートノレか18セシチメート

ノレになって、まだ柔かなものを取って乾燥したもので

ある。鹿茸は、皮膚の真皮から発生したもので、最初

は療の形をしている。紫褐色で、それに褐色の毛を密

生している。これは沢山の血管が分布していて、発育

は非常に旺盛である。その形が輩状をしているので、

鹿茸と称せられる。薬用としては、性的増進薬として

効力が顕著であり、尚精液漏i曳等にも内服せしめてい

る。

1回の用量3-5グラム。(東西薬用植物考)

11. 人魚

薬名締魚、夜児魚、

印度諸群島、ペノレジヤ湾、紅海沿岸、濠洲等に産

し、吾国では薩摩、沖縄、大島等の近海に産する儒艮

のことである。人魚は音から不老長生の霊薬として有

名である。

ジユコーンはー名ザシノイオとも呼び、海牛類に属

し、体長の大きいものは、 2.7メートルに達する。総

て純海産で、海岸近くの浅海に棲み、河川に入って来

ることはない。食物としては海藻を好み、時には数百

頭群棲することがあるという。皮下脂肪層からは、高

価な池を製する。ジユゴシの瀞いでいる有様か遠くか

ら見ると恰も入が浮んでいるように見えるので、古来

これを人魚と称している。ジユゴシは雌雄の愛情が真

にこまやかで、その一頭が捕えられると、他の一頭

は、仲々そこを去らず、容易にこれを捕えることが出

来るといわれている。

薬用にはその肉を用い、男の性器の興奮に使用す

る。

12. 腿腕瞬(オヅトセイ)

薬名には、海狗腎、骨納、海狗、骨等納種々ある。

北太平洋のプリピロープ群島、コシマシドノレスキー群

島等に群居し、 日本の近くでは、海豹島が有名であ

る。潮流と共に廻瀞し、吾国では房州南端にも現われ

ることがある。薬用にはオットセイの陰茎、畢丸、病

等を用いる。中国では、暴丸だけを薬用にするそうで

あるが、日本では陰茎だけを用いるということである

。これは古来催淫薬として盛に用いられているもので

あるが、尚滋養強壮舟!としても用いる。叉オットセイ

の肉を趨漬としたものを薬用としている。
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尾道水道及び付近の貝類についての考察

滝 巌

私は尾道市の南側にある向島(むかいしま〕に永年居 lおいてこの地域の海洋は広くて、その後次第に土地隆
住したが、その簡に附近の貝類を採集していた。昭和|起によって水道は幅狭くなり、今日の尾道・向島の平

17-18年に尾道市西部の海岸で干潮時に干潟になって I坦部を生じ、向島は小島が陸続きになってー島となり
いる所の砂上で死殻を拾ったがその中オオネズミガイ l今日の地形に到達したものと考えられる。
PoZinices kurodai、ゴズヅガイ Gastrochaenagran-I 私はこの地方の地理調査所地図 (2万5千分の 1)
disについては当時珍らしかったので報告した(貝類|で試みに10mの等高線を抱き取り、これを!日時の海岸

学雑誌、 13.1948)。これらの貝は実際死穀の採れた|線と考えると上記の諸事項によく合致することを知つ

所に住んでいたものとは考えられず、どこか他から運|た。即ち約 2，000年の簡に10m程度の陸地上昇があっ

ばれて来たもののようで、正確な産地は不明としてお|たことになる。そうなると今日の尾道水道の水深は7

いた。 I-10mであるが平均的に見て約20mとなり、今日の備

その後、これらの貝を含んだ土砂は尾道港修築のた|後灘とほぼ似たような水深になる。又今日の尾道水道

め同水道の淡主主によって得られたもので、その位置は|は南北の幅が狭い所175m、広い所で550mであるが、

尾道港の中央部及び西部にわたっていたことが判った IJ日時を作図上推定すると各々235mと700mとなり、尾
(尾道市史、第1巻400頁)。貝類は上記の他にアヵ|道市栗原町と向島北部の湾入部が南北に連絡すること

ニジ Rゅana thomasia仰、 ハマグリ Meretrix になるので、その部分では南北約 4，∞Omの広大な海
meretrix lusoria、サトワガイ Anadarasato問、フ|となるのである。このように幅広く水深も大きくなる

スマガイ Clementiavatheleti、 キナガイ Cardilia Iと千満による潮流も盛であっただろうし、貝類の棲息
semisulcata等も採れた。 ζの内アカニジ・ハマグ9I条件としての海洋が変ったものであったろうと思われ
は尾道水道に今日棲息していることは知られていな iる。

い。又一方アサリのような最も普通な種が見当らな

いことから、貝類相が少し異っているものと考えられ

る。更にサトワガイはよく成長した二枚の殻片の合っ

たままの死殻が得られていること、ゴズヅガイ・オオ

ネズミガイ・フスマガイ等も完全でよく成長した襟本

であることから、これらが潮流によって他から運ばれ

て来たものではなしその場所(尾道水道)に棲息し

尾道水道の東の入口に近く山波の洲がある。子潮時
さんぱ す

に広大な砂地の千潟となる所でイワムジ等の餌虫の好

採取場であるが、 ここでカラスノマクラ Modiolus

nitidusの死殻1片を拾った。これは殻長 77mmあ

り、かなり大形のものであるがその殻色から見てもよ

ほど古い死穀であると恩われる。本種は房総方面から

鹿児島県にわたり分布しているが瀬戸内海ではよく知

ていたと判定せねばならない。 Iられていない。

又一方、尾道は古くから東西に通ずる海上交通の要| 上記の貝の中、オオネズミガイは殻高35mmあった

点に当り港湾として発達し有名であるが、この水道は|が、相模湾・鹿児島湾・華南海南島から知られてお

昔は現在よりももっと幅広かったのであり、向島も口|り、又備後灘でも採れたがそれは小形でひどく蝕害さ

碑・伝説によれば数個の小島であった。これらはω山|れた死穀のみであった。コズヅガイは和歌山市水軒・
陽街道が現在の尾道市の山麓部を通っていて、地名も|田辺市・琉王まから、キサガイは赤道地方から本州中部

“山の尾の道"即ち山の麓を歩いて行く所の意でその|にわたり、ブスマガイは本州東北地方から高知県にま

事情を物語っていること、 (2)古地図が若干残っていて|で分布している。

それを示していること、(お現在の陸地の地名(尾道市| 以上の諸種は熱帯或は暖帯の海に住む貝で、今日の

長江町・築出町等、向島では江ノ奥・道越みもごえ・河|尾道水道には棲息していないが瀬戸内海の外洋に近い

尻等)が海岸であったことを示していること、 (4)海浜 1.海域には住んでいるものもある。要するに往時尾道水

植物ノ、マゴク Vitexrotundifolia (くまつずら科)が|道は幅広く水深く、比較的温暖な海水が流通していて

現在の海岸からlkm以上も入った所に小群落をしてい|暖帯系の貝類が棲息していたが、年と共に海底の隆起

ることが尾道・向島で数個所あり、この植物は人生に|によって海が狭く浅くなり、次第に死滅したものと推

利用価値なく人が植栽したものでなく、又之を庭園に|定できるようである。[1佳これらの貝類の棲息していた

植えてもよく育たない傾向のあること等から、往古に|年代を推定することは今の所できないので、数十年以
(以下419ページへ)
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ソラマメ属植物の核型分析 I 

近藤昭一郎

Syoichiro Kondo : Karyotype Analysis in Vicia. 種、 1変種、 1品種について核型分析を行ったので報

ソラマメ属 Viciaはマメ科に属し、広く世界に分|告する。

布する大きな属である。大井 (1953)は日本産本属極 材料および方法

物として14種2変穫を記載している o 本属の染色体に| 核裂の観察は根端細胞において行い、 8-Oxyquin-

ついては坂村 (1916)をはじめ、多くの研究者にょっ olineで前処理し、酪酸オノレセイシおしつぶし法 (Tj

て報告されているが、その殆んどが染色体数の研究に Iio & Levan， 1950)によった。染色体の腕の長さは
とどまり、核型についての研究は少い。日本産本属櫨|接眼ミクロメーターによって測定し、着糸点の位置を

物については酒井 (1951)の報告があるが、パラフイ i定め、図は Abbe描画装置を用いて転写した。核型
シ法によるもので、染色体が小さしそれらの核型に iの表わし方は篠遠 (1943)によった。材料として用い
ついては、あまり明確ではないので筆者は本属植物3 1た植物は Table1の通りである。

Table 1. 材料植物の産地と染色体数

植 物 名 産 地

Vicia tefraslうermaSCHREB. カスマグサ 14 神戸市垂水区神出町

V. hirsuta S. F. GRA Y スズメノヱシドワ 14 三田市古城跡

V. Cracca L. 

V. angustifolia L. var. segeZaZis KOCH 

V. Faba L. forma anacarpa MAKINO 

結果

1. カスマグサ Viciatetra、ψerma 2n = 14 

(Figs. 1，6; Table 2) 

体細胞染色体は14個あり、 7種類に区別できる。染

色体の大きさは最大6μ，最小4μで、大きいものと小さ

いものとの差があまり大きくない。染色体の着糸点は

大きいもの4対 (1，2;3，4;5，6;7，8) が submedian

にあり、次の1対 (9，10)はmedianにあり、残りの

2対 (11，12;13，14)は subterminalにある。そして

これらの中、 5，6:7，8の2対の染色体は殆んど med

ianに近い submediimである。核型は;失の式で表わ

される。

Sm sm Sln sm sm st st 
K(2n)=14=2A+2B+2C+2Dl +2D2+2E+2F 

Table 2 カスマグナの体細胞染色体の長さ

(10= 1.2μ) 

染 色 体|長腕 i短腕|計|着糸点
A 1， 2 ! ilU ZU !>U sm 
B 3， 4 28 16 44 sm 
C 5， 6 22 20 42 sm 
D1 7， 8 24 16 40 sm 
D2 9 10 20 20 40 m 
E 11 12 25 10 35 st 
F 13 14 23 10 33 st 

クサフジ 14 神戸市垂水区神出町

カラスノエシドウ 12 神戸市垂水区神出町

ソラマメ 12 栽 培

I 2 スズメノヱシドウ Iぺhirsufa 2n = 14 
(Figs. 2， 7: Table 3) 

体細胞染色体は14個あり、 6種類に区別できる。染

色体の大きさは最大むから最小4.むまでで、大小の

差が非常に少ない。染色体の着系点は4対 (1，2;3，4

;7，8;9，10)が submedianに2対 (5，6;11，12) が

subterminalに、 1対 (13，14)は medianにある。

その中、最大の4個 (1，2，3，4)の染色体はその大き

さにおいて殆んど相違が認められない。 7，8;9，10の

2対の染色体は殆んど同じ大きさで medianに近い

submedianに着糸点を有する。核型は次の式で表.わ

される。

sm む sm sm st 
K(2n)=14=4A+2B+2C+2D+2El +2Ez 

Table 3. スズメノエY ドウの体細胞染色体の長さ

(10=1.2μ) 

一五色什五五時Igt I問、
A 1，2，3，4 1 30 
B 5， 6 I 35 
C 7， 8 I 25 I 一一
D 9， 10 I 22 I 20 I 42 I sm I 
El 11， 12 1 30 1 10 1 40 1 st 1 
Ez 13， 14 I 20 I 20 I 40 I m I 
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Figs.~ 1-10 ソラマメ属の体細胞染色体 x 1800 

Figs. 1， 6 カスマグサ Figs. 2， 7 スズメノエツドワ

Figs. 3， 8 クナプジ Figs. 4， 9 カラスノエシドク

Figs. 5，10 ソラマメ
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体細胞染色体は12個あり、 3種類に大別することが

できる。染色体の大きさは最大のものは19.2μ，最小の

ものは8.5μで、同属の他のものに比較して非常に巨大

である o最大の 1~t (1.2)は二次のくびれを有し、

特に大きく、 medianに着糸奈を有し、他の10個 (3，

4，5，6，7，8，9，10，11，12 )はすべて subterminalに着

糸点を有し、短腕は長腕に比して極めて小さい。そし

て最小の1対 (11，12)を除いては、その大きさに殆

んど差異が認められない。核型は次の式で表わされ

00  

2n=14 

(Figs. 3， 8; Table 4) 

体細胞染色体は14個あり、 7種類に区別できる。染

色体の大きさは最大4.8fιから最小3.4μまでで、大小の

差はあまり大きくない。染色体の着糸点は2対 (1，2; 

9，10)は subterminaItと他の5対 (3，4;5，6;7，8

11，12;13，14)はすべて submedianにあり、 median

にあるものはなく、一般的にみて submedianにある

ものも、すべて非常に subterminalに近いという特

徴が観察された。核型は次の式で表わされる。

st 田 sm sm st Sn1. sm 
K(2n)=14=2Al +2A2+2B+2C+2D+2E+2F 

Table 4.クサブジの体細胞染色体の長さ(10"， 1.2μ) 

クナブジ V.Cracca 3. 

内
U

ゐ
E』

&
E
-

V

A

n

b

n

b

 

計

ハU
A

U

に
1
U

8

7

6

 

1. 2 

3 - 10 

11， 12 

A

B

C

 

染 色 体 !長腕!短腕|計 l着糸点
Al 1， 2 30 10 40 st 
A2 3， 4 25 15 40 sm 
B 5， 6 22 15 37 sm 
C 7， 8 20 15 35 sm 
D 9， 10 22 10 32 st 
E 11 12 20 10 30 S立1
F 13， 14 18 10 28 sm 

以上の記載のように、ソラマメ属植物の染色体は6

を基本数とするものと、 7を基本数とするものとがあ

ることが観察された。染色体の大きさについてみる

と、ソラマメの染色体は本属の他のものに比べて極端

に大きしかっ、核型もその趣きを著しく異にするこ

とから、系統上かなり離れた種であることがわかる。

他の4種の染色体は大体大きさが類似しており、特に

カス7 グナとスズメノエシドウとは核型が非常に類似

し、両種が系統的に極めて近縁であると考えられる。

しかし、カラスノエシドワは基本数が6で、核型も上

の二種とは、かなり異っているところから、系統上や

や離れた種であるものと考えられる。

(後記)終始、御懇切な御指導をいただいた神戸大学

の藤原悠紀雄助教授に厚く御礼申し上げる。

察考

V. angustifolia L. var. sege 

(Figs. 4， 9:Table 5) 

カラスノエシドウ

lalis 2n = 12 

4. 

体細胞染色体は12個あり、 6種類に区別できる。染

色体の大きさは最大5.6"，最小2ιμで、大小の差がか

なり大きい。染色体の着糸点はすべて subterminal

にあり、最小の2対 (9，10;11，12)の染色体の短腕

は非常に短く、特に9，10の染色体の短腕は離れやすい

特徴を持っていることが観察された。核型は次の式で

表わされる。

K(2n) =12=2A +2B + 2Ccト2D+2E+2F

Table 5. カラスノェy ドウの体細胞染色体の長さ

(10=1.2μ〕

|着糸点

献

C. D. Darlington & A. P. Wyie. 1955. Chromo-

some Atlas of Flowering Plants. London. 

酒井女三 1951.染色体 11:425

大井次三郎 1953.日本植物誌.

K(2n) =12=2 A+8B+2C 

Table 6. ソラマメの体細胞染色体の長さ (10=1.2，，)
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(Figs. 5，10; Table 6) 

ソラマメ V.Faba 5. 
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石原嘉寿巳・一色八郎共著

方には本書は最適のもので各自おすすめしたい。

B 6 280円 六月社発行 (岡村はた)
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学校などで見させる工夫的な飼い方が問題になる現

在、最も役に立つ教師の指導書である。

重量や小鳥の飼育数は多いいが学校環境としての飼い



ダルマガエル 2倍体及び3倍体の肝臓及び

筋肉に於ける遊離Amino酸について(第1報)

杉 田 隆

R. Sugita The free-amino acids in the liver and muscle of diploid and triploid， Rana 
nigromaculata brevipoda. 

カエルの2倍体と 3倍体とを比較した場合3倍体は 1;煮沸、蛋白質を凝固させる。これを第一図の如き、ろ
体細胞及びその核が大きく、温度薬品に対する抵抗力 1J/ijj装還で吸引ろ過し、ろ液を再び小短管瓶にとり湯せ

が大であるが発育速度及び変態後の外部形態には殆ん|ん鏑上で約O.05ccまで濃縮し試料とした。

ど差を認めることは出来ない。 Iろ紙 3Ocmx30cmの東洋ろ紙No.50を用いた。
そこで今回は物質代謝に於て何等かの差が認められ|溶媒: 二次元法の一次展開には Ph回 01 (0.1%， 

るか否かを確めようとし、先ず肝臓及び筋肉内の遊離 IAmmonia水20〆を含む〉を、二次展開には n-Buta
Amino酸に着目し Paperchromatographyを用い Inol: Acetic acid : Water=4:1:1を用いた。
定性的比較実験を行った。 I容器: 高さ40cm直径10cmの標本用瓶を用い、ろ紙
との研究をなすにあたり、あたたかい御援助と論文|をステシレス製渦巻で固定、或は輸にまいて Clipで

の校閲を賜わった神戸大学の恩郡佐藤教授、懇篤なる|とめて挿入した。

御助言をいただいた麓助教授並びに熱心に実際指導|展開: 上述の試料を直径 0.5mm程度のガラス

を下さった釜江講師に対し深甚の感謝の意を表しま ICapillaryを用い、ろ紙上の相接する二辺の内側夫々
す。 15cmに鉛筆で線を画き、その交点、を本試料をつける

実験材料と方法 I Original spoGとし滴下した。 Spotは直径2mm以下
材料: との研究に用いた3倍体は1958年5月人工授|となるように注意した。溶媒は展開開始の 2時間程前
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(第 1図)

に入れて、器内がその Gassで充満されるように心掛

けた。展開時間は Phenol系では約26時間、 Butanol

系では約14時間を要した。

検出: 展開を終了した、ろ紙は直ちに液の浸透前端

線を markし、 室内で風乾後 0.2%， Ninhydrine 

Butanol液を充分に噴霧、風乾後1∞。Cの電気乾燥器

中に10分間入れて発色後検出した。なお Amino酸の

種類決定にあたっては、味の素株式会社Jjl崎工場研究

部製造の純 Amino酸18種類を同一条件のもとで展開

して Standardmapをつくり、そのRfの外、すでに

発表されている研究の Mapをも参考とした。

実験結果

肝臓については2倍体3倍体ともに第二図・第三図

に示す8穫の Spotli!Pち Cystine，Asparatic acid， 

Glutamic acid， Serine， Threonine， Alanine， Lysine 

及び不明の Spot一つを検出し得て何等の差をみとめ

ることは出来なかった。

筋肉に於ては2倍体では第四図に示す11穫の Spot

即ち Cystine，Asparatic~ acid， Gultamic acid， 

Threonine， Arginine， Alanine， Lysine， Phenyl-ala 

nine， Leucine及び不明の Spot一つ、 Peptideと思わ

れるもの(乾燥器よりとり出し更に加熱するとあらわ

れた青色の Spot)を検出し得たのに対し、 3倍体で

は2倍体にて検出された{Spotのうえに Peptideと思
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われるものと不明の Spot二個
{第ニ図) l'lf三包] を加えた14種が認められた。(第

‘、~ミ
Z倍t本月uiえ 主母体内T主張

五図)、 尚それぞれの肝臓と筋、ーまJー

肉とを比較して見ると 2倍体3" @ 110 8 1. L~乙
倍体ともに筋肉では肝臓に認め2. A.iu..品叫

て之

3. Th却骨h叫
られたSerineがなく、Arginine，

一台、
4. S恥 imL

委
Leucine， Phenyl-alanine及びJI @)¥1@ 君。d私刷kι..，[ @①  

b. A材、~叫ld.
Peptideと思われるものが認め

7-(が4...... 
主干司局(1) られ顕著な相違がみられた。

ìl-B~a.nt.ci : 4a今叫:ず 一一→ 81Û~ 次に本実験は定性を主眼とし

て行ったものであるが試料調製

当初より出来るだけ条件を等し
横倒箇〕 L革主回)

くして比較したため或程度の定31吾~AA呉①@鴻師免 の@ 量的比較も可能ではないかと考

え、 Spotの発色の濃淡、面積

1~"白r血t9 1F.A臨AP4M4Mmd  の大小を勘案の上、表をつくっ
句、.ぜ

た。

弘4ピ3 、
Ii..悔;te心。，

la L.t<ι0u. 
五干鰯 (2) 考察ra.f';勾必.h.(<1.1 干， 干・月(3)

ダノレマガエノレの 2倍体と 3倍

体における生理的差異のあると

一→ B，.，t~ 一一一今 5品τ酎w1 とは、従来より知られている。

Amino酸 l 2倍休 1 3日
肝臓l筋肉肝臓l筋肉

この差異のおこる原因はおそら

くいろいろあって単純なものではなかろう

ということは容易に推測されるが、この生

理的差異は物質代謝の差異にあると芳えら

れる。代謝を考えるには、まず物質の存在

形態より明かにすることが必要である。そ

こでまずはじめに肝臓と筋におけるAmino

酸等の存在形態はどのようなものかという

ことに着目して実験したところ、上述のよ

うな結果を得た。

Cystine 

Asparatic acid 

Glutamic acid 

Threonine 

Alanine 

Lysine 

Serine 

Arginine 

Phenyl-alanine 

Leucine 

不明 (3) 

Peptide (a) 

Peptid日 (tj 

不明 ω 
不明 (2) 

ltit 特確多実に多量
4十十十十 に量単j別可能

+ + 十 十

..!.L 千十 ，T 千十

τ汁 十件 十オ 十日

十件 十相 十刊 出

イ十 Ti +十 十十

寸十 什 廿 廿

十十 汁

+十 " 

+ + 

+ + 

+ 

告十 十件

+ 

十十 十十 十十 一什

+ 

+ 存存在在確実なるも色うすく判別難|
しない
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これによれば肝臓においては 2倍体3倍

休ともに何等の差異は認められないが筋に

おいては二点において差異が認められる。

すなわち、 Peptideと思われるもの一つ、

不明のもの二つが3倍体において認められ

る。

2倍体と 3倍体との生理的差異のおこる

原因については Amino酸以外の物質につ

いても広く検出して比較検討しなければな

らないから、本実験による二点の差からた

だちに生理的差異と関係があるとは速断す

ることはむろん不可能である。市し筋に物

質的の差異があることはたしかめられた。

今回の実験は個体数も少なく、また小さい

個体を用いたが今後は個体数も多く、また

大きな個体について実験を繰返すとともに



Amino酸以外の物質について順次実験を続行してい

く必要がある。

要約

1. ダノレマガエノレの2倍体と 3倍体の肝臓及び筋肉内

の遊離Amino酸を Paperchromatographyにより

分析比較してみた。

2. 展開は二次元法を用いPhenol系を一次にButanol

系を二次に使用した。

3. 0.2メ NinhydrineButanol液にて発色、 Rfの

Standardとしては純粋 Amino酸 18種を同時に展

開させて決定した。

4. 肝臓中の遊離 Amino酸についてはともに8種み

とめられたが2倍体と 3倍体における差は認められ

なかった。

5. 筋肉では2倍体は11種、 3倍体は14種の Spotが

検出され、その差を認めることが出来た。

6. このことは2倍体と 3倍体では筋肉内の Amino

酸代謝に差がある様に思われる。

参考文献

佐竹一夫箸: クロマトグラブf一
(共立全書)

桑田 智著: クロマトグラブィー
(広川書庖)

日本化学会編: 実験化学講座23生物化学(。

備考

1. 3倍体のっくり方、オタマジヤクジの飼育法につ

いては Vol.3 No.3 P. 142を参照されたい。

2. ダノレマガエノレは亜種であり、一般にトノサマガエ

ノレと呼ばれているものの中に2種類ある。 I種Jで

よべばこの 2種は共にトノサマガエノレであるが亜種

でよぶと真正トノサマガヱノレとダノレマガエルとな

るO

Rana nigromaculata (トノサマガエル)

[R…igr…lata山 maculata
(真正トノサマガエ/ルレ)

1 Rana n凶i…cα印u山 rev吋吋i句p
(ダ/ルレマガエ/ルレ〉

神戸、加古川、姫路、岡山地区にはダノレマガエノレが

圧倒的に多い。

県下に於けるスギタニルリシジミの一新産地

吉阪道雄・中谷貴寿

1918年、京都の当時の三高の教授であった杉谷岩彦|下に於ける最南部の産地と恩われる。我々は多数の乱

氏に依り洛北貴船渓谷より発見されてCelastrinasu I獲を避けたが往年の名産地、貴船がネヅトの波と化し
gitanii MATSUMURAとして発表を見た全国的に特異|た大減した事を考えれば憂うべきf事もあながち先んず

な分布を示す此のγジミチヨウ科に属するテヨクは従 iるものではないと考えられるのである。狭義の意味で

来、本県下では松井俊公氏に依って1952年5月3目、 !なく学術的に意義の有る産地として保護して行きたい

宍粟郡の鳥取県境、戸倉峠 (991m)に於て古♀ 20教|のが我々の要望である。トチの花穏を喰す幼虫及びそ

頭が採集されこれが唯一の産地であった。筆者のー|の生活史の探査も志して努力したが本年は失敗に終つ

入、吉阪は恐らく{也にも産地が有るものと考えその食|た。来るべき年には県下でのその生活史の完成を期し

草トチに関係の有る神崎郡長谷村栃原や美方郡氷ノ山|たい。

にトチの有る事からその希望を託して調査も行ったが| 尚、成虫標本に就いて我々の所蔵する北海道産

今日迄、得られなかった。ところが本年 (1958)4月 I(ssp. ainonica MURAYAMA)本ナi'lC青森・新潟・長野・
13日、クスパジロチヨヲの幼虫採集の目的を以って筆|京都)、九州産 (ssp.kyushuensis SHIRO叩)と比較

者等二名は飾磨郡雪彦山に魁いた処、偶然にも中谷に|したが、そのタイプ・ローカリティーの京都貴船もの

依って先ず最初の本種1Oが得られ、二人で採集注意|より可成り裏面は白化に近づき九州産に近似の傾向が

を払った結果、可成りの本種の産する事を確めた。産 I(特に♀に於て〉見られる事は興味深い。
地、標高としても重要な意義を持つもので、恐らく県 (25.V. '58記)
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狸々蝿8ar，Lobe2系の無限個体の頻度と
餌の関係について

Y， Maeda; The lncidence ofEliminated 

Eyes of Bar， Lobe2 Fly in Drosophila 

m巴lanogasterwith Relation to Conditions 

of Culture 

獲々蝿には数多くの突然変異があるが、異った突然

変異の間で交雑を行うと、変異を起した遺伝子が2つ

以上組み合わさった系統が得られる。このような系統

の中には、組み合わさった遺伝子の相互作用によって

、両親のどちらにも見られなかった形質をあらわす場

合のあることが知られている。例えば cn(cinnabar， 

朱色根、この遺伝子は第E染色体に位置している)と

云う遺伝子や、 v(vermilion，鮮紅色限、第I染色体

にある)という遺伝子は、 bw(brown，赤褐色限、第

E染色体にある)遺伝子と組み合わさって、 cn， bw 

ゃれbwとなると両親と全く異った白色限になるo

川辺 (1954)は、 B (Bar，棒限、小限数が著しく

減少し複眼の幅せまく棒状となる、第I染色体にあ

る)とL2(Lobe2，ホモでは小限が減少して複限が円

形或は菱形状に小さくなるものであるが、眼の比較的

大きいものから小さいものまでいろいろな程度のもの

が見られる、第E染色体にある)の2つの遺伝子をも

った B，L2系をつくったところ、大部分は小さな複

肢を有する個体だが、中には全く小限のない無根の個

体や、片根だけ複眼のある偲体が見られた(第I図)。

又この無限個体を選び出して飼育し、淘汰を重ねて行

くと無限個体の頻度が高まって行くこともわかった。

筆者は先にこの B，L2系の無限個体の蛍光物質を

しらべて、その結果を報告したが(前回1956;渥々婦

に見られる鐙光物質について;兵庫生物3(3) 144)、

その後 B，L2系を飼育していて、 B，L2系の無限個

体が羽化日を異にすることによって、その頻度が変わ

るようであるので、頻度がどのように変化して行くか

正常型 B 、

事 t 

前回米太郎

を統計的にしらべ、叉それが何によるものかを知るた

めに、二三の実験を行ったので、この結果について報

告する。

この研究を行うについて懇切な御指導を戴きました

恩師川辺助教授、並びに pHの測定に御協力下さっ

た神戸市立飛松中学校教諭久住惇一氏に深甚の謝意を

表す。

方法と結果

キイロジヨワジヨクパエの B，L2系を、 250C土1
0

C

の恒湿器の中で次のような方法で飼育した。飼育波の

餌は牛乳瓶12本分として、水400cc-45Occ，砂糖60g，

寒天8g，小麦粉5Og，乾燥酵母19，ボーキニ y (防

徽剤)を70%アノレゴーノレに5%とかしたものを 1cc，K

N03痕跡を煮て、乾熱滅菌した牛乳瓶に約1.5cmいれ

て綿栓し、更にコヅホの滅菌釜で滅菌して冷却、とれ

にパシ醇母を滅菌水でうすめたものを一滴餌の上にお

として、 1昼夜恒湿器中に放置したものである。この

ような餌を10本用意し、 p1から p10まで番号をつけ

た。

1957年9月17日、あらかじめふやしておいた B，L2

の成虫をそれぞれの飼育瓶へ約10つがいづっア tラシ

ダムにとって入れた。成熟した♀は新しい餌にうつさ

れると、一昼夜のうちに胴部が大きく膨らんで、事耳の

表面や器壁に産卵をはじめる。卵は25
0Cの恒湿器中

では約10日で成虫になる、 ~pち卵のままで約 1 目、幼

虫で4日-5目、婚で4日-5日を経て羽化する。 9

月25日にすべての瓶からハエを追い出して殺す。 9月

29日に、むの日迄に羽化していたハエをとり出して麻

酔し、実体顕微鏡の下で各飼育瓶毎に、♀古に分け、

左右とも限のあるもの (00の記号であらわす)、片
方のみ眼のあるもの (0x)、全く般のないもの (x

x)一一1個の小限があっても有限として分類する
ーーに分けて、その個体数を記録した。 9月29日に調

耳B:11l./、さ‘、4の
図
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査分類したこの群をAグループとする。成長の早いも|の分類を行い記録した。この群をBグループとする。

のは産卵後9日間で成虫になるので、最初のハエが羽 I10月10日にも同様の調査を行った、これをCグループ
化したのは、親パエを入れた9月17日から計算して 9 Iとする。この調査の結果をまとめたものが第1表であ

月26日頃と思われるので、 Aグループには9月26日か|る。表中の記号00は雨複眼のあるもの、 Oxは片方

ら9月初日までに羽化したものがふくまれている。 10Iのみ複眼があるもの、 xxは全く複眼を有しないもの

月3日に、 9月29日以降に羽化したハエについて同様|を表わす。

第 1 表

仕海事副空出旬 9 )329日 (Aグループ 10)33 S 日グルー力 10月10日 (Cグルー力

♀ 吉♀古♀古

OeJ Ox xx 言十 ∞ Qx xx 言十 ∞ 0:< xx 計 0つ Ox XX  計iooOx XX  言十 00 Ox xx 計

p 1 7 1 18 6 4 10 10 4 1 15 18 13 3 3411 16 11 14 41 14 12 18 44 

p 2 12 8 1 21 8 6 1 15 16 9 5 30 16 6 6 28 11 6 12 10 28 2 8 11 21 

p 3 1 1 2 1 1 5 28 9 6 6 211! 17 10 24 51 12 20 20 52 

p 4 1 2 3 7 12 5 24 12 3 14 24 50 88 

p 5 17 4 1 22 22 6 2 30 19 3 22 16 4 20!l 7 9 16 32 12 16 28 56 

p 6 16 7 1 24 12 2 1 15 8 10 2 20 14 13 8 35 1116 20 40 76 6 6 40 52 

p 7 15 3 18 18 6 3 27 117 8 4 29 13 8 4 25 11 2 22 28 52 6 16 36 58 

p 8 8 2 10 6 1 7 11 25 15 4 44 14 5 4 23 11 8 14 12 34 6 3 16 25 

p 9 15 2 17 5 4 9 11 22 14 5 41 15 11 5 3111 1 5 4 10 1 4 4 9 

plO 1 4 2 7 11 6 4 21 10 6 4 20 1112 14 12 38 16 10 14 40 

Tota¥ 96 40 6 142 78 25 11 114 147 92 35 274 137 75 46 258 113147 204 464 89 119 237 445 

羽対す化数に
るアら
68 28 4 68 22 10 53 34 13 53 29 18 24 32 44 20 27 53 

各グループの最も下の欄に示した羽化数に対する無 lた。
限個体の百分率は、 Aグループ、 Bグループ、 Cグノレ l ① つくったばかりの餌は、羊葵のような弾力性の

ーブ。の順に高まっている、即ち日の進むほど一一一餌の iある国体であるがハヱを入れてから 3，4臼ぐらいたつ
古くなるほど高くなっている。無限個体は、宇では9 Iて、幼虫がふえはじめると、表面から 5mmぐらいま
月29日に4メであったものが、 10月3.日には13/0にふ|での表層の部分は、ヨーグノレトのような状態に変って

え、 10月10日では44メになっている。この傾向は古で| くる。これは餌の表面に繁殖したパシ酵母の働きによ

も同様であって、 9月29日10;;0'、10月3日18戸、 10月|る餌の分解や、幼虫の新陳代謝の結果排ill!:物が蓄積す

10853;'0'と増加して、最初のハエが羽化してから 2週|ること、その他幼虫が餌の表層をはいまわることによ

間ぐらいたってから羽化してくるものでは、約半数が|る機械的作用等の結果であろうと思われる。

無限個体である。叉表からもわかるように古が♀より i ①飼育瓶の中で羽化してくるハヱは、餌が古くな
も無視個体がやや多いようである、 llPち古の方に小限 iるにしたがって段々小型になり、餌をつくってから約

数が減少する傾向がみられるようであるが、 B(Bar， I 1ク月もたった瓶から羽化してくるハエは、最初に羽

標設突然変異)では、 3の小限数が90でホモの♀では|化してくるものに比べて%ぐらいの大きさしかない。

70である、ホモの早の方が3より小限数が少くなるこ!これは餌が古くなるにしたがって、ハエの栄養になる

とが知られている、この点 B，L2ではBと逆の結果|ものが減少し、逆にハエにとって好ましくない物質が

が出ているが、更に多くの偲体についてしらべてから|蓄積してくるためであろう。ハエを飼育して古くなっ

♀古のちがいについて論じたいと思Lうた餌とつくったばかりの餌を、ペーパーク Eマ 1.;:ラ

羽化日が遅れるにしたがって無限個体がふえるとい|フ法によって二シヒドリシ反応陽性物質(益白質、ぺ

うことは、餌と密接な関係があると忠われるので、飼|プチヅド、アミノ酸等)を比較したところ、新しい餅

育が進むにつれて餌がどのように変化するかをしらべ 1にあったものが、古くなると激減するものの名ること
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が見られた。このことは餌をつくりあげている物質が|法で餌をつくり、とれにハエを繁殖させ、同一日にハ

飼育している間に、大きく変化していることを示して!エを追い出してから餌の表層をスパーテルでとり出

いる。 Iし、これにガラス電極を入れて経過日数の異るすべて
①餌の pHも変化しているのではないかと考え|の餌の pHを測定した。その結果第2表のような値を

て、神戸市立飛松中学校の久住教諭の協力を得て、経|えた、各日ごとの平均値をグラフに示したものが第3

過日数の異った餌のpHを測定した。使用した pH計|表である。垂14，中 6，長2というのは、キイロVヨ

は、東洋溶紙の pHMeter Model-Sである。 pH浪nIワジヨウパエ (Drosophilame lanogaster) を飼育
定のためには、餌を瓶からとり出さねばならないか|した餌であり、中3は、カオジロジヨクジヨウパエ

ら、無限個体の頻度をしらべる飼育瓶の餌はこれに使 (Drosophilaauraria)を飼育した餌である。種は異

用することが出来ないので、 pH測定のために別に餌|っても餌の pH値の変化にはちがいがみられないよう

を用意した。即ち40日ほどの問、 4，5日おきに同じ方 1である。

第 2 表

餌をつくったsl 2/藍 27/曹 23/~ 18/司 13/彊 8/W 4/彊 1/竃 27/百

経過日数 。 7 11 16 21 26 30 33 37 

垂 14 6.1 4.62 4.50 4.42 4.22 4.54 4.62 5.22 5.98 

中 3 4.30 4.58 4.95 6.42 

中 6 4.32 4.10 4.02 4.38 4.38 7.45 

長 2 4.90 4.25 4.12 4.7 5.45 5.25 

平 均 値 6.1 4.54 4.28 4.19 4.47 4.62 5.03 5.22 6.26 

¥
¥
¥
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書耳の pHは最初6.1で弱酸性であったものが、漸次種差

度をまして16白目には、 pH4.19で酸性が最も強くな

り、その後再び酸度がよわまってきて37日自には pH

6.25となる、ある瓶ではpH8.4というようなアルカリ

性のものも見られたが、この餌は変色の度が{也の瓶よ

り著しく、叉ハエが全く死に絶えていたので除外し

|いも始めの墳とは全く異り、又色も変わるので、恐ら

くパシ酵母が働かなくなって他の微生物がこれにかわ

って繁殖しているのではないかと忍われ、 21日目頃よ

りpH伎が漸次上昇するのは、このようなことが原因

になっているのではないだろうか。

pHについては、このように興味ある結果がえられ

たが、これを先に述べた B，L2の無限個体の頻度と

あわせ考えるために、第3表のグラブの下に、 A，B，

C各グループの発育期を図示し、餌の影響をうける幼

虫期は、 pH値のグラブの中に横線であらわしてみ

た。

前述のように無限個体は、餌が古くなるにしたがっ

て頻度をまし、 2週間目には羽化数の約半数が無限俗

体となるのであるが、 pHもまた日とともに酸度をま

して16日自に最も酸性が強くなる。第3表からもわか

るように、酸性の度が最も高くなった餌で育った幼虫

は、羽化すると最も無眼個体の多いCグループのハエ

となっている。餌の酸度と無眼個体の頻度との間に関

係があるように思われるのであるが、この2つは全く

独立の現象であるかもしれないので、 Cグループより

た。つくってから25日以上を経た餌は、ハエの羽化数|後のハエの限をしらべて、餌の pHがこの頃より再び

が少し 1ヶ月もたつたものでは、餌の表面に幼虫が|上昇するが、無限個体の頻度は減少するかどうか、叉

見られても、ハエは殆んど羽化してこない。餌のにお IpH4近くの餌でB，L2を飼育した場合に、無限個体の
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頻度が高くなるかどうか等、種々の実験をした上でな|あるが、酸性の強い餌で育ったハエほど無限個体が多

いと酸度と無限個体の頻度との関係について確言でき|い。

ないと思うので、更にこの点について追求したい。又
文 献

餌のニy ヒドリシ反応陽性物質その他の物質について

も、くわしく研究して行かねばならないと思ってい

る。

駒井卓編 (1952); vヨワジヨワパエの遺伝と実験
培風館

要 約

藤井・川辺・木本・金久・前田 (1954);渥々蝿の棒

限の発生遺伝学的研究 N.Bar， Lobe2系に見ら

1. BarとLobe2の2遺伝子が組み合わさったB，I れる変異について

L2系には、無限個体をも生じ、羽化数に対する無限| 動物学雑誌 63(11/12) :432 

個体の百分率は、餌が古くなるにしたがって増加する i前田 (1956);狸々継に見られる蛍光物質について

傾向がみられる。 I 兵庫生物 3(3) :144 
2. 無限偲体の頻度が餌と関係があると思われるの|前回 (1958);キイロVヨウジヨヴパエ正常型及び棒

で餌の変化の様子をしらべた。餌のpHは最初弱酸性 i 限突然変異の Ninhydrin反応陽性物質について
であって、漸次酸度をまし、ハエを入れてから16日目| 兵庫生物 3(4) :315 

に酸性最も強くなり、その後再び弱酸性にもどるので

森為三博士御退職記念論文集

この度、日本魚学振興会では森会長の農大教授、ど退職を記念して膨大な魚類の論文集を出版された。

すなわち 魚類学雑誌第6巻4，5， 6号(昭和32年12月25日発行)である。

巻頭には森会長の写真と略歴が載せてある。論突は蒲原稔、治博士を始め、 19編が載せてあり、先生の記

念にも、あるいは参考にもなると思うからど愛読を推めたい。(室井縛)

申込書 東京都中央区築地 5 の 1

日本魚学振興会

振替口座東京 17290番

定価 450円

犯罪捜査と植物鑑別の手引き

新 隆夫著

本会員の唯一の変り種、すなわち兵庫県警察本部刑事部鑑識課、警察扶邸で警察畑の入、全編、独創的

の研究で、どのページも頭のさがる思いがする。

まず犯罪捜査に必要な付着物を中心に植物分類学上からは遠縁のものも形の似ているものは1ベージに

集めて図解し、問題が起った時に直ぐに役立つように組まれている。

全巻すべて多年の経験に基づいての研究でよく警察官という多忙な職にありながら、 1つ1つ実物に当

って集成されたことは驚:1嘆に価する。(室井縛)

発行所警視庁科学捜査研究所

非売品(昭和 33年 3見発行)
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日本産陸産異類の歯舌に就いて (1)

東 正 雄

Studies on the Radulae of Japanese Land Gastropods (1) (Figs. 1-11) Masao AZUMA 

第 1報としてここに11種の歯舌を報告する。山口県

見島の資料蒐集に関して多国武一氏に厚く感謝の意を

表する。

中歯の前縁僅かに起突する、その尖端僅かな鈎歯状

となる。後縁の幅は前縁より拡大してその両端は角状

に隆起している。第1側歯の前縁は外縁前方に突出し

て、 3鈎歯型で中央鈎歯は大きい。第2側歯は外側に

向う略々同大の4鈎(練)歯があるo第3倶1]歯は嚢状

で、前縁は5徴鈎歯となり、内外縁は湾入して嚢状と

なる。内縁歯は最大形(第3領ij歯の3-5倍の長さ)

内側へ緩かに曲る、尖端鈍く、波状突起を呈してい

1. 

Fa凶 lyHellcinidae ヤマキサゴ科

Waldemaria japonica reinii (KOBELT) 

モミジヤマキサゴ (fig.1) 

131 ∞ 
歯式:∞:1: 3:-C:工:工扇:万:瓦「

自立

5日出

1 

FFZ 4 

-405-

る。外縁歯多数、

尖端3-4鈎歯あ

るものは第1から

17列まで、 18列か

ら40列までの尖端

は2鈎歯(稼歯)、

53列までは線状で

僅かに内側へ曲

る。(大阪府葛城

山産)

Cyclophoridae 

2. 

ヤマタエシ科

Cyclophorus 

herklotsi 

MARTENS 

ヤマタニ志ノ

(fig. 2) 

歯式:2:1:1:1:2
きのこ

中歯は菌状君主で

前縁弧状に隆起し

て尖端鈎糠とな

る、中央鈎線最大

である、その両側

に2-3の鈎稼

(歯)を列生して

いる。中歯両縁は

深;く轡入してい

る。領iji昔前縁の中

央鈎歯は大形、左

右の鈎歯は略等大

であるが、内債ijの



1 吟

8 

向。a
118白司 )..1

ものは鈎状に後方へ曲る。内縁歯は3鈎歯型、それら

は略々同大である。外縁歯の尖端は2車車状となって内

側に曲る。

(大阪府葛城山産〉

3. Pupinella (Pupino戸is) rufa (SOWERBY) 

アズキガイ

(fig. 3) 

歯式 :2:1:1:1:2

中歯3鈎歯型でその中央は大形、両縁浅く湾入して

いる。後縁は低く弧状に隆起している。側歯は斜位、

前縁3鈎歯型でその中央窟状に隆起、外縁内縁共に波

状、内縁歯は直位、前縁3-4鈎歯、その中央2鈎歯

2の鈎歯著大となる。その形は略正三角形状である。

(大阪葛城山産〕

Family Clausiliidae キセルガイ科

4. Tyrannophaedusa (Tyrannophaedusa) auran・

tiaca erberi (MOLLENDORFF) 

エノレペリギセノレ

(fig. 4) 

きせるがい類の歯舌はそQ)位置によって変異にとん

でいるから中央位置を 600倍に拡大して観察記録した

ものであるo

中歯は1鈎歯型でその尖端は後縁に達しない。雨縁

は全く同大である、外縁にそうて波状歯となる。外縁 iは略国大であるが後縁近くでは多少幅広くなってい

歯は広く斜位、内側に4波状鈎歯がある。基部から第 る。後縁波型となる。第1側歯から第3側歯までは略
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々向型で前縁の中央鈎奮の外側に徴線歯がある。第4

但lj歯と第5側歯は略向型で3鈎歯内方へ斜位、内方の

もの最大。第6-7側歯は略同型で3鈎歯内方へ斜

位、内側の鈎歯の尖端鋭くなる。第8-9側歯は略同大

形で3鈎歯は内方へ斜位、内側のものは後縁を超えて

いる。第10-12領tl歯は略々同型で3鈎歯は内方へ斜

位、中央のもの大形となる。第1'3-ー15領tl歯は略向型で

後縁から3糠歯を突出している、その中央は最大であ

る、第16側歯は前者と同型であるが多少小さくなる。

第17側歯不顕著、後縁に3微突起がある。

(大阪葛城山産〉

5. Tyrannophaedusa (Tyrannophaedusa) 

plicilabris (A. ADAMS)コスジギセル

(fig. 5) 

此のきせるがいの歯舌列は70列以上でその50-6071J

は略同型の規則的な歯舌の配列であったからその位置

の歯舌を600倍に観察した。中歯の前縁中央に精深い

22-25側歯は不規則な形態で各列毎に変異にとんでい

るから記載を省く。

(大阪府葛城山産標本の剖見による。)

7. Megalophaedusa martensi (v. MARTENS) 

マノレテy ギセノレ

(fig. 7.) 

中歯の前縁中央に僅かな湾入(くぼみ〉がある、鈎

歯はハート裂でその先端は略々中央官官に達している。

雨縁は略々垂直的、後縁は水平で内側に波形の践によ
クポミ

って嚢状となる。第1側歯の前縁の中央に僅かな窪が

ある、鈎歯端は略中央に達している、後縁は浅く弧

状に隆起している、第2側歯の鈎蛍は務外債qへ斜位に

{中び、その両側略中央波形突起がある。第3側歯も前

者と略同型である。第4-7{目，IJ歯は夫々の鈎歯雨縁の

中央部に1対の小鈎歯がある。第8-11領tli設は盟各同

型、第12-13側歯の鈎歯は内方へ号、ヰ位に伸びて、その

中鈎歯最大。第14-15側歯の鈎歯は2鈎歯型で、その

溌(くぼみ〕がある。尖端は鈎歯となる、後縁緩かな!内鈎歯は後縁近に達している。第16-19倶IJ歯は夫々の

弧状である。第1-第5側歯まで略向型で前縁端付|後縁内側から鈎歯が伸びる。その外側基部付近から 1

近から鈎歯となる、その外側基部から微小糠状を出し i小鈎歯がある。第20-30列の但q歯は多少不規則である

ているo第6-第7側歯は略同型、中央鈎歯大形で、

その基部外側に微小椋歯を派生している。第8恨IJ歯の

内鈎歯は後縁を超えている。第9恨IJ歯の内鈎歯も長大

で後緩に達している、外鈎歯は中鈎歯よりも大形であ

るo 第10側歯Iは前者tとよく似るが、内鈎歯長大となっ

て後縁よりも長く延びている。第11側歯も前者同様、

第12側歯は斜位、 2鈎歯型、内側のもの紡錘形に長く

伸びているo

6. Mundiphaedusa (Mundiphaedusa) 

が略同型で夫々の後縁内側iから舌状の鈎歯が{申びてい

る。

(大阪府葛城山産 (850m)標本による)

8. Reinia (Pictophaedusa) hungerfordiana 

(乱'IOLLENDORFF)カスガゴギセノレ

(fig. 8) 

中歯の前縁浅く湾入し、鈎歯先端近く左右に深い湾

入部がある、その尖端は後縁に達する、第l{l!q歯の鈎

歯先端は後縁にまで伸びている、その外側略中央から

heteroptyx (PILSBRY)ヘテロプギセノレ|小鈎歯がある。第2-4側歯は前者と略々向型。第5

(負g.6) I -7側歯は夫々の鈎歯の外倶g基部から小鈎歯が伸びて
中歯長三角形、前縁中央浅く湾入する溝がある。尖|いるo後縁外側へ角状に突起している。第8-瑚 l歯

端は鈎歯となりその尖端は中央部に達する、その両縁|は略々同型で、夫々 3鈎(練状)歯で内中鈎歯は交叉

は波状形である" i婚の幅は前縁より広い第1但IJ歯の|している、中鈎歯最大で後縁をこえて伸びている、且

鈎歯は大形で尖端は中央に達している、その内側は不!後縁の外側大きく突出して角状となる。第11-12側歯

規則な2鋸歯状のものになる。第3侭l歯は前者と向型|は同型、 3鈎歯型、内鈎歯最大で後縁をこえて長く仲

である、鈎歯先端鋭くなる。第4-5側歯の鈎歯の先|びている、外鈎歯は最小で外側に向う、第13側歯も3

端鋭い、この鈎歯の外側の基部から小鈎歯がある、第|鈎歯型、内鈎歯最大で万状に曲って仲びる。第14-15

6-7側歯は前者に略々同型。第8-9側歯の鈎歯端!側歯は略同型で側面観では略三角形となる、内鈎歯よ

は後縁をこえて長〈件びている。第10-13側歯の紬|く伸びる、中外鈎齢微小である、第16-17糊は同

端は後縁をこえて{材、その外側中央に2微小鈎歯が|型で側面観では三角形を呈している、内嫡のみ発達

ある。第14-16側歯は夫々のf織的3鈎齢制て iする。第18-22側齢不規則で初iti共に変異にとんで
いる O その内鈎歯長大形、中鈎歯は微小。第17-20側!いるから記載を省略する。

歯は略同形で、夫々の後緩から 3鈎歯が内側へ斜位に I(大阪府葛城山産)
{中びる。内鈎歯は先端2分されている、第21側歯は前 I9. Satsuma pagodula (EHARMANN) 
者と同型であるが、外鈎歯は外倶，91ζ向って伸びる。第| ヒメタマゴマイマイ
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(fig. 9) 

此歯舌の中央部を600倍に拡大して観察した。中歯

前縁は僅かに弧状に隆起する、鈎歯は長三角形で先端

鋭くない、両縁緩かに拡大され、後縁の弧状端と合し

て徴突起となる。第1領.1]歯僅かに内方へ斜位、鈎歯縁

も斜位、第2-3側歯は前者と略々同型、第4側歯の

鈎歯縁の略中央部に微小突起がある。第8-第11側歯

は略同型。第12-16側歯は略同型で、鈎歯両縁中央に

小鈎歯がある。第17-20側歯は夫々鈎歯の先端2叉状

となり後縁に達している、旦鈎歯の外縁中央から小鈎

歯が出ている、第21-25側歯略同型で、前者より鈎歯

が一層長く伸びている、Jl.Dち外縁中央からの;J、鈎歯で

もよく仲びて後縁をこえている。第26側歯は前者に似

るが外縁基部から更に小鈎歯が伸びている。第27但IJ歯

は3線歯型で、中央鈎歯最大、外縁隅は角状突起とな

る。第28側歯は4練歯型で内線歯は先端2叉となる、

中練歯肥厚するが、外燃は退化して微小となる、更に

外縁端から強大な鈎歯が伸びている。第29-30側歯は

2鋸歯型内但IJのものは大形となる。

(大阪葛城山麓牛滝産〕

10. Aegista (Plectotropis) vatheleti (MABILLE) 

オオケマイマイ

(fig. 10) 

此歯舌列は変異性であるから略中央部 (26-35列)

を600倍に拡大して観察した。大阪葛城山産。中歯の

前縁中央は僅かに湾入する、鈎歯は舌状型である、両

縁中央付近から急に膨大となる、後縁は緩かな弧状形

である。第1側歯の鈎歯縁両側に微小突起が付してい

る、鈎歯の先端は外方に向う、第2-3煩IJ歯は同型、

第4-10側歯は向型、前緩隆起著しい、叉後縁の弧状

突起も著しい。第13-18側歯は略々同型で夫々の鈎歯

端は後縁にまで仲びる、旦鈎歯の外縁基部から小鈎歯

が伸びる、後縁3隆起によって不規則になる。第19-

22側歯は略同型で夫々の鈎歯は後縁をこえて伸びる。

第23-2時、4歯は2鈎歯型で、その内鈎歯は著大で幅広

く内方へ斜位に仲ぴて後縁をこえている、先端鋭い。

叉その外鈎歯もよく伸びて先端鋭く、後縁にまで達し

ている。第26側歯は2鈎歯型で、内鈎歯の先端2叉

状となる。第27-29個.IJ歯は略々同型、 2鈎歯型で外鈎

歯端直線で、あまり伸びない、内鈎練歯は練状、第30

-32側歯は略々同型、 3鈎歯型、内鈎歯よく伸びて後

縁から長く伸びている。外鈎歯微小、第33-34側歯は

略々同型で夫々3鈎歯型、中鈎歯最もよく伸びる、外

鈎歯は先端2叉状となる。第35-37，側歯は不規則不顕

著であるから記載を省略した。

11. Aegista (Plectotropis) aemula (GUDE) 

テクヤケマイマイ

(fig. 11) 

歯舌列の中央部を600倍に拡大して観察した。

34 1 34 
歯式:r:e:L'(歯舌列の後部の観察)
中歯の前縁中央は極めて僅かに湾入(くぼみ)してい

る。鈎歯は長舌状形、後縁波状隆起を呈している。第

1側歯の前縁著しく隆起する。鈎歯は内方へ斜位で、

その両縁中央近くに徴突起1個宛ある。後縁中央部は

著しく隆起する。第2-7側歯は前者と略向型。第8

-13側歯は2鈎歯型で内鈎歯は著大に伸びて後縁の内

側に達する。第14-19側歯は2鈎歯型で前者より更

によく伸びている。第20-23側歯は略々向型でその内

鈎歯は後縁の内側をとえて長く伸びている。第25-26

側歯は略々同型で2鈎歯型、内鈎歯の先端2叉状とな

る。第27側歯は3鈎歯型で、内鈎歯最大で後縁の内債.1]

をこえて長く仲ぴる。外鈎歯は極めて微小である。第

28仮IJ歯以下は不規則不顕著だから記載を省略した。

(山口県見島産の標本による。)

EXPLANATION OF FIGURES 1-11 

1. Central， lateral， inner marginal and outer 

marginal teeth of Waldemaria ;aponica reinii 

(KOBELT) モミジヤマキサゴ

2. The sarne of Cyclophorus herklotsi v. MAR-

TENS ヤマタニV

3. The sarne of Pupinella (Pupinopsis) rufa 

(~拍WERBY) アズキガイ

4. Central， and from 1st lateral teeth to 17th 

lateral teeth of Tyrannophaedusa (Tyranno-

phaedusa) aurantiaca erberi (MOELLENDO-

RFF) エルベリギセル

5. Central， 1st to 12th lateral teeth of Tyran-
nophaedusa (Tyrannophaedusa) plicilabris 

(A.ADAMS) ゴスジギセル

6. Central and lateral teeth of Mundiphaedusa 

(Mundiphaedusa) heteroptyx (PILSBRY) 

ヘテロプギセル

7. The same of Megalo phaedusa rnartensi 

(v.MARTENS) マノレテシギセノレ

8. The sarne of Reinia (Pictophaedusa) hunger-

fordiana (MOELLENDORFF) カスガコギセノレ

9. The sarne of Satsuma pagodula (EHARMA-

NN) ヒメタマゴマイマイ

10. The sarne of Aegista (Plectotropis) vathe-

leti (MABILLE) オオケマイマイ

11. The sarne of Aegista (Plectotropis) aernula 

(GUDE) チクヤケマイマイ
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近畿地方植物誌 (5)

10 Phryomceae ハヱドクソウ科

312. P己~ωL告ptostachya L. subsp. asiatica 

(Hara) Kitam.ハエドクソウ棄は卵形一広卵形、

)1ー曹、〔和:'北山村、〔大〕岩湧山、〔奈〕西原、〔京〕

比叡山。 日本全土、朝、支、ヒマラヤ、東νベリ
ア。〔牧野図鑑368図、北村原色合弁293)

f. oblongifolia (Koidz.) Ohwi ナガパハエドク

ソウ〔京〕鷲峯山、鞍馬、男山、〔滋〕大津、彦根、

〔大〕妙見山、金剛山、【兵〕神津村、〔奈〕柏木、〔三〕

湯の山。北→九。

11 Acanthaceae キツネノマゴ科

313. Dicliptera ;aponica (Thunb.) Makino var. 

subrotunda Matsuda ハグロソウ羽-x、(京〕嵐
山、君尾山、知井村、鞍馬、〔滋〕伊吹山、鎌掛村、

〔三〕長島、尾鷲、〔和〕高野山、〔兵〕雪彦山。本(関

東以西)→九、朝、支。時に白花あり。(牧野図鑑

372図、北村原色合弁298)

314. Hygrophila lancea (Thunb.) Miq.オギノツ

メ ]x-x、〔大〕山本、信太山、取石村、〔京〕向
島、深泥池、〔三〕木本。本(静岡県以西)→台。

〔牧野図鑑375図、北村原色合弁297)

315. Justicia procumbens L. var.leucantha Honda 

シロパナキツネノマゴ酒-x、〔京〕宇治、向島。
本→九、対。

f. ;aponica (Thunb.) Hara キツネノマゴ花は

淡紅紫色、〔京〕巨椋、山斜、鞍馬、八木町、〔滋〕北

比都佐村、〔兵〕篠山、〔三〕尾鷲。本→台、朝、満、

支。〔牧野図鑑372図、北村原色合弁299)

316. Strobilanthes oligantha Miq. スズムシパナ

軍一豆、〔京〕貴倍、〔兵〕船越山。本(近畿以西〕→

九、支。〔牧野図鑑374、北村原色合弁296)

12 Lentibulariaceae タヌキモ科

317. 己主己主iaaurea Lour.= U.ρilosa Makino 

ノタヌキモ 花茎に鱗片はない、 酒-x、〔京〕向
島、深泥池、〔大〕私市、新家村、信太山、箕面、

〔兵〕伊丹、明石、下里村、〔三〕稲生村、 Ci滋〕大津。

本、四、朝、支、マレ一、印。(北村原色合弁309)

村 田 源

318. Utricularia bifida L. ミミカキグサ花は黄

色、彊-x、〔京〕田辺町、深泥池、法貴、五個村、
〔滋〕三国山、〔兵7六甲山、〔三〕尾鷲。本→台、支、

印、マレー、オーストラリア。〔牧野図鑑379図、北

村原色合弁305)

319. U. dimorphantha Makino フサタヌキモ

葉は捕虫器少く閉鎖花をつける。)1-]X、 Citt)三井

寺、〔京〕醍醗、【兵〕東江井。本。 【三木・山城水草

誌f.64， O-Q) 

320. U. exoleta R. Br.ミカワタヌキモ 茎は

糸状、唖ー豆、 〔京〕巨椋池(絶滅〕、甘南備山、

〔兵〕鴨子ケ原、〔三〕金生水、三重村。本(中部以

西)→台、 東南アジア、 アフリカ、オーストラリ

ア。〔北村原色合弁306)

321. U. intermedia Hayne コタヌキモ捕虫器は

地中棄のみ、 vI-]x、〔三〕金生水、三重村、神戸、

〔京〕巨椋池(絶滅)、深泥j他20)0 C牧野図鑑377図、

北村原色合弁308)

322. U. multispinosa Miki ヒメタヌキモ〔京〕巨

椋池(絶滅)。千→本。(牧野図鑑378図、北村原色

合弁307)

323. U. nipponica乱1akino ヒメミミカキグサ

ごく小形で花は淡紫色径2-3mm、羽-x、〔三〕玉
垣村。本(伊勢、東海)0 (北村原色合弁303)一

324. U. racemosa Wall. ホザキノミミカキグサ

花は淡紫色萄葉は楯状、百一酒、〔兵〕朝来町、〔表〕

深泥池、須知、田辺町、〔三〕上津村、木本。北→

台、朝、東南アジア。〔牧野図鑑381図、北村原色合

弁302)

325. U. tenuicaulis Miki イヌタヌキモ 夏より

顕著な越冬芽を作る、寝-]X、〔京〕長田野、〔大〕十

三、堺、【兵〕溝口駅附近。〔北村原色合弁311)

326. U. vulgaris L. var， ;aponica (Makino) 
Tamura タヌキモ 果実は出来ない、 百一豆、

〔兵〕佐治町、〔京〕向島、深泥池、〔大〕鳴尾、〈三〕玉

垣村、〔奈〕奈良。倖→九、千、満。(牧野図鑑 376

図、北村原色合弁310)

327. U. yakusimensis Masam. ムラサキミミカキ

グサ花は紫色で柄が長い、彊1x、〔兵〕六甲山、

註 19) P. nana Koidz. (比叡山〉はハエドクソワの震形になったもので区別する必要はないと考える。

註 20) 深泥池に繁殖しているコタヌキモはここの自生品でなく、三木茂氏が1933年尾瀬から移殖されもので

ある。
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【京〕深泥池、法賞、 f滋〕三国山、〔三〕国府村。北→

九。(牧野図鑑380図、北村原色合弁304)

13 Gesneriaceae イワタバコ科

泥沼 Chiritaprimuloides (Miq.) Ohwi イワギリ

ソウ Y-"¥i、〔京〕大江町、野間村、〔奈〕篠原、笠
捨山。本(近畿以西)→九。(牧野図鑑384図、北村

原色合弁314)

329. Conandron ramondioides Sieb. et Zucc. イ

ワタバコ 酒、〔京〕貴結、比叡山、大原野、〔滋〕西

大路村、〔大〕金剛山、〔奈〕笠捨山、河合、〔三〕大台

ケ原、大杉谷、尾鷲、〔和〕那智、北富田村。本→

台。〔牧野函鑑385図、北村原色合弁312)

var. pilosum Makino ケイワタバコ 葉裏有毛、

〔三〕西山村。本(近畿及中部地方〕。

330. Lys記巴i田 pauciflorusMaxim シシンラン

班、〔奈〕前鬼、下北山村、〔京〕大江町。本(伊豆以

西)→奄美大島、支。(牧野図鑑3明図、北村原色合

弁313)

14 Orohanchaceae ハマウツボ科

331. Aeginetia indica L. ナンパンギセル花冠は

3← 3.5αn、がくは尖る、酒一豆、〔兵〕有馬、古市

村、再度山、〔京〕須知。北→九、支、印、フイリツ

ピシ。〔牧野図鑑389図、北村原色合弁315)

332. A. sinensis G. Beck. オオナンパンギセル

花冠は4-4.5cm、がくは尖らない、 W-]X、(兵〕竹
田村、〔滋〕伊吹山、鈴鹿悼、〔三〕上津村、鶏足岳。

本→琉、支。〔牧野図鑑390図、北村原色合弁316)

333. 己止~japonica Miq. var. Miqueliana (Fr. 

et Sav.) Ohwi ケヤマウツボ 上部に軟毛あり、

]'f-Y、〔奈)多武峯、室生、〔和〕八幡村。本→九。

334. Oro単主主!?coerulescens Stephan ハマウツ

ボ ハマヨモギ等に寄生、 Vー曹、 f京〕湊村、(兵〕

吹上浜(淡〕、日本全土→アジア、主/ベリア、東ヨー

ロヅパ。〔牧野図鑑393図、北村原色合弁318)

335. Phacellanthus tubiflorus Sieb. et Zucc. キ

ヨズミウツボ 官-W、(兵〕船越山、〔和〕高野山、
北山村。日本全土、朝、満、支、棒、沿海州。(牧

野図鑑388図、北村原色合弁317)

15 Pedaliaceae詰ゴマ科

336. Trapella sinensis Oliver var. antennifera 

(1后v.)Hara ヒシモドキ 果実のとげは5本、

VI 豆、〔京〕向島。本、朝、満、支、 ウスヲー。

【牧野函鑑395図、北村原色合弁.321)

16 Scrophulariaceae ゴマノハグサ科

337. Botryopleuron Tagawae Ohwi キノクニス

ズカケ茎葉に短毛があるoVI-X、〔和〕西向村、

和深.(Type)、明神村。特産。

338. Centranthera cochinchinensis (Lour.) Meロ・

var. lutea (Hara) Hara ゴマクサ彊ー豆、〈京〕

胡麻、〔大〕信太村、〔滋)JIIノ下、〔三〕金生水。本→

九。〔牧野図鑑411図、北村原色合弁375)

339. Deinostema aden∞aula (Maxim.) Yamaza-

ki = Gratiola adenocaula Maxim. マルパノサ

ワトウガラシ 積一豆、薬は広卵形、【滋〕下回上村。

本→九、済。〔牧野図鑑446図、北村原色合弁371)

340. D. viola田 a (Maxim.) Yamazaki21) = G. 

violacea Maxim. サワトウガラシ 棄は線状披針

形、 VI-]X、〔兵〕市木村(淡)、粟鹿峯、前山村、

L京〕西中筋村、福知山、向島、上賀茂、長田野、

〔大〕信太山、(滋〕布施池、石山、瀬田、大原村、

〔奈〕三輪山F倍近、〔和〕新圧村、 J鳥屋城村、〔三〕玉垣
村。本→流、朝、満。〔牧野図鑑444，445図、北村原

色合弁370)

341. Dopatrium junceum (Roxb.) Hamilt. アブ

ノメ 軍一豆、〔兵〕室植村、〔京〕向島、五十河村、

上六人部村、八木町、〔滋〕西大路村、〔三)木本、上

津村。本→台、支、印。【牧野図鑑433図、北村原色

合弁372)

342. Ellisiophyllum reptans Maxim. キクガラク

サY一班、〔兵〕舶越山、雪彦山、【京〕綴喜郡大峰

山。本(近畿以西)→九。〔牧野図鑑456図、北村原

色合弁368)

343. El且2丘三IinumaeTakeda コゴメグサ盟)葉

は広卵形3対の鈍鋸歯あり、がく裂片は筒部より短

い、軍一豆、〔滋〕伊吹山(Type)、霊f白山。特産。

〔牧野図鑑410図、北村原色合弁32町

344. E. insignis Wettst. ミヤマコゴメグサ葉は

狭卵形基部はくさび形、きょ歯は3対、がくは長さ

4-5mmで裂片は鋭頭、 vi 豆、〔滋〕三国山 (分

布南限〕。本(中部地方裏日本)。

var. pubigera (Koidz.) Murata マツラコゴメグ

サ 〔奈〕大台ケ原(Type)。特産。

345. E. kiusiana Y. Kimura = E. Koidzumii Y. 

Kimura キユウシユウコゴメグサ (チユクゴク

ゴゴメグサ)棄は広卵形鋭きょt皆、がく裂片は筒部
より長い、積立、〔兵〕粟麗峯、千ケ峯、〔京〕大江

設 21) アカヌ7 ソワはサワトクガラνの営養不良品で区別する必要はないと考える。
22) 田代・堀:大阪府植物誌33頁にコゴメグサ、金剛山とあるのはタテコゴメグサである。

井上三義:兵庫県植物目録(和名篇)38頁にコゴメグサとあるのはキユウνユウコゴメグずである。

-410 



L 山、長老ケ岳。本(近畿→中国〉、九。〔北村原色合

弁42図9、植分地理、 206頁1)

346 . E. Maxirnowiczii Wettst. タチコゴメグサ

花冠は長さ 5-6mrn、棄は広卵形、きょ歯はとがる、

VI一豆、〔大〕金剛山。北→九、朝、満。
347. E. omiensis Y. Kimura オオミコゴメグサ

コゴメグサに似て棄のきょ歯は 1-2対、軍一1x、

〔滋〕比良山 (Type)、特産。

348. Gratiola fluviatilis Koidz. カミガモソウ

豆、〔京〕上賀茂 (Type)、日下絶滅す0

349. G. japonica Miq. オオアブノメ V一班、

〔大〕豊中、〔滋〕蒲生郡朝日野、〔三〕神戸。本→九、

朝、アムール、クスリー。〔牧野図鑑443図、北村原

色合弁369)

350. Limnophila arornatica (Lam.) Merr. シソク

サ棄は対生花は白色、]X-X、〔大〕東豊中、〔兵〕
鷲林寺、〔三〕有馬。北→台、朝。〔牧野図鑑435図、

北村原色合弁376)

351. L. sessilifolia Blume キクモ 棄は輪生し細

裂する。 VI-X、【京〕向島、三柄、五箇村、〔大〕信
太山、〔三〕有馬。時に白花品あり。本→台、印。

352. Linaria canadensis Dumont. マツバウンラ

ン葉は締く、茎は直立高さ 40-70cm.Y -VI、
〔京〕寺田、向島、小倉、〔兵〕甲子園。北アメリカ原

産婦化。

353. L. japonica Miq. ウンラン 海岸砂地生、 VI
-x、〔京〕湊村、【大〕岸和田、〔兵〕笥飯野浜(淡)。
北→回、千、様、朝、満、ウスリー。〔牧野図鑑455

図、北村原色合弁342)

354. Lindernia dubia (L.) Penn. アメリカアゼナ

棄はきょ歯あり、雄ずいの下2個は翁がない、 VI-
1x、【京〕向島、〔兵〕西ノ宮、山本。アメリカ原産帰

化。

355. L. pyxidaria L. アゼナ 葉はきょ歯なく雄

ずいは四本完全、彊一豆、〔京〕向島、淀、大江町、

八木町、一乗寺、〔兵〕北比都佐村。各地水田に普

通。臼本全土→アジア、ヨーロヅパ。〔牧野図鑑438

図、北村原色合弁363)

356. Mazus japonicus (Thunb.) O. Kuntze トキ

ワハゼ飼枝なし、 JV-X、〔京〕比叡山、上賀茂、

八木町。各地路傍に普通。日本全土→朝、台、支、

印。〔牧野図鑑437図、北村原色合弁382)

井村、八木町、青谷、成相山、青葉山、〔滋〕坂本、

大津、北比都佐村、〔奈〕柏木、内牧村、〔和〕高野

山、〔三〕相賀町、須賀利村。各地に普通。本→九。

f. albiflorus (Makino) Makino サギシパ花白

色、 f京〕黒田村、向島。

358. Melampyrum ciliare Miq. ママコナ査に毛

状牙歯多く、がくは長毛があって裂片は鋭尖形、 VI
VI、〔京〕半園山、曽我部村、胡森、下六人部村、善
峯寺附近、大原野、〔兵〕古市村、後川村、伊佐村、

E滋〕野州、〔大〕金剛山‘〔奈〕室生、〔三〕上津村、御

在所山。本(中部以西)→九、朝、満、支。(北村

原色合弁339、44図4)

359. M. laxum Miq. ミヤマママコナ花冠は黄斑

あり、がくは鈍頭、萄にも毛状歯なし、 VI豆、〔兵〕
有馬、摩耶山、徳久村、〔京〕大悲山、桟敷岳、炭

山、Ciil)綿向山、長岡、大津、比良山、(奈〕大台ケ

原、大峯山、室生、玉置山、〔三〕神志山村、御在所

山、大杉谷、八幡村、〔和〕市木村、入鹿村、高野山o

::lt→九、朝。〔牧野図鑑403図、北村原色合弁338)
360. M. roseum~Maxim. ツシマママコナがくは

鋭尖し短毛がある、 y-v(、〔兵〕有年村、 関ノ宮

村、生野、高柳村、〔京〕甘南備山、宇治田原村、中

川i村、知井村、大江山、〔奈〕金剛山。本(中部以西)

→九、朝、満、支。〔北村原色合弁44図5)

var. longisepalurn Tuyama ヒゲママコナ23) が

く歯はひげ状に長く伸びる、 f兵〕妙見山、熊次村。

本(西部〕。

361. Mimulus inflatus (Miq.) Nakai ミゾホオ

ズキ 司-'VII、〔兵)氷ノ山、〔京〕比叡山、鷲峯山、

〔奈〕字賀志村、〔和〕高野山、〔三〕御在所山、上津村、

北→台、朝。〔牧野図鑑447図、北村原色合弁379)

362. Monochasma Sheareri (M∞re) Maxim. var. 

japonicum Maxim. クチナシグサ半寄生、 y-

VI， (兵〕鮎原村、〔京〕鷲峰山、大原、菩提滝、比
叡山、ノレリ渓、東別院、胡麻、〔滋〉大滝村、高島、

勢田川、川上村、【大〕尺代、〔奈〕葛城村。本→九。

〔牧野図鑑399図、北村原色合弁322)

363. Pedicularis resupinata L. シオガマギク

事ー豆、〔京〕鷲峯山、大悲山、比叡山、〔滋〕伊吹山、

〔大〕葛城山、〔奈〕弥山、金剛山、〔三〕竜門山。北→

九、朝、千、棒、東νベリア、カムチャッカ。(牧

野図鑑404図、北村原色合弁331)

357. M. Miquelii Makino ムラサキサギゴケ筒 I364.ず Phtheirospermumjaponicum (Thunb.) Kan-
校を出す、 N-VI、〔京〕比叡山、吉岡、大原野、知 Iitz. コシオガマ 棄は2回羽状に分裂、]X-X、〔京〕

誌 23) 植物分類地理14巻5号(1952)の会報にミヨウケyママコナとあるのはこれである。
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松ケ崎、【大〕高槻、 E奈〕川上村、三ヅ茶屋、〔和〕神

志山村、〔三〕八幡村、波多須町。北→台、朝、満、

支。〔牧野図鑑4θ1図、北村原色合弁336)

365. Scrophularia Buergeriana Miq. ゴマノハグ

サ花は小形淡緑色、百一曹、〔兵〕遠坂村、〔和〕生

石山。本→九、朝、満、支。〔牧野図鑑453図、北村

原色合弁383)

366. S. duplicato-serrata (Miq.) Makino ヒナノ

ウスツポ棄はうすく重鋸歯、 W-]X、〔兵〕妙見
山、段ケ峯、五台山、音水国有林、三室山、〔京〕貴

般、〔奈〕大台ケ原、大峯山、川上村、大塔山、弥

山、 L滋〕山上村、葛川村、〔和〕北山村、竜神村、【三〕

八幡村、深山国有林。本(東海道以西)→九。(牧

野図鑑451図、北村原色合弁386)

367. S. kalrudensis Fr. オオヒナノウスツボ根

は肥厚、棄は厚く鋸歯縁、彊←豆、〔京〕嵐山、比叡

山、(兵〕五台山、熊次村、〔大〕ポシポシ山、(滋〕伊

吹山、〈奈〕弥山、〔和〕鮒回。〔牧野図鑑452圏、北村

原色合弁385，50図。

368. Siphonostegia chinensis Benth. ヒキヨモギ

腺毛なし、がく裂片は皆同大、 VI一豆、Citi)西大路

村、〔奈〕金問j山、〔和〕宮井、瀬戸。北→台、朝、満、

支、千。〔牧野図鑑紛0図、北村原色合弁337)

369. S. laβta S. Moore オオヒキヨモギ 線毛あ

り、がくは大形で1個だけが小さい、司-]X、【兵〕再

度山、 J鳥飼村、〔京〕柳谷、大江山、久美浜、〔滋〕西

大路村、〔和〕黒沢山、恋野村、〔三〕楊枝、野登山。

本(関東以西〕、四、支。

370. Vandellia anagallis (Burm.) Yamazaki var. 

verbenaefolia (Colsm.) Yamazaki スズメノト

ウガラシ下側の雄ずいは鶏がない、葉は長だ円形

鋸歯多数、彊ー豆、〔京〕田辺町、 向島、【滋〕市辺

村、北比都佐村、〔奈〕松尾山、〔和〕田辺。本→台、

印、マレー。〔牧野図鑑432図、北村原色合弁365)

371. V. angustifolia Benth. アゼトウガラシ菊

下端はとがった爪となる。棄は細長く少数の鋸歯が

ある、'"一豆、(京〕中書島、向島、五十河村、八木

町、〔兵〕五台山、(滋〕北比都佐村、〔大〕山本、(三〕

有馬。本→九、朝、支、 印、マレー(牧野図鑑

439図、北村原色合弁367)

372. V. crustacea (L.) Benth. ウリクサがくは

浅く5裂、雄ずいは4本共完全、司I-X、E京〕上賀

茂、北白川、向島、〔三〕木本。各地畠に普通、本→

台、支、印、マレー。〔牧野図鑑440図、北村原色合

弁364)

373. V. setulosa (Maxim.) Yamazaki シソパウ

、 リクサ花は白色、溺の下端は鋭形、酒-X、〔和〕

瀞、三輪崎、那智山、新宮、瀬戸鉛山村、湯の峯、

玉置ロ村、〔三〕尾鷲。本(紀伊半島〉→九。(牧野

図鑑441図、北村原色合弁366)

374. Verbascum Blattarioides Lam. アレチモウ

ズイカ 【三〕四日市。ヨーロヅパ原産婦化。

375. V. Thapsus L. ピロウドモウズイカ 【京〕比

叡山。ヨーロヅパ原産帰化。

376. Veronica arvensis L. タチイヌノフグリ 茎

は直立し花は無柄、 Vー官、〈京〕吉田、各地路傍に

普通。ヨーロヅパ原産婦化。〔牧野図鑑420図、北村

原色合弁352)

377. V. caninotesticulata Makino イヌノフグリ

花は淡紅色、 I-Y、〈京〕下鴨、西中筋村、〔滋〕北
比都佐村、〔大〕夕陽丘、〈兵〕高浪山、〈奈〕字賀志

村、〔三〕大杉谷、波切。北→台、朝、支。 【牧野図

鑑418図、北村原色合弁354)

378. V. japonensis Makino var. occidentalis 

Murata ニシノヤマクワガタ茎は下部はう。 Y-

班、〔兵)船越山、幸世村、永沢寺山、〔京〕大江山、

大原、大悲山、知井村。本(近畿一中国)0 (~t村原

色合弁357)

379. V. javanica Blume ハマクワガタ fy-Y、

〔和〕田辺、〔三〕相賀町、〔大〕貝塚、本(神奈川県以

西)→台、支、マレ一、印、アフリカ、南米。 【北

村原色合弁359)

380. V. kiusiana Furumi subsp. Miyabei Yama-

zaki var. japonica (Miq.) Yamazakiヤマルリト

ラノオ葉裏IDK-上にのみ反曲毛あり、酒ー豆、〔兵〕

九斗山、小金岳。本(日本海側〕。

381. V. linariaefolia~Pal1. ホソパヒメトラノオ

棄は細く巾5-8mm."'-X、 〔和〕黒沢山。本(紀

伊半島以西)→台、朝、支、ジペリア。(北村原色

合弁347)

382. V. melissaefolia Poir. ヒヨクソウ 上部で

校を分かつ、V一司、〔京〕御室、百井、(滋〕伊吹山、

〔奈〕春日山、〔三〕藤原岳。北→九、支、ヒマラヤ、

小アジア。〔牧野図鑑425図、北村原色合弁358)

383. V. Miqueliana Nakai var. Takedana (Mak-

ino) Nemoto コクワガタ クワガタソワに比し

全体小形、 Y-官、【奈〕前鬼、篠原、大台ケ原、笠
捨山、(京〕高雄、〔兵〕雪彦山、〈三〕上津村、深山国

有林、霊山、(大〕金剛山。本(中部以西)→九。

384. V. ornata Monjuschko トウテイラン棄は

銀白色、彊-X、(京〕宮津、湊村、浜詰村、網野。
本(近畿北部一中国地方海岸)0 (牧野図鑑429図、

北村原色合弁345)

385. V. p巴regrinaL. ムシクサ小形1年草、虫え

いを作る、 V一班、〔京〕山斜、修学院、深泥池、:lt
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白111、〔大〕高石町、〔和〕回殿村。本→九、朝、支、

北米。〔牧野図鑑430図、北村原色合弁361)

var. xalapensis (H.B.K.) St. John -et Warr.ケ

ムシクサ 腺毛あり、【京〕向島、仁三〕相賀町。

386. V. persica Poir. オオイヌノフグリ I-VI、

〔京〕京都、一乗寺、鞍馬、〔三〕長島、 Citt)坂本。各

地路傍に普通、欧亜大陸原産帰化。

387. V. rotunda Nakai var. subintegra (Nakai) 

Yamazaki ヒメトラノオ葉は短柄あり、彊lX

【京〕貴船(絶滅)。本→九、朝、満、アムーノレ。〔牧

野図鑑426図〕

388. V. subsessilis (Miq.) Carr. ルリトラノオ

葉は柄がなく基部円い、寝豆、〔滋〕伊吹山。

389. V. undulata Wall. カワヂシヤ V一班、

〔京〕岩倉、一乗寺、鹿ケ谷、〔滋〕瀬田、〔兵〕伊丹o

;11:;→台、朝、支、ヒマラヤ、 アフガニスタシ。〔牧

野図鑑431図、〆北村原色合弁355)

390. Veronicastruro sibiricum (L.) Penn. var. 

japonicum (Nakai) Hara クガイソウ花輸に徴

毛あり、小花柄は1-3mm、百一豆、〔京〕金問j童子

山、〔滋〕伊吹山、〔奈〕弥山、大峯山。本(近畿以東)。

〈牧野図鑑417図、北村原色合奔344)

var. australe Yamazaki ナンゴククガイソウ

花軸は無毛、小花柄は3-4mm、〔兵〕氷ノ山(分布

東限〕。本(兵庫県以西)、四、九。

17 Solanaceae ナス科

391. Datura Stramonium L. var. Chalybea Koch 

ヨウシユチョウセンアサガオ花は淡繋色を帯び

る、"¥I-X、〔京〕新神足村、〔兵〕大塩。熱帯アジア
原産帰化。〔牧野図鑑461図〕

392. Lycium chinense Miller クコ酒ー豆、

〔京〕鴨川堤、【兵〕大塩。本→九、朝、満、琉、支、

台、【牧野図書量483図〕

393. Physaliastrum japonicum (Fr. et Sav.) 

Honda イガホオズキ， がくに長毛あり、花冠は

10mm， "¥1-玄、〔京〕芦生、高雄、鷲峯山、〔奈〕金

持j山、〔三〕赤目、藤原岳。北→九、朝、満、支。

〔牧野図鑑478図、北村原色合弁390)

394. P. Savatieri (Makino) Makino アオホオズ

キがくに長毛なく花冠は 15-20mm、官 -VI、

〔京〕芦生、【奈〕大峯山、玉置山。本、回。 c植研VI
-139頁、牧野日本植物図篇1-11、65:;

395. 旦立正!!angulねL. センナリホオズキ "¥1 
-l'{、【京〕旭村、湊村。熱帯アメリカ原産帰化。

【牧野図鑑481図〕

396. P. chamaesarachoides Makino ヤマホオズ

キがくは果時稜に翼が出て毛は凸起となる。彊ー

豆、(兵〕高仙寺山、葛野村、三国山、朝来町、〔京〉

元伊勢、〔大〕葛城山、岩湧山、仁和〕八幡村、 JlI添

村、上南部村。本(関東以西)→九。【牧野図鑑477

図、北村原色合弁389)

397 己記虫roarhomboidea Miers ハコベホオ

ズキ事豆、〔京〕松ケ崎、〔大〕岸和田。南米原産

婦化。〔久内帰化植物206頁〕

398. 主2己主 japonicaMaxim. ハシリドコロ
IV-Y、〔兵〕粟鹿峯、〔滋〕霊f山山、伊吹山。【奈〕稲

村ケ岳、室生山、東吉野村、【三〕大杉谷。本、四。

【牧野図鑑482図、北村原色合弁387)

399. Solanum biflorum Lour. メジロホオズキ

茎は木化し花は葉肢に1-3個ずつつく、 Y-X、

〔三〕尾鷲。本(南部)→台、支、マレ-i，ノア、ユユ

ーギニヤ、ハワイ。〔牧野図鑑471図〕

400. S. japonense Nakai ヤマホロシホソパノ

ホロジ、花は淡紫色、葉ほうすく時に 3裂しほとん

ど無色、百-X、〈京〕麗ヶ谷、比叡山、嵐山、綾部
市、〔大〕葛城山、〔滋〕大箕山、三井寺、速水村、

〔兵〕赤西国有林、〔奈〉大峯山、行者選岳、(和〕竜神

村、川上村、〔三〕大杉谷。北→九、朝、満、支。

〔牧野図鑑468図、北村原色合弁396)

var. takaoyamense (Makino) Hara タカオヤマ

ホロシ 葉に牙歯があって果実はだ円形、【和〕竜神

村、八幡村、〔三〕古和谷。本(関東一紀伊)。

401. S. lyratum Thunb. ヒヨドリジヨウゴ花は

白色、茎葉に毛が多い、 VI一豆、〔京〕下鴨、大原、

北白111、貴船、字川村、〔夫〕堺、〔兵〕生島、〔滋〕速

水村、〔奈〕入之波、〔和〕北山村、高野山、岩出町、

大島、〔三〕木本。北→台、支、印支。〔牧野図鑑470

図、北村原色合弁394)

402. S. Maximowiczii Koidz.マ}¥，パノホロシ葉

は分裂せず無毛、花は淡紫色、v(-x、〔兵〕神楽村
〔和〕那智山、〔三〕上津村、鈴鹿待、大内山。本→琉

〔牧野図鑑469図、北村原色合弁395)

403. S. megacarpum Koidz. オオマルパノホロシ

茎は短いつる性で果実はややだ円形、"¥I-]X、(京〕

大山崎、(滋〕琵琶湖畔。本(近畿以北)→棒、千。

【寺崎図譜1265図〕

404. S. nigrum L. イヌホオズキ 花序はやや総

状、V(-X、〔京〕向島、嵐山。日本全土、世界の熱
帯及暖帯。〔北村原色合弁52図1)

405. S. photeinocarpum Nakamura et Odashima 

テリミノイヌホオズキ 花序は綴形、彊 E、〔京〕

比叡山、貴始、大岩、〔兵〕淡路、赤穂。本→台、

支。〔北村原色合弁393)
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豊後水道及び日向灘産魚類 (2) 

Zeidae マトダイ科

86. Zeus japonicus CUVIER et VALENCIEN-

NESマトダイ(もんだい〉 トローノレ、煮物

87. Zenopsis nebulosa (TEMMINCK ~et SCHL-

EGEL) カガミダイ(ぎんもんだい、ぎんも

ん)トロール、くずし原料

Holocentridae イツトウダイ科

88. Ostichthys japonicus (CUVIER et VALE-

NCIENNES) エピスダイ(きんとき)

トロール、刺身

89. Holocentrus spinosissimus TEMMINCK 

et SCHLEGELイヅ十ワダイ、トローノレ、煮物

PolyulIxiidae ギンメ科

o 90. Polymixia japonica STEINDACHNER 
ギy メ、 トローノレ、煮物

Monocentridae マツカサウオ科

91. Monocentris japonicus (HOUTTUYN) 

マラFカサクオ(しゃちほこ) トローノレ

Seombridae サパ科

92. Scomber scombrus tapeinocephalus (Bレ

EEKER) コ'"7ナノミ(さば)

巾着網、釣り、刺身、煮物、塩物

93. Scomber scombrus japonicus (HOUTTU-

YN) ホyチパ(さば)同上

Katsnwonidae カツオ科

94. Katsuwonus vagans (LESSON) カツオ

(かつお)釣り、刺身

95. Euthynnus yaito KISHINOUYE スマ

(すま)刺身

96. Auxis hira KISHINOUYE ヒラソクダ

(めじか)釣り、刺身、生節

97. Auxis tapeinosoma (BLEEKER) 

7ノレソウダ(めじか)向上

Thnnnidae マグロ科

98. Thunnus orientalis (TEMMINCK et SC-

HLEGEL) マグロ

(1トなるものより生長にしたがい、ょこわー

こびんーこばっーはつ、と名称がかわる)し

び網、大敷網

99. Germo germo (LACEPEDE) ピシナガ

(とんぼ)刺身

好 保 徳、

100. Parathunnus sibi (TEMM町CKet SCH-

LEG乱) メパチ

101. Neothunnus macropterus (TEMMINCK 

et SCHLEGEL) キハダ(いとしび)

しび縮、大敷網、五百j身

Cybiidae サワラ科

102. Scomberomorus sinensis (LACEP企DE)

クVサワラ(おきさわら)大敷網、刺身

103. Sawara niphonia (CUVIER et VALENCI-

ENNES) サワラ(さわら、さごし)

さわら網、刺身

104. Sarda orientalis (TEMMINCK et SCHL-

EGEL) ハガヅオ(はがつお〉

大敷網、釣り、刺身

Trichiuridae タチウオ科

105. Trichiurus haumela (FORSKAL) 

タチクオ(たちうお)

打瀬鋼、 トローノレ、煮物、焼物、塩物

Istiophoridae マカジキ科

106. Istiophorus orientalis (TEMMINCK et 

SCHLEGEL) パジヨヲカジキ(ばれん)

突き、大敷網、刺身、焼物

107. Makaira mitsukurii (JORDAN et SNYD-

ER) マカジキ(かじき)

突き、大敷網、刺身、焼物

Xiphiidae メカジキ科

108. Xiphias gladius LlNNE メカジキ(つん)

大敷網、刺身、焼物

Coryphaenidae シイラ科
， 

109. Coryphaena hippurus LlNNE i/イラ

幼形より(ひすーなたまめーくまびき)大敷

網、くずし原料

Labracoglossidae タカペ科

110. Labracoglossa argentiventris PETERS 

タカベ

Centrolophidae メダイ科

111. Ocycrius japonicus (DODERLEIN) 

メダイ(めぶと〉刺身、煮物

Stromateidae イボダイ科

112. Psenopsis anomala (TEMMINCK et SC-

E乱EGEL) イボダイ(あまぎ)
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ぶり網、打瀬網、 トローノレ、煮物、酢物

Pampidae マナガツオ科

113. Stromateoides argenteus (EUPHRASEN) 

マナガヅオ(まながつお)

打瀬網、 トローノレ、刺身

Carangidae アジ科

114. Trachurus japonicus (TEMMINCK et 

SCI王LEGEL) マアジ(あじ)

巾着網、釣り、大敷網、煮物、焼物、刺身

115. Decapterus muroadsi (TEMMINCK et 

SCHLEGEL) ムロアジ

(むろあじ、あおむろ)車1]身、煮物

116. 民 capterusmaruadsi (TEMMINCK et S-

CHLEGEL)マノレアジ(まるあじ)焼物、煮物

0117. Caranx equula TEMMINCK et SCHLEG-

EL カイワリ(めっきあじ)

トローノレ、煮物、刺身

118. Caranx delicatissimus (OODERLEIN) 

ジマアジ

119. Alectis ciliaris (BLOCH) イトヒキアジ

120. Seriola quiuqueradiata TEMMINCK et 

SCHLEGEL プリ(ぶり)

大敷網、釣り、はえ縄、刺身、煮物

121. Seriolina intermedia (TEMMINCK et 

SCHLEGEL) アイプリ(ばかそじ)

トローノレ、刺身

Leiognathidae ヒイラギ科

122. Leiognathus nuchalis (TEMMINCK et 

SCHLEGEL) ヒイラギ

0123. Leiognathus rivulatus (TEMMINCI王etS 

CHLEGEL)オキヒイラギ(ぎいら、ぎいらど)

こ網、打瀬網、 トロール、くずし原料

Rachycentridae スギ科

0124. Rachycentron canadum (LINNE) スギ

(たら) トロール

Pempheridae ハタンポ科

125. Pempheris umbrus (SNYDER) 

ヅマグロアゴナV

Oplegnathidae イシダイ科

126. Oplegnathus fasciatus (TEMMINCK et 

SCHLEGEL) イジダイ(なべわり)

トローノレ、いそくり網、煮物

127. Oplegnathus punctatus (TEMMINK et S 

CHLEGEL) イジガキダイ、がぜ網、煮物

shdlidae ヒメジ科

128. Upeneus bensasi (TEMMINCK et SCHL-

EGEL) ヒメジ(ひめち〉

打瀬網、 トローノレ、くずし原料、煮物

0129. Pseudupeneus trifasciatus (LACEPEDE) 

オジイナシ(うみごい〉 トロール、煮物

Cepolidae アカタチ科

0130. Acanthocepola krusensterni (TEMMINι 

K et SCHLEGEL)アカタチ(きかとうじ〉

えび網、打瀬絹、くずし原料

131. Acanth∞epola limbata (CUVIER et VA-
LENCIENNES) イツテシアカタテ

Branchiostegidae アマダイ科

132. Branchiostegus argentatus (CUVIER et 

V ALENCIENNES)νロアマダイ(こずな〉

トローノレ、煮物、刺身

133. Branchiostegus japonicus (HOUτTUYN) 

ア刃アマダイ(こずな)打瀬網、 トローノレ、

煮物、刺身

Apogonidae テンジクダイヰヰ

0134. Apogonichthys carinatus (CUVIER et V-

ALENCIENNES)マトイジモチ(いしもち)

打瀬網、ぶり線、くずし原料

0135. Apogon lineatus (TEMMINCK et SCHレ

EGEL) テシジクグイ(ねこいしもち)

打瀬網、くずし原料

136. Apogon kiensis JORDAN et SNYDER 

テツポクイジモチ

137. Apogon semilineatus TEMMINCK et SC-

HLEGEL ネシプヅダイ

打瀬網、 トローノレ、くずし原料

Lohotidae マツダイ科

138. Lobotes surinamensis (BLOCH)マヅダイ

大敷網、煮物

Priacanthidae キントキダイ科

0139. Priacanthus macracanthus CUVIER et 

V ALENCIENNES キy トキダイ (あカミめ)

トロー/レ、くずし材料、煮物

0140. Priacanthus boops (SCHNEIDER) 

テカメキシトキ(あかめ) 1・ロール、刺身、

煮物、くずし材料

14.1. Pseudopriacanthus niphonius (CUVIER et 

V ALENCIENNES) クルマダイ(あかめ)

トロール、くずし材料

Kuhliidae ユゴイ科

142. Kuhlia marginata (CUVIER et VALENC-

IENNES) ユゴイ、 トロール、くずし材料

一(以下384ページへ)
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アルカロイド植物とその成分

佐 藤 茂 樹

アルカロイドは植物体内に存在する窒素を含む一連|有機化合物であるが、アルカロイドはその種類と分布

の塩基性物質で、一般に動物に対し著しい生理作用、 !とが特に広い。

とくに毒性を現わすが、毒薬変じて薬となるとか、毒| アルカロイドの中毒にはタシニシを加えると、不溶

と薬は紙一重とか言われる通り、適時に適量を用いれ|性の沈でん物となって胃腸に吸収され難い形になると

ば、起死回生の霊薬ともなって、医療品としての重要|ともに、収欽作用が吸収を抑制する効果もあって、ア

性を発揮するものも少くはない。 Iノレカロイドの中毒の場合は、濃い番茶の飲用が効果的

我が国に産する有毒植物は約2∞種と言われ、毒成|であり、タシニシ酸水での胃洗糠が実際に行われる。

分にも穫々あってアオイマメのブアゼオノレナチシ、ウ|しかしアルカロイド以外にはほとんど無効だと言われ

メのアグミダリシ、フクジュウソウのアドニシなどの|る。要するに解毒は毒物の正体を知って対症的に施す

配糖体、 ドクウツギのツテシやコリアミノレチシ、ヅタ|ことが必要である。こんな意味も考慮して下表のよう

ウノレジのラヅコール、 ドクゼリのチクトキ1/>'、アセ!なまとめ方をして見た。不備の点は加除修正を御願い

ピなどのアy ドロメドトキジジなどは窒素を含まない|する。

植 物 名 部位

ロ ，、e、 リ ア 全草
、、、 ゾカクジ W 

キ ナ 樹皮

ゴーヒーノキ 種子

コーヒーノキ 種子

カギカズラ 葉、鈎

ト ゴ シ 根

ヨ ヒ シ ，、. 樹皮、葉

タ ノ、- ゴ 全、葉

チョウセシアサガオ 全

ヨウジュ グ 全

ハ乙/リドゴロ 根茎

イヌホオズキ 全

ジヤガイ モ 塊茎芽

ト ウガラジ 果実

守' チ 〉ノ 種子

メ ノ、 ジ キ 全、実

ドクニシジシ 全

グ ク ロ 樹皮

テ ヤ 葉

アノレカロイド

Lobelin C22 H27 N02 

'1 f/ 

Chinin C20 H21 N2 02 

Chinchonin C19 H22 N2 0 

Chinchonidin .C19 R22 N2 0 

Caffein Cs Rl0 N2 S2 

Rhincho phyllin C22 H2S N2 04 

Emetin C29 ~O N2 04 

Yohinbin C25 H26 N6 03 

Nicotin C10 H14 N2 

Nicotimin C9 R12 N2 

Nicotein Cl0 H12 N2 

Nicotelin Cl0 Hs N2 

V
旬、

AS1Ct3Or

o

包町

p0I1yn
aamrniEn 
n 

C17 H23 N02 

C17 H23 N02 

C17 H21 N02 

Solanin C45 H73 N015 

" " 
Solanidin C27 ~3 NO 

Capsaicin C1S H27 N03 

Strychnin C21 H22 N2 O2 

Brucin C23 H26 N2 04 

Leonurin C13 H20 N4 04 

Coniin Cs H17 N 

Pelletierin Cs H15 NO 

Caffein Cs Hl0 N4 02 

Xanthin C5 ~ N4 02 

Theophyllin C7 Hs N4 O2 
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摘要

呼吸刺激剤

大量で中枢麻揮、下痢、頭痛

マラリア特効薬、解熱、強壮

右旋性

左旋性

興奮剤、曙好飲料、利尿

鎮静薬、頭痛、自まい

アメーパ赤痢弗j 催吐、桧疾

興奮剤仙髄反射中枢刺激

晴好料農用殺虫剤j

I濡息煙草、点、限剤、教瞳

中毒は撞孔教大失明、狂そう

鎮静鎮痛剤、教撞薬

赤血球破壊、呼吸麻簿

f/ 

香辛料、健胃、皮膚引赤

神経強壮剤、猛毒呼吸麻簿

窪れん

止血利尿(産前産後)

麻酔毒性強い

条虫駆除薬、運動麻揮

稽好飲料興奮作用



カ カ オ 種子 Theobromin C7 Hs N4 02 飲料興奮剤事j尿剤

十 ウ ゴ マ 種子 Ricinin Cs Hs N2 02 赤血球溶解、悪心軍政

ノ、 ズ 種子 '1 11 峻下剤(ハズ油〉

ヤボラシジ 葉 Pilocarpin C1l H16 N2 02 発汗剤

コ i/ 二L 二工 果実 Rutaecarpin C1S H13 N3 0 健胃駆風利尿、軍吐

ミヤ 7ν キミ 実、葉 " '1 心臓麻簿けいれん

Skiminianin C14 H13 N04 民間で棄を治風薬とする

ノ、 ク セ シ " Dictamin C12 H9 N02 

ゴ ク サ ギ 茎葉 Orixin C1S H23 N06 牛馬のジラミ駆除

Kokusagin C13 H9 N04 

樹皮 Kokusaginin C14 H15 N04 

Kokusaginolin C17 H13 N05 健胃整揚苦味剤

キ ノ、 ダ 皮 Berberin C20 H19 N05 

Palmatin C21 H23 N05 

コ カ 葉 Cocain C17 H21 No，j， 局所麻酔弗l唖吐胃病

Tropacocain C15 H19 N02 

Hyarin C8 H15 NO 

カラノミノレマメ 種子 Physostigmin C15 H21 N3 02 収蹟淘l鋲けい鎮痛剤

Genoeerin C15 H21 N3 03 

Eseramin C16 H25 N4 03 (その他〉

ノボ リ フジ 種子 Lupinin Cl0 H19 NO 

ク ラ プ 板、果実 Matrin C15 H24 N20 健胃、農用殺虫剤解黙示j尿

Sytisin Cll H14 N2 0 

ト ウアズキ 種子 Abrin C12 H14 N2 O2 吐剤、駆虫剤腹痛赤血球凝固

ミヤマトベラ 根 Matrin C15 H24 N2 0 

Cytisin Cll H14 N2 0 咽喉諸症に用いる

二E ーー ν ダ 茎葉 Spartein C15 H26 N2 強j心薬

Sarothemin C15 H24 N2 

Genistein C16 H2S N2 

タマサキツヅラプジ 根 Cepharanthin C37 H38 N2 06 結核、百日咳の治療薬

コクモリカズラ Dauricin C38 H14 N2 06 

ジマハスノハカメラ 根 Tetrandrin C19 H23 N03 

アオツヅラプジ " Triolbin C36 H36 N2 03 

Trilobamin C36 H38 N2 06 

ハスノハカズラ " Stephanin C34 H36 N2 05 その他のアルカロイド

メ ギ 全 Berbamin C26 H38 N2 06 健胃、苦味、洗限期j

Berberin C20 H19 N05 

へピノボラズ " Berbamin C26 H3S N2 06 

ナ シ ア ジ 葉、実 Nantenin C19 H19 N05 鎮咳、強壮、健胃

Berberin C20 H19TN05 

Domestin C20 H21 N04 

ケ ν 未熟果汁 Morphin C17 H19 N03 鎮痛鎮静剤中枢麻簿

Narcein C23 H27 N03 

Thebain C19 H21 N03 

Codein C18 H21 N03 鎮咳剤

Narcotin C22 H23 N07 その他20余種含む
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ヒ ナ グ る/ 全 Rhoeagenin C20 'H19 N06 合燃弗Uvロップ
オ ーー グ る/ 。 乱1:orphin C17 H19 N03 

ムラサキケマジ " Protopin C20 H19 N05 

キ ケ 竺ア Zノ 11 " " 
クサノ オク fI Chelidonin C20 H19 N05 鎮痛剤麻簿

Chelerythrin C21 H17 N5 0 

Protopin C20 H19 N05 

Sanguinarin C20 H13 N05 

タケニグサ 全 Protopin C20 H19 N05 

Sanguinarin C20 H13 N05 

Cherythrin C21 H17 N04， 

ゴ 守' ク チ 全 Dicentrin C20 H21 N04， 腹痛薬麻酔作用あり

Protopin C20 H19 N05 

ジロボワエシゴサク 全 " fI 

エシゴサク 全 " " 
Bulbocapnin C19 H19 N04， 鎮庭、鎮痛、通経

ヤマトリカプト 根 Aconitin C34， H4，7 NOll 鎮痛、鎮静剤、劇毒

乱1:esacointin C33 H45 NOll その他

オ ウ レ シ 根茎 Berberin C20 H19 N05 健胃苦味薬洗眼

Palmatin C21 H23 N05 

Coptisin C19 H15 N05 

Worenin C20 Hl'7 N05 

コ ν 冨， ワ 果実 Piperin C17 H19 N03 調味料健胃駆風、辛味

Dendrobin C16 H23 N02 

ヒガ y ノミナ 全草 Lycorin C16 H17 N04， 鎮咳剤催吐、下痢

Sekisanin C16 H19 N04， アメーパ赤痢腕ジストマ用

Sekisanolin C18 H23 N05 エメチ:ytc似た作用あり

Homolycorin C19 H23 N04 

Lycorenin C18 H21 N04， 

キツネノカミソリ 全 Lycorin C16 H17 N04， 鋲咳

ス イ セ シ '1 M 

" '1 猛毒腹痛吐潟

Tezettin C18 H21 N05 

ノ、 守' ニエ ク I! '1 " " 
ピ ヤ ク プ 根 Stemonin C17 H25 N04， 皮膚寄生虫駆除

Stemonidin C19 H31 N05 

アミガナユリ 鱗茎 Fritil1in C15 H4，l N05 鎮咳桧茨排膿

イ モ) Fritil1arin C19 H33 N02 (中枢神経麟)
Verticin C18 H33 N02 呼吸循環障害

イヌサブラシ 種子 Colchicin C22 H25 N06 鎮痛剤、染色体倍加

ノくイケイソウ " C26 H37 N03 農用殺虫剤

ゴノミイケイソウ '1 C32 H51 NOll 下痢けいれん

ジユロ ソウ fI vm C29 H4，3 N07 

ピシロウジ 。 Arecaidin C7 Hll N02 駆虫剤、麻酔呼吸障害

Arecolin Cg H13 N02 瞳孔縮少作用あり

ド ク £、 ギ 寄生菌 Temulin C7 H12 N20 下痢腎酔目まい

、イ テ イ 根皮 Taxin C35 H51 N010 利尿、通経
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-マ オ ワ 全 Ephedrin C10 H15 NO 時鼠恵、治療剤、覚醒弗j

Pseudephedrin C10 H15 NO 止血子宮収縮弗j

ノ、. 
ツ カ ク 菌核 Histamin C5 H9 N3 陣痛促進作用

Ergotoxin C35 141 N5 06 交感神経麻薄

Ergotamin C33 H35 N505 血管収縮作用

Ergometrin C19 H23 N3 02 

Ergosin C30 H37 N5 05 

参考書

医 薬 資 源 三萩庭橋 大博寿共著 共立出版 最新医薬品類妻美 慶松勝左衛門 非凡閣

宮地悦男共著
有 毒植 物 メ日米達男 三省堂

動植物成分 汐

島野 武
植 物塩 基 喜木田 恭高FJd共著 広川書庖

和漢薬用植物 刈材米す雄達四夫郎 共著 広川書庖

結弥実自共著資源植物事典 柴田桂太 北陸館
生 物化 学 朝倉書庖

薬物学上下 高小木沢敬次郎光共著 南山堂 中毒と其処置 勝癒沼松七九精蔵郎 恒珊 日本出版

日本植物成分総覧 平尾子之吉 近大出版 生 物化 学 高橋梯蔵 実 教

(394ぺージより)
訴か、数百年以前か、或は更に測るものかは判定しが|殻長72mmという大形のものであった。八浜は国鉄字

たい。 I野線の!gRに近くで、その北側は海が退いて約lkmも遠
以上の地、備後灘の打瀬網(向島子汐の漁夫による)Iのき、一面の粘土質の土地になっていて干拓作業が行
の採品からピヨワプガイ Trisidostortuosa kiyonoiの|われていた。その粘土に埋まっていたのである。この

1片を得たことがあるo本種は愛知県知多郡部崎町、 1:地方も土地隆起が著しい。
もろざき | 

九州博多湾・唐津湾・今万里湾、山口県青海島に現棲| 以上を通じて考えて見るに、我々が貝類を採集する

が見られ、化石は愛知県豊橋附近の小坂井、富山県氷|に当り死穀を得ることが多いが、その内の戎者はその
乙ト l 

見(洪積世)、沖積世のものとしては大阪市各所の地|産地に棲息しているが叉或る種は死滅しており、その
み l

下から多数出土しているし、叉山口県柳井附近と下関!分布が注目されることになる。それで死穀のみで生頁

市長府町海岸のナシドポジプによる建立の際にも死殻|の得られなかった時は特に注意することが肝要であ

が採れている(河本卓介氏より拝聞)0 る。尾道水道の例は特に著しい例で、叉全体として瀬

更にハイガイ Anadara(Tegilliarca) granosaは|戸内海の中央海域において若干の貝類は死滅して行く

東京から西南の本州諸地方で貝塚から多数出土すると|傾向があるようで、それらは半化石 semifossilとし

共に海からも死殻が得られるが、生貝の採れる所は瀬|て取扱ってよいと思われ、貝類相を調べるに当り現棲

戸内海では少く、山口県の一部で採れると云う。私は lのものと死殻のみのものとを各々記録しておく要があ
先年児島湾八浜で死殻を拾ったが、その穀は特に厚く|ると思っている。(昭和34.1.28)

はちはま

熱 帯 色 の 飼 い 方

藤本義昭・藤岡 昇著

室内にまとまった野外の自然を導入する最も手近な|魚…特に美しい熱帯魚の習性と水草の知識とが必要で

方法……それはアクアリュームである 3 この美しい独|ある。

立した閉鎖社会を白然の袋で長く継続させるには淡水! この書物は熱帯魚の種類はすべて図入りで説明さ

れ、飼育法についても著者の考案による種々な道具が| 学校などで飼育栽培する最良の手引である。

のせられている。また水草については特に章を改め n6・280円 (岡村はた〕

て、種類から植え込み方観賞法までくわしい。
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お願い

1為
主主 貝 名

兵庫県生物学会編

簿

兵庫生物 3巻 5号付録

昭和 34年 4月初日現在

1. 御氏名未載の方、印刷ちがいの方、御転任の場合は必ず、編集子あて

にお知らせ下さい。

2. 会員異動 その他は会誌「兵庫生物」で御報知します。

神戸市長田区寺池町 1の 1

県立兵庫高等学校

室井 綜
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員名簿A 
3玄会兵庫県生物学

(西芦支部)武庫川女子大教援為森長A :z:，; 

(西芦支部)西宮市教育研究所長進谷紅長事理

(神戸支部)県立御影高等学校長保一郎中野本部委員

部支崎尼

勤務先所在地

尼崎市北域内

庁 浜大木原

北大物町

菜切山町

北難波通

塚口町

栗山字松本

北大物町

南域内

西川字永長

南城内

長洲中通

菜切山町

蓬川町

南城内

上坂部

森

F 東大島南前

箕面市西坊島

尼崎市三反田芦原

P 栗山字松本

浜大木原

栗山字松本

下食満

長洲中通

11 

λア

11 

1/ 

λ7 

ノγ

λア

1/ 

11 

庁

庁

11 

λy 

λy 

λY 

λ〆

λア

ノY

先

尼崎教委指導課

市浜小

県尼崎高

市大庄東中

市尼崎産業高

県尼崎北高

市立花小

県尼崎高

市尼崎高

市若草中

市尼崎高

市小田南中

市大圧東中

市明倫中

市尼崎高

市上坂部小

私西国学園高

市大圧西中

市箕面第二中

市昭和中

市立花小

市浜小

市立花小

市園田中

市小田南中

務動所

明石市林崎県営住宅212

尼崎市猪名寺崎5

F 杭瀬古樋13

西宮市甲子園口 6の17i

F 鳴尾町小松東台6

池田市木部町393

尼崎市水堂字松本72

大阪市城東区放出町299

尼崎市栗山125

長洲字南畑65

F 蓬川町361

豊中市服部本町1の65

西宮市宮前町37

尼崎市浜田町5の6

東大島字屋敷316

F 塚口住宅980

池田市新町通3の2685

尼崎市大庄中通1の83

杭瀬字古樋11

F 杭瀬道場免5 糟谷方

JII西市小花宗近6の7

神戸市葺合区宮本通1の34

尼崎市水堂榎木2~

大阪市東淀川区西三国町2の149

尼崎市森笠ノ池279

栄i主主

桑田方

住

λY 

λy 

λγ 

名

雄

孝

晃

雄

治

市

郎

修

也

治

郎

雄

子

宏

朗

稔

清

也

郎

八

子

夫

三

子

岩

義

義

重

佐

一

哲

信

太

秀

才

盛

和

英

太

利

明

森

昭

泰

浩

松

慎

山

立

坪

尾

田

本

田

山

山

井

川

内

田

田

門

谷

井

下

本

本

田

沢

本

植

秋

足

大

牛

岡

同

神

栗

粟

酒

作

砂

竹

武

永

長

西

藤

藤

森

森

安

柳

山

柘

氏

11 

伊丹市緑ケ丘県伊丹高校内

桜ケ丘3の32 松村方

F 平松1の5

芦屋市打出翠ヶ丘157

部支丹伊

伊丹市緑ケ丘

堀越

行基回

行基国

庁

ノア

〆〆

県伊丹高

市北中

市伊丹高

市伊丹高

-421-

庁

岡 本高

高橋宗三

竹下 信

福田政次郎



勤務先所在地

伊丹市緑ケ丘

池田市下渋谷町

先

県伊丹高

大阪学芸付属高

務勤所住

三田市下槻瀬'2:15

伊丹市伊丹上河原194丸

名

嘉

義

氏

脇

本

宮

山

西宮市今津網引町45

F 上蔑原町20

荒戎町80

上甲東園県西宮高内

鳴尾町小松字町田8

F 屋敷町14

神戸市東灘区住吉町鬼塚1283

豊中市大字穂積602

西宮市甲子園口 6の156

F 門戸西町51

神戸市灘区篠原本町1の19

伊丹市春日丘2渇

神戸市灘区将軍通4の1

P 東灘区魚崎町魚崎75

西宮市甲子園一番町123

グ大屋町150

分銅町16

F 上ヶ原関西学院構内

伊丹市千歳町456

F 寺本字蔵の開地
公団住宅19の108

神戸市東灘区御影町西平野12 私報徳学園高

尼崎市七松福添町55の1 県芦屋高

西宮市塩瀬町名塩2160 市塩瀬中

箕面市桜67の1 県芦屋高

加古郡稲美町六分一相の山 西宮教委事務局

伊丹市千僧広畑13 市西宮高

F 千僧県営住宅94号 市西宮高

芦屋市宮川町県芦屋高校内 県芦屋高

西宮市神呪町8 西宮教育研究所

F 甲風園町2の64 市大社中

H 鳴尾町松の茶屋6の7 県民生部保険課

神戸市垂水区東垂水町中道通3の6 市西宮高(定)

西宮市里中町3の66 県鳴尾高

F 愛宕山町44 市鳴尾北小

神戸市東灘区本山町岡本梅林住宅56私武庫川女子大

西宮市上甲東園2の80 私武庫川学院図書館F

西宮市高木西町

P 今津高潮町

今津高潮町

上甲東国

P 上甲子園

宝塚市小林字北畑

芦量市宮川町

西宮市池関町

薬師町

宮前町

庁 高木西町

芦屋市六麓荘

西宮市建石町

桜谷町

池関町

律門呉羽町

岡田山町

上ヶ原一番町

学文殿町

λy 

λy 

λY 

λy 

λア

/1 

λy 

/1 

11 

部

市高木小

私甲陽学院高

私甲陽学院高

県西宮高

市上甲子園中

市宝塚第一小

県芦屋高

私武庫川高

市瓦木中

市浜脇中

市高木小

私芦屋女子高

市西宮高

市大社小

私武庫川高

市津門小

私神戸女学院高

私関西学院中

県鳴尾高

支t
p
 

西

庁

/1 

Jちr

// 

持

隆

雄

男

夫

子

子

実

彦

久

三

夫

文

子

平

三

彦

潔

晃

昌

正

茂

松

孝

茂

孝

繁

勝

正

浩

尋

鬼

良

信

倉

野

上

田

野

崎

谷

西

岡

田

橋

池

藤

田

磨

戸

橋

胡

朝

浅

東

井

岩

上

魚

梅

大

片

川

倉

小

近

島

須

瀬

高

多

λy 

上ケ原一番町

F 上大市町

芦屋市宮川町

西宮市塩瀬町名塩

芦屋市宮川町

西宮市六湛寺町

F 建石町

F 建石町

芦屋市宮川町

西宮市呉羽町

F 神原町

神戸市生田区下山手通

西宮市建石町

F 学文蹴町

学文殿町

池関町

池関町

/1 

λF 

11 

私関西学院高

-422ー

~ 
I=l 

正

治

夫

郎

之

三

安

鉄

丈

太

憲

泰

耕

守

進

秀

結

速

濃

井

井

村

中

垣

谷

田

宮

本

野

間

国

千

長

土

永

中

畠

檎

紅

堀

松

松

水

森

森

八

宏

二

久

雄

周

徳

公

俊

善

為

精

消

尾

国



勤務先所在地

西宮市上甲東園

建石町

今津二葉町

西宮市神園町12

先務動所

西宮市高松町6

・神戸市東灘区本山町森字村上28
木島方

住名

洋

氏

本山

庁

庁西宮市津門呉羽町11

氷上郡南町池谷

亮

男

昭

忠

敏

回

塁

回

横

渡

西

λr 

λy 

ノY

JちF

!I 

!I 

!I 

!I 

ノア

庁

市中道小

fL松蔭高

市須磨高

市垂水小

県長田高

市飛松中

市須磨高

市森林様物園

市兵庫中

県御影高

県衛生部薬務課

県湊)11高

市夢野中

部支一戸

神戸市兵庫区東出町3の233

P 葺合区神若通1の50

須磨区関守町3の5

垂水区玉津町出合166

長田区寺池町2の147

F 生田区中山手通6の8

明石市太寺町4の3093

神

λy 

11 

λY 

赤 穂重雄

足立桑子

東 克彦

荒尾義夫

安房 明

安藤不二夫

安藤保二

λy 

λy 

次勇井石

生田区加納町

長田区池田塩町

兵庫区新在家
中央卸売市場内

長田区房王寺町

葺合区葺合町東野

葺合区野崎通

長田区寺池町

長田区東尻池町

葺合区野崎通

垂水区高丸町

生田区下山手町

!I 

、神戸市役所

市西代中

ノソ

λy 

λア

神戸市兵庫区中道通

H 灘区青谷町

須磨区山畑町

垂水区西垂水町

長田区池田谷町

須磨区大手町

須磨区山畑町

兵庫区山田町
下谷上

兵庫区永沢町

東灘区御影町

生田区下山手通

長田区寺池町

兵庫区熊野町

!I 

卸売業

県夢野台高

私成徳学園高

市筒井台中

県兵庫高

市苅藻中

市葺合中

市垂水中

和親和学園高 庁

関西大学法学部在学

私滝川高 神戸市須磨区宝田町

!I 

庁

p 

λ〆

F 

!I 

!I 

ノア

I! 

I! 

兵庫区湊山町35の1

尼崎市今北字蓮華寺20

神戸市葺合区寵池通4の5

庁 葺合区坂口通1の10

東灘区御影町申御田932

庁 長田区大塚町2の3

加古郡稲美町加古1291

神戸市須磨区権現町2の40

庁 長田区五位の池町3の223

須磨区行幸町2の35

ノア

I! 

λy 

λア

大谷一善

大村 豊

大本和一郎

岡本朔次

岡村はた

押川矛IJ 通

小野博正

田中文子

河合 明

鹿取秀雄

金礎 甫

川崎正悦

巌

六甲山上

兵庫区大沢町

東灘区住吉町
赤塚山

兵庫区会下山町

I! 

I! 

ノア

λr 

六甲高山植物園

市大沢中

神大教育学部付属
住吉中

私森高

原

三木市志染町

神戸市兵庫区湊川 9の10

-423-

県西宮高

市西宮高

市今津小

夙川学院高校

神戸市兵庫区湊川町10の317

垂水区押部谷町高和632

灘区中原通2の2

姫路市威徳寺町57

神戸市須磨区月見山本町1の106

兵庫区夢野町2の8

東灘区住吉町唐松817

須磨区東須磨北町3の92

長田区片山町1丁目

長田区片山町1の121

神戸市東灘区魚崎町横屋510

灘区高尾通1の1

奈良県奈良市石木町木島648

三田市三田町607

庁河

北村博史

衣川美佐男

貞

常

祐

吉

下

本

池田正夫

出水川則夫

岩谷成彦

内波秀

内海寛子

江越千代子

大浦茂樹

大賀二郎

大崎栄子

木

木



神戸市長田区池田谷町

H 須磨区長池町

垂水区西垂水町

灘区船寺通

兵庫区松本通

灘区船寺通

垂水区神出町

垂水区押部谷町
押部

生田区下山手通

兵庫区東山町

長田区蓮池町

須磨区宝田町

東灘区住吉町
赤塚山

大阪市西区靭中町

神戸市垂水区押部谷町
押部

市神戸商業高 p 東灘区本山町野
寄字平林

市神戸小 F 生田区長狭通

私六甲高 F 灘区篠原伯母野山

兵庫県警察本可
鑑識課 グ生田区下山手通

市和田岬小 F 兵庫区和田宮通

私親和女高 P 生田区下山手通

市駒ヶ林中 庁長田区若松町

私須磨の浦女子高 H 須磨区行幸町

第一鋼材KK 大阪市北区梅田町新阪
大阪支庖 神ピル7階

県星陵高 4 神戸市垂水区西垂水町
星ケ丘

須磨妙法寺

長田区池田谷町

東灘区魚崎町横量

長田区房王寺町

兵庫区永沢町

葺合区野崎通

葺合区野崎通

須磨区下手崎町

兵庫区下三条町

東灘区住吉町

勤務先所在地

λY 

// 

λY 

λy 

// 

先務

県長田高

市東須磨小

市歌敷山中

市原田中

市湊川高

市原田中

市神出中

市押部谷中

動所住名氏

// 

λy 

F 

庁

λY 

λy 

兵教委指導課

市東山小

市蓮池小

私滝川高

神戸大学教育学部

大阪市立
自然科学博物館

市押部谷中

F 

λy 

F 

士

実治郎

忠雄

幸郎

茂樹

哲

部民佐

神戸市垂水区東垂水町1667彦保国'"乙1て

垂水区押部谷栄2町51の1λy 徳

島田 都

清水不二也

炉~・

1去

竜

谷

野

渋

渋

ノγ夫

猛

子

俊

子

隆

弘

木

嶋

田

田

新

鈴

高

高

官

同

高

兵庫区氷室町 1の44

垂水区西垂水町清水通
生駒荘

長田区大目丘町2の46

1/ 

ノア良E

寛

寿橋

// 

// 

H 

// 

// 

ノゲ

灘区王子町

兵庫区松本通

長田区平和台町

// 

// 

// 

ノγ

λy 

// 

λy 

市妙法寺小

県長田高

私灘高

県夢野台高

市兵庫中

市葺合中

市葺合高

市鷹取中

市平野小

神大数育学部

兵庫県立教育研
習所

市川池小

私須磨女子高

ノγ実野高

兵庫区上三条町

F 葺合区野崎通2の8

明石市東朝霧ケ丘

神戸市須磨区関守町3の49

小野市葉多町619

加古川市加古川町平野

神戸市須磨区離宮西1の23

兵庫区山田町小部市住83

芦屋市宮塚町17 芦屋ハウスR号

神戸市東灘区本山町中野字御前
10の1

灘区灘北通7の12

長田区平和台町2の10

F 

λr 

/1 

三木市大塚町県営住宅52

加古川市寺家町136の1

神戸市垂水区西垂水町仲田1135

庁 長田区房王寺町1の63

F 灘区赤坂通5の12

西宮市甲子園6番町104

神戸市須磨区天神町3の17

兵庫区吉田町2の80

尼崎市塚口東町847

神戸市灘区大和町3の17

須磨区離宮前町132

須磨区飛松町5の4

西宮市上甲東園3の119

楠 巌

栗本義郎

鍬谷敏雄

郷 芙美枝

小久保富男

後藤澄子

駒井四郎

是枝

嵯峨山

笹倉

佐藤

佐藤

藤

宝塚市小林字西山32の7

西宮市鳴尾区鳴尾町松の茶屋26

神戸市灘区倉石通1の11

東灘区本山町中野483

F 兵庫区山田町小部市住147

竜野市竜野町下川原40の4

神戸市須磨区大手町2の10σ

灘区上野通5の18

博

三

口

俵新

寺沢 逗

当津 隆

殿界進次郎

富田 忠

豊田喜唯

永井壮一郎

長島 登

中西 哲

谷

一位4-

λ' 

メY

郎

幸

都

五

正

定

上

成

南

西



神戸市長田区本庄町3の1 市本山第一小

垂水区西垂水町仲回1110 市原田中

東灘区御影町石屋 県御影高

垂水区西垂水町大町16の12 県星陵高

P 兵庫区西出町584番屋敷 私須磨の滞女高

伊丹市行基町165の38 市御影幼稚園

神戸市長田区大谷町2の22 市二葉小

灘区住吉町小原田154 兵庫県立教育研
修所

〆垂水区西垂水町養谷市住127県星陵高

兵庫区熊野町3の57 市湊川高

長田区長尾町3の7
私須磨の浦女高

住宅公団 1-303

須磨区大田町1の6 大田荘市浜山小 N 兵庫区浜中町

須磨区中寺田町8番地 市宮本小 F 葺合区宮本通

兵庫区五宮町179 市鴇越小 F 兵庫区鴨越町

東灘区本山町岡本庄屋10の3市魚崎小 庁東灘区魚崎町

東灘区住吉町浜新田934 市兵庫高 F 生田区北長狭通

灘区篠原南町1の29 県神戸高 F 灘区上野観音山

灘区八幡町1の3 大阪書籍株式会社 大阪市西成区津守町

垂水区西垂水町馬場通51 市葺合高 神戸市葺合区野崎通

東灘区御影町郡家村田292 市御影中 庁東灘区御影町

灘区高尾通1の13 私成徳学園高 F 葺合区東野町

垂水区西垂水町霞丘17∞ 神戸大学理学部 p 東灘区御影町
生物学教室

明石市林成願寺町 県住203 市西須磨小 F 須磨区西須磨

神戸市須磨区鹿松町1の6市住32 市産業高 F 葺合区小野柄通

須磨区妙法寺字大門816 市板宿小 H 須磨区板宿

三木市別所町和田318 市兵庫商業高 F 兵庫区山田町小部

神戸市須磨区妙法寺界地83の1 市魚崎小 F 東灘区魚崎町

加古川市東神吉町升田1309 市苅藻中 庁長田区東尻池町

神戸市垂水区西垂水町上霞ケ丘1700神戸大学御影分校 P 東灘区御影町

垂水区西垂水町霞ケ丘 市千歳小 F 須磨区千歳町

池田市尊鉢町481の1 私甲南女子高 F 東灘区本山町田中

神戸市垂水区西垂水町瑞ケ丘
959の28 県長田商業高

長田区一里山町1番地の798市兵庫小

兵庫区御所通2の1 市駒ヶ林中

東灘区魚崎町横屋510 関西大学経済学部

灘区赤坂通5の4 県神戸高

東灘区住吉町鴨子ケ炉
公団住宅第7号館301 私頭栄短期大学

芦屋市岩国町482 私成徳学園高

神戸市兵庫区菊水町10の34 市丸山中

葺合区熊内六丁目190中尾方県御影高

勤務先所在地

神戸市東灘区本山町田辺

F 灘区船寺通

東灘町御影町

垂水区西垂水町

須磨区行幸町

東灘区御影

長田区二葉町

11 

λア

ノア

〆/

先務勤所住

11 

λy 

λr 

名

西村e 清

能勢静子

野中保一郎

橋本三郎

橋本敏男

泰 栄子

服部美智子

花田治

氏

11 

灘区王子町

垂水区西垂水町

兵庫区松本通

須磨区行幸町

λy 

11 

λy 

F 

// 

平

良日

昭

史

隆

田

回

浜

浜

広瀬

藤岡

藤田健

藤田保之

藤原正啓

藤本義昭

藤本俊彦

藤原悠紀雄

吉}I[博二

前田敏文

// メr

月Y

λ' 

ノア

F 

庁

庁

λr 

p 

1/ 

ノγ

庁

可

稔

雄

元

弘

男

治

昇

保

彦

治

幸

昇

豊

矛IJ

中

敏

節

義

国

号よ

田

口

位

内

野

山

田

名

原

原

春

林

林

東

樋

人

平

平

平

1/ 

庁

長田区池田谷町

兵庫区永沢町

長田区若松町

λy 

/1 

/1 

/ア

月F

前田米太郎

郎

昭

猛

義

二

音

田

尾

田

下

村

正

増

松

松
灘区上野観音山11 

月Y

F 

/〆

正

生田区中山手通

葺合区葺合町東野

長田区大丸町

東灘区御影町

/1 

// 

/1 

11 

← 425~ 

11 

松村義敏

真鍋美智子

丸山 進

三尾隆弥



神戸市須磨区天神町1の1

F 須磨区天神町1の19

灘区上野通6の5

灘区前手町192

東灘区本山町北畑326の9

長田区蓮宮通5の5

兵庫区山田町小部大平

加古川市尾上町池田212

神戸市灘区倉石通1の2

西宮市今津浦風町56

神戸市生回区楠町1の印7

垂水区西垂水町東霞ケ丘
1675の6
兵庫区梅元町191 市宮本小 P 葺合区宮本通

F 生田区相生町3の59 市苅藻中 庁長田区東尻池町

芦屋市茶屋之町37 市二宮小 H 葺合区二宮町

F 東灘区本山町森今北246 県神戸高 F 灘区上野観音山

明石市太寺2丁目 市山手小 F 生田区中山手通

神戸市長田区池田広町28番地 市真陽小 P 長田区二葉町

F 東灘区御影町郡家宮浦290の38市筒井台中 F 葺合区野崎通

F 兵庫区都由乃町2の1 私神戸山手学園 F 生田区再度筋

加古郡阿間一村本圧 私須磨の浦女子高 F 須磨区行幸町

神戸市東灘区魚崎町横屋 市魚崎中 西宮市川西町

P 東灘区御影町西平野5の1

生田区下山手通6の59

勤務先所在地

神戸市須磨区鷹取

F 兵庫区松本通

灘区上野観音山

P 兵庫区

大阪市北区中之島二丁目
22 

神戸市長田区寺池町

生田区加納町

生田区下山手通

灘区国玉通

灘区上野観音山

灘区船寺通

F 

ノγ

λア

// 

ノゲ

先

市鷹取中

市川池小

県神戸高

市神港高

大建木材工業株
式会社

県兵庫高

神戸市建設局
緑地砂防課

県教委指導課

市上野中

県東神戸高

市原田中

務動所住

F 

λア

λy 

λア

λア

三

茂

之

雄

郎

綜

武

森義男

矢島紀美子

安木五夫

安村富雄

名

鉦

忠

善

哲

氏

宅

本

本

西

井

上

南

三

官

官

村

室

最

F 

兵庫区松本通

神戸市須磨区妙法寺町
桜界地

// 市川池小

市妙法寺小

，ちY

，ちY

明

柳田久雄

矢信 亨

山垣内勝美

山垣清平

山口寿美男

山口幸子

山崎泰子

山本 清

山本昇十郎

山本則男

吉阪道雄

鷲

田柳

λy 哉欣尾

部

県有馬高 三田市462

兵庫農科大学 多紀郡篠山町東浜谷

私三田高 三田市

県有馬高 三田市古城跡

県有馬高長坂分校庁長坂区

村後JII中 多紀郡城東村後JII上

県篠山鳳鳴高 多紀郡篠山町北新町

兵庫農科大学 P 篠山町東浜谷

兵教委事務局 三田市

兵庫農科大学 多紀郡篠山町東浜谷

県篠山鳳鳴高 F 篠山町

兵農大動物学教室 F 篠山町

市八景中 三田市三田町沢の辻

支

-42(;-

紀

三田市古城跡822の1

多紀郡篠山町西新町

三田市南区

神戸市垂水区神出町宝勢1351

永上郡春日町多利2029

多紀郡城東村泉

多紀郡篠山町新庄

多紀郡篠山町山内町2.'3

P 丹南村古市

今回村今回新町

F 城東村畑市

永上郡市島町上竹田

三田市三田町屋敷町646

。
ニf'

/1 

相原寅

奥谷禎

蔵本博美

近藤昭一郎

仲井啓郎

中西 馨

西脇 徹

野草俊作

橋本一広

波多野敬二

極口繁

藤田悦

古川正

松

久
己



勤務先所在地

多紀郡篠山町東浜谷

三田市三田町

多紀郡篠山町

先

高

学

業

大
農

高

科

山

田

農

篠

三

庫

県

私

兵

務動=-FJT 

多紀郡篠山町河原町130

神戸市兵庫区有馬町1153

多紀郡篠山町西新町18

住名

前川 修

村上泰次郎

山本和太郎

氏

氷上郡氷上町沼491 ノ

市島町上竹田

P 柏原町柏原192

京都府福知山市字牧515

氷上郡青垣町佐治

柏原町南多田305

氷上町市辺712

市島町梶原907

下新庄1241

氷上町横田

春日町鹿場135の1

春日町黒升

柏原町柏原

市島町喜多

山南町岩屋329

部支上氷

氷上郡氷上町佐野

柏原町

柏原町大新屋

柏原町

青垣町新町

氷上町谷

山南町谷川

柏原町東奥

氷上町石生

JちY

万Y

λY 

λ' 

11 11 JIl 

見

氷上郡柏原町

春日町黒升

柏原町東奥

柏原町柏原

λY 

11 

/" 

11 

/1 

λY 

県柏原高

町明徳中

県柏原高

町崇広小

農業

λy 

バY

1/ 

/ゲ

町南小

県相原高

町新井小

県柏原高

町青垣中

町南中

町久下小

県柏原高

町東小

1/ 

λY 

// 

λr 

女

郎

美

夫

郎

司

イ中

貞

孝

彬

確

雅

俊

山

名

}I¥ 

見

井

芦

井

大

大

関

亀

小

高

谷

細

松

山

横

吉

酒

11 

治

義

孝

勲

斉

夫

貢

匡

田

上

河

西

国

井

森

橋

ノア正

洲本市上物部町川西

三原郡三原町市円行寺

津名郡北淡町富島

洲本市上物部町川西

津名郡五色町鮎原

三原郡三原町市

津名郡北淡町浅野

三原郡三原町市村

津名郡淡路町

洲本市塩屋

津名郡津名町志筑

三原郡三原村市

洲本市馬場町

三原郡緑村倭文圧回

津名郡北淡町富島

三原郡三原町市円行寺

洲本市由良町

部

県洲本高

県三原高

県淡路農業高

県洲本高

町鮎原中

県三原高

町浅野中

県三原高

町浦中

市洲浜中

県津名高

県三原高

私柳学園高

村倭文中

県淡路農業高

県三原高

市由良中

支

洲本市築地町

三原郡三原町市青木県三原高校内

津名郡一宮町尾崎

洲本市幸町乙365

津名郡五色町広石

三原郡三原町市市696

津名郡北淡町野島

三原郡南淡町賀集

津名郡淡路町下回

洲本市馬場町甲槌8

津名郡津名町志筑

三原郡緑村倭文神道372

洲本市下屋敷町乙12の1

三原郡緑村倭文庄田

津名郡北淡町富島

三原郡三原町市青木職員寮

洲本市由良町742

-427~ 

路，* 
~!)巳

晃

夫

治

造

博

郎

弘

平

錐

夫

照

弐

元

人

男

雄

幸

修

義

貞

幹

耕

一

好

二

利

安

富

邦

良

上

藤

宮

田

野

田

田

賀

山

田

岡

田

西

本

沢

原

辺

石

伊

上

梶

河

喜

島

槌

中

広

村

安

山

山

米

米

渡



部支美明

勤務先所在地

明石市大蔵谷

魚住町西岡

大久保町大窪

グ山下町

三木市上の丸

明石市大久保町

三木市志染町

明石市大蔵谷

和坂大坪

和坂

大蔵谷

大蔵谷

大蔵谷

西王子町

二見回福里

魚住町清水

藤江町

大蔵谷

大蔵谷

新明町

大蔵谷

大久保町

P 二見町東二見

三木市細川町豊地

明石市山下町

上の丸

大蔵谷

先

/1 

/1 

庁

/1 

/1 

庁

/1 

/1 

F 

庁

// 

ノゲ

F 

』ア

// 

// 

// 

動

市大蔵中

市錦浦小

市山手小

市明石小

県三木高

市大久保中

市志染中

市明石東高

市花園小

市望海中

県明石高

!宗明石高

市明石南高

市王子小

市二見中

市魚住小

市藤江小

市明石南高

県明石高

私大成熟

市大蔵中

市大久保中

市二見小

市豊地小

市明石小

市錦城中

市大蔵中

務所住

市住52

λy 

λy 

λr 

λY 

F 

λY 

λr 

八

保

道

作

郎

猛

雄

敦

周

宗

教

俊

三

春

一一
一

原

本

本

谷

尾

山

崎

山

弁

大

岡

小

橘

木

久

黒

渋

島

高

高

竹

立

橘

中

西

橋

橋

長

松

向

山

横

米

名

拓 造

勇

郎

雅

逸

二

男

司

ニ

昭

雄

雄

雄

晴

茂

郎

男

勇

義

時
四

幸

一

良

由

春

正

昭

嘉

久

芳

義

政

石

石

野

原

色

江

本

川

田

村

留

田

谷

田

島

橋

中

花

氏

p 

加古郡稲美町野添

加古川市本町

高砂市南材木町

曾根町

グ曾根町

加古川市本町

高砂市朝日町

F 伊保町梅井

加古川市平岡町新在家

p 

町母里中

県加古川西高

日本通運高砂港
支庖

県松陽高

県松陽高

県加古川西高

県高砂高

市松陽高

県農業高

部支，:p 

加古郡稲見町下草谷401

加古川市上荘町都染

別府町西脇

高砂市曾根町

明石市西王子二丁目

太寺1の26'2:1

P 桜町2の1177

三木市東条町422

明石市太寺2の3悦6

三木市志染町吉田

姫路市苫編町'2:18

明石市魚住町中尾156

林八軒町828

上の九3の118

太寺1の88

西朝霧町33

P 二見町東二見市テラス2号

神戸市長田区前原町1の207

明石市大久保町駅前

P 大久保町福田341

姫路市市之郷2の25

明石市大蔵谷明石高校内

グ新明町市住1号

船上権現町156

二見町東二見

グ 魚住町清水745

三木市与呂木部4

明石市魚住町清水2184

明石市魚住町長坂寺1136

加古郡阿間村野添

カ日

城

賢

建

沢

両

井

稲

庁

姫路市福本町

印南郡大塩町121

竜野市揖保町東用

加古川市別府町別府11

F 平荘町山角505

姫路市別所町佐土

-428ー

男

夫

彦

龍

郎

弘

弘

叉

達

国

房

道

国

津

原

沢

西

田

上

稲吉

今

小

金

川

神

北



印南郡志方町

加古郡稲美町国岡

加古川市加古川町粟津

F 乎荘町山角

高砂市阿弥陀町

加古川市別府町新野辺

高砂市荒井町荒井

加古川市加古川町木村

F 平同町新在家

市上荘小

県加古川東高

商業

県高砂高

神大工学部学生

町志方中

町天満中

県加古川東高

市両荘中

県農業高
阿弥陀分校

市浜の宮中

市荒井中

市加古川小

県農業高

動量幸先所在地

加古川市上荘町都染

加古川市加古川町粟津

高砂市朝日町

先務動所

加東郡滝野町上滝野

姫路市柿山伏上の町水谷方

加古川市加古川町寺家町出8

神戸市兵庫区熊野町5の19

加古川市友沢町321

P 平荘町神木

加古郡稲美町岡2.346

加古川市別府町新野辺

上荘町都染414

尾上町長田

住

F 

三

夫

照

寿

実

夫

龍

骨

名

基

隆

勝

光

貴

正

輝

元

民

崎

田

口

中

谷

鴨

川

口

原

黒

杉

田

田

中

鍋

西

西

藤

市住12号

F 加古川町備後2.35

高砂市高砂町横町1偲5

小野市下来住町

加古川市上荘町見土呂

p 

司

拳

昭

清

広

貝リ

口

ロ

本

田

安

山
山
山
士
口 薫

加東郡滝野町下滝野

庁社町

小野市小野町

加東郡社町社

小野市中番町18

加東郡社町上久米1693

小野市小野町

加東郡滝野町新町

P 東条町天神川上

滝野町下滝野

部

町滝野中

県社高

市小野小

県社高

市中番小

町米田中

県小野高

町加茂小

町東条束中

町竜野中

支東

加西郡泉町馬渡谷377

加東郡社町

加東郡社町沢部409の2

F 滝野町高岡1250の1

小野市西脇町259

加東郡社町山国1528

西脇市大垣内町

加東郡滝野町高同

社町田中誕3の1

社町富原45.3

カ日

// 

之

雄

雄

三

浄

男

夫

男

男

孝

西健

沢忠

井秀

紫敬

中〆

中

国

井

内

本

文

忠

初

和

佳

大

岡

国

小

田

田

平

藤

堀

山

// // 

加西郡北条町西上野

加西郡北条町福住

北条町北条

加西町中野

加西町別府

北条町北条

北条町東高室

泉町和泉

北条町

// 

F 

庁

// 

F 

〆〆

部

町富田中

町賀茂中

町北条中

町九会中

町富合中

町北条中

県北条高

町日吉小

県北条高

支

加西郡加西町新家

泉町鴨谷

泉町下芥田311

加西町繁昌

加西町玉野

加西町玉野

北条町段下町営住宅14号

泉町和泉395

北条町西長

西カ日

// 

// 

d句Y

// 

// 

p 

// 

井上昭男

岡本 実

黒田 寿

菅野和彦

玉田忠男

西脇 勲

平畑政幸

増田喜代次

村田千代子 F 〆/

西脇市西脇町

部

県西脇高

支

-429ー

可
。
ダ

西脇市大野町涼股猪



勤務先所在地先者怒動所住名氏

県西脇高
黒田庄分校

県西脇高 西脇市西脇町

県西脇高 P 西脇町

県西脇高 H 西脇町

県西脇高加美分校 多可郡加美村市原

県西脇高 西脇市西脇町

市西脇東中 F 鹿野町1116

村大和中 多可郡八千代村大和

町中町中 F 中村町

市西脇中 西脇市小坂町

村黒田庄第一小多可郡黒田庄村岡

県西脇高 西脇市西脇

多可郡黒田圧村喜多西高寄宿舎

西田町

和田町

坂本町

多可郡加美村観音寺44

F 八千代村大和

P 黒田庄村両502

神崎郡市川町下牛尾河内

多可郡加美村熊野部423

西脇市郷瀬町228

多可郡黒田庄村黒田

西脇市上野

西脇市西田町

庁

庁

F 

清

小林拓

沢田敏

田中兼

永井淳

長谷川 照

藤原健司

宝谷 亘

細田卓也

前田 孝

森脇千代蔵

山本勇雄

R
ド

W
H
F
-
A
3

自
um

自
Hm

拍
ku

本岡

姫路市伊伝居

延未町谷口

山田町

自国町

神崎郡福崎町

姫路市伊伝居

本町

F 

庁

p 

11 

白浜町甲

広畑区広畑

神崎郡福崎町

λア

F 

部

県姫路西高

市手柄小

市山田小

市増位中

県福崎高

市城北小

県姫路東高

市灘中

市広畑中

県福崎高

岡山県赤磐郡瀬戸町塩納

姫路市新在家町756の2

山田町南山田807

保域住宅37

神崎郡福崎町中島

姫路市本町68

材木町67

加古川市加古川町平野183

姫路市網干区和久311

神崎郡福崎町

姫路市船津

白国区孔雀丘

F 飾東町庄686

飾磨郡夢前町糸田125

姫路市大津区西土井

F 飾磨区中野田114の2

揖保郡太子町糸井1929の1

姫路市東雲町4の1

F 八代区東の町646

竜野市揖西町中垣内

神崎郡福崎町福崎新178

姫路市下寺町21

八代中町599

南八代町106

町田98

赤

池

井

岩坂和

牛尾文

奥野敬一郎

神崎宰

倉賀野忠正

古林一実

小林きぬえ

小林

浄徳

戸部

名倉

仁王

平田

福田

藤本

松岡

丸尾

三木

森本

矢内

横田

芳沢

支路姫

F 

λY 

次

造

広

光

孝

正

正

木

内

上

庁

市琴丘高 姫路市今宿車崎

市教委教育課 F 本町

県姫路西高 F 伊伝居

県姫路南高 P 大津区天満

市飾磨高 P 飾磨区妻鹿

県姫路東高 H 伊伝居

市高丘中 F 辻井

松岡病院 赤穂市有年町

市琴丘高 姫路市今宿車崎

開業医 神崎郡福崎町福崎新

市姫路高 姫路市八代深田町

神大教育学部学生

市姫路高 姫路市八代深田町

市東小 姫路市市之郷町

三浦方

-430ー

11 

が

λr 

ノア

隆

郎

郎

樹

造

土

口

郎

夫

夫

信

弘

彦

二

平

悦

二

春

耕

捨

五

秀

耕

順

義

正

利

忠



部支罵但

勤務先所在地

県八鹿町 養父郡八鹿町

町香住第一中 城崎郡香住町香住

県浜坂高 美方郡浜坂町

市豊岡南中 豊岡市西本町

県出石高 出石郡出石町下谷

県出石高高橋分校 F 但東町平岡

県浜坂高 美方郡浜坂町

県浜坂高温泉分校 P 温泉町細田

県八鹿高 養父郡八鹿町

県生野高 朝来郡生野町真弓坂巻

県香住高 城崎郡香住町矢田

県八鹿高 養父郡八鹿町

県豊岡高 豊岡市南本町

町出石中 出石郡出石町弘原

町関宮中 養父郡関宮町

県生野高 朝来郡生野町

食料品商 P 朝来町新井

町合橋小 出石郡但東町矢根

県豊岡高 豊関市南本町

兵教委但馬出張所 庁 本町

県豊岡高 庁本町

県八鹿高 養父郡八鹿町九鹿

先務動所

朝来梁瀬町中町

城崎郡香住町油良434

美方郡浜坂町

豊岡市百合地1118

出石郡出石町田結庄117

出石郡但東町平田

美方郡浜坂町浜坂

P 温泉町細田853

朝来郡朝来町山口

// 生野町口銀谷2037の1

城崎郡竹野町鬼神谷1別

養父郡八鹿町

豊同市南本町37

出石郡出石町柳川61

養父郡関宮町関宮1841

朝来郡和田山町竹田

朝来町新井

出石郡但東町中山

朝来郡和田山町法道寺

氷上郡氷上町横田

美方郡浜坂町浜坂1069

養父郡八鹿町米里

住

11 

名

裏

平

夫

信

郎

雄

児

人

夫

生

二

二

重

造

登

博

市

昌

夫

雄

信

雄

隆

幸

正

一

滝

典

捷

正

茂

良

修

忠

忠

光

菊

一

末

茂

俊

謹

倉

津

芥

谷

幡

松

村

本

水

田

花

中

橋

田

村

本

田

川

田

見

本

田

朝

石

今

大

小

尾

桐

坂

清

竹

立

国

土

成

西

藤

福

古

細

細

山

米

氏

竜野市竜野町

佐用郡南光町

佐用町

F 南光町上三河

宍粟郡山崎町

p 

佐用郡三日月町

揖保郡新宮町宮内

F 揖保川町正条

F 太子町鵠

宍粟郡安富町安志

揖保郡揖保川町正条

竜野市竜野町日山

F 竜野町上霞城

宍粟郡山崎町

部

県竜野高

組合三土中

県佐用高

町三河小

県山崎高

県佐用高
三日月分校

町新宮中

町正条中

町斑鳩小

町安富南小

町正条中

県竜野高

市竜野中

県山崎高

支野

竜野市竜野町日山188

佐用郡南光町船越650の3

宍粟郡山崎町須賀沢

佐用郡南光町西下野514

宍莱郡山崎町

竜

男

宏

吉

策

龍

功

兼

大

木

海

海

内

井

青

内

内

梅

片

佐用郡三日月町三日月

揖保郡新宮町篠首2450

竜野市誉田町上沖195

揖保郡揖保川町野田沼3

宍粟郡安富町皆河

竜野市誉田町下沖114

P 竜野町柳原13の9

F 揖西町北沢102の9

娘路市網干区高田

-431-

雄

薫

夫

づ

潤

夫

郎

樹

章

義

林

た

恵

明

二

親

回

谷

原

津

部

井

山

村

田

鯉

小

柴

島

建

土

中

苗

藤



勤務先所在地

竜野市竜野町日山

P 揖保町西構

揖保町西構

揖保町西構

11 

先務

県竜野高

市揖保小

市竜野中

市揖保中

勤所

竜野市誉田町福田549

揖保郡太子町常全40

竜野市竜野町宮脇124

神間町大住寺804

往名

三浦佳文

村瀬泰紀

本窪田隆夫

山口 勝

民

11 /1 

赤穂市塩屋

H 上仮屋

相生市佐方

相生市旭区南本町

P 古池町

赤穂市塩屋町

赤穂市浜市

赤穂郡上郡町山野里

相生市若狭野町八洞

赤穂市東有年439

部

市赤穂中

県赤穂高

県相生工業高

農業

市旭小

市相生高

市赤穂西中

医師

市坂越中

町山野里小

農業

市若狭野小

市有年中

支穂

柴野方

赤

平

郎

彦

彦

二

順

公

芳

二

造

郎

夫

之

光

安

謹

善

精

研

四

松

和

博

JII 

田

山

滞

山

田

村

坂

林

谷

内

中

岡

木

小

小

杉

竹

田

谷

中

西

丸

三

横

京都府亀岡市内丸町

大阪府岸和田市岸城町

京都府南桑田郡亀岡町

東京都品川区北品川
東京都交通局品川営業所

大阪府池田市上渋谷

松山市鉄砲町

大阪市東区京橋前之町

東京都中央区日本橋通町

部

広太理学部附属
向島臨海実験所

赤穂市新田1224

/〆 上仮屋缶2の1

相生市陸菅原875 半田方

赤穂郡上郡町岩木

相生市旭東本町馬場

F 旭区南本町

赤穂市折方98.3

赤穂郡上郡町上郡665

赤穂郡南野中69

赤穂郡上郡町神明寺951

グ 上郡町西野山

H 上郡町竹万1207

赤穂市有年横尾380

支

広島県尾道市外向島町千抄実験所
官舎

静岡県静岡市馬場町6

京都府亀岡市薄田野町柿花 大本花明山植物園

大阪府貝塚市久保165 大阪府立岸和田高

F 泉南郡田尻村字嘉祥寺907の1

京都府南桑田郡千歳村字江島里 府亀岡高

タト県

彦

大村敏朗

竹内 敬

中島徳一郎

中西定雄

広瀬年世

現葉稲

東京都交通局

大阪府池田市上渋谷210

愛媛県温泉郡石井村天山

大阪市東住吉区東鷹合町1の138

F 東住吉区平野住吉町48

千葉県山武郡山武町椎崎 日本生命東京総局診査課

-432-

市渋谷高

県松山北高

私追手門学院高

栃木県栃木市柏倉町596義

三木正士

三好保徳

八木沼健夫

米沢新治

若名東

瀬古
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節治・原由地著

280円 六月社発行

く"家庭でつくれる新しい野菜"の項など読者のため

に筆者永年の労苦によるエシセシスをここに紹介する

ものである。

内容ビジネス'7;/の日曜園芸、楽しい定のいろい

ろ、作り方のかんどころ、季節の花壇、季節の花、こ

ういうときにはどうするか、知っておきたい新知識、

花木、くだもの野菜のっくり方、草花、花木、樹木の

ーらん表ある。(罰村はた)

薗

口

曜

西川善夫・樋

R6 218ページ

会員三氏の快著である。都会生活のいそがしさの中

にも寸暇をきいて美しい花をそだて、庭っくりを楽し

むことは明日への活動の大きな原動力となるものだ。

本書はその花づくりを従来の "1坪の……云々μ か

ら脱して更にきりさげた単位をとり"アパートの窓辺

に壁に"土なし園芸を楽しむ人々のため、また一方

"近時のアウトドアールームとしての庭μ を楽しむ人

のために、更にまた料理に近代的な新鮮さをそえるべ

日

総説
広瀬弘幸著

ことに難解であると思っていた世代の交代などは手に

とるように丁寧な解説がついていて指導の良参考書で

あると聞く信じておすすめします。それに著者の創意

工夫による。 260余の挿図と、詳しい丁寧な索引とは

再読参照する場合に至便であります。学校図書館に必

備の書と信じ、本会会員諸氏の一読をすすめます。

(室井縛)

，ut， 

十

本会会員、神戸大学教授農学博士広瀬弘幸先生著藻

類学総説600ページ、予定価850円が近々内田老議箇か

ら出版されます。生物担当の教職員と生物専攻の大学

生を主な読者層として、海藻類及び淡水藻類に関する

一般的常識をわれわれにも面白く読めるよう平易に解

説し、また最近の諸知識を寄j切って理解できるように

苦心された好著であります。著者の創意による多数の

略図を含んで読者の理解を一層容易にしてあります。

妻買常
深

祖先のあしあとと兵庫県文学読本
のじぎく文庫出版

兵庫県文学読本は本県に関する著名作が今東光、柳

自国男、阪本勝、阿部知二、森田たま、横光利一、長

塚節など 129人の作品が、地方別に載せてあり、文学

案内記のようなもので旅には是非ほしいものである。

なお、他に阪本知事の知事の手帖、戸田唯巴氏の子

どもについて行くなどが出ている。

御希望の方は各冊 200円、申し込みは神戸新聞社

内、のじぎく文庫、振替口座神戸19番、詳しいことは

同文庫へ御問い合わせ下さい。(岡村はた)

神戸新聞社内に郷土の記事、郷土の著者の代表作と

名著の刊行されつつあることは皆さんも御承知のこと

と存じます。

組先のあしあと0)には兵庫県の地誌から始まり、
郷土別に詳しい解説があ。後部には化石などについて

生物関係者として毎日座右にほしい一冊なお(1)には

県民の大古のくらしについて書いてある。豊富に地

図、写真、原図があって、是非おすすめしたい。近々

(1)が出る由。
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製法特許

eミ
整暢消化現酸菌製剤

あなたの腸を守るノ
おなかの悪い時には さっそくピオフェルミンを…

また腰疾患の予防・健康の矯にはふfごんからと愛用を/

下痢。使協。腸内異常発酵。慢性腸病。小児発育不良。

病中病後の回復期。抗生物質療訟後の下痢。消化不良。

栄養の促進。肌あれ防止。お酒の前後。健康の増進に。

一家にー瓶…食後にお忘れなく/

50錠 60円 1∞錠 1∞円 5CO詫 3~0円 粉末もあり

製造 ピオフエルミン製薬株式会社 販売武田薬品工業繰式会社
440 




